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聖
同
教
学
の
浄
土
宗
史
上
に
お
け
る
地
位

－

特
に
三
巻
七
書
を
中
心
と
し
て
Ｉ

一
　

は

じ

め

に

聖
冏

上
人
は
浄
土
宗
第
七
祖
と
し
て

、
法
然
上
人

の
念
仏

に
対
す

る
諸
種

の
非
難

批

判
に
対
し
て
。
多
く
の
著
作

を
著
し

て
祖

意
の
顕
正

に
つ

と
め
ら
れ

た
偉
僧

で
あ

る
。
そ
の
偉
業
の
一
に
禅
徒
に
対
す
る
も
の
が
あ
る
。
捍

と
浄
土

と
は
と
も
に
実

践

を
重
ん
ず

る
宗
派
で
あ
る
が
、
禅
は
主
と
し
て
社
会

の
指
導

階
層

の
帰
依
を
う
け

た

に
対
し
、
浄
土
門
は
ひ
ろ
く
一

般
民
衆
の
心
を
と
ら
え

た
教
え
で
あ

る
た
め
に
、
禅

は
栄
西

。
道
元
の
初
伝
以
来
し
ば
し
ば
念
仏
の
教
え
を
批
判

し
、
こ
と
に
聖
冏
上
人

に
先
立

っ
て
現
れ
た
天

竜
寺
夢
窓
疎
石

の
ご
と
き

は
。
浄

土
教
は
不

了
義
の
教
え

で

あ

り
、
劣
機
を
導
く

た
め
の
方
便
の
教
え
で
あ
る
と
厳
し
く

批
判

し
た
。
こ

れ
に
対

し
て
浄
土
宗
の
旭
荳
社
智
演

は
烈
し
く
反

論
を
し
た
が
、
か
か
る
考
え
は
禅
家
一

般

の
考
え
で
あ

る
た
め
に
、
聖
冏
上
人

は
あ
ら
た
に
二
蔵
二
教
の
教
判
を
組
織
し
て
、

華

厳
天

台
禅
等

の
教
え

は
唯
理
唯
性

を
論
ず

る
抽
象
的
な
理
論
に
と
ら
わ
れ
た
教
え

で
あ

る
か
ら
性
頓

教
と
名
付
く

べ
き

も
の
で
あ

る
。
浄
土
門
の
教
え

は
事
と
理
の
相

坪
　
　
井

俊
　
　

映

頓

と
は
事

理
具
頓

の
頓

で
あ
り
、
仏

意
の
一
乗

、
即
相
不
退

、
見

生
無
生

の
教
え
で

あ
る
か
ら
華
厳
天
台

禅
等
が
説
く
性
頓

教
の
教
え
よ
り
す
ぐ
れ

た
も
の
で
あ

る
と
説

い
て
、
浄
土
門

が
深

遠
な
思
想
体
系

を
有
す

る
教
え
で
あ

る
こ

と
を
力
説
さ
れ
た
。

そ
の
二

は
伝
法
制
度
の
創
設
で
あ

る
。
天
台

真
言
の
両

宗
派
は
い
う
ま
で
も
な
く

、

禅
家
に
て
も
伝
法
を
重
視
し
、
師
資
の
相
伝
、
血
脈
相
承
を
重
ん
ず
る
に
対
し
、
浄

土
宗
で
は
法
然
上
人
が
『
選
択
集
』
に
お
い
て
示

さ
れ
て

い
る
も
の
は
中
国

に
お
け

る
師
資
相
承
で
あ

っ
て
、
日
本
の
祖
師
、
特
に
法
然
上
人

と
中
国

の
祖

師
と
の
間

の

相
承
に
つ
い
て
明
確
な
る
も
の
が
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
『
興
福
寺
奏
状
』

で

は
、
法
然
上
人
を
も

っ
て
面
授

口
訣
を
う
け
な
い
も
の
と
い
い
、
虎

関
師
練
の
ご
と

き

は
浄
土
宗
を
も

っ
て
統
系
な
き
宗
派
と
批
判
し
て

い
る
。
か
か
る
批
判

に
対

し
て

聖
冏

上
人

は
『
顕
浄
土
伝
戒
論
』
を
著
し
て
、
浄
土
宗
の
戒
法
は
天
台
宗

よ
り
伝

わ

っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ

の
嫡
流
が
浄
土
宗
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
、

広
中

畧
の

三
戒
饋

の
あ

る
こ
と

を
述

べ
ら
れ
て

い
る
。

さ

ら
に
念
仏

の
相

承
に
つ

い
て
、
法
然
上
人
と
中
国
善
導
大
師
と
の
間
に
五
百
年

即

縦

横
を
論
ず
る
も
の
で
あ

る
か
ら
相
頓
教
と

い
う

べ
き
で
あ

る
。
浄
土
門
の
い
う
　
　

近

い
年
次

の
隔

り
が
あ

る
が
、
両
師

の
間

に
は
経
巻
相
承
と
直
授
相
承
の
二
相
承
の

聖
冏
教
学
の
浄
土
宗
史
上
に
お
け
る
地
位
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あ

る
こ
と
を
説
い
て
、
釈
尊
よ
り
法
然
上
人

に
至
る
相

承
系
譜

を
立
て

气

浄
土
宗

は
三
国

に
亘

る
永

い
伝
灯
相
承
を
有
す

る
宗
派
で
あ

る
こ
と

を
明

か
さ
れ
た
。

さ

ら
に
門
下
門
流
の
徒
に
法
然
上
人

の
説
か
れ

た
念
仏
を
正
し
く
理
解
せ
し
め

る

た

め
に
三
巻
七
書
を
選
定
撰
述
さ
れ
て
、
法
然
上
人
の
念
仏
の
心
行
を
組
織
化
し
て

伝

え

る
伝
法
制
度
を
創
設
さ

れ
た
。
こ

の
三
巻
七
書
に

よ
る
法
然
上
人

の
教
え
の
組

織

的
な
教
示

は
。
浄
土
宗
義
と
し
て
後
世
の
浄
土
宗
徙
た
ら
ん
と
す
る
者
の
教
学
の

指

針
と
な
り
、
在

俗
信

者
に
対
し
て

は
念
仏
信
仰
育
成
の
規
範
書
と
な

っ
て
。
僧
俗

と

も
に
信
奉
す

べ
き
念
仏
信
仰
の
基
本
的
教
説
と
な

っ
た
。

二
　

三

巻

七
書

組

成

の
意

図

三

巻
七
書
と
は
次
の
も
の
で
あ

る
。

三

巻
書

一
　
『
往
生
記
』
（
通
称
）
一

巻
　
　

源

空
撰

二
　
『
末
代
念
仏
授
手
印
』
一

巻
　
　

弁
阿
撰

三
　
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
鈔
』
一

巻
　
　

然
阿
撰

七
　

書

一
　
『
往
生
投
機

鈔
』
一

巻
　
　

聖
問
撰

二
　
『
授
手
印
伝

心
鈔
』
一

巻
　
　

聖
同
撰

三
　
『
領

解
授

手
印
徹

心
鈔
』
一
巻
　
　

聖
同
撰

四
　
『
決
答
授
手
印
疑
問

鈔
』
二

巻
　
　

然
阿
撰

五
　
『
決

答
疑
問

銘
心
鈔
』
二
巻
　
　

聖
問
撰

こ
れ

は
法
然
上
人
、
一
一
祖

聖
光
上
人

。
三
祖

良
忠
上
人

の
著
作

と
聖
同
上
人
の
そ

れ

ら
の
著
作
に
対
す
る
註
釈

書
と
を
合
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
聖
問
上
人
の
『
五
重

二

指
宿
目
録
』

に
は
具

体
的
な
書
名

は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
を
五

重
に
配
当

し
て

い
る
。

初
重
－

『
往

生
記
』
一

巻
　
　

『
往
生
投
機

鈔
』
一
巻

二
重
－

『
末
代

念
仏
授
手
印
』
一
巻
　
　

『
授
手
印
伝
心
鈔
』
一

巻

三

重
－

『
領

解
末
代
念
仏
授
手
印

鈔
』
一
巻
　
　

『
領

解
授
手
印
徹
心
鈔
』

一

巻

四
重
－

『
決

答
授
手
印
疑
問

鈔
』
二
巻
　
　

『
決
答
疑
問
銘
心
鈔
』
二

巻

第
五
重
－

ナ

シ

こ
れ

を
五
種
と

い
わ
ず
し
て
五
重
な

る
名
称
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、

簡
見

の

及

ぶ
と
こ

ろ
末
書
に

は
そ

の
詳
細
な
解
説
を
見
出
す

こ
と
は
で
き

な
い
が
、

お
そ

ら

く
天

台
教
学
が
明

か
す
五
重
玄
義
。
法
相
唯
識
が
説
く
五

重
唯
識
の
考
え

を
範
と
さ

れ

た
も
の
で
あ

ろ
う
。
天

台
の
五
重
玄
義
と

は
『
法
華
経
』
の
題
目

を
釈
す

る
に
用

い

る
考
え
で
、
釈
名
・
弁
体
・
明
宗
・
論
用
・
判
教
の
五
で
あ
り
。
五
重
唯
識
と
は

所
観

の
唯
識
に
五
重

の
粗
細
次
第
の
あ
る
こ
と
を
明

か
す

考
え

で
あ

る
が
、
聖
冏
上

人
が
三

巻
七
言

を
五
重

に
配
当
し
て
、
檐
・
法
（
行
）
・
解
・・
証
・
信

と
次
第

し

て

組
織
し
た
こ
と

は
、
法
然
上
人

が
説

か
れ
る
念
仏
に
対
す

る
あ

た
ら
し

い
組
織
化
と

考
え

る
。

そ
し
て
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
法
然
上
人

に
は
『
選
択
集
』

を
初

め
多
く

の
述

作
語

録
が
存
し
、
二
祖

聖
光
上
人

に
は
『
徹
選
択
集
』

の
ほ
か
多
く

の
著
作
が

あ
り
、
三

祖
良
忠

上
人
に

は
『
選
択
伝

弘
決
疑

鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
を
は
じ

め
と

し
て

『
報
夢

鈔
』

と

呼
ば
れ
る

五
十
数
巻
の
著
書
か

あ

る
中
、

特
に

『
往
生
記
』

『
末
代
念

仏
授

手
印
』
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
鈔
』
『
決
答
授
手
印
疑
問

鈔
』

の
四

部
を
も

っ
て
五

重
教
説
を
組
織

さ
れ

た
こ

と
で
あ

る
。



法
然
上
人
の
門
下

は
分
派
し
て
五
流
な
い
し
十
五
流

に
な

っ
た
と
い

わ
れ

る
。

か

か

る
門
下

の
分
派
は
ひ

ろ
く
念
仏

の
教
え

を
各
地

に
弘

め
た
こ
と

に
な
る
が
。
反

面
、

法

然
上
人

の
教
え

を
曲
解
し

た
異
義
異
説

が
広
く
伝
お

っ
た
こ
と
と
い
え

る
。
し

か

し
こ
れ

ら
の
異
義
異
説

を
と
な
え

る
者

は
、

い
ず
れ
も
自
身
の
教
説

は
法
然
上
人

の

真

意
を
伝
え

る
も

の
と

い
う
自
負

の
念

を
も

っ
て

い
て
、
決
し
て
異
義
異
説
と

は
考

え
て

い
な
い
。

い
わ
ゆ

る
金
鍮
定

め
難

い
状
況
で
あ

っ
た
。

か
か
る
異
説
の
横
行
す

る
中
に
あ

っ
て
、
二
祖
聖
光
上
人

は
特

に
一
念
義
、
西
山
義
、
寂
光
浄
土
義
等

の
異

義
異
説

に
対
し
て
、
汪
然
上
人

か
説

か
れ

た
心
行
具
足

の
念
仏

を
六
重
二
十
二
件
五

士

五
法
数

に
要
約
し
、
開
示
し
て
正
義

を
教
示
さ

れ
た
も
の
が
『
末
代

念

仏

授

手

印
』
一
巻
で

あ
る
。
論
説
に
よ
ら
ず
法
然
上
人

が
説
か
れ
た
念
仏

の
重
要
名
目

を
箇

条

書
に
列
記

し
て

畧
尺
を
ほ

ど
こ
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
本
書
の
特
色
が
み
ら
れ
る
。
そ

の
中
で

特
に
三

心
に
対
す
る
四

句
分
別

に
よ

る
詳
細
な
釈
義

は
、

総
計
五

十
五

法
数

の
中
。
三

十
数
が

か
ぞ
え
ら
れ
て
、
聖
光
上
人
が
特
に
力
説
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る

が

、
こ
れ

は
一

念
義
。
西
山
義
等
が
特
に
三

心
に
対
す

る
釈
義
を
異
に
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
重

視
し
て
念
仏
行

を
軽
視
す

る
も
の
の
あ

る
こ
と

に
よ

る
と
思
わ
れ

る
。

さ

ら

に
直
接

に
は
聖
光
上
人
門
下

に
て
三
心

の
中
の
至
誠
心
の
体

に
つ
い
て
異
説
を

な
す
も

の
が
現
れ

た
こ
と

に
も
よ

る
と
思
わ
れ

る
。

『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
鈔
』

は
領
解
な

る
名
称
が
示

す
ご
と
く
、
『
末
代

念
仏

授
手
印
』

の
教
旨

に
対
す

る
門
人

の
一

人
と
し
て
良
忠
上
人
の
理
解
を
示

さ
れ
た
も

の
で
、
異
解
異
説

に
迷
う
こ
と
な
く
法
然
上
人
よ
り
聖
光
上
人

が
相
伝

さ
れ
た
教
旨

に
対
す

る
正
し

い
理
解

の
態
度

を
明

か
さ
れ

た
も

の
で
あ

る
が
、
聖
光
上
人

が
特
に

力

説
さ
れ
た
念
仏

の
安
心
三

心
に
つ
い
て
さ
ら
に
微
細

に
細
尺
を
ほ
ど
こ
さ
れ
て
、

念
仏

を
行
す

る
者

の
安

心
－

信
心

の
重
要
性

に
つ

い
て
釈
せ
ら
れ
て
い

る
。

聖
冏
教
学
の
浄
土
宗
史
上
に
お
け
る
地
位

『
決
答
授
手
印
疑
問
抄
』
は
『
授
手
印
』
に
対
す

る
七
十

余
の
疑
問

に
対
し
て

答

え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ

の
疑
義
の
提
出
者

は
在
俗
の
念
仏
信
者
で
あ
る
在
阿

（
上
総
国
周
東
）
と
い
わ
れ
る
。

在
阿

は
西
山
義
、

諸
行
本
願
義

の
教
え

を
聞

い
て
、

聖
光
上
人

の
所

説
と
異

な
り
あ

る
に
つ
い
て
疑
義

を
い
だ
き
、
渋
谷
道
弁

の
す
す

め

に
ょ

っ
て

、
良
忠
上
人

を
た
ず
ね
て
、
疑

問
に
対
す

る
解

答
を
求

め
た
。

良
忠
上
人

は
在
阿

の
求
法

の
篤
志

に
感
じ
て
、
先
聞

の
口
決
に
よ

っ
て

答
え
ら
れ
た
も
の
と
い

う
。

そ
の
内

容
は
三

十
一
項
、

約
七
十
八
余
の
決

択
答
弁

と
い
わ
れ
て
、
厚
薄
粗

細

の
別

は
あ

る
が
、
そ
の
中
、
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
は
煩

悩
と
念
仏

行
と
の
関
係
で

あ

ろ
う
。
『
決

答
疑

問
鈔
』
下

に
、

問
何

故
三

心
具
足

之
上
、
現
世
貪

欲
強

盛
起
後
世

心
行

尚
弱

覚

耶

。
答
貪
嗔

無
始

串
習
法

也
、

故
強

、
願

生
今

生
始

励
心

也
　

故
弱

也
　

他

力
本
願
当
こ

干
此

時
・
施
こ
利
益

‘
也
　
二
河

釈
吉
方
可
こ
見
合
一
也
云
云

と
あ

っ
て
、
三

心
具
足
の
念
仏
行
を
修
す

る
に
あ
た
り
、
凡
夫

は
煩
悩
に
よ
り
て
間

断
さ
れ
勝

ち
で
あ

る
。
こ
れ
を
如
何
に
す
べ
き

か
の
疑
義
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す

る

良
忠
上
人
の
答
え

は
二
河
白
道
の
譬
喩
で
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
釈
迦
弥
陀
二
尊

の
遺
迎
に
よ

っ
て
、

煩
悩
の
有
無
を
論
ず

る
こ
と
な
く
、

起
れ
ば
お
こ
る
ま
ま
乃

至

十

念
の
仏
願

を
信
じ
て
念
仏
す

べ
き

こ
と
を
明

か
さ

れ
て

い
る
。
こ
の
仏
願

仰
信
の

乃

至
十
念
の
十
念
が
第
五
重
と
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

元

来
、
五

重
の
組
織

は
『
末
代
念
仏
授
手
印
』
の
教
旨

が

中

心

で

あ

る

が
、

こ

の
『
授
手
印
』

は
上
記
せ

る
ご
と
く
門
下

の
異

義
異

説
に
対
し
て
、
法
然
上
人

の
教

え
を
正

し
く
伝

え

る
た
め
に
簡
潔
に
箇
條
書
に
示
し
て

容
易

に
門
人

に
理
解
せ
し
む

べ
く
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

良
忠

上
人

の
『
領
解

鈔
』

は
法
然
上
人
・
聖
光

上
人

と
次
第
す

る
教
え
の
正

し
い
理

解
領

解
を
示
さ
れ

た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
『
授

三



佛

教

文

化

研

究

手
印
』
と
『
領

解
鈔
』
と

は
と
も
に
法
然
上
人
が
説
か
れ
た
念
仏

往
生
説
を
解
明

す

る
書
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
良
忠
上
人
の
『
決
答
鈔
』
は
『
授
手
印
』

に
よ

っ
て

念
仏
行

を
実
践
し
た
篤
信
者
が
お
こ
す

煩
悩
と
念
仏
行
と

の
間

に
お
こ

る
疑
問

に
対

す

る
解
答
で
あ

る
。
法
然
上
人
が
説
か
れ
る
念
仏

は
時
節

の
久
近

を
問

わ
ざ

る
常
念

の
念
仏
で
あ
り
、
一
生

涯
継
続
す

る
長

時
修

の
念
仏
で
あ

る
。
六
字
名
号
の

口
称

は

容
易
で
あ
り
、

い
つ
で

も
、

ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
修
す

る
こ
と

が
出
来
る
易
行
で

あ

る
が
、
こ

れ
の
継
続

は
容
易

の
ご
と
く
み
え
て
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
は
煩

悩
に

よ

っ
て
間
断
さ
れ
勝

ち
で
あ

る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
実
践
上

の
疑

義
に
対
し
て
解
答

を
与
え
て
、
乃
至
十
念

の
仰
信
と
実
践
を
す
す

め
ら
れ
た
も
の
が
『
決

答
鈔
』
で
あ

る
。
別
言
す
れ
ば
『
授
手
印
』
と
『
領
解
鈔
』
と
は
「
念
仏
の
実
践
徳
目
の
解
説
書
」

と

い
う
な
れ
ば
『
決
答

鈔
』

は
「

念
仏
実
践
に
よ
る
疑

義
の
解

説
書
」
と
名

づ
く

べ

き

も
の
で
あ

ろ
う
。
こ

の
解
行
を
双
修
し
異
義
異
説
に
迷
う
こ
と
な
く
乃
至
十
念

の

仏
願

を
仰
信
す
る
念
仏
行
者

は
法
然
上
人

が
明

か
さ
れ
た
理
想
的
な
念
仏
者
と

い
え

よ
う
。

か
か
る
理
想
的
念
仏
者
と
は
い
か
な
る
人

で
あ

る
か
を
示

さ
れ

た
の
が
初
重

の
『
往
生
記
』
で

は
な

か
ろ
う
か
。

三
　
『
往

生
記

』
述

作

の
意

図

『
往
生
記
』
は
ま
た
『
無
題
記
』
『
往
生
得
不
得
記
』
と

も
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の

作

者
に
つ
い
て
源

空
撰
と
さ
れ
て

い
る
が
撰

者
に
つ
い
て
古

来
よ
り
疑
義
が
あ

り
、

（
４
）

福
田

行
誡
は
『
伝

法
復
古
』
の
凡
例
に
て
、

近
来
伝
書

卜
称

ス
ル
者
多
　

無
題
記
貞
伝
集
等

二
拠

ル
虚
説
妄
伝
少

ナ
カ
ラ

ズ
、

膕

補
ス
ル

ニ
足

う
ズ（
５
）

と
い
い
、
ま
た
『
両
脈
復
古
』
に
初
重

の
『
往
生
記
』
に
つ
い
て
。

四

此
書
ツ
元
祖
ノ
説
卜
云
。
恐
伝
誤
ナ
ジ
、
四
休
庵
日
良
遍
僧
具

髷
導

診

乱

心

附
い
幃
ｙ
云
云
曁
詰
箟
ぞ

と
あ

っ
て
、
法

然
上
人

の
も
の
で

は
な

い
と

い

う
。
し

た
が

っ
て

行

誡
は

吋
往

生

記
』

に
代

り
て
『
選

択
集
』
第
一
・
二

こ
二
章

の
大
意
を
も

っ
て
す

べ
し
と
い
う
。

（
６
）

こ
れ

に
対
し
て
勤
息
義
城

は
『
伝
語
金
鎗
論
』
に

お
い
て
、

初
重

ノ
巻
物

ヲ
廃

シ
テ
選
択

ト
ス
、
嗚
呼
列
祖
ヲ
軽
蔑
ス
ル
ノ
甚
キ
　
何
ソ
此

二
至

ル
哉
　

仮
令

ヒ
仁
者

ノ
説

ノ
如

ク
偽
書

ニ
モ
散
セ
　
列
祖
相

承
ノ
安

心

二

少

シ
モ
異
ス

ル
所

ナ
ケ
レ
（

之

レ
ヲ
用
ル

ニ
妨

ケ
ナ
シ

と
い
い
、
さ
ら
に
名
越
派
に
は
『
往
生
記

』
の
相
承
が
な
い
た
め
に
『
選

択
集
』

を

初
重
の
巻
物
と
す
と
い
わ
れ

る
か
ら
、
福
田
行

誡
の
い
う
ご

と

く

初

重

を
『
選

択

集
』
と
す

る
な
ら
ば
名
越
尊
観
の
末
流
に
帰
入
す
る
こ
と
に
な
る
で

は
な

い
か
と
反

論
し
て
い

る
。

い
ま
『
往
生
記
』
の
撰

者
に
関
す

る
議
論
は
別

と
し
て
、
聖
目
上
人
が
特

に
初
重

に
『
往
生
記
』
を
配

さ
れ
た
意
図

を
み
忝
こ
と
に
す

る
。
『
往
生
記
』
は
初

め
に
難

遂
往

生
の
機

と
し
て
十
三
人

を
列
記

し
て

い
る
。
『
往
生
投
機

鈔
』

の
説
に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
の
十
三
人

は
い
ず

れ
も
三

心
の

Ｉ
ま
た
は
全
て

を
欠

い
た
大
で
、
往
生

は
出

来

ぬ
大
で
あ

る
と
す
。

次

に
種

々
念
仏
往
生

の
機

に
は
五
類
三
十
人

の
念
仏
行
者
の
形
態

を
明

か
し
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
『
投
機

鈔
』

に
ょ

っ
て
、
浄
土
宗
の
本
意
と
す
る
大
を
出
す
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。

１
　

智
行
兼
備
念
仏
往
生
機
の
第
三

改
こ
本
所
修
顛
密
行
一
而

帰
二
念
仏
一
往
生

大

２
　

義

解
念
仏

往
生
人

の
第
一



偏

以

二
善

導

和

尚

解

釈

・
為

二
指

南

・
而

捨

二
雑

行

・
帰

‘一
正

行

一
嫌

一
雑

修

‘
守

二
専

修

‘

不

に
失

二
義

理

‘
者

信

二
知

弥

陀

本

願

之

旨

一
念

仏

往

生

奏

ま
　

持

戒

念

仏

往

生

機

二
人

一

勇

猛

強

盛

持

に
戒

念

仏

往

生

人

ヲ

モ

ト
　
　
ト
　
　
　

ル
カ

ヘ
　
　

ー一
　

’‘
　
　
　
　

ト
ク
テ

モ

レ
テ
　
　
ノ

ヲ
　

’一
　
　

ジ
ープ

ニ

持

戒

雖
ｙ
為

に
本

其

身

不

Ｅ
堪

二
勇

進

一
故

行

儀

緩

緩
　

然

恐

二
破

戒

罪

一
常

徽

悔

念

仏

往

生

人
　

猶

可

に
摂

こ
持

戒

具

機

一
也

。

４
　

破

戒

念

仏

往

生

檐

二
人

ヲ（
　
　

カ
タ

ル

７（

ト
　

カ
ーブ
ル
　（

モ
　

癶
ト

ノ

ー一
　
　
　
　

ル
　

ヘ
　

ノ
　
こ
　
　

‘一

一

戒

不
ｙ
可

に
破

罪

不
ｙ
可
ｙ
造

心

雖

に
住

二
此

思

一
　

身

不
ｙ

堪

二
其

器
一
之

故

ヲ
　
レ

シ
　
ヲ

ーｙ
　

キ

ル
　

ヲ
　
　
タ

Å
テ

ノ

フ
　
タ
　
　

？
　
　
　
　

テ
　
　
　

ノ
　
　

７

乍

ｙ
恐

犯
ｙ
之

乍
ｙ
歎

造

ｙ
之
　

深

悲

こ
此

事

一
無
ｙ
他

無
ｙ

余
　

仰

こ
称

名

功

用

一

テ
　
　

ノ
　
　
ア
　
　

』一

シ
テ

セ
　
　
シ
テ
　
　
ス
ル

懸

二
本

願

威

力

Ｉ
常

恒

不

に
変

念

仏

往

生

人

『

ス
　

』・

ス
　

ー
　
　
メ
ー‘
　キ
　
ノ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
ア
　
　
シ
玉
フ

ニ

持

戒

持

律

非

Ｅ
分

非

Ｅ
有
　

為

こ
如

ｙ
此

衆

生

一
法

蔵

比

丘

之

五

劫

思

惟

所
ｙ
発

念

仏

往

生

本

願

也
　

全

不
ｙ
可

に
顧

二
我

身

善

悪

・
　

只

以

二
称

名

一
欲
ｙ
預

こ

来

迎

一
以

二
本

願

力

Ｉ
欲

二
往

生

一
之

人

５
　

愚

鈍

念

仏

往

生

檐

（
侃

侃

詐

言

麓

計

数

抖

弌

）

一

聞

二
善

知

識

教

二

向

生

に
信

不
ｙ
弁

二
威

儀

法

則

一
不
ｙ

論

二
行

住

坐

臥

一
日

夜

念

仏

即

久

積

二
其

功

一
往

生

人
』一
ジ
テ
　
　
一
’

テ
　
　
　
　

テ
　

ヲ
　
　
シ
テ
　
　
癶
ル

ニ

雖

に
不

に
学

二
聖

教

一
天

性

正

直
　

自

然

有

二
慈

悲

一
憐

Ｘ
人

念

仏

往

生

人

三
天

性
樫
貴
　

雖
ｋ

に
行
ｙ
施
好
に
供
二
養
　
　

仏
像
経
巻
・
称
名
念
仏

往
生

人

以

上
の
う

ち
初

め
の
智
行
兼
備
の
人

と
は
。
聖

道
浄

土
兼
行
の
人
で
あ

る
が
、
モ

の
中
、
正

意
と
す

る
人

は
捨
聖
帰
浄
を
し
て
念
仏
を
修
す
る
人

と
い
え
よ
う
。

２

の
義
解
念
仏

の
人

は
、
善
導
が
説
く
浄
土
の
教
え
を
よ
く
理
解
し
て
正

助
二
業

（

五
種
正
行
）
を
修
す

る
人
で
あ

る
。

３

の
持
戒
念
仏
二
人

の
う

ち
初

め
の
人

は
、
持
戒
念
仏
者
で
あ
り
、
次

は
破
戒
俄

聖
冏
教
学
の
浄
土
宗
史
上
に
お
け
る
地
位

悔

念

仏

者

で
あ

る
。

４

の
破

戒

念

仏

の
二

人

の
り

ち
初

め

の
大

は
、

破

戒

者

で

あ

る
が

、

慚

愧

し

て

念

仏

す

る
大

で
あ

り

、
次

は
無

戒

の
念

仏

者

で

あ

る
。

５

の
愚

鈍
念

仏

十

六
人

は

。
す

べ
て

宗

の

本
意

と

す

る
大

で

あ

る
が

、

そ

の
中

の

初

め

の
三

人

は

単

信

の
大

信

の
大

と

い

ら

れ

、

そ

の
他

の
十

三

人

は
異

類

の
助

業

た

る

諸
行

（
雑

行
）

と

念
仏

と

を

併
修

す

る
大

で
あ

る
。

以

上

、
宗

の

本

意

と
す

る
大

に
都

合

二
十

二

人

の
念

仏

行

者

を
例

示

さ
れ

て

い

る

が

。

こ

れ

ら

の
念

仏
行

者

は
法

然

上
人

の
伝

記

、

著

書

、

語

録

に
よ

っ

て
平

生
ま

た

は

臨

終

に

お

い

て

念

仏

し

て

往

生
す

る

具

体

的
人

間
像

を
示

さ

れ

た

も

の
で

あ

っ
て

、

そ

の

観

点

は
法

然

上

人

が

説

か
れ

た

廃

立

・

助
正

・

傍
正

の
三

義

の
中

、
廃

立

の
機

と

助

正

の
機

と

を
選

び
出

さ

れ

た

も

の
と

思

わ
れ

、

傍
正

の

機

は

い
う

ま

で

も

な

く
。

門

下

の
異

義

に
よ

る
大

は
見

ら

れ

な

い
。

こ
め

五

類

二

十

二

人

の
う

ち
特

に
重

視

す

る

の

は
愚

鈍

念

仏

の

機

で

あ

っ
て

。

聖

聡

上
人

の

『
五

重
拾

遺

鈔
』

に

は

、

初

機

大

綱

者
　

今

此

愚

鈍

念

仏

機
　

依
二
知
識

教

‘
唱

信
二
往

生
一
計

此

外

更

無

‘一

疑

慮
一
無
二
分

別
一
無
二
知

恵
一
　
只

仰

頼
ｙ
仏

為
二
安

心
一
平

信

唱
ｙ
名

為

二
起

行

‘・：

：

如

ｙ
此

行

者

浄

土
正

機

也
　

即

浄

土

投
機

也
　

是

今

所
ｙ
明

愚

鈍
念

仏

第
一

機

是

也

と

い

い
、

さ

ら

に

愚

鈍
念

仏

の
機

十

六
人

の
中

、

初

三

人

此
中

正

機

也

、
三

人

中

亦

第

一

殊
正

機
中

正

機
　

大

信

中

大

信

也

故

通

諸

機
中

最

第

一
　

耶

と

説

い

て

、

愚

鈍

念

仏

往

生

機

の
最

初

に

出
す

。

聞

こ
善

知

識

教

こ

向

生

に
信

不
ｙ
弁

二
威

儀

法

則

‘不
ｒ
論
二
行

住

坐

臥
一
日
夜

念

仏

五



佛

教

文

化

研

究

即

久
積
二
其
功
一
往
生
大

を

も

っ
て
、
本
宗
の
正

意
中

の
正

意
の
大

と
し
て

い
石
。
こ
れ

は
法
然
上
人
が
、

聖
道
門
の
修
行

は
智
恵

を
き
ば

め
て
生
死
を

は
な
れ
、
浄
土
門
の
修
行

は
　
愚

痴
に

か
へ
り
て
極
楽
に
む
ま
る
と

心
得

べ
し

占

説

か
れ
た
還
愚
の
念

仏
者
を
い
う
と

考
え

ら
れ

る
。

い
わ
ゆ
る
善
知
識
の
教
え

を
正
直

に
信
じ
、
智
恵
才
覚
を
加
え
ず
、
教
え
の
ま
ま

に
念
仏
を
相
続
す

る
大
で
あ

っ
て
、
単

信

の
大
信

の
大
と
い

わ
れ

る
念
仏
者
で
あ

る
。

こ
の
よ
グ
に
初
重
の
『
往
生
記
』

は
浄
土
願
生
者
を
難
遂
往
生

の
機
と
種
々
念
仏

性

生
の
貘
に
分
ち
、
種

々
念

仏
往
生
の
機

を
五
類
三
十
人

の
念
仏
者
を
列
記
し
、
モ

の
中
よ
り
浄
土
宗
法
然
上
人

の
本

意
と
す

る
二
十
二
名

の
行
状

を
示
し
、
さ

ら
に
そ

の
中
よ
り
愚
鈍
念
仏
第
一
の
機
を
も

っ
て
正
中

の
正
機

。
単
信

の
大
信

の
覩

と
し
て

示
さ
れ
た
こ
と

は
。
法
然
上
人
の
教
え
を
奉
じ
て

念
仏
す

る
念
仏
行

者
の
理
想
的

な

あ

り
方
を
示
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
『

選

択

集

』

と

『

往

生

記

』

の

立

場

法

然

上

人

以

前

の
南

都

北

嶺

の
仏

教

者

は
称

名

念

仏

を

も

っ
て

劣

機

の
行

・

方

便

心

行

・

浅

薄

な

行

と

し

て

軽

視

し

て

い

た

。

恵

心

僧
都

の

『

往

生
要

集

』

は
往

生

業

・
と

し

て

五

念

門

を
説

き

、

そ

の

中

心

た

る

観

察

門

に

お

い
て

別

想

観

・
総

想

観

・
雑

果

観

（
極
昇
観

に
含
む
）

を
説

き

。

こ

れ

に

続

ふ
ゼ

、

若

有
ｙ
不
ｙ
堪
ｙ
観
二
念
　

相

好
一
　
戍

依

こ
帰

命

想
・
　
戍

依

二
引

摂

想

‘
　
戍

依
二
往

生
想
・
　
應

乱

心

称

念
｛
　

行

住

坐

臥

語

黙

作

作
　

常

以
二
此

念
一
在
二
於

胸

中

‘

如

二
飢

念
ｙ
食

如

こ

渇

追
ｙ
水
　

戍

低
頭

挙
手
　

戍

挙

声

称

名
　

外

儀

雖

に
異

心

念

常

存

念

念

相

続

寤

寐
　

莫

俗
心

六

と

説

い
て

。

観
念

に

堪

え

ざ

る
劣

機

の
者

は
帰

命

想

引

摂

想

往

生

想

に
住

し

て

称

念

（

係
念
称
名
）
せ

よ

と

説

き

、

ま

た

南

都
興

福

寺

僧

徒

が

法

然

上

人

の
念

仏

を
禁

止

す

べ
く

訴

え

た
貞

慶

起

草

の
『

興

福

寺

奏

状

』

第

七
誤

二
念

仏

‘失

に

お

い
乙

仰

。

次
付

二
能

念

之

相

‘
　
或

口
称

或

心

念
　

彼

心
念

中

、

或
繋

念

或

観

念
　

彼

観

念

中
　

自

こ
散
位
一
至
二
定

位
一
　
自
二
有

漏

‘及
こ
無

漏
・
　
浅
深

重

々
　

前

劣

後

勝

。

然

者

口
唱

二
名

号

｝不
ｙ
観
不
ｙ
定
　

是

念

仏

之
中

粗

也

浅

也

…
…

而

観

経

付

属

之

文
　

善

導

一

期

之

行

唯

在
二
仏

名
・
者

誘
二
下

機
一
之

方

便

也
・
♂

と

あ

っ
て

。

称

名

念

仏

は
粗

浅

な

行

で
あ

り

、
下

機

を
誘

引

す

る
方

便

の
行

で

あ

る

と
し

て

い

る
。

か

か

る
南

都

北

嶺

の
称

名

念

仏

観

に
対

し

て

、

法

然
上

人

は

善
導

の

『

観
経

疏
』

に
ょ

っ
て

、

称

名
念

仏

は
阿

弥

陀

仏

が

本

願

に
暼

わ
れ

た

衆

生

往

生

の

た

め

の

唯
一

の
尊

い
勝

れ

た
行

で

あ

り
、

万

人

を
平

等

に
往

生

せ

し

め

る
価

値

あ

る
行

で
あ

る

と

い

う

新

し

い
意

義

と
価

値

を
見

出

さ

れ
た

。

そ

し

て

観

念

中

心

の

浄

土

教

を
排

し
て

無
観

称
名

の
一

行

に

よ

る
万

人

往

生

を
説

か

れ
、

さ

ら

に
称

名

念

仏

は
弥

陀

釈

迦

諸

仏

が

諸
行

の
中

よ

り

選

択

さ

れ

た

本
願

の
念

仏

な

る

こ
と

を
明

か
さ

れ

た

。

こ

の
法

然
上

人

が
証

得

さ

れ

た
選

択
本

願

念

仏

の
要

旨

を
詳

細

に
記

述

さ

れ

た

も

の

が

『
選

択
本

願

念

仏
集

』

で

あ

る
。

別

言

す

れ

ば

こ

の

『
選

択

集

』

は

、

法

然

上

人

が

自

証

さ

れ

た
本

願

念

仏

の

意
義

と

価

値

の
解

説

書

で

あ

り

、

念

仏

の

要

義

論

と

も

い

う

べ

き

も

の

で
あ

る

。

し

か

し

な

が

ら
、

念

仏

を
行

す

る
者

の
心

構

え

と

さ

れ

る
三

心

は
第

八

章

の
一

章

に

の
み

止

ま

び

、
し

か
も

善

導

の

『
観

経
疏

』
『
往

生

礼

讃
』

よ

り

の

全

文

の
引

用

で
あ

っ
て

、
法

然
上

人

自

身

ひ
考

え

は
み

る
こ

と

が

出

来

ず

、

た

だ

三

心

の

重
要

性

と

ぞ

の
中

の
一

心

を

も
欠

く

こ

と

の
な

い
よ

う

に
と

説

き

す

す

め

ら

れ
て

い

る

の
み

で

あ

る
。



法
然
上
人
が
説

か
れ
る
念
仏

は
三

心
具
足

の
念
仏
で
あ

り
、
こ
れ

は
阿
弥
陀
仏
が

第
十

八
願

に
暼

わ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
上
人

は
日
別
二
万
三
万

の
念
仏
を
行

ぜ
ら
れ
。

晩
年

に
は
ざ
ら
に
数
量

を
増
加

さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
が
、
上
人

が
自

か
ら
行
ぜ
ら
れ

た
念
仏

の
体
験

に
よ

る
信
仰
の
告
白
と
も
い
わ

る
べ
き
も
の
は
、
上
人

が
随
時
門

弟

や
帰
依
者

に
語

ら
れ

た
法
語
で
あ

る
。

法
然
上
人
の
著
作
、
法
語
等
を
通
じ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
。
こ

れ
ら
は
上
人

自
身

の
念
仏
体
験
に
よ

る
本
願

念
仏

の
す
す

め
で
あ

り
。
念
仏

の
意
義
価

値
の
解
説
、
信

心
（
三
心
）
の
在
り
方

の
す
す

め
で
あ

っ
て
、
念
仏
者
の
在
る
べ
き
姿
、
理

想
像
の
解

明

は
極
め
て
少

な
い
。

こ
れ
は
上
人

が
本
願
念
仏

の
創
唱

者
で
あ

っ
た
た

め
で
あ

ろ

う
。

こ
の
『
往
生
記
』

に
明
か

す
種

々
念
仏
往
生

の
機

は
法
然
上
人

の
教
え
を
奉
ず

る
も

の
、
す
な

わ
ち
門
下
門
流

の
徒

の
念
仏
者

と
し
て
在

る
べ
き
姿

を
、
法
然
上
人

の
伝
記
、
語
録

等
に
よ
り
て
具
体
的
に
示
さ
れ

た
も

の
と
思

わ
れ

る
か
ら
、
そ

の
集

録
者
が
誰
れ
で
あ

っ
て
も
よ
く
、
そ
の
集
録
さ
れ
た
念
仏
行
者

は
法
然
上
人

の
教
え

と
異
な

っ
た
異
義
を
奉
ず

る
も
の
は

Ｉ
大
も
み
ら
れ
な
い
。
法
然
上
人
の
教
え
を
奉

し
て
念
仏
す
る
人
の
心
行
の
具
体
的
在
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
愚
鈍
念

仏

往
生
機
十
六
人
の
中
。
最
初
に
出
す

。

聞
二
善
知
識
教

匸

向
生
ｙ
信
不
ｙ
弁
こ
威
儀
法
則

’不
ｙ
論
こ
行
住
坐
臥

‘
日

夜

念

仏

即

久
積
二
其
功
一
往
生
大

と

は
『
一

枚
起
請
文
』

の
末
尾

に
念
仏
行
者

の
心
構
え
と
し
て
示
さ

れ
た
。

一

文
不

知
の
愚
鈍

の
身

に
な
し
て
　

尼
入
道

の
無
知
の
と
も
が
ら

に
同
じ
ケ
し

て

知
者
の
ふ
る
ま
い
を
せ
ず
し
て
　

た

父
一

向

に
念
仏
す
べ
し

と

い
わ
れ
た
意
趣

を
う
け
て
明
示
さ
れ

た
も

の
で
あ

る
。
『
一

枚
起
請
文

』

は
本
願

念
仏

の
創
唱
者
と
し
法
然
上
人
が
念
仏
行
者
の
心
構
え
を
示

さ
れ
た
も

の

で

あ

る

聖
冏
教
学
の
浄
土
宗
史
上
に
お
け
る
地
位

が
、
愚
鈍
念
仏
第

ブ
の
機
は
こ
の
『
一

枚
起
請
文
』
の
意
趣
を
受
け

継
ぐ
門
流

の
も

の
の
在

る
べ
き
姿
を
示
さ
れ
た
も

の
と
い
え
よ
う
。

別
言
す
れ
ば

二

枚
起
請
文
』

は
、
師
範
と
し
て
の
教
誡
的

な
立
場
よ
り
の

説
で

あ

る
に
対
し
て
。
『
往
生
記

』

の
愚
鈍
念
仏
第
一

の
檐
の
所
明

は
教
誡
を
う
け

た
門

下
門

流
の
徙
の
在

る
べ
き
姿
を
明

か
す
も
の
と
思
わ
れ
、

法
然
上
人

の
念

仏
を
奉
す

る
も
の
の
理
想
的
な
人
を
示
す
も
の
と
思

わ
れ
る
。

五
　

五

重

教

学

の
組

成

聖
冏
上
人

が
三

巻
七
書
に
ょ

っ
て

組
織

さ
れ

た
五
重

の
組
織

は
二
重
の
『
末
代
念

仏

授
手

印
』
が
中

心
を
な
す

も
の

で

あ

る
が

。
こ

の
組
織
は
い
う
ま
で
も
な
く
法

然
門
下

に
異
義
異
説
が
横
行
し
、
聖
光
良
忠
両
上
人

の
門
下

に
も
異
説
を
と
な
え

る

者

の
生
じ

た
こ
と

に
よ
っ
て
、
法
然
上
人

の
念
仏
の
正
義
を
永
く
伝

え
る
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
書

に
よ

っ
て
五
重
を
組
織
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
こ
に

注
目
す
べ
き
こ
と

は
『
往
生
記
』
『
授
手
印
』
『
領
解

鈔
≒

決
答

鈔
』
の
そ
れ
ぞ
れ
に

は
三

心
（
信
心
）
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て

重
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
で

あ

る
。

『
往
生
記
』

に
は
「

往
生
障
在
ｙ
四
」
と
し
て
疑

心
・
懈
怠
・
自
力
・
高

慢

の
四

を
出
し
、
『
往
生
機
在
ｙ
四
』
と
し
て
信

心
・
精
進
・
他
力
・
卑
下

の
四

を
出
し
て
い

る
。
こ
れ

は
初

め
の
難
遂
往
生
機
十
三
人

は
い
ず
れ
も
三

心
の

Ｉ
ま
だ
は
全
て

を
欠

く
人
と

い
わ
れ
。
次
の
種
々
念
仏
往
生
の
機
は
い
ず
れ
も
三

心
具
足

の
念
仏
行

者
お

よ
び
念
仏

諸
行
（
助
業
）
兼
修
者
と
思

わ
れ
る
が
、

こ
の
四

障
四
機

の
四

障
は

三

心

を
無
視
す

る
心
を
い
ヶ

と
思

わ
れ
、
四
機

は
三

心
の
持
ち
方

を
言
葉

を
変
え
て
示
さ

れ

た
も
の
と
思

わ
れ

る
。
こ

れ
は
異
義
異

説
と

い
え

ど
も
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え

七



佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

る
称
名
念
仏

の
形

態

は
同
じ
で
あ

る
が
。
そ

の
心
構
え

た
る
信
心
が
異
な
る
こ
と

に

よ

っ
て
、
異

な
っ
た
念
仏
往
生
説
示

生

ず
る
た

め
に
、
特

に
言
葉

を
変
え
て

い
わ
れ

た

も
の
と
思

わ
れ

る
。
さ
ら

に
『
授
手
印
』

に
て

は
上
記
の
ご
と
く
五
十
五
法
数

の

中
、
三
十
法
数

を
も
っ
て
三

心

に
つ
い
て
詳
細
な
解
説

を
ほ

ど
こ
さ
れ
。
『
領

解
鈔
』

も
同
様

に
三

心

に
つ

い
て
さ
ら

に
詳
細
な

る
四

句
分
別
の
釈
義
が
み
ら
れ
る
。
し

か

の
み
な
ら
ず
『
往
生
記
』
の
末
尾

に

記
さ
れ

る

和
語
は
『
一

紙
小
消

息
』
、

ま
た

は

『
黒
田

の
聖
人

へ
っ

か
は
す

御
文
』
と
も
い
わ
れ

る
も

の
で
あ

る
が

、
『
一

枚
起

請

文
』
が
末
尾
に
「

だ

公
一

向
に
念
仏
す
べ
し
」
と
あ

っ
て
念
仏
行

を
す
す

め
ら
れ
て

い

る
に
対
し
、
こ
れ

は
「

憑
て
も
尚
可
ｙ
憑
は
乃
至

十
念

の
詞

、
信

し
て

も
尚
可
ｙ
信

は
必
得
往
生
の
文
也
」
と
あ

っ
て
、
阿
弥
陀
仏

の
本
願
の
仰
信
が
力
説

さ
れ
て

い
る
。

（
1
1）

法
然
上
人

は
こ

の
仰
信
に
つ

い
て
、
［
常

に
仰
せ
ら
れ
け

る
御

詞
］

に
、

名

号
を
き
く
と
い
う
と
も
　

信
ぜ

ず
は
聞
ざ

る
が
如
し
、
た
と
へ
信
ず
と
云
と

も
唱
え

ず
ば
信
ぜ
ざ

る
が
如
し
　

只
っ
ね

に
念
仏
す
べ
し

と
説

か
れ
て
、
念
仏
す

る
も
の

は
信
が
大
切
で
あ
り
、
信
に
よ

っ
て
称
名
念
仏
の
行

が
生
起
す

る
か
ら
で
あ

る
と
す
。
そ
の
信

は
聞
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
。
聞
、
信
、
行

と
次
第
し
て
念
仏
行
が
修
せ
ら
れ

る
こ
と
を
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
愚
鈍
念
仏
第

一

の
機

と
同

じ
意
趣
を
示

さ
れ
た
も
の
で

あ
・
る

が
、
『
常
に
仰
せ
ら
れ
け

る
御

詞
』

は
念
仏
勧
奨
の
詞
と
み
ら
れ

る
に
対
し
、
愚
鈍
念
仏
第
一

の
機

の
示
す

と
こ
ろ
は
勧

奨

を
う
け
て
念
仏
す
る
も
の
の
理

想
像
を
示

し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ

れ
は
信

行

一

体
の
念
仏

者
で
あ

っ
て
、

愚
痴

に
還

り
て
念
仏
す

る
人
で
あ

る
。
こ

の
人

は
義

解

の
念
仏

で
は
な
く
義
解
を
超
え
た
還
愚

の
念
仏

者
で
あ

る
。
聖
冏
上
人

は
こ

れ
を
単

直

仰
信

の
単

信
の
大
信
の
念

仏
者
と
い
わ
れ
て

い
る
。

こ

の
単

直
仰
信
、
単

信
の
大
信
者

た
る
愚
鈍
念
仏
第
一
の
機
と
い

わ
れ

る
人

蹂
二

八

重
の
『
末
代
念

仏
授

手
印
』
に
明

か
さ
れ
て

い
る
六
重
二
十
二
件
五
十
五
法
数

を
正

し

く

理
解
し
て

実
修
す

る
人
で
あ
り
、
『
領

解
鈔
』
が
明

か
す

『
授

手
印
』
の
主
意

を
正

し
く
領

解
し
た
人

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
『
授

手
印
』

に
明

か
さ
れ
る
念
仏

の

信
行
を
忠
実
に
実
践
す
る
に
、
自
身
の
体
験
よ
り
念
仏
相

続
に
対
し
て
お
こ
る
煩
悩

の
障
害
に
対
し
て
、
煩

悩
の
有
無
を
考
え

る
こ
と
な
ぐ
釈
迦
弥
陀
二
尊

の
遣
迎

に
よ

っ
て
必
ず
往
生
出
来
る
と
い
う
本
願

の
乃

至
十

念
を
確
信
す

る
と
と

が
四
重
と
第
五

重
で
あ
り
、

こ
の
三

巻
七
書
述
作
の
最

終
の
目
的

意
図

で
あ

ろ
う
。

こ
れ

は
決

定
往

生
の
信
で
あ
っ
て
、

初
重
往
生
記

の
和
語

の
末

尾
に
明

か
さ
れ

る
「

信
じ
て
も
尚
可

信
は
必
得

往
生
の
文

な
り
」

と
説
か
れ
て

い
る
第
十

八
願

に
示

さ
れ

る
乃
至
十
念

の

仏
願

の
仰

信
で
あ

っ
て
、

愚
鈍
念
仏
第
一

の
機

の
信
相
で

あ
る
。

こ

れ
を
要
す

る
に
聖
冏
上
人

が
伝

法
制

度
を
創
設
し
て
三
巻
七
書

を
定

め
ら
れ

た

意
図

は
、
法
然
上
人

が
説
か
れ
た
本
願

念
仏

の
教
え

奉
ず
る
門

流
の
徒

に
、
上
人

の

教
え
を
正

し
く
理

解
す
る
た
め
に
初
め
に
『
往
生
記
』
で

は
具

体
的

に
念
仏
者

を
例

示

し
、
そ

の
理

想
的

念
仏
者
と
し
て
愚
鈍
念
仏

第
一

の
機

を
あ
げ
、

か
か
る
念
仏
者

は
二

重
の
『
授

手
印

』
お
よ
び
三

重
『
領

解
鈔
』
に
よ

っ
て

。
法
然
上
人

の
念
仏

を

正
し
く
受
け
て
実
践
す

る
人
で
あ

り
、
さ

ら
に
四
重

の
『
決
答
鈔
』

は
念
仏
の
実
修

よ
り
超

る
煩

悩

の
障
害

に
と
ら

わ
れ

る
こ
と

な
く
、

た

璧
乃
至
十
念

の
仏
願
を
仰
信

す

る
人

を
示

さ
れ

た
も
の
と
い
う
こ

と
が

出
来

る
。
別
言
す
れ
ば
三

巻
七
書
が
明

か

す
と
こ

ろ
は
法
然
上
人
の
念
仏

を
奉
ず

る
理
想
的
念
仏
者
の
心
行
の
内
容
を
開
示
さ

れ

る
も
の
で
あ
り
。
も

っ
て
、
浄
土
宗
侶

た
ら

ん
と
す

る
も
の
に
、
念
仏
者
の
在
る

べ
き
姿
を
示

さ
れ
た
の
か
三

巻
七
書
で

は
な

か
ろ
う

か
。

注
（

Ｉ
）

拙
著
『
法

然
浄

土
教
の
研

究
』

五
九
二
頁
。
「
禅
宗
徒

の
専
修
念
仏
批
判
」
参
照
。



（

２

）

（

３

）

（

４

）

（

５

）

（

６

）

（

７

）

（

８

）

『
浄
土
伝
灯
輯
要
』

六
一
頁
。
昭
和
五
〇
年
刊
。

林
彦
明
著

『
三
巻
七
書

の
解
題
』

六
二
頁
。

『
伝
法
復
古
』
（
大
門
了
庚
伝
持
の
写

本
）
　一
頁
。

『
両
脈
復
古
』
（
同
右
）
八
丁
。

勤
息
義
城
著
『
伝
語
金
鍮
論
』
一

二
丁
。

聖
聡
著
『
五
重
拾
遺
鈔
』
（
『
伝
灯
輯
要
』
一
〇

二
頁
）
。

『
禅
勝
房

に
示

さ
れ
け
る
御
詞
』
ｑ

昭
法
全
』
六
九
六
頁
）
。
「
三
心
料

間
お
よ
び
御

法
語
」
（
『
昭
法
仝
』
四
五
一
頁
）
。
「
或
人
の
問
に
示

し
け
る
御
詞
」
（
『
昭

法

全
』
七

ニ

ー
頁
）
。

（

９
）
　
『
往
生
要
集
』
巻
中
（
『
浄
全
』
一
五
巻
四
九
頁
）
。

（
1
0）
　
『
興
福
寺
奏
状
』
ｑ

日
仏

全
』

二
一
巻
一
四
頁
）
。

（
1
1
）
　
「
常

に
仰
せ
ら
れ
け

る
御
詞
」
（
『
昭
法

全
』
四

九
〇
頁
）
。

聖
冏

教
学
の
浄
土
宗

史
上
に
お
け
る
地

位

九





｝

聖
冏

は
早

く

か
ら

浄

土

宗

中

興

の

祖

と

あ

が

め

ら

れ
て

い

る
。

そ

れ

は
浄

土
宗

の

奥

義

で

あ

る
五

重

相

伝

を
再

組

織

し

、

法

然
以

来

相
承

さ

れ
て

き

た
浄

土

宗

義

を
三

巻

七

書

の

伝

書

と

定

め

、
五

十

五

ヶ

条

の

口

伝

を
纏

め

て
骨

格

を

作

っ
た

か

ら

だ

と

い

り

。

確

か

に
聖

間

は
伝

法

の

上

に

新

機

軸

を

も

た

ら

し

た

点

は

注
意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

し

て

こ

の

他

に

も
不

統
一

の
浄

土

宗
義

を
ま

と

め
あ

げ

た

点

は
大

き

い

。
中

興

上

人

と

称

し
て

当

然
で

あ

る
が

、

こ

れ

だ
け

の
人

で

あ

る
の

に
そ

の
伝

記

は
極

め
て

淋

し

い
。

ど

う

し
て

そ

う

な

の

か
理

解

に
苦

し

む

。

了

吟

は
、
『

新

撰

往

生

伝

』

所

収

の
聖

冏

伝

の
最

後

に
、

謂

こ
之

曼

殊
化

身
者
・
宜

哉

。
今

古
以

こ
十

徳
・
称

叭
之

日

本

地

高

位

。
目

諸

宗
博

通

、

日

浄

家

再

興

、

日

説

法

弁

才

、

日

神

歌
両

達

。
日

作
文

殊
勝

。
日

多

聞

自

覚

、

日

長

闕

睡

眠

、

日

額

上

繊

月

、

日

単

信

直

行

矣

、

伝

日

、
称

光
帝

勅

諡
二
禅

師

之

号

‘
又

嘗

有

に
人

讃
ｙ
師

日

。
我

宗
有

二
記

主
・

了

誉

二

師
一
也

猶
1
U台

門
有

二
章

安

・

荊

溪

二

師

‘也

矣

。

末

学

深

思

察

焉

、

了
誉
聖
同
上
人
伝

の
諸
問
題

玉
　
　

山

成
　
　
元

と
い

っ
て

い
る
。
す

な
わ

ち
こ
こ
に

は
聖
冏

の
十
徳
と
し
て
。

本
地

高
位
　

諸
宗

博
通
　
浄
家
再

興
　

説
法
弁
才
　

神
歌
両

達
　
作
文

殊
勝

多
聞
自

覚
　
長

闕
睡
眠
　

額
上
繊
月
　

単
信
直
行

の
十
項

目
を
あ
げ
て
讃

嘆
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
い
い
え
て
妙

で
あ

る
。
『
小
石

川

伝

通
院
志
』
に
も
諸
伝
に
載
せ

る
と
こ
ろ
と
し
て
こ
の
十

徳
を
あ

げ

て

い

る

が
、

『
新
撰

往
生
伝

』
以

前
の
伝
記

に
は
、
こ
の
十
徳
は
見
当

ら
な
い
。
『
小
石

川

伝

通

院
志
』

に
摂
門

は
、
「
今
又
摂
門
私

に
徳

を
加
へ

は
」
と
し
て
、

他
師
伏
徳
　

著
述

殊
多
　

開
寺
数
字
　

宗
徒
範
制
　

法
開
立
規
　

伝
法
尽
妙

得
補
徳
弟
　

誕
生
貴
族
　

神
天

擁
護
　

遺
跡
光
輝

の
十
徳
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
妙

で
あ
る
。
確
か
に
浄
土
宗
に
お
け

る
良
忠
・

聖
冏

の
二
人

は
。
天
台

宗
に
お
け

る
章

安
・

荊
溪
と
同

様
に
称
賛

さ
れ

た
こ

と
は
事

実

で
あ
る
が
、
称
光
天

皇
か
ら
禅

師
号
を
も
ら
っ
た
と

い
う
史
実

は
明

ら
か
で
な

い
。

聖
冏

の
伝
記

に
は
、
別
伝

と
し
て

は
『
了
誉
上
人
行
業
記
』
が
あ
る
が
、
列
伝

と

し
て

は
心
阿

の
『
浄
土
本
朝

高
僧
伝
』
、
了
吟

の
『

新
撰
往
生
伝
』
『
浄
土
列
祖
伝

』

な
ど
が
あ

る
。
こ

の
他

に
『
小
石
川
伝
通
院
志
』

に
は
や
や
詳
し
く
、
『
瓜

連

常

福

一
一

了
誉
聖
同

上
人
伝
の
諸
問
題



佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

寺
志
』
や
『
浄
土
伝
燈
総
系
譜
』
な
ど
に
は
、
簡
略
に
そ
の
伝

記
が
記

さ
れ
て
い

る
。

そ

れ
ぞ
れ
詳
略

の
違
い

は
あ

る
が
。
記
事
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
大
同
小
異

で
あ
る
。

ま

た
い
ず
れ

も
編
年
的

に
羅
列

し
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ

る
が
、
そ

の
中

で
も
明

ら

か
に
間
違
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
り
。
漠
然
と
し
て
い
る
が

、
一
応
認

め
て

も

よ
い
箇
所
も
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
現

在
伝

え
ら
れ
て

い
る
聖
冏

の
伝
記
を

校
合
し
、

再

組
織
し
た
上
で
間
違

い
を
正

し
、
推
定
で
き

る
も
の
は
推
定
し
、
聖
冏

の
性
格

を

ふ
ま
え
な
が

ら
、
モ

の
特
色
を
述

べ
て

み
た
い
と
思
う
。
そ
う

は
い
っ
て

も
ど
こ

ま

で
正

確
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
る
か
自

信
は
な
い
か
、
良
質

の
史
料

に
恵
ま
れ
な

い

僧
伝
研

究
の
一
つ

の
サ
ン
プ
ル
と
な
れ

ば
幸

い
で
あ

る
。

二

『
了
誉
上
人
行
業
記
』

に
よ
る
と
、
聖
冏

は
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
正

月

二

十

五
日
、
常
陸
国
久
慈
郡
岩
瀬
城
主
白
吉
義
光
の
子
と
し
て
生
れ
た
。
佐
竹
一

族
で
あ

っ
た
義
光
夫
婦

は
岩
瀬
明
神
に
七
日
の
祈
禧
を
し
、
モ

の
第
四

夜
に
霊
夢
を
感
じ
子

供

を
授

か
っ
た
と
い
う
。
と
こ

ろ
が
五
歳
の
と
き
父
義
光
は
戦
場
で
死

ん
だ
。
母

は

聖
冏

を
連
れ
て
逃
げ
た
が
、

や
が
て
義
光
の
菩
提
を
弔

う
た
め
に
出
家

さ
せ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
幸
い
当
地
の
常
福
寺

に
は
名
僧
了
実
が

住
職
し
て

い
た
た
め
、
彼

は
了

実

の
も
と
で
出
家
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。
当

時
八
歳
で
あ

っ
た
。
聖
冏
が
入
室
す

る

前
夜
、
了
実

は
夢
に
虚
空
蔵
菩
薩

を
み

た
。

お
そ
ら
く
こ
れ

は
虚
空
蔵
菩
薩
が
私

に

与
え

た
も
の
で
あ

ろ
う

と
い

っ
て
喜
こ

ん
だ
、
と
い
う
。
聖
冏
が
了
実
の
も
と
に
入

門
し
た

の
は
、
佐
竹
義
篤

の
外
護

を
受
け
た
了
実
の
教
化
が
、
佐
竹
氏
一

門
に
及
ん

だ

か
ら
で
あ

ろ
う
し
、
了
実
が
虚
空
蔵
菩
薩
の
夢
告
に
よ

っ
て
聖
冏

を
弟
子
に
し
た

の

は
、
了
実
の
立
場
を
裏
づ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

匸
一

な

お
『
了
誉
上
人
伝
』

は
父
義
光

を
白
石
氏
と
し
。
『
小
石
川
伝

通

院
志

』

は
聖

間

の
生
れ
を
十
月
十
五
日
と
し
て
い

る
。
義
光
の
名
前
も
『
常
福
寺
志
』
や
『
宗
慶

寺
記
』
は
義
満
と
し
。
『
新
撰

往
生
伝
』
や
『
江
戸
砂
子
』

は
義
元

と
し
、
『
常
陸
国

一

向
宗
法
鰉
院
碑
』

は
宗
義
と
す

る
な

ど
一
定
し
て
な
い
が
、
今

は

自

吉

義

光

と

『
伝

通
院
志
』
等
の
説
を
と

っ
て
お
く
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
了

実
の
室
に
入

っ
た
聖
冏

は
、

た
ち
ま
ち
三

経
一

論
を
は
じ

め
浄

土
宗
の
基
礎
学
に
通
じ
、
十
一

歳
の
観
応
二
年
頃

に
は
、
師
了
実

に
疑
問

点
を

正
す

ほ
ど
で
あ

っ
た
。
あ

ま
り
に
も
真
険

な
聖
冏
の
態

度
に
了
実

は
感

心
し
、
同
国

太
ｍ

法
然

寺
の
蓮

勝
の
も
と
に
聖
間

を
送

っ
て
モ

の
大

成
を
望

ん
だ
。
こ
こ
で
聖
冏

は
歴
代

の
教
え

と
浄
土
宗
義

の
奥
義

を
伝
授

さ
れ

た
。
さ

ら
に
蓮
勝

は
円
頓
戒
と
布

薩
戒

を
授
け

る
つ
も

り
で
あ

っ
た
が
、
老
年
で
忘
れ

た
と
こ

ろ
も
あ

る
か
ら
と

い
っ

て
、
聖
間
を
鎌
倉
光
明
寺

の
定
慧

の
も
と

に
遺
す
こ
と

に
な

っ
た
。
当
時

定
慧

は
相

模

の
桑
原

道
場
（
浄
蓮
寺
）
に
移

っ
て

い
た
た
め
。
そ
こ
で
弟
子
入

り
す

る

こ

と

に

な

っ
た
。
こ
こ
で
聖
間

は
浄
土
宗
の
経
論
、
教
相
行
儀

は
も
ち

ろ
ん
、
『
大
乗

起
信

論
』
『
釈

摩
訶
衍
論
』

な
ど
一

般
仏
教
や
各
宗
の
章
疏

な
ど
、

深

遠
な
定
慧
の
講
義

を
授

か
り
、
ま
た
貞
治
四

年
（
一
三
六
五
）
二
十
五
歳
ひ
ど
き
二

祖
三
代

相

承

の
宗

義
、

な
ら
び
に
円
頓
・

布
薩
の
大
戒
を
伝
授

し
、
浄

土
宗

義
の
真
髄

に
達
す

る
こ

と

が

で
き

た
。

鎌
倉
光
明

寺
良
忠

の
後

継
者
は
良
暁
で
あ

る
。
良
暁

は
多
く
の
註
釈
書
を
出
し
て

白
旗
流

の
正

し
さ

を
宣
揚
し

た
。
そ

の
門
下

で
抜
き
出

だ
の

は
定
慧
と
蓮
勝
で
あ

る
。

定
慧

は
宗
戒

の
両
脈

を
相
承
し
て
鎌
倉
光
明
寺
に
住
み
、
そ
の
後
良
順
、
了
専
と
相

承
し
て
ゆ
く

。
こ
の
流
れ
を
本
山
伝
と
い

っ
た
。
蓮
勝

は
宗
脈
の
み
を
相
承
し
太
田

に
法
然

寺
を
開
く

が
、
モ

の
弟

子
に
了
実

が
出
て
爪

連
に
常
福

寺
を
開
き
。
関
東
浄



士

宗
発
展
の
大
切
な
基
点

を
作

っ
た
。
聖
冏

は
了
実

の
門

に
入

っ
て
浄
土

の
宗

学
を

学

び
、
つ
い
で
蓮
勝
に
従

っ
て
よ
り
み
が
き

を
か
け
、
宗
脈
の
相
承

を
受
け
た
。
さ

ら
に
聖
冏

は
定
慧
に
つ
い
て
円
頓
戒

を
受
け
て
戒
脈

を
相
伝
し

た
。
だ

か
ら
聖
冏

は

宗

脈
上
で
は
法
然
よ
り
七
代
目

と
な
り
、
戒
脈
上
で

は
六
代
目
に
当

る
。
し

か
も
本

山
伝

か
ら
戒
脈
を
、

末
山
伝

か
ら
宗

脈
の
両
方

を
相

承
し

た
の
で
あ

る
か
ら
、
こ

の

両
方

を
結
合
で
き

る
立
場
に
あ

っ
た
。
こ
り
し

た
こ
と

か
ら
聖
冏

は
、
や
が
て
浄
土

宗

の
伝

法
に
は
宗
戒
両

脈
の
伝
播

が
必
要

で
あ

る
こ

と
を
強
調
し
、
こ

の
制
度

を
確

立

し
た
の
で
あ
る
。

三

青
年

時
代

の
聖
冏

を
語

る
と
き

。
忘
れ
て
な

ら
な

い
の
は
本
地
垂
迹
思
想

に
対
す

る

態
度
で
あ
る
。
モ

の
証
拠
と
な
る
の
は
『
観
心
要
決

集
』
と
『
破
邪
顫
正
義
』
で

あ

る
。
『
観
心
要
決
集
』

の
正

確
な
成
立
年
代

は
明

ら
か
で
な

い
が
、
神

道
・
儒

教

・
仏

教
の
要
領

を
寓
意
的
に
述

べ
た
も
の
で
あ
り
、
『
破
邪
顕
正
義
』
も
同

じ

着

想

と
い

っ
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
あ

い
前
後
し
て
成
立
し
た
も
の
と
思

わ

れ

る
。
『
観

心

要

決
集
』
の
序
文
に
よ
る
と
、
聖
冏

は
故

郷
を
出
て
十
余
年
間

に
各
地

の
霊
仏
や
霊

社

を
尋

ね
た
。

こ
の
間
富
士

山
の
大
宮

に
参
詣
し
、
僧
俗
百
人
あ
ま
り
の
人

々
と
一

緒

に
通
夜
を
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て

誰
だ

か
わ
か
ら
な
い
が
、
富
士
山

は
世
界
一
の

名

山
で
あ

り
、

当
宮

は
昔

か
ら
霊

験
あ

ら
た
か
な
神
社
で
あ

る
。
夜
も
ふ
け
て
き

た

が
、

曲
舞
や
平
家
琵
琶
・
田

楽
・
猿
楽
・
独
楽

ま
わ
し
な

ど
は
珍
ら
し
く
な
い

か
ら
、

世

間

・
出
世
間

、
内
典
・
外
典

な
ど
専
門

の
学
識
深

い
物
語
を
し
て
明
神
の
法
楽
を

ず

れ
ば
。
大
菩

薩
も
喜
こ
び
、
眠

り
か
ら
さ

め
る
こ

と
で
あ

ろ
う
、
と
い
り
こ
と

に

た

っ
た
。
そ
こ
で
人

々
の
中

か
ら
十
人
が
各
自

の
信
念

を
物
語

る
と

い
う
設
定

に
な

了
誉
聖
同
上
人
伝
の
諸
問
題

つ
て
い
る
。
最

初
は
十
四
・
五

歳
の
美
し
い
巫
女
が
、
富
士
が
天

地
開
闢
以

来
わ
が

国

第
一

の
霊
山
で
あ

る
こ
と
と
、
神
武
以
来
の
和
歌
と
仏
教
の
結
び
つ
き
の
深

さ
を

説
明

し
た
。
二

番
目
は
二
十
歳
ぐ
ら
い
の
俗
人
が
、
儒
教
の
五
常
人

倫
天

道
を
説
き
、

つ
い
で
次
々
僧
侶
が

登
場
し
、
小
乗
の
諸
法
空
寂
、
戒
律
、
唯
識
の
真
理
、
三

論
の

八
不
中
道
、
華
厳
の
円
融
無
礙
、
天

台
の
一
心
三

観

二

念
三

千
、
真
言
の
十
住
心

、ヽ

三

密
加
持
、
桿
の
即
心
成
仏
・
教
外
別
伝
の
境
地
を
説
い
て
い
る
。
い
か
に
も
観
心

の
浅
深
と
年
令
の
老

若
を
配
合
し
、
誠
に
巧
妙

な
構
成
で
あ
る
と
い

っ
て
よ
い
。
さ

ら
に
奥
書
に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
立
派
な
高
説
で
あ
る
の
で
忘
れ
る
の
は
も

っ
た
い

な
い
。
そ
こ
で
書
き
残
す

こ
と
に
し
た
が
。
誤
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
誤

記
が
あ
れ
ば
、
ど
う
か
後
見
の
人
々
は
枝

葉
を
捨
て
、
精

花
を
と
っ
て

ほ
し
い
。
つ

ま
り
中

に
語

ら
れ
て
い
る
真
実

を
と

っ
て
ほ
し
い
と
い

っ
て
い
る
。

ど
う

も
こ

の
書

は
、
聖
冏

が
寓
意
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

学
識

の
深
さ

に
驚
く
。
比

較
的

早
い
時
代

の
作

で
あ
ろ
う
。

『
破
邪
顕
正

義
』

は
、
永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
の
作

で
、
一
名
『

鹿

島

問

答
』

と
も
い
わ
れ
る
。
内

容
は
、
聖
冏

が
常
陸
国
鹿
島
神
宮

に
参
詣
し

。
安
居

寺
に
泊

っ

て

懇
ろ
に
念
仏

を
行

な
お
う
と
し
た
。
夜

に
な
る
と
一
人

の
女

性
が

参
詣

に
現
れ

た
。

み
る
と
あ

で
や

か
で
は
あ

る
が
、
か
な
り
の
老
女
で
あ

っ
た
。
彼
女

は
「

ち
は
や

ぶ

る
神
代

の
し
る
し
　

こ
れ
や
こ

の
」

と
詠

じ
な
が
ら
神

前
に
入

っ
て
法
旌

を
行

っ
た
。

聞

く
と
か
だ
念
仏

の
み
で

あ

っ
た
。

そ
の
後
し

ば
ら
く
す

る
と
一
人

の
翁
が
や

っ
て

き

た
。
彼

は
み
す
ぼ

ら
し
い
姿

を
し
て

い
た
が
、
や

は
り
神
前

に
入
り
、
金
切
り
声

で
［
稍

首
唯
識

性
満
分

清
浄
者
］

と
三
十
頒
順
し

た
。
姿

に
似

ず
不
思
議
で
あ

っ
た
。

や
が
て
こ

の
老
女

と
老
翁

が
。
鹿
島
神
社
や
。
仏
教

と
神
道
、
あ

る
い
は
念
仏

に
対

す

る
質
疑

応
答
を
し
た
の
を
聞

き
、
モ

れ
を
筆
記
し

た
と

い
う
設
定

に
な

っ
て

い
る
。

匸
二
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神

と
仏

は
元
来
本
地
垂
迹
で
あ
り
、
も
と
も
と
鹿
島
明

神
の
本
地
は
阿

弥
陀
如

来
で

あ

る
が
。
機
縁
に
応
じ
て
観
音
、
あ
る
い
は
釈
迦

・
大
日
・
薬

師
と
な

っ
て
顕

れ
る

と
い
う
。
だ
か
ら
神
は
仏
教
保
護

の
立

場
に
あ

り
、
神

前
で
念
仏

誦
経
す

る
こ

と
は

大
切
で
あ
る
。
念

仏
を
行
う
こ
と

は
神
に
対

し
て
不
敬

で
あ

呑
と
す

る
の
は
誤

り
で

あ
る
、

と
主
張

し
て

い
る
。

ま
た
聖
問

は
。
こ

う
し
た
立

場
か
ら
夢
窓
疎
石

の
『

夢

中

問

答
』
で

い

っ
て

い
る
浄
土
小
乗

論
、
す

な
わ
ち
自
力
念
仏
説

を
批
判
し
、
当

時

民

間
に
流
行

し
て

い
た
踊
り
念
仏

の
無
意
義
を
の
べ
、
日
蓮

の
主
張
す

る
反
念
仏

の

無

間

り
説
を
破
し
て
い
る
。

聖
冏

は
諸
国

修
行

の
旅
の
と
貪
、
宇

都
宮

に
ゆ
き
、
日
光
二
荒
山
神
社
の

権
袮
宜

治

部
大
輔
某

に
つ
い
て
天
台
系
神

道
す
な

わ
ち
山
王
神

道
の
秘
奥

を

聞

き
、
『
囂

気

記
私

鈔
』

を
撰
し
て

い
る
。

こ
れ

は
『
囂
気
記
』

の
中

に
示
さ
れ

る
法
相
・
三

論
・

天

台
・
真
言

の
神

道
論
を
註
釈
し

た
も

の
で
あ

る
が
、
各
宗
そ
れ

ぞ
れ

の
宗

意
に
よ

っ
て
神
道
説

を
立
て
て

い
た
。
そ
う
し

た
中
で
念
仏

は
、
や
や

も
す

る
と
神

の
き

ら

う
不
吉

の
も
の
と

い
５

非
難
が
あ

っ
た
。
そ
の
説

を
批
判
し
、
念
仏
こ
モ

神
の
好

む

と
こ

ろ
で
あ

る
と

主
張
し
た

の
が
聖
冏
で
あ

る
。
つ
ま
り
聖
冏

は
諸
神
を
阿

弥
陀
一

仏

に
統
摂
し
、
念
仏
を
諸
神
の
本
懐
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
浄
土
神
道

は
。
諸
宗
に

超
過
す

る
最

上
至
極
の
も
の
と
き

め
つ
け
て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
聖
冏

は
、

い
ち
早
く

時
代

の
特
色

を
つ
か
ん
で
本
地
垂
迹

に
よ
る
会

通

を
こ
こ

ろ
み
、
こ
う

し
た
著
作

を
行

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
裏
に

は
。
諸
宗
の

学
問
を
追
究
す

る
た
め
に
定
慧

の
座
下

を
辞
し
、
諸
国
遍
歴
の
旅
に
出
た
の
が
ど
ん

な
に
役
立

つ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
伝
記
に
よ

る
と
聖
冏

は
、
ま
づ
筑
波
郡
今

鹿
島
の

宝

憧
院
の
宥
尊
を
訪
ね
。
真
言
密
教
の
秘
旨
を
授

か

っ
た
と
い
う
。
し
か
し
宝
憧

院

の
建
立

は
応
永
三

年
（
一
三
九
六
）
で
あ
る

か
ら
、

こ
の
こ

ろ
は
ま
だ

存
在
し
な

い
。

一
四

宥
尊

は
上
岩
瀬
の
白
吉
義
光
の
弟
と
い
う

か
ら
聖
冏

の
伯
父
に
当

る
。
し

か
し
こ
の

と
き
の
宥
尊
は
ま
だ
五
歳
で
あ
り
、
秘
法
を
伝

え
ら
れ
る
状
態
で

は
な
い
。
確

か
に

宥
尊

は
高
野
山
で
修
学
の
の
ち
、
鎌
倉
を
経
て
那
珂

西
の
地
に
帰
り
。
多
く

の
弟
子

を
育
て
、
当
地

に
真
言
密
教
を
伝
え

た
功
績
は
大
き
い
。
し
か
し
聖
冏

と
の
法
的
な

交

流
が
あ

っ
た
と
す

る
な
ら
ば
、
ず

っ
と
後
の
上
宥

か
ら
正
式

に
授
法
し
た
明

徳
四

年
（
一
三
九
三
）
以

後
で

は
な

か
ろ
う
か
。

聖
冏

は
こ
の
後
。
下

野
国
芳
賀
郡

塙
田
（
宇
都
宮
市
）
の
東
勝
寺
に
ゆ
き

、
真
源

か

ら
天

台
宗
の
教
学
を
。
明

哲
か
ら
倶
舎
を
学
ん
だ
と
い
う

。
真
源

の
法
脈
は
明

ら
か

で
な
い
が
、
東
勝
寺

は
天

正
０
初
め
に
東

勝
律

寺
と
い

っ
て

い
る
か
ら
、
天
台

の
ほ

か
に
律

や
倶
舎

も
兼

学
し
た
よ
り

で
あ
る
。
ま
た
聖
冏

は
但
馬

大
明
寺

の
月
庵
宗
之
、

目
察
天

命
の
二
人

か
ら
禅

の
奥
義
を
授
か

っ
た
。
月
庵
宗
之

は
妙

心
寺
訛

の
僧

で
、

中
国
（
元
）
に
渡

っ
て
修
行
し

た
が
、
延
元
二
年
（
一
三
三
七
）
に

は
茨

城

郡

古

内

（
常
北
町
）
の
清
音
寺
に
復
庵
宗
己
を
訪
ね
て
お
り
。
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
に

は

但
馬

に
大
明

寺
を
開
き
、

こ
こ
に
住
ん
で

い
た
。
目

察
天

命
に
つ
い
て

は
は
っ
き

り

し
な
い
が

。
瓜
連

弘
願

寺
の
開

山
で
あ
る
大
拙
祖
能

の
弟

子
で
あ

っ
た
ら
し

い
へ『
瓜

連
町
史
』
）
。

常

陸
に
お
け

る
当

時
の
状
態

か
ら
考
え
れ

ば
、

聖
冏

は
最
初
復
庵
宗
已

に
近
い
門

を
叩

い
た

の
で

は
な

か
ろ
う

か
。
そ
し
て
そ
の
法
系

に
近
い
目
察
天

命

に

参
じ
。
つ
い
で
目
庵

宗
之
の
も
と
に
い

っ
黝
の
で
あ
ろ
り

。

ま
た
、

聖
冏

は
応

安
年
中
（

二
二
六
八
～
七
五
）
に
京

都
に
上

り
、
名
匠

を
訪

ね
て

研
鑚

を
積

ん
だ

と
い
う
が
、
詳

し
い
こ
と

は
わ
か
ら
な

い
。

お
そ
ら
く
上
洛
中

の
こ

と
で
あ

ろ
う
が
、
当
時
和
歌
四
天
王

の
一
人
と

い
わ
れ
た
頓
阿

に
師

事

し
、
『
古
今

和
歌
集
』
の
序
註
十
巻
を
著
し
て
い

る
。
頓

阿
は
御
家
人
の
二
階
堂
氏
の
庶
流
貞

宗

の
子
で
あ
る
が
、
和
歌
を
二

条
為
世
に
学
び
、
出
家
後
は
西
行
を
慕

っ
て

諸
国

を
修



行
し
た
。
聖
冏

と
の・
結
び
つ
き

は
、
御
家
人
社
会
に
お
け

る
母
方

の
縁

に
結

ば
れ
て
、
　

光
院
所
蔵

の
了
実
付

法
状
案
に

は
、

京

都
の
公
家
文
化
に
連

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
聖
冏

が
、
宇

都
宮

の
二
荒

山
神
社

の
権
袮

宜
治

部
大
輔
某
に
天

台
系
の
神
道

の
秘
奥
を
聞
き
。
『
麗

気
記
抄
』
を
著
し

た
こ
と

は
前
述
し
た
が
、
こ
の
結

び

つ

き

も
東
勝
寺
の
真
源

や
明

哲
に
学
ん
だ
縁
で
あ

り
。

神
仏
習
合

に
よ
る
神

へ
の
崇
敬
も

あ

る
。
師
了
実

と
と
も
に
関
係

の
あ

る
村
松

の
虚

空
蔵
菩
薩

は
天

台
宗
で
あ

り
、
鹿

島

神
宮

も
東

勝
寺
も
。
二

荒
山
神
社

も
天
台
宗
で
、
宇
都
宮
一
門
と

の
関
係
が
深

い
。

頓
阿

の
師
二

条
為
世

の
祖

母
は
宇

都
宮

頼
綱

の
娘
で
、
一

族
に
は
多
く

の
歌
人
が

出

た
う
え
、
頼

綱
・

朝
業
兄
弟

は
法

然
の
弟
子
で
も
あ

っ
た
。
こ
う
し

た
こ
と

か
ら
考

え

る
と
、
聖
冏

が
和
歌
を
習

い
、
天
台

宗
の
神
道
を
学
ん
だ

の
は
、
彼

の
兼
学

の
外

延

に
沿

っ
て
い
る
。
換
言
す

れ
ば
、
聖
冏
が
天
台

・
真

言
か
ら
倶
舎
・
唯
識

に
及

び
、

林
下

の
臨
済
禅
に
参
じ
、
さ
ら
に
天

台
罘
の
神
道
を
究
め
、

和
歌

を
習

っ
た
の
は
、

久
慈
・
那
珂
郡

に
お
け
る
諸
宗
派
の
展
開
と
佐
竹

氏
の
信
仰
を
背

景
に
、
俗

縁
と
法

系

に
導
か
れ
た
系
路
が
あ

っ
た

か
ら
で
あ

ろ
う
と
菊
地
勇
次
郎
氏

は
述

べ
て

い
る
。

聖
冏

の
諸
国
遊
学

に
関
す

る
伝
記
の
裏
づ
け
を
と
る
こ
と
は
難
か
し
い
が
、

型
冏

が

若
い
こ

ろ
か
ら
研
究
心
が
旺
盛
で
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
内
典

・
外
典
に
対
す

る
造
詣
も
深

い
。
こ
の
こ
と
は

『
観
心
要
決
集
』
や
『
破

邪

顕

正

義
』

を
は
じ

め
諸
書

に
み

る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
菊
地
氏
の
推
論
は

妥
当
と
い

っ
て

よ
い
。

四

永
和
四
年
（

匸
一
七
八
匸

二
十
八
歳
の
聖
冏

は
、
十
三

年
に
わ
た

る
遊
学

を

終

え

て
爪

連
常
福
寺
了
実

の
も
と
に
帰
り
、
了
実

か
ら
壅
書
を
伝
授
さ
れ
た
。
太
田
市
大

了
誉
聖
同
上
人
伝
の
諸
問
題

右
依
に
為
こ
付
弟
之
仁
｛

以
二
代

々
相

承
之

血

脈

正

本
｛

浄

土
一
門
之
実
文
、
釈

聖
冏
法
師
、
皆
悉
以
こ
手
印
一
具
令
二
付
属
一
巳
畢
、
仍
任
二
六

代

相

伝

之

旨
・
早

可
ｙ
致
二
弘

通
一
之
状
如
卩
件
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご

于
に
時
永
和
四

暦
仲
冬
上
旬

真
宗

弘
教
沙
門
了
実
在
判

と
あ
り
、
生
実

の
大
厳
寺

に
も
同
様
な
案
文
が
あ

る
。
聖
冏
が
了
実

に
師
事
し
た
年

代

は
明

ら
か
で

は
な

い
。
し

か
し
付
法
状

の
性
質

か
ら
、
こ
れ
よ
り
数
年

さ
か
の
ぼ

っ
て
考
え

る
こ
と

は
当
然
で
あ

る
。
こ
の
こ

ろ
に
な

る
と
常
福
寺
も
で
き

た
の
で
、

お
そ
ら
く
聖
冏

は
常
福
寺
で
師
事
し

た
の
で
あ

ろ
り
。
そ
れ
に
し
て
も
了

実
は
蓮
勝

の
弟
子
で
あ

る
。
だ

か
ら
法
然
Ｉ

弁
長
ｉ

良
忠
－

良
暁
ｉ

蓮
勝
－

了

実
ま
で
の
血
脈

は
確

か
に
六
代

と
な
る
。
し

か
し
こ

の
六
代

は
、
浄
土
宗
全
体

か
ら
み
れ
ば
、
ま
だ

世
間

で
公

認
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
了
実
が
「
真
宗
弘
教
沙
門
」
と
自
分
の
上
に

肩

書
を
つ
け
て

い
る
の
も
、
そ

こ
に
は
旺

盛
な
正
統

意
識
が
働

い
て

い
る
と
み

る
こ

と
が

で
き

る
。

聖
冏

は
あ

ら
ゆ
る
面

で
こ

の
考
え
方

を
強
く
出
し
、
七
代
相
承

の
確

か
さ
を
宣
伝
し
て
い
る
。

『
三

縁
山
志

』
に
よ
る
と
、

至
徳
二
年
（

匸
一
八
五
）
二
月
、
千
葉
一

族

の

人

々

が
横

曽
根

の
館
に
聖
冏

を
請
じ
浄
土
宗
の
法
話

を
聞

い
た
。
こ

の
と
き
同
席
で
聴
聞

し
て
い
た
聖
鵈
は
、
真
言
宗
を
捨
て

て
浄

土
宗

に
入

っ
た
と
い
う
。
と
こ

ろ
が
永
徳

三
年
（
一
三
八
二
）
仲
冬

十
四

日
、

聖
聰
は
下

総
北
相
馬

横
曽

根
の

談

場

で
、
聖
冏

か
ら
『
浄
土
二
蔵
二
教
略
頌
』
を
授
与
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
人

の
関
係

は
こ

れ
以

前
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ

ろ
か
ら
聖
冏

は
積
極
的

な
教
化

活
動

を
展

開
し
、
当
地
の
豪
族
千
葉
一
族
と
の
関
係
を
密
に
し
て
い

っ
た
。
と
く
に
聖
聘
に
は

一
五



佛
　
教
　
文
　
化

研

究

目
を

か
け
、
将

来
を
托
す
後

継
者
と
し
て
可
愛
が
り
、
特
別

の
教
育
を
行

っ
て
い

っ

た
。
至
徳
二
年
三
月
二
日

に
は
、
『
釈
浄
土
二

蔵
頑
義
』

を
作

っ
て
授
与
し
て

い
る
。

こ
の
奥
書
の
中
で
、
付
法

の
弟
子
以
外
は
、
ど
ん
な
に
親
し
い
人

で
も
み

せ
る
な
と

い
い
、
弟

子
が
い
な

げ
れ
ば
本
処

に
返
せ
と
い

っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
式
定

に
背
け

ば
二
尊

の
護
念

に
は
ず
れ
、
四

趣
永
況
の
身
と
な
る
か
ら
と
誡
め
て

い
る
。

こ
こ
に
は
聖

聰
こ
そ
後
継
者
の
第
一
人
者
で
あ

る
こ
と
と
、
自
分
の
著
書
こ
そ
が
浄

土
宗

の
正
統

を
伝
え

る
も

の
と

い
う
自
信
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
奥
義
を
秘
伝

に
し
て

ゆ
く
様

子
が
明

ら
か
に
な
る
。

こ

の
年
聖
冏

は
了
実
よ
り
常
福
寺
を
譲
ら
れ
、
こ
こ
を
中

心
に
子
弟

の
教
育
と
著

述
活
動

を
展
開
す

る
こ
と

に
な

る
が
、
や
、か
て
名
声
を
聞
き

つ
け

た
弟

子
ら
が

参
集

し
、
白
旗

派
の
根
拠
地
と
な

っ
て
い

っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
著
述
の
一

つ
が
熹
慶
元

年
（

二
二
八
六
）
に
書

い
た
『
顕
浄
土
伝
戒
論
』
で
あ

る
。
こ
れ
は
浄
土
宗

に

宗

脈

と
戒

脈
の
両
脈

相
伝
が
あ

る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
こ
と
に
円
頓

戒
は
、
円

仁
の
正

流
が
法
然

に
伝
え

ら
れ
、
以

後
代
々
続
い
て
い

る
こ
と
を

主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
証
拠

と
し
て
慧
思
の
袈
裟
や
湛
然
の
戒
儀
を
相
承
し
て
い
る
点
を
あ
げ
て
い
る
。

つ
ま
り
聖
冏

は
円
頓
戒
を
嫡
々
相
承
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

さ
ら
に
念
仏

を
行
う
浄
土
宗

に
お
い
て
。
式
を
伝
え
る
こ
と
は
何
の
さ
ま
た
げ
に
な
る
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
念
仏
の
助
業
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

そ
し
て
浄
土

宗
で

は
。

こ
の
両
脈
を
必
ず
相
承
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
。
こ
れ
が
今
後

に
お
け

る
浄
土
宗
教

団
統
一
の
基
礎

に
な

っ
て
い

っ
た
。

聖
冏

は
こ
れ
よ
り
先
の
貞
治
七
年
（
一
三
六
三
）
二
月
五

日

。
『
浄

土

真

宗

付

法

伝

』
を
撰
述

し
た
。
こ
れ
は
浄
土
宗
が
三
国
伝
来
の
伝
統
を
も
つ
も
の
で
あ

る
こ
と

を
力
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
初

に
本
師
と
し
て
釈
迦
を
出
し
、
次

に
天

竺
四

祖
と

二
（

し
て
馬
鳴
・
龍
樹
・
天
親
・
菩

提
流
支
の
四

人
を
あ
げ
、

震
旦
八
大
祖

と
し
て
慧

遠

・
曇
鸞
・

慈
愍
・
道
綽
・

善
導
・
懐
感
・
法
昭
・
少
康
の
八
人
を
あ
げ
、
日
本
の
五

大
祖
と
し
て
行
基
・
空
也
・
源
信
・
永
観
・
法
然
の
五
人

を
あ
げ
て

い
る
。
こ
の
十

二
人

の
う

ち
八
祖
相
承
（
馬
鳴
・
龍
樹
・
天
親

’
菩

提

流
支
・
曇
鸞
・
道
綽
・
善

導

’
法

然
）
を
経
巻
相
承
と
い
い
、
六
祖

相

承
（
天
親
・
菩
提
流
支
・
曇
鸞
・
道
綽
・
善
導
・
法

然
）
を
知
識
相

承
と
し
て
分
け
て
い

る
。
ま
た
天

親

か
菩
提
流
支
の
一

人
を

除
い
て

七
祖
相
承

の
説

も
あ
げ
て

い
る
が
理
論
的
で

は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
書
は

理
屈

を
つ
け
て

血
脈

を
作

ろ
う
と
し

た
当
時
の
社
会
相
を
示
す

も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ

は
公
開
さ
れ

た
も

の
で

は
な
く
、
自
分
の
覚
と
し
て
作

ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
し

か
し
こ

れ
が
基
本

と
な

っ
て
浄
土
宗

の
正
統
性

を
主
張
す

る
上

に
。
大
い
に
役
立

っ

た
こ
と

は
い
う

ま
で

も
な

い
。
問
題

は
師
資
の
間

に
時
代
の
懸

隔
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ

れ
に
つ

い
て

は

囗
決
相

承
と
依
用
相
承
の
二
種
類
が
あ

る
こ
と
を
明
示

し
、

ね

ん
ご
ろ
に
付
法
相
承

の
成
立
す

る
こ
と

を
主
張
し
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
三

国

に
わ
た
る
付
法
相

承
の
顕
示

は
、
聖
同
が
浄
土
宗

を
寓
宗
と
す
る
当
時
の
批
判
に

対
し
て
、
浄
土
宗
が
明
ら

か
な

る
独
立
宗
団
で
あ

る
と

と
を
証
明

し
た
も
の
で
あ
る
。

『
顕
浄
土
伝
戒

論
』
も
そ
う
し

た
同
じ
立
場
で
の
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
十

八
ヶ
条
の
教
相
に
関
す

る
口
伝
を
記

録
し
た
『
教
相
十

八
通
』

を
撰

述
し
、
各
条
一
通
を
切
紙

に
し
て
秘
蔵
す

る
と
と
も
に
、

法
然
―
弁
長
―
良
忠
Ｉ

定

慧
―
良
順
１
７

実
Ｉ

聖
冏
へ
の
相
伝
を
銘
記
し
て
秘
伝

と
し
て
い

っ
た
。

や

が

て

『
教
相
乱
切
紙
』
や
『
三

六
通
裏
書
』
な
ど
の

口
伝
が
作

ら
れ
て
ゆ
く
。

こ
の
よ
り

に
充
実
し
て
き
た
と
き
に
、
常
福
寺

は
突

然
災

難
に
見

舞
わ
れ
た
。
聖
同
筆

と
伝
え

ら

れ

る
三

月
六
日
付
の
『
常
福
寺
文
書
』

案
に
よ
る
と
、
嘉

慶

二

年
（
一
三
八
八
）

二
月
二
十
一

日
、
戦

火
で
常
福

寺
も
類

焼
し
た
。
こ

の
と
き
延
文
三
年

（

こ

五

八
）



十
二
月
七
日
付

の
浄
喜
の
寄
進
状
や
田
畑

の
坪
付
、

お
£
び
佐
竹

義
篤
の
安
堵
状

ま

で
焼
け
て
し
ま

っ
た
。
そ

の
後

は
幸
い
に
寺
領
を
浸
犯
す
る
も
の
も
な
く
、
常
福
寺

で

は
領

地
の
支
配

を
続
け
た
が
。
自
領
の
証
拠
が
な
い
と
不

安
で
あ
る
た
め
、
聖
冏

は
檀

越
の
稲
木
常
仙

に
再
度
安
堵
状
の
交
付
を
要

請

し

た
。

そ

こ

で

常
仙

は
、

応

永

十
二
年
（
一
四
○
五
）
三
月

六
日

に
坪
付
と
と

も
に
安
堵
状

を
出

し

た
。
こ

う
し

て
常
福

寺
は
徐

々
に
復
興
し
、
応
永
二
十
年
ご

ろ
に

は
一

応

の

完

成

を

み

た

ら

し

丶

○

廴

こ
の
間
、
聖
冏

は
嘉
慶
三

年
『
浄
土

二
蔵

義
見

聞
』

を
作

り
、
明

徳
元

年
（
一
三

九
〇
）
十
一
月
ニ
ヤ
四

日
に
は
『
領

解
授

手
印
徼
心
鈔
』

を
作

っ
た
。
い

う

ま
で

も

な

く
良
忠
の
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
鈔
』
を
注
釈
し
た
も
０
で
あ
る
が
、

こ
の
中

で
「
然
師
五
代
弟
子
了
誉
」

と
い

っ
て
正

統
な
相
承
を
強

調
し
、

五
重
の
う
ち
三

重

の
伝
書
と
し
て
弟
子

に
相
伝
し
て
い

っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
年
十
一
月
二
十

八
日
に
は

『
往
生
記
投
機

鈔
』

を
撰
述
し
、
往
生
得
不
の
機
根
を
分
別
し
、
往
生
に
投
合
す

る

機

根
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
し
て
愚
鈍
念
仏
往
生
の
機

こ
そ
浄
土
宗
の
本
意
に

か
な

り

も
の
で
あ

る
と
し
て

い
る
。
こ
う
し

た
点

を
考
え
て
『
往
生
記
』
を
五
重
の
初
重

に
も
っ
て
き

た
の
で
あ

ろ
う
。
ま

た
明
徳
三

年
八
月
二
十
三

日

に
は
四

重
の
『
決
答

疑

問
銘
心
鈔
』
を
作

っ
た
。
さ
ら

に
応
永
四

年
に

は
『
授
手
印
傚
心
鈔
』
を
作

っ
た
。

こ
れ

は
二
重

に
当

る
『
末
代
念
仏
授
手
印
ヤ

の
注
釈
書
で
あ

る
。

こ
う
し
て
聖
冏

は
、
法
然
以
来
相
承
さ
れ
て
き

た
宗
義
の
真
髄

を
伝
授
す

る
た

め

に
三
巻
七
書

を
定
め
。
五
十
五

″
条
の

口
伝
を
ま
と

め
、
五

重
相
伝

の
綱
格
を
作

っ

た
。
つ
ま
り
聖
冏

は
。
法

然
の
『
往
生
記
』
。
弁
長
の
『
末
代
念
仏
授
手

印
』
、
良
忠

の
『
領

解
末
代

念
仏
授

手
印
』
『
決
答
授
手
印

疑
問
鈔
』
を
選
び
、

さ

ら
に
自
作

の

『
往
生
記
投
機
鈔
』
『
領

解
授
手
印
徹

心
鈔
』
『
決
答
疑
問
銘
心

鈔
』
『
授
手
印
伝
心

了
誉
聖
同
上
人
伝
の
諸
問
題

れ
に
よ

っ
て
聖
冏

は
、
良
忠
の
主
張
し
た
三

代
相
承
と
い
う
浄
土
宗
伝

法
の
根
幹
を

相
承
さ
せ

る
と
と
も
に
、
良
暁
以
下

代
々
の

口
決
口
伝

、
あ
る
い
は
口
筆
の
記
録
を

ま
と

め
て
相
伝
さ
せ

る
こ
と

に
し
た
。
さ

ら
に
応
永
十
一
年
九
月
十
四

日
に
は
『
五

莖
指
南
目
録
』

を
撰
述
し
て

口
伝

の
伝
目

を
指
示
し
、
聖
聰
に
授
け
て
い
る
。

こ
う
し
て
五
重
相
伝

は
。
書
伝
と

口
伝
と
い
う
形

を
と
り
、
一

定
の
綱
格
規
定
の

も
と

に
相
伝
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ

れ
は
伝
法

の
上

に
新
機
軸

を
も

た
ら
し
た

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
聖
冏

の
創
作
し

た
も
の
で

は
な
く
、
聖
冏
が
従
来
相

伝
さ

れ
て

き
た
伝
法

を
組
織
立
て

た
も
の
で
あ

る
と

い
っ
て

ま
い
。

五

『
浄

土

伝

燈

輯

要

』

の
中

に
「

白

旗

式

条

」

が

あ

る
。

そ

れ

に

は
。

敬

白
浄

土

宗

白
旗

流

義

相

承

制

誡

状

一

不

に
可
ｙ
移
二
餘

宗

他

流

‘事

、

｀
　
　
　
　
　

ル
　
ラ
　
ム

一

無

相
伝

之

輩

血
脈

書

籍

不

に
可
ｙ
令

二
披

見
一
事

、

一

口
伝

之

趣

不
ｙ
可

二
口
外
一
事

。

一

先

聞

同

聴

不
ｙ
可

こ
共

語
一
事

。

一

不
ｙ
可
ｙ
違
二
師

命
一
事

、

一
以

二
安

心

相

承
分
・
為
二
人

師
（

不

に
可
ｙ
令

こ
相

承
一
事

、

夫

雪

山

童

子

、

為
二
半

偈
一
投

三
身

於
二
羅

刹

牙
「

常

啼

大

士

。

聞

已

句
一
割
ｋ

肝

。
彼

恵
可

大

師

、

剪
ｙ
臂

表
二
伝

法

思
『
恵

思

禅

師

捨
ｙ
身

酬

二
難

謝

之

徳
『

先

聖

已

如
ｙ
此

、

後

凡

何
不

阿
学

乎

、

就
ｙ
中

、

於
二
安

心

相

承

之

人

‘
者

、

堅

護

こ
宗

旨

安

心

流

義

之

風

月
｛

可
ｙ
励
二
決

定
往

生
之

志
・
者

也

、
若

背

’一
此

旨

‘

一
七



佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

者
、
蒙
二
釈
迦
・
弥
陀
・
恒
沙
諸
仏
、
観
音
・
勢
至
・
文
殊
・
普
賢
等
、
総

九

品
海
会
聖
衆
、

兼
仏
法
護

持
諸
天
善

神
。

別

大
日
本
国
中
大
小
神
祇
御

罰
｛

現
世

永
失
二
果
報
「

感
二
白

痴

黒

煽

四

百

四

病

苦
報｛

当
来
不
ｙ
免
こ
輪

廻
『

終
可
ｙ
堕
二
三
悪
四

趣
八
寒
八
熱
苦
底
『

能

々

守
二
此

旨

』者
、
現
得
二
無

比
楽
・
当
ｙ
遂
二
往
生
大
事
業

‘
者
也
。
仍
而
剽
誠
如
ｙ
件
。

応
永
二
心
天
十
一
月
十
八
日

了
　

誉
　
在
御
判

と
あ

る
。
応
永
二
年
十
一
月
十

八
日
、
聖
冏

は
「
白
旗
式
条
」
を
制
定
し
、
浄
土
宗

教
団

統
制

の
方

向
を
示
し

た
。

つ
ま
り
「
白
旗
式

条
」

は
、
浄
土
宗

の
宗
義
を
相
伝

し
た
人
々
に
対
す
る
制

誡
で
。
五

重
相
伝

に
ょ

る
宗
脈
相

承
の
意
義
を
説
き
、
浄
土

宗

僧
侶
と
し
て

の
自
覚
を
促
し
た
も
の
で

あ
る
。
す

な
わ
ち
第
一

条
は
余
宗
他

流
に

移

る
こ

と
を
禁

止
し
、
第
二
条
で

は
無
相
伝
の
輩
に
血
脈
書
籍

を
み
せ

な
い
こ

と
。

訛

三

条
で
は
口
伝

の
口
外

を
禁

じ
、
第
四

条
で

は
先
聞
同
聴
の
者
が
と
も
に
語

る
こ

と
を
禁
じ
、
第
五
条
で
は
、
何
事
も
師
命

に
従
う
こ
と
を
要

請
し
、

第
六
条
で
は
安

心
相

承
の
分

を
も
っ
て
人
師

に
な

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
最

後
に
堅
く

安

心
を
ま
も
り
、
決

定
往

生
の
志

に
励
む

よ
う
命
じ
て
い

る
。
こ
れ

は
浄
土
宗
義
の

乱

れ
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

規
則

を
守

ら
せ
、
宗
門
の
団
結
意
識
を
高

め
よ
う
と
し
た

も

の
で
あ
ろ
う
。
聖
冏
が

ど
の
ぐ
ら

い
教
団
の
統
一

に
苦

労
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か

中
で
も
最
大

び
難
門

改

宗
内

に
お
け

る
教
義
の
不
統

｝
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に

は
単
な

る
白
旗
派
に
伝
わ
る
相

承
を
堅
持
す

る
ば

か
り
で

は
な
く
、
白
旗
派
相
伝
の

説
が

い
か
に
正
し
い

か
も
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
モ

れ

は
あ

る
時

は
口
頭
で
の

論
争

と
な

る
が
、
大
衆

を
納
得
さ
せ

る
た
め
に
は
、
証
拠

を
あ
げ
て
著
書
に
し
な
け

一
八

れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
の
必
要
性
が
、
数

多
作
ら
れ
た
著
述

へ
の
専
念
と
な

っ
た

の
で
あ

ろ
り
。

聖
冏

は
『
心
具
決
定
義
』
の

は
じ

め
に
、
辱

土
宗
の
安
心
で
あ
る
三

心
を
そ
な
え

れ
ば

。
必

ず
往
生
す

る
こ

と
が
で
き

る
と
強
調
し
て
い

る
。
そ
れ

は
一
面

当
時
活
躍

し
て

い
た
三

条
派

の
道
光

や
、
名
越
派
の
明
心
に
対
し
て
の
も
の
で
も
あ

っ
た
。
道

光

は
往
生
の
業
囚

と
機
根

に
は
勝
劣
強
弱

の
差
が
あ

る
か
ら
、
三

心
を
見

足
し
て
も

往

生
で
き

な
い
も
の
が
あ

る
。
こ
れ

は
三

心
そ

の
も
の
の
失
で
は
な
く
。
機

の
失
で

あ

る
と
主
張

し
て

い
る
。
明

心
は
、
二
行
二
修
と
も

に
必
具
必
生
と
す
れ
ば
、
二

行

二

修
に
勝
劣
得
失

の
別
が

な
い
こ
と
と
な

る
。
雑
行
雑
修

は
行
体
に
失
が
あ
る

か
ら
、

三

心
を
具
し
て

も
不

生
が
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
道
光
・
明
心
の
心

具

不
生
説
に
対
し
て
聖
冏

は
。
三

心
さ
え
モ

な
え

れ
ば
、
修
す

る
行
が
念
仏
で
あ

ろ
う

と
諸
行
で
あ
ろ
う
と
。
必
ず
往
生
す

る
こ

と
を
説
い
て

い
る
。
明
徳
二
年
四
月
十
八

日
、
聖
冏

は
『
心
具
決
定
往
生
義
』
を
聖
聰
に
伝
授

し
て

い
る
。
と

こ
ろ
が
応

永
七

年

こ

四
○
○
）
五

月
十
一

日
、
さ
ら
に
『
心
具
決

定
往
生
義

追

加
』

を

作

っ
た
。

モ

の
中

で
聖
冏

は
、
雑
修
三

心
不
生
の
類

が
あ

る
と
主
張
す

る
明
心

の
説

は
、
彼

の

新
義
で

は
な
く
、
す
で

に
九
品
寺
流
の
長
西
が
い

っ
て

お
り
、

良
遍
の

筆

と

い

う

『
礼
讃
前
料
簡
』
に
出
て
い
る
、
と
付

け
加
え
て
い
る
。
こ
う

し
て
み

る
と
。

心
具

決
定
往
生
の
間

題

は
重
要
な
も
の
で
、
単

に
名

越
派

と
白
旗
派

の
論
争
で

は
な
く
、

三

条
派
や
九
品
寺
義
ま
で
か
ら
ん
だ
論
争
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
聖
冏

は
、

応
永
七
年
に
長
西
の
名
を
出
し
、
再

度
明
心
の
説
を
論
破
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

こ
こ

に
は
し
つ
こ
い
ま
で
に
自
信

に
満

ち
た
聖
冏

の
一
面

を
み
る
こ

と
が

で
き

る
。

と
こ

ろ
で
『
心
具
決

定
往
生
義
』
と
同
様
の
も
の
に
『
蔗
渭
分
流
集
』

が
あ

る
。

そ

の
奥
書

に
よ
る
と
、
聖
冏

は
師
定
慧
が
『
述
聞
追
加
口
決
抄
』

を
書
い
た
と
き

。



自
分

は
劃
だ
心
具
不
生
の
説
を
述
べ
た
も
の
を
み
て
い
な
い
。
だ

か
ら
そ
れ
を
批
判
　
　

ど
り

か
諸
家

の
学
者

は
伝
語

の
誤
り
を
改

め
て
、
良
忠
の
真
意

に
帰
す

る
よ
う
に
と

す

る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
心
具
不
生
説
は
間
違
い
で
あ

る
か
ら
、
後

の
人

々
は
必
　
　

い
っ
て

い
る
。
応
永
乙
亥

大
呂
念
日

と
あ

る
の
で
、
応
永
二
年
十
二
月
二
十
日

に
序

ず
決
着
す

る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、

そ
れ
を
肝

に
銘
じ
て

い
た
。
そ

の
後
三
　
　

は
書

か
れ
て

い
る
。

と
こ
ろ
が
奥
書
に
は
、

条

派

道

光

の

書

を

見

、

さ

ら

に

名

越

派

明

心

の

門

弟

ら

の

説

を

聞

き

、

一

緒

に

批

判

し

て

『

心

具

決

定

往

生

義

』

を

出

し

た

が

、

こ

の

後

了

賢

が

明

心

の

囗
筆

を

も

っ

て

き

た

。

早

速

読

ん

で

み

る

と

、

今

ま

で

伝

え

聞

い

た

説

と

か

お

り

は

な

か

っ

た

。

そ

こ

で

く

ど

い

よ

う

で

あ

る

が

、

『

蔗

渭

分

流

集

』

を

書

い

て

後

世

に

残

す

こ

と

に

し

た

、

と

い

っ

て

い

る

。

こ

の

書

は

応

永

六

年

九

月

六

日

、

聖

目

五

十

九

歳

時

の

も

の

で

あ

る

。

そ

れ

に

し

て

も

長

い

間

師

定

婪

の

残

さ

れ

た

問

題

を

心

に

か

け

、

解

決

を

し

た

行

動

は

賞

讃

に

値

す

る

。

そ

れ

は

と

も

か

く

、

聖

目

が

懸

命

に

論

陣

を

張

っ

て

も

限

度

が

あ

り

、

そ

う

簡

単

に

宗

内

の

統

一

は

で

き

な

か

っ

た

。
『

伝

通

記

糅

鈔

』

は

そ

の

事

情

を

よ

く

物

語

る

。

『

伝

通

記

糅

鈔

』

の

序

に

は

、

記

主

面

受

伝

聞

、

各

校
ｙ
記

有

に
鈔

、

自

内

他

門

或

同

或

異

、

中

不

巨

に
弁

、

故

ど
ア
　
　
ノ
　
　

ツ
　
テ
　
　

ク
　

ア
　
　
ーフ
　
　

ノ
　
　

フ
　

ヘ
　

ン
　
　
　

ヲ

今

弟

子

了

誉

糅

二
自

他

私

吟
・
捨

い
同

挙

Ｅ
異

、

砂

・
俯

仰

短

慮

‘
稍
ｙ

古

作

に
今

、

書
　

遲
ぎ
二

十

七

月
『

巻

調

二
四

十

八

軸
『

名

目

二
伝

通

記

糅

鈔
『

冀

諸

豪

学

者

令

７
改

二
伝

語

談

‘
各

同

中
本

師

言

心

于

時

応

永

乙
亥

大

呂

念

日

、

方

作

二
新

篇

一
以

中

二
故

紙

・
云

爾

、

と

あ

る

。

良

忠

の

教

え

を

受

け

た

も

０
:
は

多

く

あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

注

釈

書

を

作

っ

て

い

る

。

自

流

も

他

流

も

あ

る

が

、

そ

れ

ぞ

れ

特

色

か

あ

っ

て

ど

れ

が

良

い

の

か

判

断

に

苦

し

む

。

そ

こ

で

自

分

は

、
『
伝

通

記

』

に

つ

い

て

の

自

流

と

他

流

の

説

を

比

較

し

、

異

解

を

た

だ

し

て

正

義

を

顫

し

、

そ

れ

に

自

分

の

見

解

を

加

え

て

こ

の

書

を

大

成

し

た

。

ち

ょ

り

ど

二

十

七

ヶ

月

の

時

間

を

か

け

、

四

十

八

巻

の

書

に

ま

と

め

た

。

了

誉

聖

同

上

人

伝

の
諸

問

題

師

仰

云

。

戸

自

二
延

慶

三

年

皿
十

二
月
・
釦

多

応

長

二
年

靉

に
一
首

尾

三

箇

年

之

間

、
伝

通

記

一

部

十

五

巻

任
・
釉

伝

之

旨
『

加

二
私

勘
文

料
簡

‘委

細

鈔
ｙ
之

畢

、
後

見

更

有
ｙ
憚

無

二
左
右

‘不

に
可

卩
及

二
他

見

べ
背

こ
此

制

法
・
者

、
可
ｙ
有

二
冥

罰
一
之

状

如
ｙ

件

、

応

長

二
年

怨

耳

廿

八

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良

暁

在
御
判

今

相

伝
云

、

先

師

憫

法
如

に
件

、

穴

賢

、

不
ｙ
可
ｙ
有

二
他

見
一
者

也
、

延

文

二

年

に
五

月

十
三

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良

誉

在
御
判

両

代

制

法

如
Ｅ
此

、

努

力

不
ｙ
可
ｒ
有

こ
外
聞
一
者

也

、

若

背

二
此

誡
・
者

、

可
ｙ

有
一
’

冥

罸
・
者

也

、
仍

沁
二
器

量
・
可
・
伝

受
一
之

状

如
ｙ
件

、

康

応

二

年

四
五

月

二

十

七

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良

順

在
御
判

今

私

云

、

初
ｙ
自

二
明

徳

四

年

四
十

一

月

十

二

日
・
終
ｙ
至

乱
心
永

二

年

匹
十

二

月

十

九

日
｛

首

尾

三

箇

年

間

糅
二
伝

通
記

一

部
十

五

巻

之

自

他

私

鈔

三

本
『

鈔
こ
勒
　

此

於

一

途

異

轍
一
己

畢

、

意

樹

良

葉

詞
華

才

実

偏
非

二
私

胸
『

徐

交
二
推

拾
一
大
都

緇
素

分

明

也

、

莫

髻

豐

同

中

異
『

式

定
可
ｙ
如
ｙ

上

之

状
如
ｙ
件

、
　

畳

十

歳

応

永

二

年

十

二

月

十

九

日

琳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

了
誉

在
判

と

あ

る
。

応

長

二

年

（

匸

二

二
）
二

月

二
十

八

日

に
記

し

た

良

暁

の
識

語

に

は
、

良

暁

は
延

慶
三

年

（

二

三

○
）
十

二

月

よ

り

『
伝

通
記

』

の

校

定

を

は

じ

め
、

応

一
九



佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

長
二
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
、
約
三

ヶ
年
か
け
て
一

部
十
五

巻
を
校
定
し
た
。

も
ち

ろ
ん
こ
れ

は
良
忠
相
伝
の
旨
を
重
ん
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
自
分

の
勘
文
料

簡
を
加
え
て
委
細
に
し
完
成
し
た
と
い

っ
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
れ
こ
そ
が
正
し
い
奥

義

で
あ
り
、
み
だ
り
に
他
人

に
み
せ
て

は
な
ら
な
い
。

も
し
こ
の
約
束

に
背

い
た
も

の
は
冥
罰
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い

っ
て
い
る
。

こ
こ

に
は
良
暁

の
自
信

の
あ

る
態
度
が

出
て
お
り
、

自
流
以

外
の
も
の
に
み
せ
る
こ
と
を
禁
じ
て

い
る
。

お
そ

ら
く

良
暁

は

定
慧
（
良
誉
）
に
相
伝

し
た
と
き
識
語
を
書
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
授
与

さ

れ
た

定

慧

は
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
五

月
十
三

日
、
良
順
聖
満

に
授
け

た
の
で

あ

ろ

う

。

定
慧
も
良
暁
の
制

法
を
遵
守

し
。
他
見

を
禁

じ
て

い
る
。
聖
満
も
康

応

二
年

公

三

九
〇
）
五
月
二
十
七
日
、
良
暁
・
定
慧
の
規
則
を
守

り
、

外
聞
を
禁
ず

る
と
と
も
に

。

こ
の
誠
に
背

く
も
の
が
あ
れ
ば
冥
罰
が
あ
る
と
い
い
、

器
量
の
仁

を
選
ん
で
伝
授
す

る
よ
う
に
と
い

っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
が
白

旗
流
相
伝

の
過

程
で
あ

る
。
こ

れ
が
聖

冏

に
相
伝
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
応

永
二
年
十

二
月
十

九
日

付

の
聖
冏
の
奥
書
に
よ
る
と
、
自
分
は
三

ヶ
年

か
け
て
白

旗
筐
に
代

々
相
伝

し
た
説

と
、
藤
田
流
に
相
伝
せ
る
性
真
の
説
を
比
較
し
、

さ
ら
に
自
分

の
意
見

を
加

え
て
正

し
い
も
の
を
作

っ
た
。
今
後
こ
れ
を
基
本
と
し
て
伝

え
て
ゆ
く

よ
う
に
と
主
張
し
て

い
る
。
こ
れ
は
良
忠
門
下

の
中

で
異
義
を
と
な
え
る
諸

流
か
あ
り
、
浄
土
宗
義

を
統

一

す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
作
業
の
一

つ
で
あ

る
。
し

か
も
宗
義
の
基
本
に
な
る
も
の
で

あ
る
だ
け

に
、
そ

の
統
一

は
簡
単
な

も
の
で

は
な

い
。
し
か
し
聖
冏

は
た
え
ず
厳
正

な
批
判
的
態
度

を
も

っ
て
正

邪

を
決
し
て

い
る
。

た
と
い
定
慧
の
口
筆
で
あ

っ
て
も
未
尽
理
な

も
の
は
捨
て
、
他
流

の
説
で
あ

っ
て

も

良
い
も
の
は
と

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
伝

統
に
拘
泥
し
な

い
自
由
な
釈
風
が
対
他

的

な
立
場
の
基
盤
と
な

っ
た
と
香
月
乗
光
氏

は
述

べ

て

い
る
（
「
聖
冏
上
人
と
『
伝
通

二
〇

記
糅
鈔
』
」）
。
さ
ら
に
香
月
氏

は
、
こ
の
書
に
引

用
さ
れ
て

い
る
『
十

住
毘

婆
沙

論
』

『
往
生
論
』
以
下

の
浄
土
祖
師
の
著
書
だ
け
で
な
く
、
『
大

品
般

若

経
』
『
法

華

経
』

以
下

の
書
名
を
あ
げ
、
聖
冏

の
該
博
な
学
識

と
。
一
般
仏

教
の
上

に
立

っ
て
浄
土
宗

義

を
み
、
そ

れ
と
の
関
連
で
浄
土
宗
義

の
妥
当
性

を
論
ず
る
と

と
も

に
。
各
宗

に
互

す

る
独
立
し
た
一
宗

と
し
て
位

置
づ
け

よ
う
と
し
た
主
張

を
し
、
こ
れ
が
聖
冏

の
特

色
で

あ
る
と
絶
讃
し
て

い
る
。

応
永
三

年
四

月
二
十
三

日
、
五
十
六
歳
の
聖
冏

は
、
良
忠

の
『
選

択

傚

弘

決

疑

鈔
』

に
注
釈
を
加
え
、
『
決
疑

鈔
直
牒
』

を
作

っ
た
。
ち

。
う
ど
こ
の
頃

常

陸

の

国

に
は
佐
竹
義

秀
の
乱

が
起
り
、
当

地
の
人

々
は
乱

を
さ
け
て
避
難
し

た
。
聖
冏

も
阿

弥
陀

山
の
洞
窟

に
隠

れ
、

乾
柿

を
食

べ
て
飢

を
し

の
ぎ
、
こ
の
書
を
撰
述
し
た
と
伝

え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
聖
冏

は
参
考
に
す

る
典
籍

が
な

い
た
め
、
す

べ
て
暗
記
し
て

い

た
こ

と
を
記
し

た
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
こ

の
書
の
中

に
は
多
く
の
経
論
が
引

用
し

て
あ

ケ
。
ま
た
他
流
他

派
の
説
も
あ

げ
て

説
明
し
て

い
る
の
で
、
事
実
の

ほ
ど
は
明

ら
か
で
な

い
が
、

い
ず
れ
に
し
て

も
博
識

の
人
で
あ

っ
た
こ
と

は
い
り
ま
で
も
な
い
。

そ
れ

に
し
て
も
こ

の
書
は
浄
土
宗

の
正
義

を
主
張
し

た
書
で
あ

る
が
、
と
く
に
三
代

相
伝
真
義

。
あ

る
い
は
師

説
の
正
統

を
た
た
え
て
、
と
く

に
白
旗
流
の
正
し
さ
を
重

視
し
て
い

る
が
、
「

今
私
云
」
と
し
て
自
説
を
加
え
、
宗

義
の
細
部

に

わ

た

っ
て
決

択
を
し
て
い

る
。
浄
土
宗
に

お
け

る
『
選
択
集
』
の
解
釈

は
、
良
忠
の
『
選
択
伝

弘

決
疑

鈔
』

を
指
南
書
と
し
て
い

る
が
、
さ
ら
に
問
題
が
あ

る
と
き
は
、
こ
の
『
決
疑

鈔
直
牒
』

に
よ

っ
て
解
決
す

る
の
が
常
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ

の
書

は
、
宗
義
の
要
目
に
つ
い
て
他
流
他
派
の
説
を
比
較
し
て

白
旗

流
の
立
場

を
明

し
て

い
る
の
で
、
早
く
か
ら
刊

本
も
版
行

さ
れ
。
重
要

な
書
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き

た
。

と
こ
ろ
で
『
決
疑

鈔
直
牒
』
の
撰

述
年

時
に
つ
い
て
今
井
雅
晴
氏

は
新
説

を
立
て



で

い
る

（
『
瓜
連
町
史
』
）
。
そ
れ

は
佐
竹
義
盛
の
後
継
者
を
め
ぐ

っ
て
争

い
が
起

る
の

は
応
永
十
四

年
以

後
の
こ
と
で
あ
り
、
応

永
三
年

に
は
ま
だ
聖
冏

の
疎
開

は
な
い
。

ま
た
『
了
誉

上
人
伝
』

に
応
永
三
年
佐
竹
義
秀
の
乱
が
起

る
と
い

っ
て
い
る
が
。
義

莠

と
い
う
人
物

は
『
佐
竹
系
図
』

の
中

に
見
当
ら
な
い
。
『
常
福
寺
志
』

に

い

う

善

秀
の
乱

は
、
応

永
二
十
三
年

に
起

っ
た
上
杉
禅
秀

の
乱
を
指
す
に
相
違
な
い
。
上
杉

禅

秀
の
乱

の
と
き

は
確

か
に
佐
竹
氏
や
山
入
氏
を
巻
き
込
ん
だ
関
東
の
大
乱
で
あ
り
、

聖

冏

も
阿
弥
陀

山
に
難

を
さ
け
て

い
る
。

ど
う
も
聖
冏
晩
年
の
作
と
考
え

る
べ
き
で

あ

ろ
う
か
。六

『
縁
山
志

』
に
ょ
る
と
、
聖
冏

は
応
永
十
年

に
聖

聴
の
招
き
で
武
蔵
国
小
石
川

に

雎

栖
し
た
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
増
上
寺
所
蔵
の
『
阿
弥
陀
経
』

の
刊

記

に
は
、武
州
豊
島
小

石
川
謫
所

応
永
十
五
年

竃
十
一
月
十
五
日

幹
縁
比
丘

酉
誉

筆

書
　
松
雨
其
阿

と

あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
応

永
十
五
年
聖
聰

は
小
石
川
謫
所
で
『
阿
弥
陀
経
』
を
刊

行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
幹
縁
と
い
う

の
は
檀
越

の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
『
阿
弥

・
陀

経
』
を
配

っ
て
布

教
の

｝
助

に
し
た
の
で
あ

ろ
う

か
。
い
ず
れ

に
し
て
も
小
石
川

談

所
と
聖
聰
の
か
か
お
り
が
あ

っ
た
こ

と
は
事
実
で
あ

る
が
、
応
永
十
年

に
聖
冏
が

隠

栖
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

『
鎮
流
祖
伝
』

に
よ
る
と
、
聖

聰
は
応
永
十
七
年
四
月
。
聖
冏

の
行
儀
分
講
会
に

了
誉
聖
岡
上
人
伝
の
諸
問
題

ろ
り

。
『
往
生
礼
讃
私
記
見
聞
』
巻
上
の
最
初
に
は
、
「
応
永
十
七
年
四
卯
月
八
日
始

之
、
御
口
筆
能
化
。
御
年
七
十
」
と
あ
り
、
同
じ
く
巻
下

の

最
初

に

は
、
［
五
月
二
十
二

肌
始
ｙ
之
］

と
あ
る
。
つ
ま
り
応
永
十
七
年

四

月

八

日

か

ら
、
七

十

歳

の

聖
冏

は

『
往

生
礼
讃
私
記
』

の
講
義
を
は
じ
め
、
同
年
五
月
二
十
二
日

か
ら

は
下

巻

の
講
義

を
は
じ
め
て
『

往
生
礼
讃

私
記
見
聞
』

を
作

っ
て

い
る
。

『
常
福

寺
文

書
』

に
は
、

瓜
連
草

地
常
福

寺
別

当
職
之
事

右
当

寺
者
、
浄
喜
御
寄
進

地
。
先
師
了
実
開
山
砌
也
。
然
令
ｙ
付
こ
属
弟
子
了
智

房
一
之
処
也
、
守
二
先

規
・
可
ｙ
致
二
御
祈
禧
精
誠
一
之
者
也
、
兼
又
退
心
入
滅
之
後

者
、
可
ｙ
令
ｙ
相
こ
続
弟
子
聖
紀
房
｛

仍
副
こ
二
伝
・
譲
状
如
ｙ
件
、

応

永
廿
二
年
乙
未
八
月

廿
二
日

了
　

誉
（
花
押
）

と
あ
る
。
応
永
二
十
二
年
（
一
四
一
五
）
聖
冏

は
弟
子

の
了
智

に
常
福
寺
の

別

当

職

を
譲

っ
て

い
る
。
こ
の
中

で
聖
冏
が

い

っ
て

い
る
よ
う

に
、
常
福
寺
の
開
山
は
了
実

で
あ
り
、

開
基

は
浄

喜
で

あ
る
。
至

徳
三
年
（
一
三
八
六
）
十
一
月
三

日
、
了

実

が

入
寂
す

る
半
年

前
、
常
福

寺
は
聖
冏

に
譲

ら
れ

た
。
そ
れ
を
聖
冏
は
弟
子
の
了

智
に

譲

っ
た
の
で
あ

る
。
そ

の
と
き
、
も
し

お
前
が
死

ん
だ
後

は
聖
紀
房

に
譲
れ
と
注
文

を
つ
け
て

い
る
。

い
ず
れ

に
し
て

も
聖
冏
が
小
石

川

に
移
る
の

は
こ
の
後
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ

る
。

『
常
福
寺
文
書
』

の
聖
聰
書
状

に
は
、

一
日
大
野

へ
御
越
侯
け

る
よ
し
今
度
承
り
候
、

ゑ
ん
て

ん
時
文
勿
体
な
く
存
候
、

其
上
又
御
状

二
あ
つ

か
り
侯
、
尤
当
年
（

い
ま
だ
御

め
に
か
か
ら
す
侯
、
又
常

ニ

ー
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福

寺

の
な

り
ゆ
き
俣
あ
り
さ
ま
く
（

し
く
物
か
た
り
申
た
く
俣

へ
と

も
、
武
州

へ
い
そ
く
子
細
俣
間
、

大

野
へ
ま
か
り
上
俣
、

今

度
不
ｙ
人
二
見

参
一
俣
、

心
も

と
か
く
存
俣
、
又
御
状
の

お
も
（

く
、
常

福
寺

二
悦

喜
中

さ
れ
候
、
御
茶
事
（

に無
二
子
細
‘
御

よ
ろ
こ
ひ
俣
、
上
方
（

い
ま
だ
阿

弥
陀

山

二
御
座
俣
、

う
り
つ
ら

の
事
（

中

々
し

か
の

ふ
し
と

乂
な
り
候
。
人
民
更

二
不
二
還
住
・
俣
。
ま
し
て
僧

枋

聖
道
禅
家
皆
他
国
流
浪
の
事

二
俣
、
言
語
道
断

二
候
き
、
就
中
老

師
の
有
様

目

も
く
れ
、
心
も
き
え

は
て
Ｘ
こ
モ
見
す

て
申
て
ま
か
り
の
ほ
り
。
か
く
御
愁

歎

我
等
悲
泣
何

二
ぜ
ん

く

、
秋
の
頃
（

武
州
へ
申
度
候
、
相

構
ｌ
ｌ
、

御
法

門`
（

終
夜
申
し
俣
し

か
と
も
、
余

二
よ
彑
散
々

二
申
さ
れ
俣

条
、
ニ

ケ
条
註
進

覿

、
其
条
（

中

々
不
に
及
ｙ
中
候
。
い
と
Ｘ
だ

二
浄
土
宗
す

た
れ
行
俣
。
憑
木
本

二
雨
行
不
ｙ
留
風
情
俣
歟
、
事
外
浄
土
法
門

か
く
成
行
恨
事
歎
入

存

候

。
重

註

文
、
恐
怎
謹
言
、

横
曽
根
学
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酉
　

誉

進

之
俣

と

あ
る
。
こ
の
文
書
に
は
目
付

が
な
い
が
、
聖

聰
が

大
野
（
茨
城
県
古
河
市
付
近
）
か

ら
横
曽
根
の
学
頭

良
肇

に
宛
て

た
も
の
と

い
う
。
文
面

か
ら
み

る
と
、
聖
聰
が
江
戸

か
ら
常
陸
に
下

り
。
阿
弥
陀
山

に
生
活
し
て
い

る
聖
冏
ヤ
見
舞

っ
た
と
き
の
様
子
を

’物
語

る
も
の
で
あ

る
。
瓜

連
（
常
福
寺
）
は
戦
乱

の
た
め
荒

は
て
て
、
住
民

も

皆

疎

開

し
て
帰

ら
な

い
し
、
寺

に
い

た
学
侶
・
僧
侶
な
ど
も
他
国
に
流
浪
し
て
誰
も
い
な

い
。
モ

の
様
子

は
誠

に
悲
し
く
言
語

に
絶
す
る
も
の
が
あ
る
と
歎
い
て
い
る
。
聖
冏

も

難

を
さ
け
て
五

キ
ロ
ほ

ど
離
れ
た
阿
弥
陀
山
で
苦
し
い
生
活
を
続
け

て
い
た
。
し

か
し
そ
の
生
活

は
目
も
当
て
ら
れ

ぬ
有
様
で
悲
歎
に
く

れ
た
。
秋

に
で
も
な

っ
た
ら

師

僧
聖
冏

に
江
戸
へ
上

っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

終
夜
聖
冏

と
法
門

を
し

二
二

だ
け
れ

ど
も
散

々
で
あ

っ
た
。
こ

ん
な
こ
と
で
は
浄
土
宗
も
す

た
れ
て
し

ま
う
、
と

い

っ
て

い
る
。
そ
れ

に
し
て
も
こ

の
手
紙

に
は
師
弟
の
愛
情
が
に
じ
み
出
て
お
り
、

良
肇
と

も
絶
え
ず
連
絡

を
と

っ
て

い
た
聖
聰
の
動
静
が
わ
か
る
。
文
明

十
二
年

こ

四
八
〇
）
二
月
十

八
日
付
で

良
暁

か
ら
酉
冏

に
宛
て
た
付
法
状
に
よ
る
と
。
こ

の

手

紙

は
上

杉
褝

秀
（
氏
憲
）
の
乱

の
と
き
、
師
聖
冏

の
安
否
を
気
づ

か
っ
て
下

向

し

た

聖

聰
の
も
の
だ
と
い
う
。
禅
秀

の
乱
だ
と
す

る
と
。
応
永

二

十

三

年

こ

四
一
六
）

十
月
以
後

と
い
う

こ
と
に
な

る
。

応

永
二
十
二
年

。
当

時
関
東
管
領
で
あ

っ
た
上
杉
氏
憲

は
、
鎌
倉
公

方
足
利
持
氏

と
不
和

に
な
り
職

を
や

め
た
。
そ
し
て
翌
年
将
軍
義
持

に
不
満
を
も
つ
弟
義
嗣
、
持

氏

に
不
満

を
持
つ
叔
父

の
満

隆
ら
と
は
か
り
。
一
門
な

ら
び

に
姻
族
の
千
葉
氏
・
岩

松

氏

’
武

田
氏

ら
と
と
も
に
翌
年

八
月
挙
兵

し
て
持
氏

を
襲

い
、
持
氏

を
駿
河
に
追

っ
た
。

し
か
し
幕

府
は
た
だ
ち
に
駿
河

の
今
川

範
政

ら
に
命

じ
て
持
氏

の
救
済
を
命

じ
た
た
め
、
翌
年
正
月

氏
憲
ら
は
敗
れ
て

敗
走
し
。
鎌
倉
雪
の
下

で
自
殺
し

た
。
こ

う
し
て
禅

秀
の
乱

は
終

結
し

た
が
、
こ

の
と
き
瓜
連
地
方
の
豪
族

に
も
大
き
な
影
響

が
あ

っ
た
。

東
国

に
お
け

る
佐
竹
氏

は
、
足
利
尊
氏
に
加
担
し
て
そ
の
勢
力
を
増
大
さ
せ
、
常

陸
守
護
と
し
て
不
動
の
位
置
に
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
応
永

十

四

年
（
一
四
〇
七
）
惣

領

家
義
盛
が
死

ぬ
と
、
そ
の
家
督
を
め
ぐ

っ
て
一

族
が
分

裂
し
、
以

後
対
立
抗
争
を

続
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
う
し
た
と
き
、
あ

た
か
も
捍

秀
の
乱
が

起
っ
た
。
佐
竹

の
一

族
で
あ
る
小
田
野
自
義
・
小
野

崎
通
綱
・
江
戸
通
景

ら
は
、
関
東
管
領
上
杉
憲

定
０
弟

義
憲
を
養
子

に
迎
え
て
佐
竹

氏
を
嗣
が

せ
る
こ
と

に
し

た
。
し

か
し
一

族
の

山
入
与
義

は
、
一
門

の
稲
木
義
信
や
長
倉
義
景

ら
と
と
も

に
反

対
し
た
た

め
、
義
憲

は
な

か
な

か
国
入
り
す

る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
鎌
倉
公

方
持
氏

の
後
授
を
え
て



反
対
派
を
抑
え
、
や
っ
と
応
永
十
五
年
六
月
に
常
陸
太
田
に
入
城
す
る
こ
と
が
で
き

た

。
こ
う
し
た
わ
け

で
禅

秀
の
乱
の
と
き
山
入
与
義
ら

は
本
家
と
対
立
し
て
氏
憲
方

に
味
方

し
、
管
領

の
上
杉
実
基
や
足
利
持
氏

に
対
抗
し
た
。
つ
ま
り
佐
竹
一
族

は
前

回
同
様
二
分
し
て
戦

う
こ

と
に
な

っ
た
。
山
人
与
義

は
上
杉
氏
憲
が
敗
死
し
た
あ
と

足

利
持
氏

に
降

っ
た
が
、
稲
木
義
信
や
長
倉
義
景
は
反

抗
を
続
け
討
伐
を
受
け
た
。

そ
れ

は
と
も

か
く
良
肇
も
大
野
ま
で
来
た
が
、
聖
聰
は
急
用
か

あ

っ
て
江

戸
に
帰

る

か
ら
逢
え
な
い

か
ら
と
い

っ
て
、
大
野

か
ら
良
肇
に
手
紙
を
書
い
て

い
る
。
そ
れ

に
し
て
も
禅
秀
の
乱
の
と
き
の
瓜
連
地
方
は
か
な
び
の
荒
れ
よ
う
で
あ
り
。
聖
冏

も

乱

を
さ
け
て
阿
弥
陀
山

に
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
小
石
川

へ
の
隠

栖
は
こ
れ
以

後
で

あ
る
。
老
齢
の
身
で
戦
火
に
ま
き
こ
ま
れ
て
い

る
師
の
様
子
を
ま
と
も
に
み

て
聖
聰

は
、
一

刻
も
早
く
江
戸
に
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
自
分
が
布

教
活

勁
の
重
要
な
場
所
と
し
で
い
た
か
石
川
の
謫
所
に
聖
冏

を
招

い
た
の
で

は
な

か
ろ
う

か
。
謫
所
の
場
所
が
今
の
宗
慶
寺
や
伝
通
院
と
決
め

る
根
拠
は
な
い
が
、
小
石
川

の

圸

に
聖
冏

を
招

い
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。

七

夢
密
疎
石
は
『
夢
中
問
答
』
の
中
で
浄
土
宗
を
不
了

義
の
説
と
さ
げ
す
み

、
虎
関

師

錬

は
『
元
亨
釈
書
』
の
中
で
祖
承
が
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
寓
宗

と
さ
げ
す

み
。

治

庸
宗
と
決

め
つ
け
た
。
こ
れ
に
対
し
白
旗
流
の
澄
円

は
。
『
夢
中
松

風

論
』
を

著

し
て
浄
土
宗
が
大
乗
の
教
で
あ

る
こ
と
を
主
張
し
、
ま
た
『
浄
土
五
祖

弁
』

や
『
浄

土

諸
祖
系
図
』
を
著
し
て
師
資
相
承
を
明

ら
か
に
し
、
師
錬
の
説
に
反
対

し
て
い
る
。

し

か
し
社
会
に
対
す

る
禅
宗
の
影
響

は
極

め
て
大
き
か

っ
た
。

一
方
、
宗
内
で

は
良
忠
門
下

の
流
れ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
主
張
を
異
に
し
、
正

統

了
誉
聖
同
上
人
伝
の
諸
問
題

と
な
が
ら
、

い
か
に
浄
土
宗
の
統
一

を
す

る
か
が
心
配

と
な
っ
て

い
た
。
宗
義

に
関

す

る
異
論
は
何
も
こ
の
と
き
に
は
じ
ま

っ
た
も
の
で

は
な
い
。
早
く
法
然
在
世

時
代

か
ら
あ

っ
た
。
し

か
し
、

こ
の
と
き

は
法
然
が
決
択

を
す
れ
ば
す
む
こ
と
で
あ

っ
た
。

と
こ

ろ
が
法
然

の
滅

後
に
た
る
と
そ
れ
ぞ
れ
自
説
を
主
張

し
た
た
め
諸
流
に
分

か
れ

て

い
っ
た
。
さ

ら
に
三
祖

良
忠
の
滅
後

は
。
鎮
西
流
の
同

じ
白
旗
派
の
中

で
論
争
を

展
開
し
、
ま

だ
分

か
れ
て
ゆ

く
こ
と
に
な

っ
た
。
自
流
の
中

に
起

っ
た
不

協
和

音
は
、

ど
う
し
て
も
静

め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思

っ
た
聖
冏

は
、
三

年
間

か
け

て
白
旗
流

に
代
々
相
伝
し

た
説
を
ベ
ー
ス

に
、

藤
田
流
に
相
伝

し
た
性
真

の
説
と
比

較
し
た
。

さ

ら
に
自
分
の
意
見

を
加
え
て
ね
り
な

お
し
、
『
伝
通
記
糅
鈔
』
を

作

っ

た
。
そ

し

て
。
今
後
こ
れ
を
基
本

に
す

る
よ
う

主
張
し
た
。
そ
れ
ば

か
り
で

は
な
く
浄
土
宗
全

体

の
こ
と

を
考
え
、
五
重
相
伝

を
組
織
化
す

る
こ
と

に
し
た
。
聖
冏

が
法
然
を
讃
え

る
究

極
の
結
論

は
愚
鈍
念
仏
で
あ

る
。
彼

は
あ

ら
ゆ

る
と
こ

ろ
で
智
者
の
振
舞
を
せ

ず
に
念
仏
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
こ
と

を
強
調
し
て
い

る
が
、
そ
れ

に
し
て
も
こ

の
時
代

は
、
理

論
的

に
そ

れ
を
実
証

し
な
け
れ

ば
な

ら
な

か
っ
た
。
モ

の

た
め
聖
冏

は
法
然
以
来
相
承
さ

れ
て
き

た
浄
土
宗
義

の
真
髄

を
伝
授
す

る
こ
と

に
心
が
け
。
三

巻
七

書
を
伝
書
と

定
め
、
五
十
五

ヶ
条

の
口
伝

を
ま
と

め
、
五
重
相
伝
の
綱
格
を
作

っ
た
。
そ
し
て
書
伝
と

口
伝
と

い
う
形

を
と
り
、
一

定
の
規
定

に
も
と
づ
い
て
相
伝

さ
せ

る
こ
と

に
な

っ
た
。
こ
れ

は
伝
法
上

に
新
機
軸

を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ

る
。

し

か
し
そ
れ

は
聖
冏

の
創
作
し

た
も

の
で

は
な
く
、
自
分
が
相
伝
し
た
伝
法
を
、
よ

り
組
織
だ
て

た
も
の
で
あ

る
。

さ

ら
に
聖
冏

は
、
こ

の
実
践

の
た
め
「
白
旗
式
条
」

を
規

定
し
、
五
重
相
伝

に
よ

る
宗

脈
相

承
の
意
義

を
説
き
、
浄
土
宗
僧

侶
と
し
て

か
た
く

安
心
を
守

り
。
決

定
往

二
三



佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

生

の
志

に
励
む
よ
う
自
覚
を
促
し
て

い
る
。
こ
れ

は
白
旗
流
こ
そ
が
浄
土
宗

の
本

流

で

あ
り
、
宗

義
の
乱

れ
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
規
則

を
守

ら
せ
て
宗
門
意
識
を
高

め
よ

り

と
し
た
も
の
で
あ

る
。

つ
ま
り
聖
冏

は
。
宗
戒
両
脈
を
相
伝
す

る
五
重
相
伝

に
よ

っ
て
浄

土
宗

の
統
一

を
は
か
り
、
「
白
旗
式
条
」

の
実
施

に
よ
っ
て
教
団
統
一
を

は

か
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し

か
し

教
義

の
統
一

に
し
て
も
教
団
の
統
一

に
し
て
も
、

。簡
単

に
で
き

る
も

の
で

は
な

い
。
こ

の
困
難
な
仕
事

を
う
け

つ
い
で
実
行
し

た
の

は

晏

弟
子
聖
聰
と
モ

の
弟

子
ら
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
聖
冏
が
こ
う
し
た
大
事
業

匕

と
り
組
む
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
宗
祖
法
然
へ

の
報
恩
と
そ
の
顕
彰
で
あ
り
、
モ

の
教
え

を
代

々
相
承
し
て
き

た
先
人

の
恩

に
報
ゆ

る
こ
と
で
あ

っ
た
。
も

ち
ろ
ん
こ

れ

は
豊
富
な
学
識
と
豊

か
な
経
済
力

に
恵
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
後

ま
で
多

忙

な
生
活

を
送

っ
た
聖
冏

は
。
応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
九
月
二

十

七

日
、
江

戸
小
石
川
で
人
寂
し
た
。
享
年
八
十
歳
で
あ

っ
た
。
当
代

第
一
流
の
学
僧
で
、
浄
土

宗

を
組
織
的

に
大
成
し
た
功

績

は
大
き
く
。
中

興
上
人

と
称

賛
さ
れ
る
の
は
当
然
で

あ

る
。

二
四



聖

同

禅

師

の

遺

跡

考

―

在
世
当
時
の
古
文
書
・
古
記
録
に
み
ら
れ
る
遺
跡
を
中
心
に

は

じ

め

に

聖
冏
禅

師
（
以
下
、
聖
冏
と
す
る
）
は
浄
土
宗

に
お
け
る
教
学
の
大
成
者
と
し
て
著

（

―
）

名
で
あ

る
の
で
、
伝
記
や

寺
史
類

に
は
多

数
の
遺
跡
が
あ
げ

ら
れ
て

い
る
。

し
か
し

本

論
で

は
そ

れ
ら
は
一
覧
表
で

整
理

を
す

る
だ
け

に
と
ど
め
で
。
聖
冏
在
世
当

時
の

古
文
書
や
古
記
録
（
主
と
し
て
著
作
の
奥
書
）
に
み

ら
れ

る
確
実
な
遺
跡
を
解
説

し
て

み
た

い
。
し

か
も
解

説
の
中
心

を
聖
㈹
在
世
当

時
か
ら
戦
国

時
代

ま
で

に
限

定
す

る

も
の
と
す

る
。

典
拠

は
そ
れ

ぞ
れ
の
項

に
示
す

が
、
本
論
で
取
り
扱
う
古
文
書
・
古
記
録
に
み
ら

れ
る
聖
冏
の
遺
跡

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
常
福
寺
・
横
曽
根
談
場
・
鎌

倉
・
桑
原

・

阿

弥
陀
山
で
あ

る
。

一
　

常
　

福
　

寺

聖
冏

と
常
福
寺
の
関
係

は
応
永
二
十
二
年
（
一
四
一
五
）
八
月
二
十

二

日

付

の
聖

冏

譲
状
（

常
福
寺
所
蔵
）
に
よ
っ
て
明
白
で
あ

る
。
同

譲
状
に
は
次
の

ご
と

く

記

さ

聖
冏
禅
師
の
遺
跡
考

宇
　
　

高

良
　
　
哲

れ

て

い

る
。

譲

渡菰

連

草

地

常

福

寺

別

当
職

事

（
佐
竹
義
篤
）
　
　
　
　
　
　
（
成
阿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
明
誉
）

右

当

寺

者
浄

喜

御

寄

進
地

。
先

師
了

実
開

山

砌

也
、

然

今

付

属

弟

子

了

智

房

之

処

也

、
守

先

規

可

致

御
祈

祷
精

誡

之

者

也
、

兼

亦

退

心

入

滅

之

後

者

、

可

令

相

継

弟

子

聖

紀

房

、

仍

副

二

伝

之

譲

状

如

件

。

応

永

廿

二

年
に
八

月

廿

二

日

了

誉

（
花

押
）

こ

の
譲

状

を
み

る
と

。

聖

冏

は
常

福

寺

の
別

当

職

を
明

誉

了

智

に
譲

渡

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

別

当

職

と

い

っ
て

も

実

際

に

は
住

持

職

の
こ

と

で

あ

り

、
文

面

か

ら

み

る

と

常

福

寺

の

開

山

は
了

実

で
あ

り

、
後

述

の

宝

徳

四

年

（
一
四

苙
二
）
二

月

二
十

八
日

付

の
常

福

寺
所

蔵

の
後

花

園
天

皇

の
祈

願

所

綸

旨

の
宛

名

は
明

誉

了

智

と

な

っ
て

お

り
。

聖

同

が
常

福

寺

の
第

二

世

で

あ

っ
た
こ

と

は
確

実

で

あ

る
。

次

に
同

聖

在

世

当

時

の
常

福

寺

に

つ

い
て

解

説

し

て

み

た

い

。

以
下

特

に
出

典

を

記

さ

な

い

も

の

は
常

福

寺

所

蔵

の
史

料

で

あ

る

。

二
五



三

月
六
日
付

の
聖
間
書
状
写

は
次

の
ご
と
く
で
あ

る
。

常
陸
国
久
慈
西

蔬
遅
草
地
常
福
寺
々
領

御
寄
進
状
之
事
者
、
延

文
三

心
十

二
月

七
日
浄
喜
守
チ
時
右
馬
権
頭

源
義
篤
御
判
也
、

然
お
去
熹

慶
二
心

二
月
廿

百

宿
中
無
残
所
焼
失
之
刻
、
依
流
火
彼
堂
炎
上
之
時
、
御
寄

進
状
并
坊

敷
・
田
畠

坪
付

等
、
悉
以

粉
失

畢
、
其
已
後
於
手
当
知
行

路
無
相
違
、
御

沙
汰

所
判
申
請
、

為
備

後
証

也
、
以
此

旨
預
御
披
露
候
者
、

恐
悦
侯
、
恐
惶

敬
白
、

三

月

六

日

稲
木
殿
（
常
仙
）

進

上
　

御

奉

行

所

酉
蓮
社
了
誉

在
判

ま
た
、
同
日
付

の
太
田
城
主
佐
竹

義
盛
の
一

族
で
奉
行
と
思

わ
れ
る
稲
木
常

仙
の

返

書
写
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

御
返

報

延
文
三
″
十
二
月
七
日
御
寄

進
状
并
坊

敷
、

寺
領
之
坪
付

等
膵
）失
云
气

其

旨

承
侯
畢
、
者
守
先

例
可

被
致
精

誠
御
祈
檮
也
、

応
永
十
二
年
三
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙

弥
常
仙

こ

の
往

復
書
状
写

と
前
述

の
聖
問

譲
状

を
併
せ
て

考
え
て
み

る
と
、

成
立
当
初
の

常

福
寺
の
状
態

を
う
か
が

う
こ

と
が

で
き

る
。

常
福
寺
は
常

陸
の
守
護
で

あ
り
、

太

田
城

主
佐
竹
右
馬

権
頭
義

篤
か
ら
延

文
三
年
（

二

豆

八
）
寺
領

を

寄

進

さ

れ
、
聖

㈹
の

師
で
あ

る
成
阿
了
実

が
閧

山
し

た
寺
で
あ

る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ

の
後
、
嘉
慶

二
年
（
一
三
八
八
）
常
福

寺
は
火
災

に
あ

い
、

堂
舎
・
証
文
な

ど
を
焼
失
し
て

い
る
。

師
の

成
阿
了
実

は
至
徳
三
年
（

匸
一
八
六
）
に
没

し
て
い
る
の
で
、

こ
の

焼

失

は
聖

冏
在
住

の
時
で
あ

る
。
聖
問

の
常
福
寺
住
職
就
任
年
次

に
つ
い
て

は
両
説
考
え
ら
れ

る
。
一
つ

は
師

成
阿
了
実
没
後
。
も
う
一
つ

は
千
葉
市
大
巌
寺
所
蔵
の
歴
代
寔
書
の

次
第
証
文

は
次

の
ご
と
く
で
あ

る
。

二

六

手
ｐ

左

竺
ｒｒｒ
右

（
了
誉
）

右

依

為

附

弟

之

仁

、
以

代

代

相
承

血
脈

正

本

、

浄

土

一

門

実

義

無

残

、

釈

聖

冏

法

師

、

皆

悉

以

手

印

具

令

附

属

之

畢

、
仍

任

六
代

相

伝

之

旨

、

早

可

被

弘

通

之

状

如

件
、

子

時
永

和

四

年

仲
冬

第

四

之

天

真

宗

弘

教

沙

門

了

実
　

在

判

こ

れ

を
み

る
と

て

実

は
聖

冏

に
永

和

四

年

（
一
三
七
人
）

に
猥

書

を

授

け

て

い

る

。

猥

書

は
他

寺

の
僧

侶

に

も
伝

授

す

る

の
で

必

ず

し

も

猥

書

伝

授

と

住

職

交

替

と

は
一

致

し

な

い
が

、

こ

の
場

合

は
同

一

寺

院

内

の
伝

授

で

あ

る
の

で

、

私

は
永

和
四

年

に

常

福

寺

住

持

は
了

実

か
ら

聖

冏

に
譲

ら

れ

た

の
で

は
な

い

か
と

考

え

て

い
る

。

聖

冏

は
焼

失

し

た
常

福
寺

の
復

興

に
尽

力

し

た

ら

し
く

、

再

度

当

時

の
太

田

城

主

佐

竹

義

盛

の
奉

行

と

思

わ

れ

る

稲
木

常

仙

に

佐
竹

義

篤

の
出

し

た
寺

領

寄

進

状

の
再

発

行

を
願

い

出
て

許
可

さ

れ

て

い

る

。

そ

し

て

、

応

永

二

十

二

年

（
一
四
一
五
）
七

十

五

歳

と

な

っ
た
聖

冏

は
常

福
寺

を
弟

子

の
明

誉

了

智

に
譲

る

こ
と

を
決

め
て

い

る
。

そ

し
て

了

智

が
死

ん

だ
後

は
聖

紀

房

に

譲

る

よ

う

に
指

示

し
て

い

る
。

な

お
。

私

は
原

物

を

確
認

し
て

い

な

い
が

、
『
浄

土

宗

大

年

表

』

所

収

の
応

永

十

三

年

の
条

に

は
、
『

古

今

註

序

』

の

奥

書

を

典

拠

と

し

て

、

聖

問

が

常

福

寺

談

義

所

に

お

い
て

『

同

書

』

十

巻

を
撰

述

し
た

と

記

さ

れ

て

い

る
。

こ

の
通

り

と

す

れ

ば

、

応

永

十

三

年

頃

に

は
常

福

寺

は
す

う
か

り
復

興

し

て

弟

子

が

集

ま

っ
て

い
た

こ

と

が

わ

か
る

。

聖

問

の

晩

年

の

様

子

に
つ

い
て

は
酉

誉

聖

聡

の

書

状

に
も

述

べ

ら

れ

て

い

る
。

一

日

大

野

へ

御

越

候

け

る

よ

し

、

今

度

承
侯

、

ゑ

ん
て

ん

時
分

勿

躰

な

く
存

侯

、

其

上

又

御

状

二
あ

つ

か

り

候

、

尤

当

年
（

い

ま

だ

御

め

に

か

乂

ら
す

候

、

又

常



福
寺
の
な
り
ゆ
ぎ
侯
あ
り
さ
ま
、
く
（

し
く
物
か
た
り
申
た
く
候
へ
と
も
．
武

州

へ

い
そ

く

子

細

院

間

、

大

野

よ

り

ま

か

り

上
俣

、

今

度

不

人

見

参

院

之

条

、

心

も

と

な

く

存
候

、

又

御
状

の

お

も
て

常

福

寺

二
悦

喜

中

さ

れ

院

、

御

茶

事
（

無

子

細

御

よ

ろ

こ

ひ
院

、
上

方
（

い

ま

だ
阿

弥

陀

山

二
御

座

院

、

う

り
っ

ら

の

水

（

中

く

し

か

の

ふ

し

と

幺
な

り

院

、
人

民

更

二
不

還

住

院

、

ま

し

て

僧

（
了
祕
型
冏
）

功

・
聖

道

・

禅

家

、
皆

他

国

流

浪

の
事

二
候

、
言

語

道

断

こ
候

き

、

就

中

老

師

の

有

様

目

も

く

れ

心

も

き
ぇ

は
て

Ｘ

こ

そ

、
見

す

て

申

候
て

ま

か

り

の

ほ

り
候

し

、

御

愁

歎

、

我

等

悲

泣

何

二
せ

ん

く

、
秋

の
比
（

武
州

へ

申

度
院

、

相
構

く

御

法

門

は
終

夜

中

で

院

し

か
と

も

、

余

こ
く

散

々

こ
申

さ

れ
院

条

、
二

″
条

註

進

院

、

其

余
（

中

く

不

及

中

院

、

い

と

Ｘ

た

に

浄

土

宗

す

た

れ
行

院

、

憑

木

本

二
雨

行

不

留

風

情

院

歟

、

事

外

浄

土

法

門

か

く

成

行

飲
事

、

歎

入

存

侯

、

重
註

文

、
恐

々
誣

言

横
曽
袮

学
頭

進
侯

鸚

こ

の
書
状

は
月
日

を
欠

い
て

い
る
が
、
聖
冏

の
弟

子
聖
聡
が
大
野

か
ら
横
曽
根

学

頭

（
飯
貂
弘
經
寺
）
の
良
肇

に
宛
て
た

も
の
で
あ

る
。
こ
の
中
で
聖
聡
‥
は

常

福

寺

や

聖
冏

の
様
子
を
良
肇

に
伝

え
て
い

る
が
、
常
福
寺
の
あ
た
り
は
戦
乱
の
た
め
荒
れ
は

て
て
、
聖
冏

は
近
在

の
阿
弥
陀
山
に
逃
れ
、
人

々
も
皆
逃
散
し
。
僧

侶
達
も
皆
他
国

仇

浪
の
身
で
あ
り
、
師
の
生
活
も
大
変
で
あ

春
と
い

っ
て
い
る
。
こ

の
書
状
に

は
聖

右
比
文
責
ブ
欝
察
乱
之
吟
7
1
刪
剥
衵
啓
畆
試
走

熬

籠
こ
い居
ぺ二
。
苓
輒
熈

睦

男

琵
桜
（
轟
鉗

子

翁
武
葬
蚤
ご
か
常
陸
佐
黔

歩
框

筧

了
誉
上
人
之

鼾
驛

二
御
帰
参

顳

で
政
夫

譽

被
嶷

ご横
糺
臂

之
卸

書
訃

⊇

戮

皿

降
齟
状

漾
次

の
と
と
く
で
あ

忝
。

畆

瓜
畆

も

”
簪

い剔

こ

苓
輒

叺

文
安
年
中
四
不
慮
感
二
得
此
御
宸
筆
之
僂
弔

歓
喜
余
身

感
銘
胖

、
依
之
仮

聖
冏

禅
師
の
遺
跡
考

名
・
罧
名
一
句
字
無

礼

加
減
フ
不
ｙ
ｙ

座
恥
勹
蜥

怖

宍
舛

女

屯

為
ふ
⊃

Ｆ
　
　
　ル
　
　輩

紙

づ
以

送
二
後
学
｛
　
（
後
略
）

こ
の
副

状
を
み

る
と
、

聖
聡

の
書
状

は
上

杉
禅

秀
の
乱

の
と
き

の
も
の
で
あ

る
こ

と
が
わ

か
る
。
上
杉
捍
秀
の
乱

は
応
永
二

十
三

年
十
月

か
ら
翌
年
正
月

に
か
け
て

の

関
東
管
領
上
杉
氏
憲

の
反

乱
で
あ

る
。
事
件
の
当
事
者
で
あ
る
越
幡

六
郎

が
常
陸
の

住
人
で
あ

っ
た

の
で
、
常
陸
地
方
も
戦
乱

に
巻
き
込
ま
れ
て
（

兄

。
岩
城
の
飯
野
八

幡
宮
文
書
所
収

の
応
永
二
十
四
年
卯
月
二
十
六
日
付
の
飯
野
光
隆
軍
忠
状
に

は
次
の

ご
と
く
記

さ
れ
て

い
る
。

岩

城
飯
野
式

部
大
輔
入

道
光

清
申
軍
忠
事

右

、
佐
竹
凶

徒
可

令
退

治
旨
、
岩

城
・
岩
崎
江
下

預
御

教
書
候
之
間
。
両
郡

一

族
等
、
今

月
十
日
国
於
罷

立
、
同

十
五
日

依
瓜
連
参
陣
仕

侯
、
長
倉
常
陸

介

降
参
仕
候
訖
、
又

与
類

山
県
三
河
入

道
城
馳

向
、
同

廿
四

日
致
抜
骨

責
侯
之

間
、
光
清
家
子
家
人
数
輩
被
疵
候
、
此
段
小
野
崎
安
芸
方
所
見
分

明
也
、
所

詮
此

段
達
上
聞
、
御

感
御
判
下
給
、
備
後
証
存
置
也
、
若
此
条
、
偽
申
侯
者
、

八
幡
大
菩
薩
御
罰

於
可
髓
蒙
候
、
仍
目
安
言
上
如
件
、

応

永
廿
四

年
卯
月
廿
六
日

（
証
判
）
　（
足
利
持
氏
）

「

承
了
（

花
押
）
」

（
裏
書
）

「

飯
野
式
部
大
輔
光
隆
法
名
光
清
」

こ
の
軍
忠
状
を
み
る
と
、
禅
秀
の
乱
後
も
瓜
連
の
あ
た
り
は
戦
乱

が
続

い
て

い
た

こ
と
か
わ
か

る
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
か
ら
考
え
て
、

前
述

の
聖
聡

書
状

は
応

永
二
十

三
・
四

年
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
応
永
二

十
二
年

に
常
福
寺
を
了

智
に
譲
っ
た

聖
冏

は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
そ
の
ま
ま
常
福
寺
に
滞
在
し
て

い
た
よ
今
で
あ

る
。
そ
こ

で

戦
乱

に
巻
き
込

ま
れ
て

、
近

在
の
阿

弥
陀

山
に
避
難
し
て

い
た
の
で
あ

る
。
阿
弥

二
七
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陀

山

に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。

そ
し
て
聖
冏

は
応
永
二
十
七
年
九
月
二
十
七
日
に
八
十
歳
で
没

し
た
と
い
わ
れ
る
。

入

寂
地

は
江
戸
小
石
川
の
草
庵
と
『
了
誉
上
人
行
業
記

』
な
ど
は
記

し
て
い
る
が
、

確

実
な
典
拠

は
不
明
で
あ

る
。
前
述
の
聖
聡

の
書
状
の
中
で
、
「
秋

の
頃
「

武

州

へ

中

度
候
」
と
あ
り
、
聖
聡

が
師
聖
冏

を
武
州
に
招
請
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
具

体

的

な
事
実

は
特
定
で
き
な
い
。

聖
冏
没
後
の
常
福
寺

は
。
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
二
月
二
十
八
日
付

の

捩

花

叫

天

皇
綸
旨

は
次

の
ご
と
く
で
あ

る
。

常
陸
国
常
福
寺
、
為
御
祈
願
所
、
可
奉
祈
天
下

泰
安
　

宝
祚
延
長
者
。

天

気
如
此
。
仍
執
達
如
件
、

宝
徳
四
年
二
月
廿
八
日

（
了
智
）

明

誉
上
人
御
房

（
勧
惨
寺
経
茂
）

右

兵

衛

権

佐

（
花

押

）

こ
れ
を
み
る
と
。
宝
徳
四
年

に
常
福
寺

は
後
花
園
天
皇

か
ら
祈
願
所

の
綸
旨

を
も

ら

っ
て
い
る
。
常
福
寺
は
聖
冏

の
譲
状

通
り
了

智
が

住
職

と
な

っ
て

い
る
。
当

時
の

関

東
浄
土
宗
寺
院
の
中

で
も

っ
と
も
最
初

に
皇

室
の
祈
願
所
と

な
っ
た
の
は
常

福
寺

で
あ
る
。
鎌
倉
光
明

寺
は
瞬
応
四
年
｛

｝
四
九
五
）
に
後
土
御
門
天
皇

か
ら

祈

願

所

と

常
紫
衣

の
綸
旨
を
も

っ
て

い
る
。

飯
沼

弘
経
寺
は
明
応
四
年

に
後
土
御
門
天
皇

か

ら
香
衣

の
綸

旨
を
も
ら

っ
て
い
る
。

ま
た
天

文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
十
月
七
日
付

の
後
奈

良
天

皇
女
房
奉
書

は

嫐

の

ど

と
く
で
あ

る
。

羅

鐚
雛

慥

天

文
十
二

十
月

七
日
』

し
や
う
ふ
く
寺

ち
よ
く

か
く
の
事
と

ヴ
中
さ
れ
候
に
っ
き
て

。
な
さ

れ
候

よ
し

申
さ
れ
候
、

か
し
く
、

二

八

ち

お

ん

い

ん

ま

い

る

ま

た
、

同

日
付

で

出

さ

れ

た

知
恩

院

徳

誉
光

然

の
添

状

は

次

の

ご
と

く

で

あ

る
。

常

陸
国

常

福
寺
　

勅

額
事

、
奉

達
　

天

聴

之

処

、

被

染

下
　

宸

翰

、

同

対

当

院

被

式
　

勅

書

訖

、

尤
以

寺

家
繁

昌
之

基

、
王

法

崇

敬

之

至

、
不

可

過

之

者

哉

。

（
義
篤
）

誠

都
部

門

葉

之

規

模

。

併

本

寺

末

寺
之

喜

歓

令

満

足

事
候

、
依

好

便

佐
竹

新

介

殿

江

令

伝

附

侯

。

御

案

持

珍

重

侯

也

、

恐

惶

膠

言
、

（
天
文
十
二
年
十
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
光
然
）

小
春

七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
誉
（
花
押
）

（
玉
泉
）

当

寺
住
持
空
誉
上
人

こ

の
二

通
を
み

る
と
、
天
文

ガ

ベ
ヤ
十
月
七

日
、
常
福
寺

は
知
恩
院
二
十
六
世
徳

誉
光

然
の
執
奏

に
よ

っ
て

、
空
誉
王
泉

の
と
き

。
後
奈

良
天
皇

か
ら
勅
額

を
も

ら
っ

て

い
る
。
知
恩

院
の
徳
誉
光
然
が
勅
額
の
斡
旋
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
み

る
と
、
常

福
寺
は
知
恩
院
の
末
寺
と
な

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
徳
誉
の
添
状
が
佐

竹

新
介
義
篤

に
預
け
ら
れ
て

い
る
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
常
福
寺
と
佐
竹
氏
の
友

好
関

係

は
い

ぜ
ん
継
続
し
て

い
る
よ
う
で
あ

る
。
な

气

こ
の
佐
竹
新
介
義
篤
は
天

文
十

四

年
四
月
九
日
卒
。
前
述
の
佐
竹
浄
喜
義
篤

は
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）
正

月

十

一

日
卒
で
あ
り
、
同
名
異
人
で
あ

る
。

ま
た
。
七
月
十
一
日
付
の
知
恩
院
浩
誉
聡
補
書
状

に
は
次
の
ご
と
く
で
あ

る
。

尊
書
首
尾
再
三
披
読
喜
悦
侯
、
去
年
御
音
間
之
様

定
而
可
為
其
分
侯
、
万

々
事

々
繁
取
乱
侯

条
廃
忘
之
儀
侯
、
羊
僧

も
櫪
老
躯
之
式
、
只

所
希
者
今
生
向
顔
迄

侯
、
次

絹
半
疋
如
書
中
佐
着

院
、
毎
度
御
悃
情
誠
巨
謝
次
第
侯
。
又
直
代
之
事

承
候
、
盆

前
閙
候
間
、
後

便

二
必
注
可
進
侯
、
随
而
五
条

一
衣
下

参
侯
、
表
一

義
計
侯
、
恐

惶
和

南
。
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こ
の
書
状

の
年
次

は
、
浩
誉

の
知
恩
院
入
山

は
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
、
空
誉

の
　
　
　

聖
冏

と
横
曽

根
談

場
の
関
係

は
『
浄
土
二
蔵
二
教

略
頌
』
（
『
浄
土
宗
全
書
』

匸
一
巻

没
年

は
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
二
月
十
日
と
い
う
こ
と
か

ら

考

え
て
、

弘
治
二
　
　

所
収
）
の
奥

書
に
記

さ
れ
て

い
る
。
同
奥

書
は
次

の
ご
と
く
で
あ

る
。

年
以
降
、
天

正
十
五
年
以
前
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で

も
知
恩

院
浩
誉

聡

櫁

は
常
福
寺

か
ら
贈
物
に
対
し
て
丁
重
な
礼
状

を
出
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
常
福
寺
は
室
町
時
代

の
関
東
浄
土
宗

院
と
し
て

は
珍
し
く
皇
室
や
本

山
知
恩

院
と
密
接

な
交

流
を
も
っ
て

い
る
。
当

時
は
鎌
倉
光
明
寺
や
江
戸
増
上
寺

よ

り
も
聖
間
以

来
の
由
緒
に
よ

っ
て

指
導
的
な
役
割

り
を
果
し
て
い

た
も

の
と
思
わ
れ

る
。

二
　

阿

弥

陀

山

阿
弥
陀
山
は
酉
誉
聖
聡

が
横
曽
根
学
頭

に
宛
て

た
書
状

の
中
で
、
聖
目
が
戦
乱

を

避
け
て
避
難
し
て
い
た
場
所
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
。
茨

城
県
久
慈
郡
金
砂
郷
村

に

あ
り
、
不
軽
山
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
岩
洞
が
あ
り
、
こ

の
岩
洞
内
で
聖
冏

が
『
決
疑
鈔
直
牒
』
を
撰
述

し
た
と
こ

ろ
か
ら
、
こ

の
岩
洞

を
直
牒
洞
と
呼

ん
で

い

る
。
し

か
し
『
決
疑

鈔
直
牒
』

の
奥
書

を
み

る
と
、
聖
冏
が
応

永
三
年
（

コ
エ
九
六
）
、

五
十
六

歳
の
時
の
撰
述

と
あ

る
。
前
述

の
聖
聡
書
状

は
上
杉
禅
秀
の
乱
の
と
き
の
も

の
で
あ

り
、
応
永
二
十
三
年
十
月
以
降
の
も
の
で
あ

る
。
四
月

と
い
り
記

載

か
ら
考

え

る
と
、
聖
冏
が
直
牒

を
撰
述
し

た
の

は
応
永
二
十
四
年
以

降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

年

齢

も
異

っ
て

お
ヶ
、
こ

の
直
牒
洞
の
呼
称

は
歴
史
事
実
に
合
致
し
て

い
な
い
よ
う

で
あ

る
。
『
浄
土
宗
寺
院
由
緒

書
』
二
十
五

に
よ
る
と
、

永
享
四
年
（
一
回
ニ
ニ
）
に

同
所

に
弟
子

の
了
智
が
高
仙
寺
を
創
立
し
て
い
る
。

聖
冏
禅
師
の
遺
跡
考

永

徳

三

年

癸
亥

仲
冬

十

四

日
為

二
聡

生
｛
綴

Ｅ
之

、

鎮

西

末

学
了

贅

沢

／
　
　（
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
ノ
（
マ
マ
）
　
　ノ
　
『一

今

此

一

本

者

師
訂
在
二
下

総

北

相

馬

馬

曽
袮

談
場

フ

氷
徳

三

年

癸

亥

仲

冬

之

日

為
二
弟

子
一
所
ｙ
綴

也

、
弟

子

辱

得
二
彼

清
書

一

本

‘不
ｙ
勝

二
喜
涙
｛

遂

為
ｙ
酬
二
彼

芳
因
穴

朮

参

季

劃

及
声
「

親

稟
二
師

決
一
以

伝

‘一
永

代
一
者

也

、

于

時
応
永
第
十

九
年
五
月
二
十
五
日
調
功
畢
、
　
　
　
　
　
　
　
　

酋

誉

こ
れ
を
み
る
と
聖

冏
は
永
徳
三
年
（

匸
一
八
三
）
下

総
北
相
馬

の
横
曽

根

談

場

で

聡

生
（
聖
聡
ヵ
）
の
た
め
に
同

書
を
書
い
て

い
る
こ

と
が

わ
か
る
。

馬
曽
根

と

あ

る

の
は
横
曽
根
の
誤
り
で
あ

る
。
談
場

は
談
義
所
・
談
林
な
ど
と
同
義
語
で
あ
り
、
天

台
や
真
言
の
中

世
の
学
問
所
で
よ
く
使
わ
れ
て

い
る
呼
称

で
あ

る
。
こ

の
こ
ろ
聖
間

が
横
曽
根
で
弟
子
達
に
講
義
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ

の
横

曽
根

談
場
が
発

展
し
た
も
の
が

飯
沼

弘
経
寺
で

あ
る
。
横
曽
根
学
頭

と
い
う
語

句
が

前
述

の
応
永
二

十
三
・
四
年
頃
と

推
定
さ

れ
る
聖
聡

の
書
状

の
宛
先

に
も
み
ら
れ

る
。
本
文

は
後

に

引
用
す

る
が
、
天

文
七
年
（
一
五
三
八
）
三

月
二
十
五

阡
付

の
後
奈
良
天
皇
綸
旨

を
み

る
と

。
飯
沼
弘
経
寺

の
開

山
は
聖
聡

の
弟
子
の
嘆
誉
良
肇
と
さ
れ
て
い
る
。
横
曽
根

学
頭

は
良
肇
の
可
能
性
が
高

い
。

康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
六
月
二
日
付

の
羽
生
貞
胤

安

堵

状
（
飯
沼
弘
経
寺
所
蔵
。

以
下
、
省
略
）
は
次

の
ご
と
く
で
あ

る
。

下

州
豊
田
庄
飯
沼
郷
横
曽
袮
　

弘
経
寺
領
津
箇
村
之
内
曁

事二
九
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右
祖
父
上
総
守
禅
鏡
之
判
形

明
鏡
之
上
者
、
如

前
々
停
諸
御
公

事
。
永
代
　

弘

経
寺
之
可
為
寺
領
候
者
也
、
仍
為
後
日
証
文
如
件

、

康
正
三

釘
年
六
月

二
日

藤
原
貞
胤
（

花
押
）

（
墻
）

填

生
与

次
郎

奉
弘
経
寺

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
康
正
三
年
以

前
に
弘
経
寺
は
上
総
守
捍
鏡

か
ら
寺
領

と
し
て
津

箇
村
（

水
海
道
市
）
を
寄

進
さ
れ
て
い
る
。
上
総
守
禅
鏡
と

い
今
人
物

は
明

白

で

な

い
が
、

寺
伝

に
ょ

れ
ば
、
応

永
二

十
年
頃

横
曽
根

城
主
で
あ

っ
た
羽
生

経
貞

を
さ
す

も

の
と
思

わ
れ
る
。
こ

れ
に
従
え

ば
応

永
二
十
年
頃

に
弘

経
寺

は
談
場

か
ら
発
展
し

て

飯
沼

郷
横
曽
根
（
水
海
道
市
）
に
一

寺
を
構
え
て

い
た
こ
と

に
な

る
。
横

曽

根

は

鬼
怒
川

の
川
辺
で
あ

り
、
当

時
の
交

通
の
要
所
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ

の
文

書

は
寄

進
状

の
よ
う

な
形
式

を
と
っ
て

い
る
が
。
実
質
的

に
は
横
曽
根

城
主
羽

生
貞
胤

の
寺
領

安
堵
状
で
あ

る
。
ま

た
福

徳
元
年
（
一
四
九
〇
）
卯
月
二
十
一
日
付

の

羽

生

広
貞

安
堵
状

は
次

の
ご
と
く
で
あ

る
。

（
廴
書
）

「
寺
領
寄
附
状

天

保
二
卯
年
結
城
弘
經
寺
丿
返
之
」

下

州
豊
田
庄
飯
沼

郷
横
曽
袮
　

弘
経
寺
寺
領

津
箇
村
之

内
气

事

右

老
父
修
理
亮
浄
貞
之
判
形

明
鏡
之
上

者
、
如

前
々
停
諸
公

事
、
永
代
　

弘

経

寺
之
可

為
寺
領

者
也
、
仍
為

後
日

証
文
如
件

、

（
延
徳
三
）
’

福
徳
元
匹
卯
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
部
丞
広
貞
（

花
押
）

弘

経
寺

こ
れ

を
み

る
と
、
羽
生
一

族
の
経
貞
・
貞
胤
・
浄
貞
・
広
貞
な

ど
が
弘
経
寺
に
対

三
〇

し
て
寺
領

寄
進
状
、

ま
た
ば
同

安
堵
状

を
出
し
て

い
る
こ

と
が

わ
か
る
。
現
存
し
な

い
が

。
こ

の
外

に
も
羽

生
一

族
の
寄

進
状

や
安
堵
状
が
あ

っ
た
よ
ヶ

で
あ

る
。
羽
生

氏

は
同

地
方

の
豪

族
で
あ

り
、

お
そ

ら
く
弘

経
寺
の
檀
越

と
し
て
保
護

を
し
て

い
た

も
の
と
思

わ
れ
る
。

ま
た
こ
の
文

書
の
年

号
で
あ

る
福
徳
元
年

は
延

徳
三
年
の
私
年

号
で
あ

り
干
支

も
一

致
す

る
。

福
徳
と
い
う
私
年
号

は
関
東
地
方
と
東
北
地
方

の
一

部
で
使

わ
れ

た
も
の
で
あ

る
。

た
だ
し
、
こ
の
二
通

の
文
書

に
は
多
少
問
題
が
あ

る
。
ま
ず
「
聿
　

弘
経
寺
」
と

い
う
宛
名
の
書
き
方

は
珍
し

い
。

ま
た
差

出
人

の
羽

生
一
族
に
つ
い
て
も
分
明
で
な

い
。
原
文
書

を
私

は
確
認
し
て

い
る
が
、
多
少
違
和
感
が
あ
り
、
こ
の
二
通
の
文
書

に
つ
い
て

は
今
後

の
検
討

を
要
す

る
史
料
で
あ

る
こ
と
を
附
記
し
て

お
く
こ
と
に
す

る
。明

応
四
年
（
一
四
九
五
）
十
二
月
十
二
日
付

の
知
恩
院
周
誉
珠
琳
添
状
写

は

次

の

ご
と
く
で
あ

る
。

関
東
下

総
弘
経

寺
出
世
事

明
応
四
匹

年
十
一
月
廿
八
日
、
従
当
院
以
広
橋
之
御
局
而

中
上
者
也
。
然
闘
被

待

使
僧
有
　
奏

聞
処
、
於
辺
鄙

遠
国
之
儀
者
、

在
所
之
由
緒
、
其

仁
之

椹
否
、

雖
不

被
及
御
　

尊
慮

、
為

当
院
申
達
上

者
御

免
之
由
、
則

被
仰
下
訖
、
翌
日

晦

日
有
頂
戴

口
宣
・

綸

旨
、
被

着
香
衣
者

也
、
随
而
十
二
月
二
日
致
隧
道
　

参

内
申
処
、

例
式

之
　
御
対
面

者
、

雖
為
朝
　

御
一
心
に
後
、
先
被
指
置
　

糺
爬
、

早
朝
之
御
対
置

也
ヽ

上
件
之
次
第
ヽ

依
為
先
代
未
聞
之
儀
記
之
者
也
ヽ

是
心
浄

祖
上
人
前
参
詣
為
冥
感
者
歟
、

明

応
四

年
十
二
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　

東
山
大
谷
知
皿
齶
馴

誉

（
珠
琳
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
明
応

阻
年
十
一
月
二
十

八
日
弘

経
寺
三
世
曜
誉
酉
冏
が
知
恩
院



の
仲
介
　
　

月
二
十
三

日
伊

の
超

誉
存
牛
゛

に
よ

っ
て
、
香
衣
参
内
の
申
請
し
た
と
こ

ろ
早
速
許
可
さ
れ
、
異
例
の
も
て
な
し
を
　
　

と
く
で
あ

る
。

弓

け

た

と

い

っ
て

い

る

。

こ

の

文

書

は

写

し

で

あ

り

、

原

文

書

は
現

存

し

て

い

な

い

。

し

か

し

明

応

四

年

十

二

月

二

日

付

の

『

御

湯

殿

上

の

日

記

』

に

次

の

ご

と

く

あ

る

。

（
知
恩
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
総
国
）
　
　
　
　
　
　

（
弘
縄
）
　
　
　

（
住
持
）

（

香
衣
）

ち

お

ん

院

と

ヴ

申

さ

る

Ｘ

し

も

お

さ

の

く

に

の

く

き

や

う

寺

ち

り

ち

か

う

ゑ

の

（

祗
候
）
　
　
　

″
対
画
）
　
　
　
　
　

（
小
高
檀
紙
）
　
　
　
　
　

（
香
箱
）

事

申

さ

れ

て

し

こ

う

。

御

た

い

め

ん

あ

り

。

こ

た

か

た

ん

し

に

御

か

う

は

こ

ま

（

袋
）

い

る

。

ふ

く

ろ

に

入

。

こ

れ

に

よ

る

と

、

明

応

四

年

十

二

月

二

日

に

弘

経

寺

が

知

恩

院

の

執

奏

に

よ

っ
て

、

着

衣

の

参

内

を

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。

こ

の

記

載

か

ら

み

て

、

前

述

の

周

誉

珠

琳

添

状

写

も

信

用

し

て

よ

い

と

思

わ

れ

る

。

も
う
も
し
ゆ
う

よ
の
代

二
し
ゆ
つ
せ
中
さ
れ
候
。
い
ま
上
ら
く
の
か
た
も
。
し

戒
両
脈
）
　
　
　
　
　
　
　（
く
脱
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
学
）

ゆ
う

か
い
り
や
う
み
や
の
事
（

申
に
お
よ
は
す

、
き
や
う
か
く
あ
い
そ
な
（

リ

（
宗
義
）
　
　
　
（
皿
通
）

皴

て

、

し

ゆ

う

き

の

く

つ

う

を

（
聊
爾
）

か
れ

う

し

な

ら

ぬ
人

に
て

候

、

ゑ宣も宋

ふきっ゛

は
ら
と
し
て
、
と
し
も
五
十
七
、

い
さ
乂

こ
く
よ
り
は
る
く

上

ら
く

の
事

に
て

俟
、

（
奏
聞
）
　
　
　
　
　

（

勅
許
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
（
畏
）

し

か

る

へ

き

や

り

二
御

モ

う

も

ん

候

て

、

ち

よ

つ

き

よ

な

さ

れ

候

（

八

か

し

（
僧
）

こ

ま

リ

入

そ

ん

す

へ

く

侯

、

く
（

し

く
（

此

そ

う

中

上

侯

へ

く

侯

、

か

し

く

。

（
広
橋
毆
）

ひ

ろ

は
し

と

の

幺

（
励
）

御

つ

ほ

ね

さ

ま

へ

参

（
知
恩
）

ち

お

ん

院

と
の
書
状
だ
け
で

は
年
月
日
が
不
明
で
あ
る
が
、
大

永

三

年
（
一
五
二
三
）
閠
三

聖
冏
禅
師
の
遺
跡
考

関

東

下

総

弘

経

寺

一

誉

上

人

出

世

之

事

右

当

住

一

誉

上

人

者

。

元

釦

九

州

肥

前

国

中

野

大

蔵

寺

之

住

呂
「

糺

聊

詼

於

境

変

之

教

誡
（

離

二
西

海

肥

州

之

郷

里
『

任

二
仏

法

東

漸

之

旧

儀
『

到

二
関

東

下

州

之

遠

国
｛

教

学

年

積

、

行

徳

累
ｙ
功

、

剰

受

二
当

寺

補

任

之

厳

命
『

令

に
継

二
開

山

四

代

之

正

脈

¨

実

以

機

縁

順

熟

之

至
ヽ

宿

習

開

劔

。
者

歟
・

然

間

為

’
拝

心
立

然
』
　
　
　

ツ
　
　
　

シ
　
　
　
　
　
（
知
恩
院
）
↑一
　
　
　
　
　
　
　
　

ッ
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　

フ

祖

之

真

影
｛

今

詣

二
洛

陽

之

東

山
『

捧

二
随

分

之

報

謝
｛

励

こ
厚

篤

之

誡

心

丿

彼

上

洛

之

便

払

応

被

筬

こ
出

世

之

懇

畆
一
畢
ヽ

仍

大

奥

藾

年

圉

二
月

十

九

日

、

従

二
当

院
一
広

橋

御

局

以

及

二
奏

聞

一
之

処

、

則

蒙

こ
勅

許
『

不
ｙ
啓

一
時

日

’
被
ｙ
戌

こ

下
　

綸

か

同

廿

二

日

被

゛
着

白

衣
｛

令

旨
誉

参

内

“
給

Ｆ

愛

出

鮖

之

砌

ヽ

当

番

之

御

奏

者

以

従

二
遠

国

’
之

参

上

、

神

妙

思

食

之

由

被

こ
仰

出
「

此

事

前

代

未

デ
　
　
ヘ

シ
メ
　
　
　

枦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
一
　
　
　
　
　
　
　（
酉

聞

、

過

分

之

至

也

、

軈

御

局

令

二
同

道

・
有

こ
御

対

面
『

愚

老

申

事

、

彼

前

住

曜

誉

上

人

参

内

之

時

者

、

被

に
押

二
置

朝

御

膳

・
早

朝

之

御

対

面

。

前

代

未

聞

之

由

、

（
珠
琳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
ノ
　
　
　
　
　
　
　

シ
　
　
　
　

｛
一

周

誉

上

人

被
ｙ
留

二
記

録

｝
畢

、

為

‘一
其

附

弟

一
之

由

令

Ｅ
申

之

処

、
「

御

局

様

被

に
仰

事

、

誠

例

式

之

御

対

面

者

御

膳

雖
ｙ
為

こ
已

後

ご

今

日

早

早

御

参

之

間

、

被

ｙ

押

二
御

膳

‘
有

こ
御

対

面
｛

正

師

匠

参

内

之

先

例

斉

事

。

冥

加

之

至

不

卩
可
ｙ

過

ｋ

之

由

被

二
仰

出

‘
者

也

、

併

仏

祖

加

二
冥

感
｛

先

師

垂

二
納

受

‘
御

座

故

也

、

穴

賢

々
々
、

（
閊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
山
知
恩
院（
存
牛
）

大
永
三
四
年
潤
三

月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　

尊

蓮
社

超
誉
（
花

押
）

こ
れ

に
よ
れ
ば
。
大
永
三

年
閠
三

月
。
弘
経
寺
西

世
一

誉
宗

悦
が

知
恩

院
の
超
誉

存
牛

の
取
計
ら
い
に
よ

っ
て
、
三

世
曜

誉
酉
冏
同
様

に
香
衣

参
内

を
許
さ
れ
て

い
る
。

そ
し

て
後

柏
原
天

皇
か
ら
手
厚

い
も
て

な
し
を
う
け

た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
一

誉
宗

三
一



佛
　

教
　

文
　

化
　

研
　

究

悦

は
肥

前

の

中
野

大

蔵

寺

か

ら
下

総

の
弘

経

寺

に
入

っ
て

い

る
。

知

恩

院

の
存

牛

は

三

河

の

信

光
明

寺

か

ら

知
恩

院

に
す

す

ん
で

い

る
。

一

方

、

弘

経

寺

二

世

了

暁

は
三

河

に
進

出

し

、
了

暁

の
弟

子

の

愚

底

（
三
河
大
樹
寺
開
山

か
ら
知
恩
院
二
十
三
世
）
、

訓

公

（
大
樹

寺
二
世

か
ら
知
恩

院
二
十
四
世
）
、

存

牛

（
大
樹
寺
三
世
か
ら
知
恩
院
二
十
五
世
）

（
４
）

達

の

知

恩

院

進

出

は
目

覚

ま

し

い

も

の
、が
あ

る
。

お
そ

ら

く

こ

の

よ

う

な

関

係

で

弘

経

寺

は

関

東
浄

土

宗
寺

院

の
中

で

特

に

知
恩

院

と

密

接

な

関

係

に

あ

っ
た

の

で

あ

ろ

天

文

七
年

（
一
五

三
ハ
ニ

二
月

二

十

五

日

付

の

後

奈

良
天

皇
綸

旨

は
次

の

ご

と

く

で

あ

る
。

知
恩

院

未

寺

寿

亀

山
弘

経

寺

之

事

、

為

嘆

誉

上

人

開

山

精

舎

之

由

被

聞

食

訖

、

（
知
思
院
）

然

従

本
寺
　

勅

額
　

勅

願

所

之

儀

被

執

中

之

間

、

宜

奉

祈
　

宝

祚

長

久

国

安

全

者
。
天

気
如
此
、
悉
之
以
状
、

天
文

七
年
三
月
廿
五

日

（
鎮
誉
魯
耕
）

弘
経
寺
住
持
上
人
御
房

（
四
辻
季
遠
）

左
中
将
（
花
押
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
鎮

誉
魯
耕

の
と
き
、
弘

経
寺

は
後
奈
良
天

皇

か
ら
勅
額

を
も

ら

い
、
勅
願

所
に
な

っ
て

い
る
。

ま

た

こ

の

綸
旨

に

は
「

知
恩
院
末
寺
寿
亀

山
弘
経

寺
」

と
あ

り
、
知
恩

院
と
弘

経
寺

の
本
末
関
係
が
明
白

に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
。

関

東
浄
土
宗

寺
院
で
知
恩

院
と
こ

の
よ
う

に
は
っ
き
り
交
渉
を
も

っ
て

い
る
の
は
弘

経

寺
が
筆
頭
で
あ

る
。

お
そ

ら
く
こ
の
頃
に

は
常
福
寺
に
代

っ
て
弘
経
寺
が
潟
東

浄

土
宗
寺

院
の
中
で
知
恩
院
系
の
リ

ー
ダ

ー
的
な
役
割
を
果
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ

る
。

ま
た
こ

の
綸
旨

に
ょ

っ
て
弘
経
寺
の
開
山
が
嘆
誉
良
肇
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

天

文
二
十
三
年
六
月
七
日
付

の
後
奈

良
天

皇
綸

旨
。
六
月
十
二
日
付

の
知
恩

院
徳

。誉
光
然
添
状
二
通

は
次
の
ご
と
く
で
あ

る
。

三

二

（
下
総
）
　
　
　
　
　

（
弘
経
）
　
　
　

（
住
持
）

（
退
転
）
　
　
　
　
　

（
聞
召
）

し

も

っ

ふ

さ

の

国

く

き

や

う

寺

も

う

ち

た

い

て

ん

の

よ

し

き

こ

し

め

し

侯

、

し

（
武
蔵
）
　
　
　
　

（
泉
谷
）
　
　
　

″
見
誉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

相

か

る

へ

か

ら

す

候

、

む

さ

し

の

ぐ

に

せ

ん

こ

く

寺

け

ん

よ

上

人

、

か

の

て

ら

さ

統
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
相
違
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
妙
）

う
そ

く
侯

や
う

に

お

ほ
せ

い
た

さ

れ

候

。

さ

う

い

な
く

候

は

气

し

ん

へ
う

に

お

し

め

し
侯

へ

き
、

な

を

く

そ

れ

よ
り

も

か

た
く

中
下

さ

れ

侯

へ
く

よ

し

中

さ

れ
侯

。

か

し

く
、

天

文

廿

三

年

六
月

七
日

（
知
恩
）

ち

お

ん

院

へ

ま
ひ

ら
せ

候

就

弘

経
寺

堯

誉

往

生

、
彼

寺

家

及

行

学

断

絶

之

候

間

、

勅

願

寺

之

儀

候

条

。

禁

中

柢
侯

之

砌

申
入

侯

処

二
。

忝
則
　

勅

書

被

成
下

侯

、

急

度

寿

亀

山
江

可

被

遂

入

院
候

、

於

相

続

者

尤

可

為

神

妙

侯

。

頓

首

、

（
天
文
二
十
三
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
光
然
）

六
月

十

二

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳

誉

（

印
）

（
見
誉
善
悦
）

泉

谷
寺

侍
者

御
中

堯
誉
往
生
之
由
驚
入
候
、
諸
門
井
所
化
衆
落
力
察
事
侯
．

然
者
行

学
断
絶
之
由

候
条
、
　

勅
願
寺
之
儀
侯
間
、
　

禁
中
柢
侠
之
砌
中
入
処
、
忝
　

勅
書
被
成
下

侠
、
則
其
趣
泉
谷
寺
中
越
侠
、
各
於
馳
走
者
尤
可
為
神
妙

侠
、
恐
々
謹
言
、

（
天
文
二
十
三
年
）

六

月

十

二

日

所

化

衆

諸

門

中

（
光
然
）

徳

誉

（

印
）

六
月
十
二

日
付
の
徳
誉
光

然
添
状

は
年

号
は
な
い
が
。
文
面

か
ら
み
て
天
文
二
十

三
年

の
も
の
と
考
え
て
よ

か
ろ
う
。
こ
の
一

連
の
史
料
を
み

る
と
、
弘

経
寺

は
堯
誉

文
宗

の
死
後
、
跡

を
継
ぐ
も
の
が

定
ま
ら
な
か
っ
た
。
文
宗

の
没
年
が
不
明
で
あ

る



。
そ
し
て
勅
願
所
で
あ

る

の

で
、
後
奈
良
天
皇

か
ら
勅
許
の
綸
旨

を
六
月
七
日
付
で
も
ら

っ
て

い
る
。
光

然

は
六

月

十
二
日
付
で
そ
の
旨
弘
經
寺
の
所
化
衆
・

諸
門

中
宛
と
泉
谷
寺
宛
に
二

通
の
書
状

を
出
し
て
い
る
。
な
ぜ
後
往
が
定
ま
ら
な
か

っ
た
の
か
分
明

で
な

い
が
。
こ

の
こ
ろ

の
弘
経
寺
は
す

で
に
い
く
っ
か
の
門

末
寺
院
を
も
ち
。
か
な
り

の
所
化

衆
を
か
か
え

で

法
被
を
行

っ
て

い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
弘

経
寺

は
室
町

時
代

か
ら

知
恩

院
と
も
っ
と
も
密
接

な
関
係

を
も
っ
た
関
東

の
有
力
寺

院
で
あ
り
。
後
半

に
は

常

福
寺
や
光
明
寺

を
も
凌

い
で

い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

四
　

鐡

倉

聖
冏
と
鎌
倉
の
関
係

は
、
『
浄
土
述
聞
追

加

口

決

紗
』
（
『
浄
土
宗
全
書
』
一
一
巻
所

収
）
下

の
奥
書
に
記

さ
れ
て

い
る
。
同
奥

書
は
次

の
ご
と
く
で
あ

る
。

御
本
云

延
文
四
年

八
月
十
目

於
桑
原
道
場
書
之
畢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良
誉
六
十
四
在
判

相
模
西
郡

右
任
先
師
之

口
伝
記
之
畢

康
安
元
十
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
門

良
誉
六
十
六
在
判

右
此

囗
決
砂
上
巻
御

口
筆
。
下

巻
下
二
賜

御
本
・
写
い
之
、

次

上
下

始

終

校
‘
之

畢
詐

言

へ

其
後
糺
年
於
・
徊

前
二

校
四
対

応
年
於
無

札
聖
満
御
夢

校
合

之

時
≒

又
於
二
桑
原
観
通
御
房
一
難
配

呼

校
合
之

時

心
、
前
後
四

返
也
、
軋
糺

勘
文

等
師
存

生
日
放
　

令
ｙ
入
ｙ
之
、

仍
以
二
康
安
元
年
十
月
七
日

‘
令
二
判

形

｝

聖
冏
禅
師
の
遺
跡
考

了

誉
二
十
一
歳
ノ
時

今

又

穿
二
豎

文

義

‘補

二
治

廃

闕

‘大

都

要

二
緇

素

分
明

‘
　
　
故

以

こ
闕

字
一
分
ｙ
之

云

爾

手

時

永

和
四

年

十

一

月

二

十

七

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

了

誉

卅
八
歳
在
判

こ

れ
を
み

る
と
、
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
に
聖
冏
は
鎌
倉
の
聖
満
房

の

も

と

で

同

書
を
校
合
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
聖
満
房

と
は
鎌

倉
光
明
寺
第
四
代

の
良
順

聖
淪

の
こ

と
で
あ
る
。
聖
冏

は
鎌
倉
光
明

寺
聖
満

の
も
と
で
修

学
し
て

い
た
の
で
あ

る
。鎌

倉
光
明
寺

所
蔵

の
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）
十
一
月

八
日
付

の
良
誉

定

恵

授

良

順
聖
満
附

法
状

は
次
の
ご
と
く

で
あ
る
。

浄
土
宗
相
承
手
次

法
然
上
人

（
弁
阿
）

聖
光
上

人

（
良
忠
）

然
阿
上
人

（
良
暁
）

寂

恵
上
人

良
誉

右

当

流

者

。

吉　良霤

水上順き
正

流
、
鎮
西
余
風

也
、
世
間
無
其

隠
。
皆
以

所
応
可
也
、
而

聖
満
依
伝
法
之
志
深

。
為
法
器
之
人

。
以

先
師
相
承
之
義
勢
、

令
伝
授
者

也
。

早
守
五
代
相
伝
之
趣
、
可
令
弘
通
之
状
如
件
、

観
応
三

年
十
一
月

八
日

沙
鬥

良
誉
（
花

押
）

三
三



佛
　
教
　
文
　
化

研

究

右
手
〔
手
印
〕

左
手
（
手
印
）

こ

の
よ
う

に
良
順
堅
満

は
師
の
良
誉

定
恵
か
ら
浄
土
宗
鎮
西
流
の
法
流
を
伝

授
さ

れ
て
い

る
。
定
恵

は
桑
原
に
も
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
聖
満

は
鎌

倉
に
い
た
よ
う
で

あ
り
、
こ
の
鎌
倉

は
光
明
寺
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
し

か
し
、
聖
冏

在
世

当
時
の
光

明

寺
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
問
題
点
が
多
い
。

前
述

の
附

法
状

に
み

え
る
定
恵

の
師

良
暁
が
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
に

書

い

た

「
述
聞

副
文
」

の
中

の
割
注

に
「
佐
介
谷
本
悟
真
寺
、
今
号
蓮
華
寺
」
と
記
さ
れ
て

い
竹
〃

こ
れ
を
み

る
と
文
永
九
年
（

匸
一
七
二
）
の
良
忠
譲
状

に
み

ら

れ

る
「
悟
真

寺
」

は
正
中
二
年
頃

に
は
蓮
華
寺
と
呼
ば
れ
て
い

る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
蓮
華
寺

が

い
つ

か
ら
光
明
寺
と
呼
ば
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
の
か
が
問
題
で
あ
る
。

明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
四
月
二
十
一
日
・
同
年
五
月
二
日
付

の
後
土
御

門

天

皇

綸
旨

は
次

の
ご
と
く
で
あ

る
。

当
寺
為
御
祈
願

所
。
須

開
真
宗
弘
通
之
玄
門

。
奉

祈
　
宝
祚
無
礙
之
丹
棘
者
、

綸

命
如

此
、
仍
執
達
如
件
、

（
広
碗
）

右

中

弁

守

光

鎌
倉
光
明
寺
住
持
、
代

々
令
聴
着
紫
衣
、

奉
祈
　
宝

祚
長

久
、
不
可
混
余
寺

者
。

綸
命
如
此
、
仍
執
達
如
件
。

明
応
四

年
五
月
二

日

光
明
寺
観
誉
上
人
御
房

（

広

橋

）

右

中

弁

守

光

明
応
四
年
四
月
二
十
一

日

に
光
明
寺
は
後
土
御
門
天

皇
の
勅
願
所

に
な
り
、
五
月

三
四

二
日

に
代

々
住

持
の
常
紫
衣

を
勅
許

さ
れ
て

い
る
。
こ

の
時
の
住
持

は
観
誉
祐
崇
で

あ

り
ク
阿

弥
陀

経
の
奥
書

を
み

る
と
、
同
年
三
月
上
洛
し
て
参
内
し
、
知
恩
院
で
三

七
日

の
講

談
を
行

っ
て

お
り
、
相
当

の
学
識

を
も

っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

光
明
寺
と

い
う
寺
名
が
史
料

に
表
れ
て
く

る
の

は
明
応
四
年

が
初
見
で
あ
る
。
し

か
し
蓮
華
寺
と
光
明
寺

の
関
係

に
つ

い
て

は
不
明
で
あ

る
。

こ
の
間
の
事
情
を
推
測
さ
せ

る
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。
光
明

寺
本
尊
阿

弥
陀

如

来
坐

像
胎
内
背
面

に
記

さ
れ
て
い
る
鯵
理
墨
匹
に

は
次

の

ご
と

く

記

さ

れ
て

い

る
。
享
禄
四
年

辛
聖
（

月
一
日

重
彩

色
畢
ヽ

旦

那
者
鎌
倉
叭

心
Ｅ

藤
善
衛
門
齔
能
繁

也
。
廴
硝

ス
メ
十
七

歳
ニ
テ
頓
死
ス
。
五
月
十
三

日
也
、
其
為
往
生
極
楽
也
。

仏
所
者
扇
谷

豊
後
法

眼
間
弟
子
二
人

也
。

（
恵
仁
）

督
薤
社
法
誉
（

花
押
）

其

時
天
照
山
光
明
蓮
花
寺
十
一
代
住
持
之

時
也
、

こ
れ
を
み

る
と
、
後
北
条
氏

の
家
臣
で
鶴
岡
八
幡
宮
造
替
奉
行
と
し
て
『
快
元

僧

都
記
』
に
散
見
す

る
後
藤
善
衛
門
尉
能
繁
が
、
娘
の
菩
提
の
た
め
、
仏

師
豊
後
法
限

教
円

に
彩
色
修
理
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
住
持
は
十
一
世

０
法
誉

恵
仁
で
糺
兄

。

最
後

に
「
天

照
山
光
明

蓮
花

寺
」

と
あ

る
こ
と
は
注
意
を
要
す

る
。

お
そ

ら
く
山

号

か
ら
考
え
て
「
天

照
山
光
明

院
蓮
花
寺
」
と
書
く

べ
き
と
こ

ろ
を
「

院
」
が
脱
落
し

て
い

る
も
の
と
思

わ
れ

る
。
そ
れ
が
い
つ
し

か
院
号
と
寺
号
が
逆
に
な
り
、
現

在
の

よ
う
に
「
天

照
山
蓮
華
院
光
明

寺
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ

ろ
り
。
あ

る
い
は
光
明

蓮
華

寺
が

い
つ

し
か
光
明
寺
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
の
で

は
な

か

ろ
う

か
。
い
ず
れ

に
し
て
も
悟
真
寺
。
蓮
華
寺
、
光
明

寺
は
同
一
系
譜
上

に
あ

る
寺

院
と
思
わ
れ

る
。



光
明
寺

の
室
町
時
代
の
動
向

は
観
眷
祐
崇
の
と
き
に
わ
か
る
だ
け

で
あ

り
、
そ

の
　
　
　
　

赫

田
寺

水

野
国
　
　
　
　

＼

征

舎
、
、
唯
縢
を
学
ん
一
だ
寺
…
…
ノ

…

…

…

…
……
…
……
い

援

は
天

正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
十
一
月

の
徳
川
家
康
朱
印
状
ま
で
一
切
不

明

で

あ
　
　
　

建
長

寺

鎌
倉

禅

を
学

ん
だ
大
拙
祖
能
が
住
持
し
た
寺

五
　

桑
　
　
　

原

聖
目

と
桑
原

の
関
係

は
、

前
述

の
『
浄
土
述
聞
追
加

口
決
鈔
』
の
奥
書

に
み
ら
れ

た

よ
う

に
、
聖
冏

は
桑
原

の
観
通

の
も
と
で
『
同
書
』
を
校
合
し
て
い

る
。
桑
原

は

桑
原

道
場
と

も
い
わ
れ
、

前
述

の
良
誉

定
恵
が
弟
子
達

に
談
義
を
し
た
道
場
で
あ

る
。

こ

の
道
場
が
発
展
し

た
寺
が
小
田
原

の
浄
薤
寺
で
あ

る
。

定
恵

は
観
応

三

年
（
一
三

五
二
）
に
法
流
を
良
順
聖
満

に
授

げ
て
、
蓮
華

寺
を
譲
り
、
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）

頃

に
は
桑
原

に
道
場
を
開
い
て

い
た
よ
う
で
あ

る
。
そ

の
た
め
聖
目

は
『
同
書
』

を

一
了

所

で
校

合
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
元

禄
八
年
（

二
（

九
五
）
に
作
成

さ

れ

た
『
浄

土

宗
寺
院
由

緒
書
』
二

十
三

所
収

の
浄

蓮
寺
の
項

に
は
「
了
誉
上
人
廿
歳

ヨ
リ
廿
五

歳

迄
当
寺
在
、
此
内

囗
決
抄
述
作

也
」

と
あ
る
。
典
拠

は
不
明
で
あ

る
が
、
奥
書

の

記

載
と

は
ほ
ぼ
一

致
し
て
い

る
。

六
　

聖

冏

の

遺

跡

一

覧

前
記
以
外
、
伝
記
や
寺
史
類
に
み
ら
れ
る
遺
跡
は
次
の
通
り
で
糺
兄

。

岩
瀬
城
　

常
陸
国
那
珂
郡
岩
瀬
　

父
白
石
志
摩
守
義
忠
の
城

法
然
寺
　

常
陸
国
久
慈
郡
太
田
　

師
蓮
勝

の
寺

勝
願

寺
　
武

蔵
国
足
立
郡
箕
田
　

師

定
恵

の
寺

宝

幡
院
　

常
陸
国
筑

波
郡

鹿
島
　
真

言
を
学
ん
だ
師
宥
尊

の
寺

柬
勝
寺
　
下
野

国
芳
賀
郡

塙
田
　
天

台
を
学
ん
だ
寺

聖
冏
禅
師
の
遺
跡
考

注

二
荒

山
神
社
　

宇
都
宮
　

神
道

を
学

ん
だ
神
社

安
居
寺
　

常
陸
国
筑

波
郡

鹿
島
　
臨

済
禅

の
論
難

に
対
応
し
た
寺

往
生
院

宇

野
田

芳
賀
郡
　

大
蔵
経
を
閲

覧
し
た
寺

明
見

寺
　
千

葉
　
千

葉
氏
胤
の
招
き
で

講
説
し
た
寺

高
仙
寺
　

常
陸
国

久
慈
郡
川

島
　
阿

弥
陀

山
に
了
智
が
開

い
た
寺

伝

通
院
　

武
蔵
国

豊
島
郡
小
石
川
　

開
山
し

た
寺

宗
慶

寺
　

武
蔵
国

豊
島
郡
小
石
川
　

開
山
し
た
寺

専

称
寺
　

武
蔵
国

足
立
郡

上
青
木
　

開
山
し
た
寺

西
福
寺
　
下
総
国

豊
田
郡

新
石
下
　

開

山
し
た
寺

本
願

寺
　
下

総
国
北
相
馬
郡
青
柳
　

開
山
し
た
寺

常
槃
寺
　
下

総
国
猿
島
郡
逆
井
　
　

開
山
し
た
寺

光
円

寺
　

武
蔵
国
豊
島
郡
小
石

川
　

参
籠
し
た
寺

（
１
）
　
『
了
誉
上
人
伝
』
『
了
誉
上
人
行
業
記
』
『
了
誉
上
人
絵
詞
伝

』
『
浄
源

脈
譜
』
『
浄
土

鎮
流
祖
伝
』
二
。
『
新
撰
往
生
伝
』

气

『
浄
土
伝
灯
録
』
『
浄
土
伝
灯

総
系
譜
』
中
、

『
東

国
高
僧
伝
』
十
、
『
浄
土

宗
寺
院
由
緒
書
』
。

（

２
）
　
『
茨

城
県

史
』
中
世
編
所
収

『
上
杉
捍
秀

の
乱
と
常
陸
・
北
下
総
』

参
照
。

（

３
）
　
『
天

台
書
籍
綜

合
目
録
』
所

収
の
奥
書
、

お
よ
び
拙
稿
「
中
世
の
川
越
仙

波
談
義
所

に
つ
い
て
」
（
『
天

台
学
報
』
第

三
十

二
号
所

収
）
。

（
４
）
　
玉
山
成
元
著
『
中
世
浄
土
宗
教
団
史
の
研

究
』
第

五
章
「
白
旗
派

の
京
都
進
出
」
参

照

。

（
５
）
　
同
著

の
第
四
章
「
関
東
白
旗
派

の
興
隆
」
参
照
。

三
盆



佛
　

教
　

文
　

化
　

研
　

究

（
６
）
　
三
山
進
稿
「
鎌
倉
光
明
寺
本
尊
像
考
」
（
『
仏
教
芸
術
』

匸

二

号
所
収
）
。

（
７
）
　
光
明
寺
刊

『
天
照
山
光
明
寺
』
「
寺
宝
解
説
」
一
五
参
照
。

（
８
）
　
こ

の
表
作
成

に
あ

た
り
、
菊
地
勇
次
郎
稿
「
中
世

に
お
け
る
浄
土

宗
鎮

西

義

の

展

開
」
（
『
源
空
と
そ

の
Ｍ

下
』
所
収
）
、
「
浄
土
宗
鎮
西

義
の
展
開
」
（
『
茨
城
県
史
』
中
世

編
所
収
）
。
「
常
陸
に
お
け
る
浄
土
教
」
（
『
大
正

大
学
大

学
院
研
究

論
集
』

八
所

収
）

な

ど
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
厚

く
感
謝
す
る
次
第

で
あ
る
。

一
嵒

（



浄

土

宗

書

跡

分

研

究

１

名
号
の
成
立
と
歴
史
的
変
遷
Ｉ

序

鎌
倉
時
代

に
現
在
の
多
く
の
宗
派
が
成
立
し
、
各
宗
宗
祖
は
、
立
教
開
宗
の
宗
義

綱
要
書
を
自
筆
の
書
跡
で
遺
さ
れ
て
い

る
。
親
鸞
の
『
頸
浄
土
真
実
教
行
証
文
類

』
、

栄
西
の
『
興
禅
諏
国
論
』
、
道
元

の
『
普

勧
坐
禅
儀
』
、
日
薤

の
『
立
正

安
国

論
』
な

ど
か
お
り
、
筆
者
の
人
格
を
反
映
し
て
優
れ
た
筆
跡
で
現

存
し
て
い
る
。
書
か
れ
た

筆
跡
が
人
間
を
端
的

に
表
出
し
て
い
る
か
ら
、
人

物
研

究
に
は
根
本
資
料
と
な
り
り

る
も
の
で
あ

る
。

し
か
し
法
然
上

人
（
以
下
、
敬
称
略
）
は
主
著
『
選

択
集
』
を
自
ら
笨

を
執

っ
て
著

さ
れ
ず
、
門

弟
を
選
ん
で
執

筆
の
分

担
を
さ
せ
ら
れ
た
。
『
選
択
集
』
を
自

筆

さ

れ

な

か

っ
た
理

由
に
つ
い
て
は
種
々
考
え

ら
れ

る
か
、
三

田
全
信
博
士

は
、
内
題

の
自

筆

の
特

色
か
ら
老

限
の
疾

に
よ
る
も

び
で

は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
て

ぺ
矼
。

明
恵
高
弁
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
法
然

に
書
跡
が
少
な

か
っ
た
こ
と

は
し

ら

れ
て
い
る
。

ま
た
、
親
鸞
。
日
蓮
な
ど
各
宗
祖

は
手
紙
（
書
状
）
に
よ

る
布
教

を
盛

ん

に

行

っ

浄
土
宗
書
跡
の
研
究

八
　
　

木

宣
　
　

諦

て
い
る
が
、
こ
れ
も
鎌
倉
仏
教
の
特
徴
の
一

つ
で
、

書
き
手

の
人
柄

を
し

る
重
要
な

資
料
と
な

っ
て
い
る
。

法

然
に
も
文

献
上

で
は
三
四

通
の
書
状
が
あ

っ
た
と
さ

れ
る
が
、
現
存
す

る
も
の

は
、

清
涼
寺
蔵
熊
谷
宛
文
書
と
興
善

寺
出
の
正
行
房

宛
文
書
の
二
点
が
確
証
あ

る
筆

跡
で
あ

る
。
こ

の
他

に
「
七
ヶ

条
制
誡
」

の
署
名
花
押
と
唐
山
寺
本
『
選
択
集
』
の

題
字
以
下

の
二
十
一
文
字

な
ど
が
古

来
伝
え

ら
れ
て

い
る
筆
跡
で
あ

る
。

親
鸞
の
筆

跡
と
し
て
今

に
伝
え
ら
れ

る
も
の

は
か
な
り
多
く
、
数
十

点
が
数
え

ら

れ
、
中
世
高
僧
の
中
で
最
も
多
い
量
と
さ
れ
て
い
る
。
書
状

は
四
○

通
程

し
ら
れ
る

親
鸞
自
身
も
文
字

に
対
す
る
関
心
が
深

か

っ
た
こ

と
が
窺

わ
れ
、
古
来
真
宗
内

に

は
、

親
鷽
の
真
跡

に
対
す

る
尊
信
度
が
頗

る
高
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

親
鸞
門
弟

に
も
師
に
ょ
く

似
た
書
風

が
行

わ
れ
。
名

号
に
お
い
て

は
八
世
蓮
如
も
親

鴬
名
号
を
踏
襲
し
て
書
い
て
お
り
、
『
我
宗

に
お
い
て
は
木
像
よ
り
絵
像
。
絵
像

よ
り

名
号
を
本
尊
と
す
』

と
い

っ
て

い
る
。
真
宗
で

は
歴
代
法

主
の
み
が
名
号

を
書

い
て

い
る
か
ら
、
浄

土
宗
の
よ
う
な

多
様
な

名
号
書
風

は
遺
さ
れ
て

い
な
い
。

三
七



佛

教
　
文
　
化

研

究

一

方
、
日
蓮

も
五

大
部
の
著
述
、
注
釈

の
真
跡
の
他
。
多
く
の
書
状
を
遺
し
て
い
　
　

し
て
ゆ
き
た
い
。

る
。
真
筆

の
現
存
、
曽
存

は
三
〇
八
点
と

い
う
。
こ
の
他
題
目
を
書
い
た
曼

陀
羅

本

尊

は

匸
一
三
幅
あ
り
、
他

に
も
多
く
の
断
簡
も
遺
さ
れ
て
い
る
。
題
目
本
尊
は
文
永

八
年
が
最
も
古
く
、
没

年
の
弘
安
五
年

ま
で
多
く
の
文
字

本
尊
を
書
き
表
し

た
。
信

仰
の
深

ま
り
と
と
も
に
執
筆
様
式
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
日

蓮
宗
で

は
現
在

ま
で

も

題

目
本
尊
が
様
々
な
書
風
で
書
き
継
が
れ
て

い
る
。

ま
た
こ
の
時
期
禅
宗

も
栄

え
、
中
国
禅
文
化

の
移
入
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
頂

相

と
と

も
に
禅
僧

の
墨
跡
が
貴
重
視

さ
れ
た
。
墨
跡

は
。
印
可
状
、
遺
偈
の
他
多
く

の
様
式
で
書

か
れ

た
の
で
、
現
在
で
も
多
量

の
も
の
が
遺
さ
れ
。
研

究
も
さ
れ
て
き

て

い
る
。

さ
て
浄
土
宗
の
書
跡
と
な

る
と
、
宗
祖
の
筆
跡
が
少
々

か

。つ
た

ご
と
、
そ
の
後

書

政

を
重
視
さ

れ
な

か
っ
ヽ
だ
為

か
、
聖
呎

聖

聡
の
時
代
ま
で
、の
書
跡
は
量
謠
少
な
ぐ
・

纏
沼

で
研
究
さ
れ

た
も

の
も
み

舩
れ
な

い
｝

し

か
し
浄
土
宗

に
は
、
他
の
宗

に
な
い
独
自
の
書
と
し
て

阿
弥
陀
仏

の
名

号
書
が
、

様

々
な
書
風
で
各
時
代

に
わ
た

っ
て
書
き
遺
さ
れ
て
い
る
。

名
号

は
わ
ず
か
六
文
字
を
書
い
た
も
の
だ
が
、

そ
の
中

に
筆
者

の
先
天
的
資
質
や

後

に
修
得
し
た
も
の
が
率

直
に
出
て

い
る
。
筆
者

の
人
格
個
性
が
書
風
と
し
て
顕

現

さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
各
時
代

の
風
潮
が
書

に
反
映
し
て
時
代

の
書
風
と
な

っ
て

い
る
。
僧

の
伝
記

を
し

る
上

に
奄
貴
重
な
資
料
と
な

る
も
の
で
あ

る
。
文
字
に
書
か

れ

た
文
意
だ
け

を
活
字
化
し
て
し
ま
え
ば
全
て
が
南
無
阿
弥
陀
仏

の
六
文
字

と
な

っ

て
、
書

の
も

つ
史
料
性

は
活

か
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。

そ
こ
で
浄
土
宗
に
多
量
に
遺
さ
れ
て

い
る
名
号
に
つ
い
て
、
資
料
の
現
存
状
況

を

ふ
ま
え
て
、
書
と
い
う
視
点
を
中

心
に
。
名

号
の
成
立
と
そ

の
歴
史
的
変
遷
を
考
察

三

八

｝

名

号
資

料
は
全
国

に
散
在
す

る
が

。
浄
土
宗
で
も
今
ま
で
研
究
さ
れ
て
こ
な

か
っ

た
為
、
所
在

の
資
料
目
録
す

ら
な

い
現
状
で
あ

る
。

か
つ
て
『
浄
土
列
祖
遺
芳
集
』

の
一

部
と
『
浄
土
高
僧
名
号
手
鑑
』
（
『
手
鑑
』
と
略
称
）
に
写
真
資
料

と
し
て

纏
め
ら

（
３
）

れ

た
く
ら

い
だ
が
、
数
量
と
し
て

は
少
な
い
。

因
み
に
前
書

に
掲
出
の
名
号

は
、

聖
冏

。
称
念
、

桿
譬
、
幡
随
意
、
貞

安
、
袋
中
、
霊
巌
、
忍
澂
、
厭
求
、
祐
天

無
能
、
不

能
、

関
通
。
法
岸
、

法
洲
、
法

道
、
行
誡
、
霊
瑞
、
現
有

の
諸
師
で

あ
る
。
『
手
鑑
』
で

は
幾
分
人
数
を
増
加
し
て
収
録
し
て
い
る
。

尊
光

、
尊
超
、
証

賢
。
聖
冏
、
隆
堯
、
圓

誉
、
称
念
、
清
巌
、
禅
醫
、
以

八

貞
安
、
因

果
居

士
。
尊
照
、
幡
随
、
呑

竜
、
法
雲
、
廓
山
、
随
波
。
袋
中

良
仙

、
霊
巌
、
（
伝
誉
）
観
徹

、
呑
屋
、

智
哲
、

歴
天

、
（
広
誉
）順

良
、

知
鑑

満
霊

。
寓
無
、
良
聞
、
感
栄
、
孤
雲
、
張
林
、
雲
竜
、
秀
道
、
了

也
、
忍

澂

厭

求
、
祐
天
、
無
能
。
白
随
、
（
義
誉
）
蜆
徹
、
冏
鑑
、
往
的
、

貞
極
。

大
玄

祐

海
。
真
海
、
不
能
、
関
通
。
良
妙
、
潮
音
、
可
圓

、
徳
門

、
祐

月
、
慧
頓

学
信
、
智
堂
、
音
澂
、
聖
道
、
俊
海
、
戒

堂
、
霊

麟
、
智
厳
、
念
海
、
在
禅

法
岸
、

徳
本

、
実

海
。
在
心
、
貞
厳
、

貞
瑞
、
説
玄
、
法
洲

。
徳
住
、
密
賢

（
方
誉
）
順
良
、
真
阿
、

智
典
、
本
仏
、
顕

道
、
慧

厳
、
法
道
、
学
天

、
行
誡

的
門
、
徹

定
、
霊

瑞
、
循
祐
、
現
有
、

と

ほ
か
に
特

殊
な
名
号

八
点
が
所
載
さ

れ
て

い
る
。

前
書

に
掲
載
の
名
号

は
ほ
と
ん

ど
『
手
鑑
』
に
同
じ
も
の
が
掲
載
さ

れ
て

い
る
の



で

、
『
手

鑑

』

所

収

０

名

号

が

五

十

年

後

に

ど

の
く

ら

い
現

存

し

て

い

る

か

の

実

地

調

査

か

ら
始

め

た

。
現

地
調

査

を
試

み

た
結

果

、

か

な

り

の
名

号

が
散

佚

し
て

し

ま

っ
た

こ

と

が

確

認

で

き

た

。

か

わ

り

に

未

掲

載

の

別

の

収
蔵

品

を
多

く

収

録

撮
影

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

今

の

と

こ

ろ
名

号
資

料

所

在

目

録
と

い
う

も

の

は
な

い
。

そ

こ

で

さ

ら

に
多

く

の

名

号
資

料

収

録

の
必

要

か
ら

、

寺

院

宛

に
所

蔵

名

号

の

調

査

依

頼

を

行

っ
た

。

成

立

の
古

い
寺

院

の
多

い
地

域

、

研

究

文

献

上

名

号

所

蔵

寺

院

の

多

い

地

域

お

よ

び

文

献

に

出

る

特

定

寺

院

を

幾

つ

か

の

ブ

ロ

″
ク
と

し
て

、
葉

書

に

よ

る

収
蔵

ア

ン

ケ

ー
ト

調

査

を

実

施

し

た

。

そ

の

り

ち

特

定

の

名

号

に

つ

い
て

は
現

物

調

査
、

撮
影

を
行

っ

た

。
『
手

鑑

』

資

料

の
ご

と

く

、

資

料

が

散

佚

し

な

い
う

ち

に

、

収

録

、

撮

影

が

必

要

と

な

っ
て

く

る

か
ら

で

あ

る
。

さ

て

名

号

に

は
、

近

代
以

後

の

山
下

現

有

名

号

の

よ

う

に

広

い

地
域

に
所

蔵

さ

れ

る

も

の
と

、

特

定

な

地

域

に

の
み

所

蔵

さ

れ

た

も

の
と

が

あ

る
が

、

量

的

に

は
後

者

の

方

が

多

い
。

こ

の
論

文

で

は
現

存

の
所

蔵

状

況

を

し

る
為

に
、

ブ

ロ

″
ク
別

に
資

料

を
分

類

す

る

方

法

を
と

っ

た
。

調

査

範

囲

は
京

都

、

大

阪

始

め
二
四

府

県

に

お

よ

び

、

初

期

に

成

立

の

名

号

が
多

い

こ
と

、

本

山

お
よ

び
古

跡

寺

院

に
名

号

が

多

く

伝

存

し

て

い

る

こ

と

な

ど

か

ら
、

関

西

地

域

の
所

蔵

品

か
ら

み

て

い
く

。

＊
以
下
、
総
・
大
本
山
名

は
、
知
恩
院
－

知
、
増
上
寺
丿

増
、
知
恩
寺
－

百
、
清
浄
華
院

－

浄
、
光
明
寺
ｉ

光
、
善
導
寺
１

導
、
善
光
寺
－

善
、
金
成
光
明
寺
１

黒

の
略
称
で
示

し
、
世
代

は
知
恩

院
の
み
囗

に
、
増
上
寺
他

は
○
で
示
し
た
。

京
都

府
、
大
阪

府
に
所
蔵

の
古
名
号
と
し
て

は
、
伝
聖
徳
太
子
、
伝

空
海
名
号
が

あ

り
、
伝
法
然
名

号
は
一
七
点
（
京
都
一
四
、
大
阪
三
）
あ
る
。

他
に
伝

聖
光

、
伝

源

浄
土
宗
書
跡
の
研
究

智
。
伝
証
空
、
伝
蓮
生
、
伝
親
鸞
、
伝
一
遍
。
伝

後
白
河
法
皇
名
号
が
あ

る
。

次
に
南
北
朝
１

室
町
期

の
も
の
に
証
賢
、
澄
円
、
聖
冏

、
蓮
如
、
燈
誉

良
然
、
伝

誉
、
徹
公

、
貞

安
、
弾
誓
の
名

号
が
あ

る
。

江

戸
時
代

の
名

号
は
多
く
遺
存
し
、
知
鬩
霊
鯲
、
關
旧
応

。鬪

尊
空
、
鬪
万
無
、
頤

感
栄
、
頤
孤
雲
、
膕

往
的

、
後
陽

成
天

皇
等
の
名
号
が
あ

る
。
江
戸
中
期

の
は
比
較

的
少
な
く
。
末
期

の
四

顕

道
。
暦
学
天

以
後
、
近
代
１

昭
和
ま
で

の
歴
代
名
号

は
ほ

と
ん

ど
み

る
こ
と
が
で
き

る
。
増
上
寺
歴
代
の
も
の

は
、
⑩
祐
天

名
号
が
多
い
が
、

江
戸

時
代

の
も
の
は
少
な
い
。
他
本

山
で

は
、

百
⑩
満

霊
、
⑩
智
厳
。・
⑩
寂
然
、
黒

定

⑩
円
な

ど
の
名
号
が
あ

る
。

地
域
的
特
徴

と
し
て
、
京
都

は
法
然
が
立
教
開
宗

さ
れ
生
涯

に
教
化
さ
れ
た
土
地

が
ら
、
法
然

お
よ
び
そ
の
門
下

の
名
号
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
知
恩
院
歴
代

の
江
戸
時
代

か
ら
の
名
号

は
よ
く
保
存
さ
れ
て

い
る
。

大
阪
で

は
、
澄
円
。
蓮
如

の
他
、
室
町
期

の
開
山
名
号
が
伝
存
す
る
の

は
地
域
的

特
徴
と

い
え

る
。

滋
賀
県
で

は
、
隆
堯
、
厳
誉
宗
真
、
圓
誉
な

ど
の
地
元
で
活
躍
し
た
開
山
の
名
号

が
遺
さ
れ
て
い

る
。

奈

良
県
に
は
、
伝

源
信
、
伝

法
然
、
伝

親
鸞
の
他
、
室
町

期
の
清

範
、
伝

誉
名

号

が
あ

る
。

兵
庫
県
で

は
、
伝
法
然
、
存
応
、
厭

求
、
感
栄
な
ど
の
名
号
が
あ

る
。

こ
れ
ら
五
府
県
の
関
西
地
域
全
体
と
し
て
、

数
量
的

な
面

か
ら
み

る
と
、
最

も
多

い
の
が
山
下
現

有
名
号
で
七
〇
点
、
次
に
多
い
の
が
祐
天

名
号
四
二

点
、
以
下

徳
本

、

岸
信
宏
名
号
が
二
九
点
と
な
り
、
江

戸
時
代

で
は
祐
天
名

号
、
近
代
以
後
で

は
山
下

現

有
が
最
も
多
い
と
い
う
結
果
を
え
た
。

三
九
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中

部
地
域

の
名

号
を
み

て
い
く

。
愛
知
県
（
尾
張
。
三
河
）
に
は
、
伝
法
然
名
号
五

点

の
他
、
門

跡
で

は
良
純
、
尊
超
、
知
順
尊
照
、
闘
鸞
宿
、
百

⑩
幡
随
、

浄
⑩
祥
真

為

号
が
あ

り
、
他

に
祐
天
、
幡
隆
、
捨
世
行
者
系
の
徳
木
、
徳
住
、
本
仏
。
徳
演
ほ

か
、
珂
憶
な

ど
の
名

号
が

遺
さ

れ
て

い
る
の
が

地
域
的
特
徴
と

い
え

る
。

長
野
県

は
古
跡
寺

院
も
多
く
古
名
号
と
し
て
、
伝
空
海
、
伝
法
然
四
点
、
伝
聖
光
、

伝

親
鸞
、
聖
聡
、
炭

往
、
彭
徹
、
貞

安
、
後
奈

良
天
皇
名
号
が
あ

る
。
江
戸
時
代
の

名

号

は
、
知
図
万
無
、
目
順
真
、
鬪
祐
月
、
四
歓
幢
、
増

⑩
存
応
、
⑩
祐
天
、
祐

全
、

⑩
隆
善
、

⑩
智
堂
、
百

⑩
幡
随
。
黒
⑩
順
長
、

⑩
張
林
、
⑩
雲
竜

の
他
、
可
圓

、
達

尭

名

号
が
あ

り
、
徳

木
名

号
が

多
い
の
も
こ
の
地
域

の
特
徴
で

あ
る
。

岐

阜
県

に
は
名
号
数
は
少
い
が
、

疂
竜
、
播

隆
、
増

⑩
隆
善
、

瑤
教
音
名
号
な
ど

が
特

徴
あ

る
も
の
で
。
徳
木
、
徳
住
名
号
も
遺
さ
れ
て
い

る
。

静
岡
県

に
は
古
名
号
は
ほ
と
ん
ど
な
く

、
江
戸

時
代

の
知
恩

院
歴

代
名
号
も
少
な

い
。
増
上
寺
系
名
号

は
祐
天
一
五
点
と
多
く
、
⑩
大
玄
、

⑩
定
月
、

⑩
智
堂
、

⑩
在

禅

名

号
が
あ

り
、
他

に
百

⑩
祐

水
、
黒
母

感
霊
、
⑩
定
円
名

号
が
あ

る
。
ま
た
時
宗

系

の
一
如

、
任

称
、
尊
如
、
壱

念
。
至
実
、
尊

教
等
の
名

号
は
他
県

に
な
い
も

の
、

地

域
的
特
徴
と
し
て
禅
家

の
名
号
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
白
隠
、
独
椹
、
豪
潮
、
鉄

舟

、

雲
照

ほ
か
近
代

禅
林
巨
匠

の
名

号
が
あ

る
。

徳

木
、
徳
住
、
是
得
。
唯
念
、
木
弁
な

ど
行
者
系
名
号
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。

県
内
で

は
、
本
来

の
所
蔵
で
な
く
購
得
収
蔵
し
た
も
の
が
多

い
と
こ

ろ
か
ら
全
体

蜑

も
多
く
、
他
宗
名

号
や
珍
ら
し
い
名
号
が
あ

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

数
量
的

に
は
、
こ

れ
ら
中
部
地
域
で
。
伝
法
然
名
号

は

Ｉ
〇

点
あ

る
。
祐
天

名
号

が
最

も
多
く
三
四
点
、
徳
本
名
号
が
二
三

点
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
関
東
地
域

の
名
号
資
料
を
み
て
い
こ
う
。

四
〇

神
奈
川
県

は
良
忠
建
立

の
光
明
寺
が
あ

る
と
こ

ろ
か
ら
、
古
名
号
と
し
て
、
伝

法

然

。
伝

聖
光
、
伝

良
忠

、
存
貞
名
号
が
所

蔵
さ

れ
て

い
る
。

江
戸

時
代

の
も
の
に
、

檀
通
、
祐
天
、
祐

梵
、
厭
求
名

号
の
ほ
か
、
知
頤
聖

道
、

口

説
行
、

増
⑩
智
堂
、
黒

⑩
天
従
、
光

⑩
説
玄

の
名

号
が
あ

る
。
近
代
以
後
の
名
号

は
、
増
上

寺
歴
代

の
も
の
が
あ

る
が
、
知
恩

院
は
じ
め
関

西
の
木
山
系
名
号

は
少
な

い
の
が
特
徴
で
。
徳
本
名
号
も
多
い
。

埼

玉
県
に
は
古
名

号
と
し
て
、
伝
法
然
、
伝
蓮
生
、
一
遍
名
号
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
十

八
檀
林

の
関
係
で
、
存
貞
。
清
巌
、
存
応
系

の
名

号
が
あ

る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
他
に
増
⑩
典
海
、
台

巨
東
。
百
⑩
幡
随
。
黒
⑩
天

従
名
号
と
徳
本
、
唯
念
、
称

仏
な

ど
の
名
号
が
あ
る
。

群
馬
県

に
は
古
名
号
と
し
て
、
伝

法
然
。
大
光
院
開
山
の
香
竜
名
号
の
ほ
か
、
知

膕
在
心
、
圄
歓
幢
。
増
⑩
大
玄
、

⑩
典
海
、
９

密
賢
、
⑩
慧
厳
、
百
⑩
察
冏
名
号
な

ど
が
あ
り
。
徳
本
名
号

も
多

い
。

栃
木
県
に

は
伝

法
然
名
号
の
ほ

か
、
知
順
定
説
、
囲
顧
道
名
号
が
あ
る
が
全
体
量

と
し
て

は
少
な
い
。

以

上
四

県
に
は
関
西
の
総
・
大
本
山
歴
代
名

号
は
少
な
く
。
近
代
以

後
の
歴
代

名

号
も
数
は
少
な
い
。

東
京

は
戦
災
で

の
焼
失

寺
院
も
多
く
、
所

蔵
の
判
明
し
て

い
る
特

定
寺

院
を
現
物

調
査

し
た
（
千
葉
、
茨
城
も
同
様
）
も
の
で
、

収

蔵
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

は
実
施
し
な
か

っ
た
。
増
上
寺

の
地
元
で
あ

る
と
こ

ろ
か
ら
、
近
代

の
歴
代
名

号
は
あ

る
が
、
関
西

の
総
・
大
本
山
名
号

は
少

な
い
。
古
名
号

と
し
て
、
伝
法
然
、
伝
空
海
、
蓮
如
、
聖

聡

、
貞
安
名
号
が
あ

り
、
江
戸

時
代

の
も

の
に
。
知
鬪
知

鑑
、
臼

順
良
、
ｎ

学
天

、

増
⑩
了
也
。
⑩
祐
天

、
⑩
白
随
、

⑩
智
典
、
⑩
大
宜
名
号
、
珍

ら
し

い
も
の
に
普
寂



徳
門

名
号
が
あ

る
。

関
東
地
域
で
数
量
的
に
多
い
の
は
、
祐
天
二
七
点
、
現
有
二

｝
点
、
徳
本
一
八
点

の
結
果

を
得

た
。

東
北
地
域

は
、
捨
世
派
無
能
系
名
号
を
収
蔵
す
る
無
能
寺
を
中
心
と
し
て
、
福
島

県
を
調
査
対
象
と
し
た
。
無
能
－

不
能
―
無
任
を
系
譜
と
す

る
独
特
な
名
号
が
継
承

さ
れ
伝
存
し
て

い
る
。
ま
た
祐
天

の

出
身
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
祐
天

、
祐
海
名
号

が
遺
さ
れ
て
い

る
。
他
の
地
域

に
比
べ
、
本
山
歴
代
名
号
は
少
な
く
、
徳
本
、
現

有

名
号
も
少
な
い
。

次

に
中
国
地
域
の
名
号
資
料
を
み
て
い
く
。

岡
山
県

に
は
法
然
生
誕
地
に
誕
生
寺
が
あ
る
が
、
古

名
号
は
な
く
、

後
に
捨
世
寺

に
な

っ
た
こ
と
で
、
無
能
、
可
圓
、
慧
風
。
慧
剛
名
号
の
ほ
か
、
現

有
。
漆
間
徳
定

名
号
が
あ

る
。

山

口
県
に
は
捨
世
系
の
大
日
比
西
円
寺
が
あ
り
、
知
脂

秀
道
、
関
通
、
法
岸
、
法

洲
、
法
道
等
の
名
号
が
伝
存
し
て
い

る
。

こ
の
二
県
に
つ
い
て
も
特
定
寺
院
の
み
の
調
査

で
、

県
全
体
の
資
料

調
査

は
実

施

し
て

い
な
い
。

鳥
取
県

に
は
、
幡
随
、
霊
巌
を
は
じ
め
、

知
鬪
見

超
、
順
順

真
、
圀

興
玄

、
鬪
霊

麟
、
Ｈ

在

心
。
鬪

貞
厳
、
鬪
説
行
以
下

顕
道
、
学
天

、
俊
光
名
号
。
増

上
寺
で
は
祐

天

は
じ
め
、
⑩
霊
応
、
唇
顕
丁
、
⑩
密
賢
、
百
⑩
西
音
、
⑩
寂
念
、
黒

⑩
順

教
、

⑩

感
霊
、
⑩
観
定
名
号
な
ど
江

戸
中

期
以

後
の
名
号
が
多
く
遣
さ
れ
て
ら
名
号
は
特
定

い

る
が
、
関
西
地
域
の
本
山
歴
代

名
号
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ

寺
院
の
購
得
収
蔵
品
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
関
西
に
近
い
地
縁
で
あ
ろ
う
。
数
量
的

に

は
、
現
有
名

号
は
多
い
が
。
祐
天

、
徳
本
名
号
が
他
地
域
に
比
べ
て
少
な
い
の
が
特

浄
土
宗
書
跡
の
研
究

‐
回
国
地
域

は
愛
媛
県
の
み

順
真

。
時
宗

⑩
尊
純
名

号
以
外

は
、
昭
和
期

の
名
号
が
あ

る
く
ら
い
で
あ

る
。

九
州
地
域

に
は
聖
光
建

立
の
善
導
寺
が
あ
り
、
古
名
号
と
し
て
伝

法
然
、
伝

毫
光

。

伝
一
遍
名
号
が
あ

る
。
所
蔵

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
福
岡
県
の
み
実
施
し
、
他
の
特
定

寺
院

を
現

地
調
査
し

た
。

福
岡
県

に
は
江
戸

時
代

の
名
号

は
少
な
く
、
祐
天

と
増
⑩

露
白
、
徳
本
名
号
、
近

代
以
後
の
徹
定
七
点
と
現
有
名
号
が
所
蔵
さ
れ

る
。
特
徴
と
し
て

は
、
光

明
会
系
の

弁
栄
、
田
中
木
叉
、
籐
本
浄
本
名
号
な

ど
の
ほ

か
、
昭
和
期
の
名
号
が
多
い
。

対

キ
リ
ズ

ト
教
政
策
で
建
て
ら
れ

た
長
崎
の
大
音
寺
に

は
。
幡
随
、
観
徼
の
師
弟

名
号
が
あ

る
。
九
州

全
体
と
し
て

ば
収
蔵
名
号
数

は
少
な
い
。

こ

の
他

の
県
で
調
査
し

た
地
域

を
あ
げ

る
。

福
井
県

に
は
、
伝
空
海
、
伝
法
然

の
古
名
号
と
、
江
戸

時
代

の
も
の
で
知
鬪

尊
照

、

鬪
霊
巌
名
号
。
増
上
寺
系

の
祐
天

。
⑩

定
月
、

⑩
典
海
名
号
が
あ
る
。

石
川
県

に
は
、
知
順

智
厳
、
時
宗

⑩
尊
純
名
号
が
あ
る
。
両

県
を
通
じ
て
、
現
有

名
号
五
点
の
ほ

か
は
昭
和
期

の
名

号
が
少

し
で
名
号
収
蔵
数

は
少
な

い
。

ほ

か
に
山
梨
県

に
は
名

号
収
蔵
数

は
少
な
い
中
に
、
特
定
寺
院
に
江
戸

時
代

の
名

号
が
あ

る
。
幡
随
、
霊
巌
。
祐
天

の
ほ

か
、
増
⑩
冏

鑑
、
⑩
顕
了

名
号
。
特
殊
な
も

の
と
し
で
刺
繍
、
六
万
遍
、
利
剣
、
宝
珠
名
号
等
が
あ
る
。

＊
調
査
に
御
協
力
戴
い
た
寺
院
に
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
る
。

総
・
大
本
山
別

に
歴
代
名
号

を
拾

い
出
す
と
、
知
恩
院
で

は
鬪
尊
照
上

幽
学
天

ま

四
一



佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

で

の
二
八
人

の
名

号
が

遺
存
す

る
。
近
代
以
後
歴
代
の

は
全
て
現
存
す

る
か
ら
、
八

六
代
中
四
〇

人
の
名
号
が
あ

る
。

一
方
、
増
上
寺
で

は
開
山
聖
聡
と
⑩

存
応
－

江
戸
末
期
の

⑩
大

宣
ま
で
三

〇
人

の

名
号
が
遺
存
し
、
近
代
以
後

の
名
号

は
全
て
現
存
す

る
か
ら
、
歴
代
八
六
代
中
四
三

人

の
名
号
が
あ

る
。

知
恩
院
、
増
上
寺
歴
代
の
名
号

は
、
初
期

の
も

の
を
除
け
ば
極

め
て
高
い
遺
存
率

を
示
し
て
い

る
。
こ
れ

に
対
し
て
他
の
本
山
の
江
戸
末
期
ま
で
の
遺
存

は
。
知
恩
寺

が
九
人
、
金
戒
光

明
寺
が
一
一
人
で
、
こ
れ
以
外

の
諸
本
山
で

は
さ
ら

に
少
な
い
名

号
遺
存
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し

た
。

こ
こ
で
資
料
調
査
で
収
録
し
た
全
名
号
を
概
算
集
計
し
て
み

る
と
、
総
計
『

五

五
七
点
程

に
な

る
。

こ
の
中

か
ら
数
量
的

に
分
類
し
て
み

る
と
、
関
西
地
域
が
四
九
二
点

、
関
東
地
域

で
三
六
〇

点
、
中
部
地
域
で
四
二
二
点
、
そ

の
他
の
地
域
を
合
計
し
た
も
の
が
二
八

三

点
と
な

っ
た
。

そ
し
て
僧
別

に
頻
度
数
の
多
い
順
に
み

る
と
、
山
下
現

有
名
号

匸
一
九
点
て
最
も

多
く
、
祐
天

一
一

八
点
、
徳
本
八
一
点
、
岸
信
宏
四

七
点
と
な

っ
た
。

名
号
資
料
調
査

は
浄
土
宗
寺
院
所
蔵
の
も
の
を
対
象
と
し
た
の
で
、
実

際
数

は
も

っ
と
多
い
で
あ

ろ
う
が
。
在
家
所
蔵
の
数
は
調
査
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
。
ま
た

徳
本
、
弾
暼
な

ど
の
名
号
数
量
が
多
い
こ
と
が
文
献
上
し
ら
れ
る
の
で
。
実

際
に
は

捨
世
派
の
名
号
数
の
方
が
上
ま
わ

る
で
あ

ろ
う
。

今
ま
で
、
名
号
所
蔵
の
実
態
調
査
を
し
た
資
料
が
な
い
の
で
、

こ
れ
ら
の
収
蔵
所

在

集
計
が
基
礎
的
な
資
料
と
な
り
う
る
も
の
と
考
え
る
。

四
二

二

こ

れ
ら
の
収

録
。
現
物

調
査

を
行

っ
た
名
号
資
料

に
ょ

っ
て
、

成
立
と
変
遷

の
経

過

を
辿

っ
て
み

た
い
。

伝

法
然
名
号
は
、
総
・

大
本
山
始

め
各
所
の
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
所
蔵
ア
ン

ヶ

Ｉ
ト
調
査
に
よ

っ
て
集
計
し
た
総
数
は
四
三

点
あ
る
。
地
域
的
内
分

け
は
、
関
酉

地
域

で
二
〇

点
。
関
東
地
域
で
九
点
、
中

部
地
域
で
一
一

点
、
九
州
地
域
で
三

点
収

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
二

六
点
に
つ
い
て

は
資
料
実
物

調
査

と
撮

影
を
行

っ
た
。

そ

れ
ら
を
列

記
し
て
み

る
と
、

的 朗 ㈲ 叫 朗 朗 帥(9)(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)

伝 伝 伝 伝 伝 伝 伝 伝 伝 伝 伝 伝 伝 伝 伝 伝
法 法 法 法 法 法 法 法 法 法 法 法 法 法 法 法
然 然 然 然 然 然 然 然 然 然 然 然 然 然 然 然

名

号
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卜
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Ｑ Ｏ り 亠 ∽ μCX ］ ω ∽OQI ヽ､lO O
°　　　　　　　　　　　　　　　　a

齟

寥

毘

大 大 京 京 京 京 京 京 京

阪 阪 都 都 都 都 都 都 都

大 一 正 安 善 西 西 西 一 知 知 知 知 知 知 知
雲 心 法 養 照 光 願 光 念 恩 恩 恩 恩 恩 恩 恩
寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 院 院 院 院
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瀧
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久 抬　　 暦　　 安 永　　　　　 禎
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署
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伝
法
然

』

伝
法
然

伝
法
然

伝
法
然

伝
法
然

伝
法
然

伝
法
然

傚
法
然

伝
法
然

伝
法
然

Ｑ
Ｆ

Ｑ
ｘ

３
４
.
８

６
３
.
２
ｘ

１
９
.
６

Ｓ

’
ｏ

ｘ

｝
Ｐ

Ｎ

－

り
？

り

×

ｑ

Ｑ

Ｍ

Ｆ

切

×

卿

ａ

劬
皀

叭

×

２
０
.
２

４
７
.
７

×

コ

’｛

ｉ

神
奈
川

光
明
寺

埼

玉

熊

谷
寺

埼

玉

熊
谷
寺

埼

玉

勝
願
寺

滋

賀

浄
光
寺

東

京

瑪

真
院

元
暦
元

源
空
源
空
源
空

源
空
源
空

こ

の
他

の
伝

法
然
名

号
所

蔵
は
、

大
阪
Ｉ

専
念
寺
。

奈
良
Ｉ

来
迎
寺
、

専
念
寺
。

愛

知
Ｉ

長

谷
寺
。
如

意
輪
寺
、

悟
真
寺
、
浄

土
院
、

大
法

寺
。

長
野
Ｉ

善
光
寺
、
正

満
寺
。
円

通
寺
。
満
光

寺
。

栃
木
Ｉ

如
来
寺
。

静
岡
～

称
念
寺
。

兵
庫
１

安
養
寺
。

福
岡
―
善
導
寺
二
点
、
瑞
松
寺
。

福
＃
Ｉ
正

覚
寺
。

ぶ

調
査
で
判
明

し
た
も
の
で
あ
る
。

伝

法
然
名
号

に
は
楷
書
、
行
書
、
草

書
体
あ

り
。
多
様

な
書
風
で

書
か
れ
て

い
て

一

人
の
僧
の
筆
跡
と

は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
書
跡
と
い
う
点

を
中
心
に
考
察
し
て

み
る
と
、

書
風
上

か
ら
六
種
類
位

の

系

統

に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
り

。
親

鸞
名
号
と
類
似

の
要

素
を
も
つ

も
の
。

時

宗
真
教
名
号

に
似

た
書
風
の
も
の
。
授
手
印
名
号
の
書
風

に
似
た
も
の
。
熊
谷
伝

浄
土
宗
書
跡
の
研
究

の
署
名
と
比

較
し

た
結
果
、

全
く
一
致
す

る
も
の

は
み
ら
れ
ｙ
一
心
Ｉ
。

浄
土
宗
初
期

に
は
ま
だ
名

号
が
書

か
れ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
は
。
歴

史
的

事
情
も
考
え

ら
れ

る
。
専
修
念
仏
が
広
ま

っ
て
ゆ
く
う
ち
に
。
延
暦

寺
僧
徒
に
よ
る

念
仏
停
止
の
訴
え
や
、
元
久
二
年
興
福
寺

か
ら
の
霙

状
が
あ

っ
た
。
そ
れ
に
は
、
新

像
－

摂
取
不
捨
曼
陀
羅

を
図
す

る
こ
と
の
失
な
ど
九
箇
条
に
わ
た

っ
て
専
修
念
仏
の

失

を
糺
弾
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
旧
仏
教

か
ら
弾
圧

が
加
え
ら
れ
て
い
る
時
に
は

ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
差
し
控
え
た
で
あ

ろ
う
。
旧
仏

教
と
の
軋
轢

を
避

け
て
名
号
な

ど
は
書

か
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
（
５
）

ま
た
文
献
的
に
法
然
が
名
号
を
書
い

た
記
録
も
み
ら
れ
な
い
し
、
門
下

側
の
資
料

か
ら
も
名
号
を
懇
望
し
た
記
録

は
み
ら
れ
な

い
の
で
糺
兄

。

そ
し
て
法
然
の
諳
伝
記
の
成
立

を
考
え
る
と
。
『
拾

遺
古
徳
伝
』
は
法
然

正

系

と

し
て
の
親
鸞
を
強
調
し
て

お
り
、
『
四
十
八

巻
伝
』

は
他
派

に
対
し
て
鎮
西

派

が

正

統
で
あ

る
こ
と
を
主
張
し
て
製
作
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
看
取
さ
れ

る
。

そ
こ
で
伝

法
然
名
号
が
、
色
々
な
書
風
で
数
多
く
存
在
し
て
い
る
の
は
、
一

つ
の

原

型

か
ら
派
生
し
た
も
の
で
な
く
、
自
派
の
正

統
を
主
張

し
て

、
必
要

に
応

じ
て
成

立
し
た
為
、
種
々
な
系
統
の
名
号
が
長
い
間
に
成
立
し
た
の
で
あ

ろ
う
ど
思
考

さ
れ

て
く
る
。

門
下

の
名

号
－

聖
光

、
証
空
、
源

智
、

蓮
生
名
号
、

お
よ
び
良
忠
名
号

も
伝
え

ら

れ
る
が
、
確
定
し
た
筆
跡
と
の
比
較
が
困

難
な
の
で

。
断

定
す

る
こ
と
が
難

か
し

い
。

今

後
の
研

究
を
俟
つ
こ
と
に
す

る
。

四
三
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調
査
し

た
資
料

に
よ
っ
て
鎌
倉
以
後

の
名
号

の
変
遷

を
考
察
し
て
ゆ
き
た

い
。
浄

土
宗
で
最
初

期
の
名

号
と
し
て
確

定
で
き

る
も
の

は
向
阿
証
賢

の
も
の
で
あ

ろ
う
。

証
賢
（

匸

ゴ（

五
―

匸
一
西

五
）
は
鎮
西
派
こ
そ
が
浄
土
宗
の
正
統
だ
と
強

調

し
。
良

忠
－

然

空
を
継
い
だ
一

条
派
の
自
分
こ

そ
諸

流
派

の
中
で
｛

番
正
統
で
あ

る
と

主
張

し

た
。

こ
の
よ
う
な
意
図

の
も
と
に
名

号
も
書
か
れ
た
と
思

わ
れ

る
。
証

賢

名

号

（
清
浄
華
院
）
は
法

性
寺
流
の
流
麗
な
筆
致

で
書
か
れ
。
著
述

の
『
三

尊
仮
名

鈔
』

自

筆

本
の
筆
跡

と
全
く
同

筆
で
あ
る
。

次
に
入
元

し
て
中
国

文
化

の
影

響
を
受
け

。
禅
宗

を
強
く

意
識
し
て

書
か
れ
た
澄

円
（

匸
一
九
〇
ト

ー
三
七
一
）
の
隷
書
の
利
剣

風
名

号
（
大
阿
弥
陀
経
寺
）
が

あ
る
。
署

名

も
隷
書
で
中
国

風
に
書
き
押
印
が
あ
る
開
山
名
号
で
あ
る
。

浄
土
宗
中
興

の
聖
冏
（
一
三
四
一
～
一
四
二
〇
）
も
気
骨
あ
る
力
強
い
筆
法
の

名

号

（
京
都
浄
福
寺
）
を
遺
し
て

い
る
。
禅
宗

を
強
く
意
識
し
て
書

か
れ
た
名
号
と

い
え
、

了

誉
と
署
名
し
。
花
押
を
書
い
て
い

る
。

弟
子
の
増
上
寺
開
山
聖
聡
（

匸
一
六
六
～
一
四
四
〇
）
に
も
名

号

が

あ

る
。
名

号

（
増
上
寺
。
長
野
清
林
寺
）
は
書
体
。
書
式
ま
で
も
師
風

を
踏
襲
し
て
い

る
か
ら
。
教
学

の
伝
授
と
共
に
師
資
相
承
を
意
図
し
て
師
弟
間
に
継
承
さ
れ
た
開
山
名
号
で
あ

る
と

い
え

る
。
浄
土
宗
名
号
が
型
を
踏
襲
し
て
系
譜
的
に
相
承
さ
れ
て
い

っ
た
こ
と

を
し

る
こ

と
が

で
き

る
。

南
北
朝

―
室

町
期

に
は
開
山
名

号
が
多
く

遺
存
し
て
い

る
こ

と
か
ら
、
名

号
が
徳

本

や
近
代

の
よ
う

に
不
特

定
多
数
の
大

に
授
与
さ
れ

た
も
の
で

な
く
、
開

山
が
有
力

な
門
弟

に
師
資

相
承
の
形

で
書
き

遺
さ
れ
た
も
の
と
推
察

で
き

る
。

室
町
か
ら
江
戸

時
代
以

前
ま
で
に
、
十

五
人

の
開

山
名

号
の
筆
跡
が
確

認
で
き

る
。

列

挙
す
る
と
（
下
は
所
蔵
寺
）
、

四
四

隆
堯
－

浄

厳
院
。
信
楽
院
。
宗

真
１

信
楽
院
。
燈

誉
良
然
Ｉ

西

福
寺
、

成
願
寺

。

伝
誉
－

正

覚
寺
。
清

範
―
金
躰

寺
。

存
貞
Ｉ

蓮

馨
寺
、
西

蓮
寺
。

円

誉
－

大
蓮
寺
。
情
巌
－

浄
国

寺
。

徹
公
－

浄

安
寺
。
変

往
Ｉ

満
光
寺
。

貞
安
－

西
光

寺
。
満
光

寺
、
善
光

寺
、
瑞
真
院

な
ど
が
あ

る
。

こ
の
饂
、
捨
世
派
の
祖

称
念
－

一

心
院
旧
蔵
、
弾
誓
－

阿

弥
陀
寺
、
後

奈
良
天

皇

名
号
－

貞
松
院
な
ど
が
遺
さ
れ
て
い

る
。

浄

土
宗

名
号
に
は
、
親
鸞
や
一

遍
、
真
教
名
号
の
影

響
が
認

め
ら
れ
る
ほ
か
、

良

然
名
号
の
よ
う
に
当
時
流
行
し
て
い
た
蓮
如
名
号
の
影
響
を
強

く
受
け

た
も
の
も
あ

る
。書

式
と
し
七

は
、
こ

の
時
代

の
名

号
は
左
下

端
に
署
名

の
も
の
が
多
く
、
古
い
時

代

の
書
き
方
が

わ
か
る
。
江
戸

時
代

に
な
る
と
異
な

っ
た
様

々
な
書
式
が
行
わ
れ
。

書
風

も
時
代

と
共

に
推
移

変
遷
し
て

い
る
。

江
戸

時
代

に
入

っ
て
名

号
は
多
く

書
か
れ
、
資
料

と
し
て

は
か
な

り
の
量
が

遺
存

し
て

い
る
。
総
・
大
本
山
系

名
号
と

捨
世
系
名

号
と
で

は
書
き
振

り
や

意
図

を
異

に

し
て

い
る
か
ら
、
捨
世
系

の
も

の
は
後
で
纏

め
て
述

べ
る
こ
と

に
す

る
。

知
恩

院
お
よ
び
増
上
寺
歴
代
名

号
は
多
く

遺
っ
て

い
る
の
で
、
各
本
山

ご
と

に
資

料

を
み
て

い
く

。
人

と
書
の
視

点
か
ら
名

号
の
変
遷

を
辿

っ
て
み

た
い
。

＊
知
恩
院
は
口
に
世
代
。
増
上
寺
他
は
○
に
世
代
で
示
し
た
。

知
恩

院
で

も
尊
照
以

前
の
初
期
の
名
号
は
遺
っ
て

い
な
い
。

鬪
尊
隰
（
一
五
六
二
～
二
（

二
〇
）
は
中

興
で
、

知
恩

院
を
一
宗
総
本
寺

の
地
位

に

乙
宮
門
跡
憫

を
作

っ
た
。
名
号
（
運
正
寺
、
大
法
寺
）
は
浄

土
宗

の
名

号
に
少

な
い
豪



頤
霊
巌
（
一
五
五
四
～
一
六
四
一
）

は
焼
失
し
た
堂
宇
を
復
興
し
て
中
興
と
な

っ
た

人

で
、
名

号
は
か
な
り
多
く
み
ら
れ
、
楷
書
名
号
と
浄
土
宗
に
は
少
な
い
松

風
と
署

名

の
草
書
名
号
が
あ

る
。
弟
子
の
百
⑩
満
霊
が
こ
の
草

書
名
号
を
継
承
し
て

い
る
。

囲
尊

空
（
一
六

二

丁

八
八
）
は
伏
見
宮
家

出

身

で
、
名

号
（
知
恩
院
）
は
細
い
線

で

瀟
洒

な
貴

族
的

な
書
き
振

り
で
あ

る
。

鬪
知

鑑
（
一
六
〇
六
－

八
七
）
の
名
号
（
瑞
真
院
）
は
、
緇
書
き
の
楷

書

で

書
か
れ

て

い
て
、
授
与
記
の
註
文
か
お
る
。
花
押
は
独
特

な
図
案

の
も
の
。
こ

の
頃

か
ら
、

名

号
に
二
顆
印

を
押
す
習
慣
が
始
夲

っ
て
い

る
。

囲
万
無
（
一
六
〇
七
～
八
一
）
の
名
号
（
法
然
院
）
は
、
蓮
台
を
置
き
、
上

に

摂

益

文

を
書

い
た
紺
紙

に
金
泥

の
楷
書

葭
も
の
。
弟
子
忍

澂
も
同

じ
書
風

で
継
承
し
て

い

る
。頭

感
栄
（
一
六
一
一
～
八
七
）
の
大
幅
名
号
（
正
福
寺
）
は
、
末
寺
授
与

の

跋

文

が

あ

り
、

本
山
名
号
に
は
珍
し
く
特
別
意
匠
を
凝
ら
し
た
書
で
あ
る
。

鬩
孤
雲
（
一
六
二
四
～
九
一
）
の
名
号
（
西
願
寺
）
は
、
飄

逸
と
し
た
細

線

で

書
い

た

独

特

の
も

の
で
。
末

寺
授
与
の
跋

文
が
あ

る
。

鬪
円

理
（
一
六
三
七
～
一
七
二
五
）
の
名
号
（
報
恩
寺
）
は
、
中

央
に
署
名
、
花

押
の

上

に
印

を
押

し
、
末
寺

へ
の
授
与
記
を
書
い
て
い

る
。

江
戸
末
期

の
も
の
で

は
、
Ｈ

在

心
（
？
～
一
八
二
二
）
の

名

号
（
浄
運
寺
）
は
、
日

常
書

の
書
き
方
だ
が
、
中
央

に
在
心
と
花
押
、
左
に
誉
号
を
書
い
た
例
。

四
顯

道
（
一
七
九
〇
～
一
八
五
八
）
の
名
号
（
知
恩
院
、
西
福
寺
、
大
雄
寺
）
は
、
太
書

き

の
楷

書
で
中
央

に
署
名
花
押
し
、
右

に
総
本
山
知
恩
教
院
を
大
書
し
た
も
の
で
あ

浄
土
宗
書
跡
の
研
究

へ
上

っ
た
。
名

号
（
松
樹
院
、
大
雲
寺
）
は
力
強

い
楷
書
で
、

意
匠
の
花

押
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
所
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
歴

代
名

号
は
、

名
誉
の
署

名
と
複
雑
な

圓
旧

応
ｉ

宝
円

寺
、
鬩
秀
道
－

西
円

寺
、
莇
見
超
１

西
蓮

寺
、
鬪
鸞
宿
ｉ

如
意

輪
寺
、
鬪
順

真
－

清
浄
寺
、
寿
永
寺
、
称

名
寺

齟

祐
月
１
正
満

寺
、
圀

興
玄
―
西
蓮

寺
、
圀

定
説
ｉ

雲
竜

寺
、
日
聖

道
－

良
忠

寺
。
鬪
霊

麟
－

西
蓮
寺
。
鬪
智
敝
－

誓
願
寺
、

鬪
説
行
一

西
蓮
寺
、
闘
説
玄

―

信

楽
院
、

圃
歓
幢
Ｉ

清
浄
寺
、

浄
運
寺

な
ど
が
あ

る
。

江
戸

時
代

の
名
号
は
型

を
蹈

襲
し
た
も
の
が

主
流
だ
が
、
明
治
以
後

は
刷
新
し

た

時
代

を
反

映
し
て
、
型

の
踏
襲

に
よ
ら
な
い
独
自

の
創
意

に
よ
っ
て
名
号
が
書

か
れ
、

時
代

が
近

い
か
ら
伝

存
量
も
多
い
。

各
名
号
の
特
徴
を
い
く
つ

か
概
観
し
て
み
る
と
、

圃
養
齟
徹
定
（
一
八
一
四
～
九
一
）
は
儒
学
を
学
ん
で

考
証

学
が
重
視

さ
れ
、
中
国

の
書
に
対
す

る
深

い
鑑
賞
眼
か
ら
（
古
写
経
収
集
等
）
、
本
格
的
な
書
法

に
よ

っ
て
名

号
が
書
か
れ
て

い
る

。
軸

、
題
額
も
多
く
揮
毫
さ
れ
、
名

号
書
も
同
一
書
風
で
あ

る
。

昌

福
田
行
誡
（
一
八
〇
七
～
八
八
）
は
和

歌
に
秀
で

。
書

の
本
領
と
す

る
と
こ

ろ
は

仮
名

書
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
漢

詩
、
名

号
も
国

学
系

の
和
様

の
書
き
振
り
で
書
き
、

（
９
）

徼

定
と
は
好
対

照
で
あ
る
。

四

山
下
現

有
（
一
八
三
二
～
一
九
三
四
）
は
元

来
捨
世

系
の
出
身

で
あ

る
が
、
知
恩

寺
、
増
上
寺
を
へ
て

。
七
十
一

歳
に
知
恩

院
へ
上
り
三
十
三
年

間
浄

土
宗

管
長

を
勤

め
て
化
益
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
各
年
代
に
書
か
れ
た
数
多
く

の
名

号
が

全
国
で
み

四
五



佛
　
教
　
文
　
化
　
研

究

ら

れ
る
。
名

号
は
関
通
の
創

意
を
継
承
し
て

い
る
が
。
書
法

を
佐
瀬
得
所

に
本
格
的

に
学
ん
だ

点
に
違

い
が
あ

り
。
独
自

の
意
匠

に
よ

っ
て
各
年
代
に
よ

っ
て
幾
分
書
き

方

が
変
化
し
て

い

っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ

る
。
文
字
も
丸
形

か
ら
偏
平
と
な
り
、
九

十
歳
代

の
名
号

は
文
字

の
抽

象
化
が
み

ら
れ
、
巧

ま
な

い
澄

ん
だ
静

か
な
線

の
書
き

振

り
で

。

高
徳
な
人

柄
が
書
線
に
か
も
し
出
さ
れ
て

い
る
。

百

歳
代

の
名
号
（
良
忠

寺
）
に
な
る
と
、
「
南
」
の
交
叉
す

る
線

は
省
略
さ
れ
、
「
百

弐
翁

葵
堂
」

の
印

を
加

え
三
顆

印
を
押
し
た
特
徴
が
あ
る
。

こ

の
ほ
か
、
霊

瑞
、

運
海
、
智

海
、
随
円
、
信

亨
名
号
が
あ
り
、
以
下

歴
代
名
号

は
全
て
保
存

さ
れ
て

い
る
。
現
有
、
信

宏
名

号
を
除
い
て

は
、
関
西
地
域
の
み

に
多

く

収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

増
上

寺
歴
代

で
は
聖
聡
以

後
、

存
貞
（
既
出
）
。
存
応
以

前
の

名

号

は

追

っ
て

い

な

い
。

存
貞
名
号
の
型
を
踏
襲

し
た
も
の
に
清
巌
、
存
応
名

号
が
弗

る
。

⑩

慈

昌

存

応

（
一
五
四
四
～
一
六
二
〇
）
は
近
世
浄
土
宗
発

展
の
基

礎
を
作

っ
た
人
で

。
名

号
（
浄
国

寺
、
満
光
寺
、
来
迎
寺
）
は
楷

書
の
細
書
き
で
、
書
風
。
書
式
、

署
名
位
置

ま
で

存
貞

を
継
承
し
て
い
る
。
特

に
金
の
台

紙
を
用

い
た
台
表
具
で
仕

立
て

ら
れ
て

い
る
。
直

弟

子
は
七
十

二
名

と
い
わ
れ
る
中

に
い
廓

山
、
随
波

も
存
応

を
継
承
し

た
名

号
を
追

し

て
い
る
系
譜
と
な
る
。

酋
知
哲
（
一
六
〇
二
止
（

九
）
は
講
説
論
義

の
秀
才
と
し
て

し
ら
れ
、
名
号
（
『
手
鑑
』

所
収
）
は
肉
厚

の
柑

書
で
。
所

住
寺
名
と
署
名

を
割

り
書
き
し
て
大
書
し

た
特

徴

を

も

ち
、
こ
の
書
き
方
が
、
⑩
胚
天
（
一
六
〇
七
～
七
三
ビ
の
名

号
（
『
手
鑑
』
）
に

継

承

さ

れ
て
い
る
系
譜
と
な
る
。

家
綱
や
桂
昌
院
に

信

頼

の

厚

か
っ
た
⑩
了
也
（

二
（

二
九
～
一
七
〇
八
）
の
名
号

四
六

（
知
恩
院
、
願
行
寺
、
西
浄
寺
）
は
力
量
感
あ

る
楷
書
で
所
住
寺
と
僧

名
を
割
り
書
き

、

中
央
下

に
花

押
を
大

書
し
て
い
る
。
他
に
授
与
記

跋
文

の
入
っ
た
の
も
あ

る
。

歴
代
で

は
な

い
が
、
存
応
門
下

の
重
鎮
で
民

衆
の
帰
依

を
受
け

た
呑

竜

の

名

号

（
天
清
寺
、
養
林
寺
、
長
念
寺
）
も

遺
さ

れ
て

い
る
。

増

上
寺
屋
代
中

最
も
多
く
名
号
を
書
い
た
の

は
⑩
祐
天

（
一
六
三
七
～
一
七
一
八
）
で
、

名

号
を
授

与
し
て
民
衆
か
ら
尊
敬
さ
れ
た
。
現
世
利

益
の
面

も
強

調
さ
れ
、
細

線
で

書

い
た
も
の
と
、
太
さ
を
変
え
な
い
遅
筆
の
線
で
独
特

の
意
匠

の
晩
年

の
名

号
（
法

然
院
、
来
迎
寺
）
の
二
種
類
が
あ

る
。
十
数
年
間
に
三
十
万
枚
書

い
た
と
い
わ
れ
、
需

要

の
多
さ

か
ら
弟

子
祐

海
の
代

筆
の
も
の
も
あ
る
。
祐
海

も
自
筆
名

号
を
遺
し
て

い

て
、
形

は
祐
天

に
相
似
し
て
い

る
が
、
祐

海
の
方
が
筆
圧

が
あ

っ
て
迫
力

に
富

む
。

モ

の
後
。
祐
天

名
号
の
影
響
を
受
け

た
人

は
多
い
。

⑩
白
随
（
一
六
五
六
～
一
七
三
〇
）
の
名
号
（
瑞
真
院
）
も
祐
天

名
号
を
基
に
細
い
髭

線

を
加
味
し
て
独
自

の
名

号
に
仕
上
げ

た
も
の
で
あ

る
。

⑩
冏
繿
（
一
六
五
三
～
一
七
三
二
）
の
名
号
（
信
楽
院
）
や
知
闘

往
的
（
一
六
六
〇
～
号

一
七
三
八
）
の
名
号
（
天
性
寺
）
、
一
心
寺
中
興
の
真
阿
（
一
七
八
〇
～
一
八
五
〇
）
の
名

（
一
心
寺
）
、
知
翻
順

良
（
一
七
七
七
了

一
八
四
五
）
の
名

号
（
瑞
真
院
）
な
ど
も
祐
天
形

を
継
承
し

た
も
の
だ
が
。
往
的
や
真
阿
の
名
号

は
さ
ら
に
独
自
な
意
匠
に
な

っ
て
い

る
。⑩

大
玄
（
一
六
八
〇
ト

ー
七
万
（

）
は
長
泉
院

の
開
山
で
祐
天
に
師
事
し
た
が
、

名

号
（
浄
運
寺
、
仙
年
寺
）
は
丸
味

を
持

っ
た
速
書
ぎ
の
行
書
で
、
祐
天

名
号
に
よ
ら
な

い
創
意
の
も

の
で
あ

る
。

⑩
智
堂
（
一
七
二
六
～
一
八
〇
〇
）
の
名
号
（
良
忠
寺
）
は
、
中
央
に
智
堂
と
花
押
を

書
き
。
末

寺
授
与
の
跋
文
が
入

っ
た
も
の
で
あ
る
。



江

戸
時
代
、
存
応

お
よ
び

そ
の
系
譜
の
名
号

は
中
央
に
署

名
し
て

い
る
が
、
書
式

と
し

て
は
、
中
期
以
後

は
中
央
に
署

名
の
も
の
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
署
名
の

呼

称

は
指
名
で
書
い
た
も
の
が
多
い
が
、
誉
号
で
書

い
た
も
の
も
み
ら
れ

る
。

こ
の
他

の
遺
存
す

る
歴
代
名

号
を
示
す

と
、

⑩
露
白
－

法

泉
寺
、

⑥
詮
察

―
長
谷
寺
、
⑩
霊
応
－

西
蓮
寺
、

⑩
隆
善
―
天
照

寺
、

⑩
念
海
－

教
伝
寺
、

⑩
在
禅
―
天

然
寺
、

⑩
典
海
１

増
上

寺
、

⑩
願
了

―
西
蓮
寺
、
劔
念

成
―
正
満
寺
、

⑩
巨
東
－

長
伝
寺
、
⑩
密
賢
ｉ

浄
運
寺
、
⑩
智
典
―
増
上
寺
、

⑩
慧
厳

―
浄
運
寺
、

⑩
教
音

―
天

照
寺
、

⑩
大
宣
―
天

然
寺

次

に
明
治
以
後
の
近
代
名
号
を
み

る
わ
け
で
あ
る
が
、
知
恩

院
へ
転
晋
し
て
重
複

ず

る
為
、
増
上
寺

の
み

の
歴
代

を
あ
げ

る
こ
と
に
す

る
。

⑩
堀
尾
貫
務
（
一
八
二
八
～
一
九
二

乙

ぱ
在
職
二
十
一

年
間
勤

め
、

焼
失
し
た
増

（
1
0）

上

寺
大
殿
復
興

に
尽
力
し
全
国
を
勧
募
教
化
し
た
。

名
号
（
西
方
寺
）

も
多
く
、

謹

敞
で

堂
々
と
し
た
楷

書
で

書
か
れ
て

い
る
。

⑩
道
重
信
教
（
一
八
五
六
～
一
九
三
四
）
は
仏
教
の
民

衆
化
を
は
か

っ
て
正

法

興

隆

に
努

め
ら
れ

た
。
多
く
の
書
も
遺
さ
れ
、
名
号
（
大
雲
寺
）
は
関
東
地
域
に

多

く

二

二

点
が
確
認
で
き

る
。

⑥
大
島
徹
水
（
一
八
七
一
～
一
九
四
五
）
は
律
院
の
伝
統
を
守
り
、

近
代
の
偉

大
な

教

育
者
と
し
て
京
都
家
政
女
学
校
長
を
三
十

五
年

間

勤

め

た
。
名
号
（
松
樹
院
）
も

に多
く
あ
り
、
楷

書
で
清
簾
で
謹
厳
な
書
風
で
書

か
れ
て
い

る
。

秘
椎
尾

弁
匡
（
一
八
七
六
～
一
九
七
一
）
は
仏
教
学
の
権
威
者
、

教

育
者
と
し
て
し

ら
れ
、
共

生
運
動

に
よ
っ
て
実
践
的
教
化
活
動
を
展
開
し
た
。
書
は
禅
僧
の
墨
跡

に

似

た
気
骨

の
は
げ
し

い
書
き
振

り
で
、
晩
年
の
名
号
（
増
上
寺
）
は
学
徳
兼
備

に

し

浄
土
宗
書
跡
の
研
究

て

気
魄

の
書
で
弗

る
。
　
　

…
…

…

…

…

…
…

⑩
大
野
法

道
（
一
八
八
三
～
一
九
八
五
）
は
戒
学
の
大
家
、

教
育
者
と
し
て
活
躍
、

百
二

歳
の
高
令
で
遷
化

さ
れ
る
ま
で
化

益
さ
れ
た
。
名
号
（
西
方
寺
）
も
多

く

遺

さ

れ

。
飄
逸

と
し
た
枯
淡

の
趣
耿
で
書
か
れ
て

い
る
。

こ

れ
以

外
め
本

山
歴
代

で
江
戸

時
代

の
も
の
は
遺
存
が
少
な

い
が

。
資
料
と
し
て

列
記

し
て
お
き
た
い
。

百

⑩
幡
随
―
大
音
寺
。
⑩
満
霊
Ｉ

知
恩

寺
、

⑩
吟

達
―
生
蓮
寺
、

⑩
同
音
―
西
薑

寺
、

⑩
祐

水
１

昭

臨
寺
、

⑩
寂
念
－

西
蓮
寺
、

⑥
察
冏
－

浄
運
寺
、
秘
説
音
―
松
樹

院

黒
⑩
順
長

―
正
満
寺
、
⑩
張
林
－

満
光
寺
、
⑩
写
悦
Ｉ

生
蓮
寺
、

⑩
順

教
－

西
薑

寺
、
母
潮

音
（
『
手
鑑
』
）
○
天
従
１

浄
国
寺
、

⑩
定
円
Ｌ

昌
福

寺
、
秘

観
定
―
西
蓮
寺
、

浄
⑩
雲
竜
Ｉ

正
満
寺

。
母

哲
冏
Ｉ

生
薑
寺
、

⑩
聖
道
（
『
手
鑑
』
）
、

⑩
祥

真
―
大

通
寺

光
⑩
闇
徹
－

正
満
寺
。
⑩
源
底

―
勝
願
寺
、
⑩
観
徹
－

西
蓮
寺
、

秘
了
碩
－

報
恩

寺

な
ど
が
あ

る
が
、
名
号
の
遺
存
度

は
低
い
。

以

上

の
概
観

か
ら
、
本
山
あ

る
い

は
高
僧
の
名
号

は
、
総
じ
て

師
か
ら
弟
子

に
型

が
相
承
さ
れ
て
い

っ
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
教
学
を
伝
授

さ
れ

る
と
同
時

に
名
号
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
が

考
え

ら
れ

る
。
そ
の
後
に
は
本

山
所

住
寺
名

を
書
く

こ
と

に
よ

っ
て
付
加
価
値
を
生
じ
需

要
が
増
加
し
た
。
不
特

定
多
数

の
人

へ
の
授
与

が

広
が

っ
て
、
書
く
量
が
増
え
て
い

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

変
遷
史
的

に
み

る
と
、
名
号
で
あ

っ
て

も
そ
の
時
代

を
反

映
し
て

い
る
こ
と
が
書

四
七



佛

教

文

化

研

究

か

ら
看
取
さ
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
。
書
式

が
時
代
と
と

も
に
推
移
変
遷
し
て
い

っ
た
こ

と
が
し
ら
れ

る
。

江
戸
中
期
よ
り
黄
蘗
文
化

の
影
響
か
ら
、
書
式
と
し
て
名
号

に
も
花
押
に
加
え
て

二
顆
押
印
す
る
習
慣
が
起
り
、
後
世

に
踏
襲

さ
れ
て

い
っ
た
こ
と

な
ど
が
理
解
さ
れ

る
の
で
あ

る
。

次

に
捨
世
系
の
名
号
の
変
遷
に
つ
い
て
述

べ
る
。

捨
世
憎

は
伝
記

か
ら
。
多
量
の
名
号
書
写

を
行

っ
た
こ
と
が

わ
か
り
、
書

は
各

々

独

自
の
意
匠
を
凝
ら
し
て
様
々
な
書
き
振

り
が

あ

る
。
本
山
高
僧
名
号
と

の
違

い
は
、

捨
世
僧
が
民
衆
の
念
仏
策
励
の
為

に
配
布
し

た
こ
と
で

あ
る
。
徳

本
の
伝
記

に
よ
れ

ば
そ
の
詳
細
を
し

る
こ
と
が
で
き
る
。

捨
世
僧

は
檀
林
、
本
山
以
外
の
地
に
宗
学
復
興
運
動
を
展
開
し

。
法

然
の
一
向

専

念

主
義

に
徹
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
れ

は
遁
世
専
修
念
仏

の
み

に
止
ま
ら
ず
、

苦
修
練
行
。
持
律
持
戒
を
強
調
し
た
も
の
な
ど
様
々
に
教
化

活
動

を
な
し
た
。
捨
世

僧

も
伝
記
や
思
想
的
観
点

か
ら
い
つ

か
の
系
譜
に
分

け
ら
れ
る
。
そ
し
て
遺
さ
れ

た

（
1
1）

名

号

を
分
類
し
て
い
く
と
、
そ
の
思
想
的
系

譜
と
符

合
し
て

い
る
。

甬
称
念
－

以

八
Ｉ

雲
説
－

厭

求
な
ど
、
学
解
の
深
化

に
よ
っ
て
捨
世
僧

に
な
っ
た

系
譜
。

㈲
法
然
の
古
跡
に
法
然
院
を
建
て
た
忍
澂

の
一
系
。
万
無
１

忍
澂
－

霊
潭
、
穏
冏

の
系
譜
。

㈲
無
能
－

関
通
か
ら
法
岸
。
法

洲
。
法

道
の
大
日
比
三
師

か
ら
山
下

現
有
に
至

っ

た
系
譜
。
宗

戒
両

脈
相

承
後

に
捨
世
僧

に
な
り
持
戒
持
律
念
仏
を
主
張

し
た
系

統

で
あ

る
。

四
八

㈲

檀

林

に
入

寺

せ

ず
、

先

に
隠

遁

の
志

あ

っ
て

捨

世

僧

に
な

っ
た

。

苦

修
練

行

を

実

践

し

た
弾

誓

卜

澄
禅

―
徳

本
－

徳

住

な

ど

の
系

譜

。

こ

の
他

、
㈲

袋

中

、
貞

極

、

普

寂

、

音

漱

な

ど
本

山

に

は
入

寺

し

な

い

が

学

僧

と

し
て

名

を

な

し

、
浄

土

宗

発
展

に
功

積

を

追
し

た
僧

の
系

譜

が

あ

る
。

∽

で

は
一

心

院
開

山

の

称

念

（
一
五

二

了

五
四
）

の

名

号

二

心
院
旧
蔵
）

は
、

細
味

の
草

書
で

清
爽

な

書

き
振

り
で

あ

っ
て

、

時

宗

の
草

書

名

号

の

影

響

を
受

け

た

と

思

わ

れ

る
。

以

八
（
一
五
三
二

上

六
一
四
）

の
名

号
（
誕
生
寺
旧
蔵
）

は
細

書

き

の

楷

書

で

。

称

念

と

も

に

仏
刹

を
守

り
念

仏
修

行

に
励

ん

だ
す

が
す

が

し

さ

が

書

に
表

れ

て

い

る

。

㈲

万

無
（
既

出
）
門

下

で

、
学

僧

で

戒
律

の
研

究
と

念

仏

実

践

に
励

ん
だ

忍

澂
（
一

六
四
五

～
一

七
一

こ

の

名

号

〔
法
然
院
〕

は

、
巧

ま

ず

に
書

か

れ

た
行

書

名

号

で

万

無

名

号

を

継

承

し

て

い

る

。

厭

求

（
一
六
三
四
～
一
七
一
五
）
に

も

名

号
（

極
楽
寺
、

西
蓮
寺
）

が

遺

さ

れ

て

い

る
。

㈲

持

律

持

戒

念

仏

を

主

張

し

た

系

統

の

名

号

は

、
意

匠

的

に

は
始

祖

の
も

の
が

忠

実

に

継

承

さ

れ

て

い

る

。

山
下

現

有

名

号

の
祖

型

は
寛

通

名
号

だ
が

、

そ

の
意

匠

的

創

意

は

無

能

に

始

ま

っ
て

い

る

。

無

能
（

一
六
八
三
～
一

七
一

九
）

は

持

戒

を
尊

重

し
和

歌

を
も

っ
て

教

化

し
た

。

無

能

の
独

特

な
名

号

は
関

通

に
踏

襲

さ

れ

た

が
、

無

能

寺

に

は
無

能
－

不

能

―

無

任

へ

と

継

承

さ

れ

た

名

号

系
譜

が

追

っ
て

い

る
。

関

通
（
一

六
九
六
～
一
七
七
〇
）

の

名

号

も

全

国

に
散
在

し
一

四

点

が

確

認
で

き

る

。

関

通

の
思

想

信
仰

は
大

日

比

に
伝

え

ら

れ
、

大

日

比

流

念

仏

と

な

り

、

そ

の

名

号

（
西
円
寺
）

は
法

岸
｛

｝
七
四
四
～
一
八
一
五
）
、

法

洲
（

一
七
六
五
～
一

八
三
九
）
、
法

道

（
一
八
〇
四
上
（

三
）

へ
と

謹

厳

な

楷

書

名

号

が

相

承

さ

れ

て

い

る
。



二

回
苦
惨
練
行
派
の
名

号

は
数
量
的

に
最
も
多
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
極

こ

六
七
七
上

七
垂
（

）
は
伝
法
改
年
し
た
学
僧
で
獸

求
の
数
子
。

凶

作
庵

弾
詈
｛
一
五
五

｝
～
一

六
一
三
）
は
行
歴

を
み
る
と
。

四
十
七
歳
ま
で

は
山
岳
洞

窟
　
　

を
建

て
道
俗
を
教
化
し
た
。
名
号
（
来
迎
寺
旧
蔵
）
は
匪

厳
な
小
字

楷

書

で
、
持

戒

に
修
行
し
、

以

後
晩
年

ま
で
は
諸
方
に
化
益
し
た
念
仏
行
者
で
あ

っ
た
。
名
号
（
阿
　
　

厳
守

の
学
僧

と
し
て

の
見
識
が
表

出
さ

れ
て

い
る
。

弥
陀
寺
）
は
迫
力
が
充
満
し

た
速
筆
の
筆
法
に
よ

る
意
匠
性
の
強
い
独
特
の
線

質

の

も

の
で
、
跋

文
に
は
「
十
方
西
清
王
国
光
明
弾
暼
阿
弥
陀
仏
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

百
年
後

に
出
た
澄
捍
（
一
六
五
二
～
一
七
二

こ

も
諸
国
名
山
に
登

っ
て
十
六
年

間

苦

修
練
行
を
し
た
。

そ

の
後
、

徳
本
｛

｝
七
五
八
～
一
八
一
八
）
は
四

十
六
歳
ま
で
。
一
枚

起
請
文

を
生

涯

の
教
え
と
し
て
山
岳
洞
窟
で
苦
修
練
行
の
念
仏
行
を
し
た
。
諸
地
域
の
民

衆
に
生

き
仏
と
し
て
尊
崇

を
受
け
、
名
号
が
民
衆
と
の
心
を
通
じ
あ
う
最

も
有

効
な
手
段

と

な

っ
て
多
く

の
名
号
が
配
布
さ
れ

た
の
で
あ

る
。
伝

記
に
は
一

六
七
日

間
に
名

号
。

（
1
2）

二
七
九

。
五
三
三

枚
を
付
与
し
た
と
記

録
さ
れ
て
い
る
。
講
中
宛
に
名
号
を
配
布

し

た
の

は
徳
本
の
特
徴
で
、
後

に
『
講
中
名
号
記
』
に
纏
め
ら
れ
。

コ

一
四

九
講
、
講

（
1
3）

員
数

は
十
一
万
人

に
も
な

っ
て

い
る
。
徳
本
名
号
が
徳
本
自
身
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、

講
中

組
織
が
増
加
し
て

い
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
の
で
あ

る
。

弾
誓

。
徳
本
等
の
名
号

は
速
筆

に
よ

っ
て
、
気
魄
を
も

っ
て
う

っ
た
え
る
外

に
向

っ
で
働
く
線
が
共
通
点
で
あ

る
。
徳
本
系
名
号
は
そ
の
後
も
受

継
が
れ
、
明
治
期

に

な

っ
て

も
書

か
れ

た
。

㈲
こ
の
他

学
僧
の
名
号

を
あ
げ
て
み

る
と
。

袋
中
（
一
五
石

了

一
六
三
九
）
は
名
越
、
白

旗
両

教
学
を
研

鑚
し
、

多
く

の
著
述

を

な
し

た
学
僧
で
あ

る
。

名
号
（
檀
王
法
林
寺
）
は
太
書
き
の
楷
書
で
、
無
は
『
无

』

を
書
い
て

い
る
が
、
中
国
宋

の
書
風

の
影
響
が
み
ら
れ

る
。
草

書
名
号
や
金
泥

の
大

幅

名
号

も
書
い
て

い
る
。

浄
土
宗
書
跡
の
研
究

普

寂
【
一
七
〇
七
～
一
七
八

】
）
は
湛

慧
、

鳳
潭
に
学
を
受
け
て
講
学
研

鑚
を
重
ね
、

関

通
の
示
唆
と
奨
励

を
え

た
。
長
泉
律
院

に
住
し
多
く
の
著
述

を

な

し

た
。
名
号

（
長
泉
院
）
は
謹
厳

で
骨

気
あ

る
楷

書
で
、
学
僧

の
風
萌

が
出
て

い
る
。

音
鞏
（
一
七
五
七
～
一
八
三
三
）
は
忍
澂
門
下

の
穏
冏

に
つ

い

て

受

学
、
『
大
蔵
経

対
校
録
』
の
校
正
を
し
、
各
地

に
講
筵

を
し
い
た
学
僧
で
あ

る
。

名

号
（
浄
福
寺
）

は
堂

々
と
し
た
太
書
き
の
楷
書
で
、
忍

澂
の
書
風
を
踏
襲

し
て

い
る
。

結

今

ま
で
名
号
研

究
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
名
号
所
蔵
目
録
が
作

ら
れ
て

い
な

い
。
そ
こ
で
基
礎
資
料
を
作

る
べ
く
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
、
名

号
所

蔵
ア
ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実
施
し
。

ス

五
〇
〇

余
点

に
お
よ
ぶ
名
号
を
目
録
に
収
録
す

る
こ
と
が
で

き
た
。
全
国

の
伝
法
然
名
号
の
所
在

を
ほ
ぽ
確
認
す

る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
今
後

の
貴
重
な
資
料
と
な

ろ
う
。

ま
た
特
定
な
高
僧
名
号
の
所
在
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
知
恩

院
、
増
上
寺
歴

代
名

号
が
他
の
本
山
に
比
し
て
多
く
遺
存
し
て

い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
室
町
期

か

ら
江

戸
初
期
の
開
山
名
号
が
各
地
に
遺
存
し
て

い
る
こ
と

は
貴
重
な
資
料
。

い
づ
れ

上
人

別
所
蔵
一
覧
が
作
れ

る
で
あ

ろ
う
。

名
号
の
収
蔵
は
地
域
的
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し

た
。
購
得
収
蔵
寺
院
が
多

く
を
所
蔵
し
、
中
に
貴
重
な
名
号
を
保
持
し
て

い
る
こ
と
も
集
計
か
ら
判
明
し

た
。

ま
た
調
査

の
返
信

か
ら
。
名
号

に
無
関
心
、
不

所
蔵
の
寺
院
が
多
い
こ
と
も
わ
か
っ

四
九
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だ
。こ

れ
ら
の
資
料
か
ら
管
見
し

た
も
の
を
元

に
、
名
号
の
成
立
変
遷
を
考
察
し
て
き

た
。法

然

お
よ
び
そ

の
門
下

の
時
代

に
は
名
号
が
書

か
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
思

わ

れ
る
。
初
期

に
は
、
自
派
の
正
統
性
を

主
張
す
る
こ
と
が
名

号
成
立
の
要
因
で

は
な

か
っ
た
か
。
書
跡

の
面

か
ら
み
て
、
真
宗
や
時
宗
名
号
の
影
響

を
受
け
て

南
北
朝
頃

か
ら
名

号
が

成
立
し

た
で
あ

ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
。

室
町
期
の
開
山
名
号
が
遺
存
し
て
お
ｈ
ソ
、
名
号
が
師
資
相
承

の
形
で
伝
授
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
古

く
は
、
師
僧

か
ら
教
学

を
伝
授
さ
れ

る
と
同
時

に
、
師

僧
の
墨
書
と
し
て
名
号
が
伝
授

さ
れ
た
こ
と
が
、
型

を
系
譜
的

に
踏
襲
し
て

い
る
こ

と

に
ょ

っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
江
戸

時
代
末

期
ま
で
、
型

を
踏
襲
す

る
傾
向
が
み

ら

れ

る
。
大
相
互
の
名
号
の
系
譜
が
し
ら
れ
、

本
尊
的

性
格

よ
り
も
、
人

師
信
仰
的
な

面
が
強
く
あ

っ
た
と
思

考
さ
れ
る
。
祐
天

の
よ
う

に
不
特

定
多
数

の
大

に
授
与
す

る

よ
う

に
な

っ
て
書
写
量
も
増
加
し
て
い

っ
た
も
の
と
思

わ
れ

る
。

一
方
、
捨
世
系
に

は
。
弾

誓
、

関
通
、
徳

本
な

ど
独
特
な
書
体
で
意
匠

を
凝
ら
し

た
名
号
が
多
い
。
共
通
す
る
点
は
念
仏

策
励

の
為

に
民

衆
に
授
与
し

た
こ
と
で
あ

ろ

う
。
名
号
が
民
衆
と
の
心
を
通
じ
あ
う
最

も
有
効
な
手
段
と
な

っ
て
、
本
尊
的
性
格

を
も

っ
て
名

号
信
仰
な
る
も
の
が
成
立

し
て

い
っ
た
こ
と
が
多
量

の
名
号
配
布
に

よ

っ
て
裏
付
け

ら
れ
る
。
念
仏
行
者
と
し
て

の
生
き
仏
的

性
格
と
独
特
な
意
匠
の
名
号

が

相
乗

効
果
を
も
た
ら
し
、
阿

弥
陀
仏

号
を
書
い
て

い
る
が
、
思
想
行
動
を
通
し
て

表

れ
た
名

号
を
狼

本
自
身
と
み

る
信
仰
的
な
面
が
強
く
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
本
山

系

名
号
と
は
性
格

を
異

に
す

る
が
、
捨
世
系

の
多
彩
な
名
号
に
浄
土
宗
名
号
の
特
徴

が

あ
る
と
い
え

よ
う
。

注

五
〇

（
１
）
　
三
田

全
信
『
浄
土
宗
史

の
諸
研
究
』
四
一
九
～
四
三
七
頁
。

（
２
）
　
宮
崎
円
遵
編
『
親
鸞
聖
人
御
真
蹟
集
成
』

八
十
三
歳
と

八
十
四
歳

の
時
に
書
い
た
名
号
が
あ
る
。

名
号
の
下

に
蓮

台
を
描

き
。

紙
背

に
方
便
法
身
尊
号
と
記
さ
れ
、
親
鷽
が
自
ら
名
号
本
尊

で
あ
る
と
書

き
記

し
て

い

る
。

（

３
）
　
『
浄
土
列
祖

遺
芳
集
』（

昭
和
十
二
年
九
月
刊
）

は
、
昭
和
十
二
年

知
恩

院
で

三

上

人
遠
忌

記
念
に
仏
画
、
名
号
の
展
示

さ
れ
た
図

録
。
『
手
鑑
』
（

昭
和
十

九
年
刊
）

は
、

昭
和
十
七
年
に
仏
教
専
門
学
校

の
創
立
三

十
周
年

を
記
念

し
た
名
号
展
覧

の
中

か
ら
図

録
に
し
た
も
の
で
、
名

号
だ
け
の
唯
一

の
資
料
集
。

（
４
）

拙
稿
「
源
空

の
署
名
１

名
号
資
料

か
ら
Ｉ

」（
『
仏
教
論
叢
』
三
七
号

、
七
～

一
一
買
）
。

第
一
次
資

料
が
鎌
倉
初
期

の
書
風
で
あ

る
の
に
対
し
、
名
号
署
名
の
源
空
、
名
号
全
体

を
書
風

の
面

か
ら

考
え
て

。
法

然
よ
り
か
な
り
後

の
成
立
と
思
量

さ
れ
る
。

（

５
）
　
『
法
然
上
人
伝
絵
詞
』
（

琳
阿
本
）

巻
三
に
。

名

号
書
写

の
こ
と

が
出

る
が
、

東
大

寺
再

建
に
際
し
、
重
源
が
諸
人
に
阿
弥
陀

仏
号

を
付
与
し

た
こ
と

が
。
法
然

に
仮
託
さ

れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

（

６
）

拙
著
『
南
無
阿
弥
陀
仏
の
書
』
に
詳
述
。

（

７
）
　
弘
安
九
年
の
伝
良
忠
自
筆
名
号
（
光
明

寺
）

が
あ
る
が
。
良

忠
譲
状
（
弘
安

九
年
）

の
署
名
花
押
と

全
く
書
風
も
違
い
。
別

筆
で
あ
る
。

（

８
）
　
黄
檗
禅
で
は
縦
一
行
の
対
聯
か
書
か
れ
。
署

名
の
ほ
か
に
二
顆
押
印

し
て

い
る
。
江

戸

時
代

。
黄
檗
僧
の
渡
来
で
、
僧

の
間

に
中

国
唐

様
の
文

人
書

が
流
行
し
、
名
号

に
も

影

響
が
あ
っ
た
か
ら
と

考
え

ら
れ
る
。

（

９
）

拙
稿
「
明

治
期
浄
土
高
僧

の
名

号
に
つ
い
て
Ｉ

徹
定
と
行
誡
－

」
（
『
印
仏
研
究
』
四

〇

巻
二
号
、
三
〇

二
～
三
〇
六
頁

）
。

（
1
0
）
　
近
代

に
な

っ
て
、

名
号
が
堂
宇
再
建

勧
進

の
為

に
大
き

な
効
果

を
も

た
ら
し

た
こ
と

が
特

徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

（
1
1
）

拙
稿
「

名
号

の
系
譜

㈹
－

捨
世
派
弾
誓
、
徳
本

の
名
号
書
－

」
（
『
法
然
学
会
論
叢
』

七
号
、

一
ｙ

一

四
頁
）
。

（
1
2）
　
『
日
課
授
与
名

号
識
』
『
授
日
課
名
号
記
』
（
『
徳
本
行
者
全
集
』
第
一
巻
二
九

四

頁



以
下

（
1
3）
　
五
十
人
以
下
小
幅
名
号
、
百
人
以
下
中
幅

名
号
、
百
人
以
上
大

幅
名
号

と
た
っ
て

い

て

、
大
幅

名
号
を
得

ん
が
為

に
人
数
も
増
加
し
て
い

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
『
徳
本
行

者

全
集
』
第
二
巻
三
〇
三
頁
以
下
）
。

ま
た
個
人

の
念

仏
者
へ

は
、

六
万
遍
以
上
の
念
仏

者
に
真
筆
名
号
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

付

記
　

本
研
究

は
平

成
四
・
五
両
年

度
に
わ
た
る
浄
土
宗
教

学
院
助

成
研
究

の
報

告
で
あ
る
。

浄

土
宗
書
跡
の
研

究

苙

－





＜
　
『
瑜
伽
論
』
の
三
種
戒

一

『
瑜
伽
論
』

の
「
菩
薩
地
」

戒
品

に
は
、
大
乗
菩
薩
戒

で
あ

る
三
種
戒
、

す
な

わ

ち
律
儀
戒
、
摂
善
法
戒
、
饒
益
有
情
戒

が
説

か
れ

て
い

る
。
こ
の
三
種
戒
は

い
わ
ゆ

る
三
聚

浄
戒

と
し

て
、
中
国

や
日
本

の
大
乗
戒
思
想

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

た
こ

と
は
よ
く
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
瑜
伽
論
』

は
玄
奘
訳
で
あ
る
が
、

こ

れ
に

先
立

ち
、
「
菩
薩
地
」
に
相
当
す

る
求
那
跛
摩
訳
『
菩
薩
善
戒

経
』
、
曇

無
識
訳

『
菩

薩
地

持
経
』

が
五
世
紀

の
初
頭

に
中
国

に
紹
介

さ
れ
て
い

る
。
大
乗
戒
を
説

く
文

献

と
し

て
は
、
『
瑜
伽
論
』

よ
り
も
、

む
し

ろ
こ
の
両
経

の
存
在
の
方

が
大
き

か
っ
た

と
い
っ
て
も
よ
い
。

と
こ
ろ
で
「
菩
薩
地
」

は
大
乗

の
菩

薩
道

お
よ
び
そ
の
果
を
十
章
に

よ
っ
て
ま
と

め

た
も
の
で

あ
り
、

そ
れ

に
よ

っ
て
摂
大
乗

を
表
明

し

て
い
る
。
『
菩

薩
善
戒

経
』

『
菩
薩
地
持
経
』

も
そ
れ
は
同

じ
で
あ
る
。

し

か
し

そ
こ
に
説
か
れ
る
大
乗

の
菩

薩

道
と
は
万
人

に
開
放
さ
れ
て
い
る
道
で
は
な
い
。
三
乗
を
俊
別
す

る
立
場

に
あ
る
の

が

『
瑜
伽
論
』

で
あ
り
、
「
菩
薩
地
」

で
あ
る
。
『
菩
薩
善
戒
経
』

と

『
菩

薩
地

持

『
瑜
伽
論
』
の
三
種
戒

小
　
　

澤

憲
　
　

珠

経
』

は

『
瑜
伽

論
』
「
菩
薩
地
」

の
単
独
流
布
本
と
い
わ
れ

る
が
、

少
く
と
も

『
菩

（
１
）

薩
地
持
経
』
に

つ
い
て
は
大
部
の
『
瑜
伽
論
』
の
部
分

訳
で
あ
る
可

能
性
が
強

い
。

し
た
が
っ
て
大
乗
戒
と
し

て
の
三
種
戒
も
、
三
乗

論
に
立
脚

し
て
説
か
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

乗
論

に
立
脚

す

る
と
は
、
具
体
的

に
は
三
乗

の
種
姓

（
ぬｏ｛
ａ

｝
を
説

く
こ

と

で
あ
る
。

声
聞
の
種
姓
を

具
え
た
も

の
は
声
聞

乗
に
、

菩
薩

（
大
乗
）
の
種
姓
を
具

え

た
も
の

は
大
乗

に
発
心
す

る
の

が
基
本
で
あ

っ
て
、
種
姓

の
転
換
、
あ
る
い
は
種

姓
の
異

る
乗

に
発
心
す

る
の
を
許
さ
な
い
の
が

『
瑜
伽
論
』

の
立
場
で
あ
る
。
『
菩

薩
地
』
戒
品
は
六
波
羅
蜜
中
の
戒
波
羅
蜜
を
詳
説
す
泓
一
章
で
あ
り
、
そ
の
戒
波

羅

蜜
を
三
分
し

た
も
の

が
三
種
戒

で
あ

る
。
当
然
、
三

種
戒
も
そ
の
よ
う
な
条
件

の
も

と
に
説
か
れ
て
い

る
の
で

あ
る
。

こ
の
小
論
で

は
こ

の
よ

う
な

『
瑜
伽
論
』
の
立
場
か
ら
大
乗
戒
で
あ
る
菩

薩
の
三

種
戒
を
と

ら
え
な
お
す

の
が
目
的
で

あ
り
、
ま
た
こ
の
三
種
戒
を
菩
薩
に
授
け
る
際

に
、
当
然

そ
こ

に
予
想

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
問
題
点

に
も
留
意
す

る
つ
も
り
で
あ
る
。

五:

～4
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二

「
菩

薩

地

」

戒

品

で

は

、

菩

薩

の

学

ぶ

べ

き

三

種

戒

、

つ

ま

り

律

儀

戒

、

摂

善

法

戒

、

饒

益

有

情

戒

の

授

戒

に

つ

い

て

、

そ

の

次

第

を

説

い

て

い

る

が

、

先

ず

そ

の

一

部

に

注

目

し

て

み

た

い

。

そ

こ

で

、

菩

薩

の

学

処

で

あ

る

こ

れ

ら

の

三

種

の

戒

蘊

に

お

い

て

学

ぼ

う

と

す

る

在

家

あ

る

い

は

出

家

の

菩

薩

は

、

無

上

正

等

菩

提

に

お

い

て

誓

願

を

立

て

、

同

法

の

菩

薩

が

す

で

に

誓

願

を

立

て

た

こ

と

に

よ

り

有

智

で

あ

り

有

力

で

あ

り

、

言

葉

に

表

わ

さ

れ

た

義

を

把

握

し

よ

く

覚

知

す

る

と

（
見

極

め
）
、

こ

の

よ

う

な

種

類

の

菩

薩

の

両

足

に

先

ず

ひ

ざ

ま

づ

き

、

勧

請

を

な

し

て

「
正

し

く

私

は

善

男

子

の

御

前

で

、

菩

薩

の

戒

律

儀

を

受

け

る

こ

と

を

得

ん

と

、

貴

男

に

乞

い

願

い

ま

す

。

そ

れ

を

何

と

ぞ

厭

わ

ず

に

、

た

だ

ち

に

我

々

に

た

い

す

る

哀

愍

を

（
２
）

も

っ

て

、

与

え

ま

た

聞

か

せ

た

ま

え

」

：
：
ｙ

こ

こ

に

こ

れ

か

ら

菩

薩

戒

を

受

け

よ

う

と

す

る

も

の

が

、

先

輩

の

有

智

有

力

の

「
同

法

の

菩

薩

（
ｓ
ａ
ｈ
ａ
-ｄ
ｈ
ａ
ｒ
m
i
k
aｓ
ｙ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｄ
ｈ
ｉｓ
ａ
ｔ
ｔｖ
ａ
ｓ
ｙ
ａ
）
 Ｊ

を

訪

ね

、

そ

の

菩

薩

に

ね

ん

ご

ろ

に

菩

薩

戒

の

授

戒

を

乞

う

こ

と

が

示

さ

れ

て

い

る

。

さ

ら

に

は

そ

の

前

提

と

し

て

、

無

上

正

等

菩

提

に

発

心

し

た

こ

と

が

条

件

に

な

っ

て

お

り

、

発

心

し

た

の

ち

に

同

法

の

菩

薩

を

訪

ね

て

い

る

ご

と

も

確

認

し

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

戒

品

は

さ

ら

に

い

う

。

ま

た

か

の

有

智

の

菩

薩

は

無

散

乱

心

に

て

立

ち

あ

る

い

は

坐

し

て

、

か

の

正

行

の

菩

薩

の

と

こ

ろ

で

こ

の

よ

う

に

言

う

で

あ

ろ

う

。

「
聞

け

、

こ

れ

こ

れ

の

名

の

善

男

子

よ

、

あ

る

い

は

法

弟

よ

」
。
「

汝

は

菩

薩

で

あ

る

か

、

ま

た

（
無

上
正

等

）

菩

提

に

お

い

て

誓

願

を

立

て

た

か

」
。

彼

は

「

は

い

」

と

答

え

る

べ

き

で

五
四

あ

る
。

さ
ら

に
か

の

（
有
智

の
菩
薩

は
）

こ

の

よ

う

に

言

う

で

あ

ろ

う

。
「

汝

は
、

こ

れ

こ

れ

の
名

の
善

男

子

よ
、

我

の

も
と

で

一
切

の
菩

薩

の
学

処

、

一

切

の
菩

薩

の

戒

で

あ

る

律
儀

戒

、
摂

善

法

戒
、

饒

益

有

情

戒

を
願

っ

て

い

る
」

…

…

彼

（
３
）

に

よ

り

「
私

は

よ

く

持

つ
」

と

答

え

る

べ

き
で

あ

る
。

こ

の
段

で

は

、
有

智

の
同

法

の

菩

薩

が
受

者

に

た

い
し

て
二

つ

の
質

問

を
し

て

い

る

。

そ

れ

は

「

汝

は

菩

薩

で

あ

る
か

（
ｇ

ｇ

Ｆ
｛

笄
Ｏ

．泓
｝
」

と

「
（

無
上
正

等
）

菩

提

に

お
い

て
誓

願

を
立

て

た

か

（
ｔ
〇ｇ

帥μ
（
い叫
壥

寸
戈

心

富
ぼ
口
谷

）
」

と

の

質

問

で

あ

る
。

こ

の
質

問

、

つ

ま

り

こ

の
二

種

の
確

認

が

な

さ

れ

て
、

そ

こ
で

は
じ

め

て

菩

薩

戒

が

授

け

ら

れ

る

こ

と

を

意

味

す

る
。

そ
し

て
受

者

は
有

智

の
菩

薩

の

「

よ

く
持

つ

か
」

の
問

に
、

三

度

に

わ

た

っ

て

「

よ

く

持

つ
」

と
答

え

る
。

こ

れ

を

う

け

て
、

授

者

で

あ

る

有

智

の
菩

薩

は

如

来

像

の

前

で

、
十

方

の

諸
仏

菩

薩

に

た

い
し

て
受

者

が

菩

薩

戒

を

受

け

た

こ

と

の

証
明

師

と

な

る

こ

と

を

宣

し
て

、

授

戒

が

お

わ

る

。

さ

て
今

こ

こ

で

は

授

戒

の

次

第

の

詳

細

に

つ
い

て

検
討

す

る

の

が
目

的

で

は

な

く

、

一

つ

は

前

段

に
示

さ

れ

た
同

法

（
ｓ
ａ
ｈ
ａ
-ｄ
ｈａ
ｒ
m
i
k
aブ
の

菩

薩

を

訪

ね

る

と

い

う

こ

と

が

か

か

え

て

い

る

問

題

で

あ

る
。

そ
れ

は
発

心

し

た

て

の
菩

薩

が

授

戒

を
し

て

く

れ

る

自
分

の
師

匠

を

選

択

す

る

と

い

う

こ

と

で

も

あ

る

。

こ

こ

で

い

う
同

法

の
菩

薩

と

は

、

す

で

に

無
上

正

等

菩

提

に

お

い

て

発
心

を
し

て

い

る
先

輩

の

菩
薩

で

あ

り
、

当

然

な

が

ら
大

乗
仏

教

の

菩

薩

で

あ

る
。

し

か

も

こ

の
菩

薩

が

智
慧

も
実

力

も
具

え

て

い

る

こ

と

を

初
心

者

が

見

極

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

る
。

こ

れ

を

『

瑜

伽
論

』

と

い

う

立
場

か

ら

み

れ

ば
、

同

法

の
菩

薩

と

は
大

乗

の

種
姓

ｑ

Ｏ
’ぷ
）
、

菩

薩

と

し

て

の

種

姓

を

具

え

て

い

る

も

の

と

い

う

こ

と

に

な

ろ

う

。
三

乗

の

種
姓

論

に

立
脚

す

る

『
瑜

伽

論

』

に

お

い

て

は

、
菩

薩
戒

を
受

け

る

と

き

の
師

匠

が

、
声

聞
乗

の
種

姓

の

も

の

で

あ

っ
て

は

決

し

て

な

ら

な

い

か

ら

で

あ

る
。

つ

ま



正

に
住
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
独
覚
乗

の
種
姓
の
も
の
も
、
大
乗
の
種

（
４
）

姓
の
も
の
も
、
同

様
に
知

る
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
そ
の
人

が
生

来
具
え
て
い
る
種

姓
に
ふ
さ
わ
し

い
乗

（
ｚ

罵
）

に
発
心
す

る
こ
と
が
基
本

で
あ
り
、

こ
れ
が

『
瑜
伽

論
』

の
立
場
で
あ

る
。
「

声
聞
地

」
第
二

瑜
伽

処
は
さ
ら
に
い

う
。

（
５
）

こ
の
中
、

こ
れ

ら
の
人

々
に
と

っ
て
の
誓
願
の
移
転
、
誓
願
の
捨
離

は
あ
る
。

（
６
）

し
か
し
決
し

て
種
姓

の
移
転
、
種
姓

の
捨
離
は
な
い
。
実
に
こ

政
意
味

に
お
い

て
、
こ
れ

ら
の
人
々
は
、
声
聞
乗

に
誓
願
し
た
も
の
な
ら
ば
、
声
聞
の
種
姓
の

も
の
で
あ
る
と
知

る
べ
き

で
あ
る
。

こ
の

よ
う
に
誓
願
の
区
別
に
よ

っ
て
人
の

（
７
）

建
立

が
あ
る
。

種
姓
の
移
転

（
ｓ
ｊ
ａ

笆

も
、

種
姓

の
捨
離

（
４

１
ｒ

岔
）
も
決
し

て
あ
り
え

な
い

と
い

う
の

で
あ
る
。
漢
訳

に
よ

れ
ば
「
所
有
補
特
伽
羅
願
可
こ
移
転
丿
願
可
二
捨

離
Ｊ

決
定
不
レ
可
ｙ
移
二
転
種
姓
い

捨
中
離
種
姓
上
」

で
あ

る
。

し

た
が
っ
て
、

三
乗
そ

れ

ぞ
れ
の
種
姓
の
も
の
は
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
菩
提
に
誓
願
を
た

て
る
こ
と

が
要

求
さ

れ
る
。
そ
れ
に
は
当
然
、
自
ら

の
種
姓

が
三

乗
の
い
ず
れ
で
あ

る
か
の
確
認
が

前
提
と
な

る
。

そ
し

て
声
聞
の
種
姓

の
も

の
は
、

同
法
の
声
聞
を
、

菩
薩

（
大
乗
）

の
種
姓
の
も
の
は
、
開
法
の
菩
薩
を
師
と
し
て
選
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
「
声
聞
地
」
第
三

瑜
伽
処
で
は
、
自
ら
の
種

姓
の
確
認
や
師
の
選
択
に

つ

い
て
、
そ
の
次
第
や
方
法
に

つ
い
て
触
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
概
略
を
こ
こ
に
示
し

て
お
き

た
い
。

先

ず
こ
れ
か
ら
修
行
を
志
ざ
そ
う
と
ず

る
初
心
者
は
、

瑜
伽

（
ｘ
ｏ
ｓ

）
に
熟
達
し

五
五

た
そ
れ
は
同

時
に
、

自
分

自
身

の
種
姓

が
何

で
あ
る
か
の
確
認
と
い
う
こ

と
に
も
関
連
し

て
く

る
。
授
戒
す
る
側
に
立
て

ば
、
菩

薩
と
し

て
の
種
姓

を
具
え
た
も
の
に
こ
そ
菩
薩
戒

が
授
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
授
戒

の
と
き
に
「

汝
は
菩
薩
か
」

と
い
う
質
問
が
な
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
「
汝

は
菩

薩
と

し
て
の
種
姓
を
具
え
た
も
の
か
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
相
手
の
種
姓
の
確
認
で
あ
る
。

三

自
ら
の
種

姓
を
確
認
し
、

ま
た
同
じ
種
姓

を
具

え
た
師
匠

を
選
択
す

る
と
い
う
こ

と
は
菩

薩
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
声
聞
乗

の
も
の
に
と
っ
て
も
共
通

の
課
題

で
あ

る
。
『
瑜
伽
論
』
「

声
聞
地
」

第
二

瑜
伽
処

は
い
う
。

こ
の
中
、

誓
願

の
灰
一
別

に
よ
っ
て
人

の
建
立

か
お

る
。
声
聞
乗

に
お
い

て
誓
願

を
発
し

た
大

が
い
る
。

独
覚
乗
に
お
い
て
（
誓
願
を
発
し
た
人
が
）
い

る
。
大
乗

に
お
い
て
（
誓
願
を
発
し
た
人
が
）
い

る
。
そ
の
中
、
声
聞
乗

に
お
い
て
誓
願

を

発
し

た
大

が
い
て
も
、

そ
の
彼

が
声
聞

の
種
姓

の
も
の

で
あ

っ
た
り
、
独
覚

の

種
姓

の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
大
乗

の
種
姓

の
も
の
で
あ

っ
た
り
す

る
こ
と

が
あ

る
だ
ろ
う
。

と
き

に
は
、
独
覚
に
お
い

て
誓
願
を
発
し
た
大

が
い
て
も
、
そ
の

彼

が
独
覚
の
種
姓
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
声
聞
の
種
姓
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、

大
乗
の
種
姓

の
も
の
で
あ
っ
た
り
す

る
こ
と

さ
え

あ
る
。
と
き
に
は
、
大
乗
に

お

い
て
誓
願
を
発
し
た
大
が
い
て
も
、
そ
の
彼

が
声
聞
の
種
姓
の
も
の
で
あ

っ

た
り
、
独
覚

の
種
姓
の
も
の
で
あ

っ
た
り
、
大
乗

の
種
姓
の
も
の
で
あ
っ
た
り

す

る
こ

と
さ
え
あ
る
。

そ
の
場
合

に
、
声
聞

の
種
姓
の
大
が
、
独
覚
に
お
い

て
、

『
瑜
伽
論
』
の
三
種
戒



佛
　

教
　

文
　

化
　

研
　

究

だ

軌

範

師

（

肺
聆
ぷ

）
、

親

教

師

（
召

麗

莓

尽

已

、

尊

重

と

し

て

の
地

位

に

あ

る

人

物

（
召

ぶ
ｏ

翌

口

由
Ｆ

胖

屎
ｏ
）
を

往

詣

す

る

。

次

の
段

で

こ

れ

ら

の

師

に

た

い

し

て

、

長

老

は

一

向

に
仏

に
帰

依

を

な

し

た

も

の

か

、

法

に

（

帰
依

を
な
し

た
も
の
か
）
、

僧

に
（
帰

依
を

な
し

た
も
の
か
）
、

外

部

の

異

れ

る

教

師

あ

る

い
は

聖

者

に
同

調

（
９
）

し

て
い

る
こ

と

は
あ

り

ま

せ

ん

ね

…

…

（
1
0）

Ｉ

汝

已

一

向

帰
二
仏
法

僧
、一

非

二
外

道

師

及

彼

邪

法

弟

子

衆
一
不
ト

ト

な

ど

の

質

問

が
な

さ

れ

る
。

お

そ
ら

く

瑜

伽

の
修

行

者

の
中

に
も

外

教

と

区

別

の

つ

か

な

い

も

の

も

い

た

の

で
あ

ろ

う
。

こ

こ

で

仏

教

の

修

行

者

で

あ

る
こ

と

の

確

認

が

な

さ
れ

る
。

次

に

そ

の
師

に

た

い
し

て
、

審

問

（
ｔ
１

り
ぼ

）
、

言

論

（
肛
｛
ぽ

為

｝
、

所

作

（
ｎ
号

Ｑ
ｊ

）
、

知

他
心

差

別

智

（
ｇ

’谷

’罵

司

尽

１

９

胖

の
罵

）

の
四

種

の
方

法

に
よ

っ
て

、

誓

願

（
回
心

Ｒ
ぼ
ａ

）
、

種

姓

（
努

哇
巴

、

根

（「
乱
『
’苫

』
、

行

（
ａ
「
ぼ

」

の
四

種

の

確

認

が

な

さ

れ

る

。

こ

の
中

、

誓
願

と

種

姓

と

は
、

声

聞

乗

、

独

覚

乗

、

大

乗

の
三

乗

に

つ

い

て

の

も

の

で

あ

る
。

根

は

、

鈍

根

か
中

根

か
利

根

か

に

つ

い

て

で

あ

る
。

行

は
、

宣

行

、

瞋

行

、

癡

行

、

慢
行

、
尋

思
行

、

等

分

行

、

薄

塵

行

の
七

種

を

い

う
。

第

一

の
審

問

に

よ

る
方

法

と

は
、

審

問

に

よ

っ

て
誓

願

が
尋

求

さ

れ

る
と

は
何

か
。

こ

の

よ

う

に
質

問

す

べ

き

で

あ

る
。
『
長

老

は
ど

こ

に
お

い

て

誓

願

を

発

し

た

の

か
』

と

。
「
声

聞

乗

に
お

い

（
1
2）

て

か
、

独

覚

乗

に

お

い

て

か
、

大

乗

に

お

い

て

か
」

。

１

云

何

名
為

レ
応
７
以

二
審

問
・
尋

中
求

其

願
い

謂

如
レ
是

問

、

長

老

於
レ
何
以

発
二

正

願

、一

声
聞

乗

耶

、
独

覚
乗

耶

、

無

上

正

等

菩

提

乗

耶

卜

匚

と

い

う
質

問

を

瑜

伽

の

師

に

な
し

、

こ

れ

に
対

し

て
師

は

、
三

乗

の

い

ず

れ

に
発

心

五

六

し

た

か

を

答

え

る

も

の

で

あ

る

。

こ

れ
は

相

手

の

師

の

誓
願

の
確

認

で

あ

る
。

さ

ら

に
審

問

に
よ

っ
て

、

種

姓

と

根

と

行

と

が
確

認

さ

れ

る

。

審

問

に
よ

る
種

姓

と

根

と

行

と

が
尋

求

さ
れ

る

と

は

何

か

。
彼

は

こ

の

よ

う

に

質

問

す

べ
き

で

あ

る
。
「

長

老

は

自

分

自

身

の
種

姓

は

、

あ

る
い

は
根

は
、

あ

る

い

は

行

は

。
私

は

い

か

な

る

種

姓

か

。

私

の
根

は

い

か

な

る

種

類

か

、

鈍

（
根
）

か

、

中

（
根
）

か

、

利

（
根
）

か
。

宣
行

の

も

の

か
、

も

し

く

は

瞋

行

の

も

の

か
、

こ

の

右

つ

に
な

い

し

尋

思

行

の
も

の

か

」

と

。

彼

が

も

し

智

慧

あ

る

も

の

な
ら

ば
、

順

次

に
種

姓

と

根

と

行

と

を

見

極

め

、

理

由

を
明

ら

か

に

し

て

。

（
1
4）

実

に

そ

れ

に
答

え

る
。

１

云

何
名

為
レ
応
７
以
二
審

問
一
尋

中
求

種

姓

及
以

根
こ打
ひ

謂

長

老

於
二
自

種

姓

根

行

丿

能

審

察

不

、

謂

我

本

来

有
二
何

種

姓

丿

声

聞

乗

耶

、

独

覚
乗

耶

、

大

乗

等

耶

、

有
二
何

等

根

、一

為
レ
鈍

、

為

レ
中

、

為
二
利

根
・
耶

、

有
二
何

等

大息

為
二
食
行
・

耶

、

為
一
献

行
・
耶

、

広

説

乃

至

尋

思

行

耶

、

彼

若

聡

慧

能

自

了
二
知

前

後

差

別

（
1
5）

種

姓

根｛
灯
一

善

取
二
其

相
Ｊ

如
レ
問
而

答
、

―

こ

れ

は

相

手

の
師

と
質

問

者

と

の

種

姓

、
根

、
行

の
確

認

で

あ

る
。

師

が
智

慧

あ

る

も

の

で

あ

れ

ば

、

解

答

が

得

ら

れ

る

。

た

だ

し
師

が
愚

鈍

で

あ

れ

ば
、

答

は
帰

っ

て

こ

な

い

。

第

二

の
言

論

に

よ

る
方

法

で

あ

る

が
、

そ

こ

で

次

に
、

言

論

を

も

っ

て

、

す

な

わ

ち
彼

に

つ

い

て
の

三

の
尋

求

が

あ

る

。

彼

の
面

前

で
、

種

々

の

わ

か

り

や

す

い
美

し

い
言

葉

づ
か

い

に
よ

っ

て
声

聞

乗

相

応

の
言

葉

が

宣

べ
ら

れ

る

べ
し

。

彼

が

そ

の
言

葉

を
語

り

つ

つ

あ

る
と

き
、

も

し

声

聞

の

種

姓

の

も

の

な

ら

ば

、

そ

の

言

葉

に

よ

っ

て
非

常

に
満

足

し

、
歓

喜

し

、

歓

喜

を

生

じ

、

喜

悦

を

生

じ

た

も

の

と

な

る

。
浄

信

を
し

、

信

解

す

る

。



非
常
に
満
足
し

、

歓
喜
し

、
・な

い
し
浄
信
し
、
く
信
解

す
る
。

声
聞
と
独
覚

の

（
1
6）

（
種
姓
の
も
は
）
決
し
て

そ
う
で
は
な
い
。

ト

レ
從
レ
此

已
後
応
７
以
二
言
論
一
尋
中
求

彼
三
や

謂
対
二
其

前
い

応
・
以

顕
二
了
正

理
一
相
応
衆
雑
美
妙
易
レ
解
言
詞
説
中
声
聞

乗
相
応
言

論
い

彼
聞
レ
宣
二
説
此
言

論
一

時
、
若

身
中

有
二
声
聞
種
姓
Ｊ

於
二
此
言
論
丿

便
発
二
最
極
踴
躍
歓
喜
Ｊ

深
生
二
信

解
Ｊ

…
…
後
復
為
い
其
宣
二
説
大
乗
相
応
言

論
丿

彼
聞
レ
宣
二
説
此
言

論
「
時
、
若

身
中

有
こ
大
乗
稗

疾

於
二
此
言
嶋

便
発
二
最

極
踊

躍
歓
喜
Ｊ

深
生
二
信
鮗
｛

若

身
中
有
二
声
聞
種
姓
独
覚
種
姓
一
則
不
レ
如
レ
是
、
Ｉ

こ
れ
は
三
乗
相
応

の
言

論
を
相
手

の
師

に
な
げ

か
け

る
こ
と

に
よ
り
、
相
手

が
相

応

の
表
状

や
行
動

を
表

わ
す
こ
と
に
よ
り
、
種
姓
、
根
、
行
を
確
認
す

る
も
の
で

あ

る
。第
三

の
所
作

に
よ
る
方
法
は
、

前
述

の
よ
う
な
顔

や
身

体
に
表

わ
れ
る
身

ぶ
り

に

よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
第
四

の
知
他
心

差
別

智
に
よ
る
方
法

と
は
、
瑜
伽

に
熟
達
し
て
い
る
瑜
伽
師
が
他
心
智
に
よ
っ
て
、

種
姓
、

根
、
行

を
見

極
め
る
こ
と

（
1
8）

を
い
う
。

四

「
声
聞
地
」

で
は
こ
の
よ
う
に
師
の
選
択
に

つ
い

て
は
大
乗
に
も
言
及
し
て
い
る
。

「
菩
薩
地
」
の
戒
品

に
た
ち

も
ど
る
な
ら
ば
、
「
菩

薩
地
」

で
の
授
戒

の
師

で
あ
る
同

法

の
菩

薩
を
訪

ね
る
場
合
も
、
同

様
の
手
続

き
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
よ
う
。

つ
ま
り
自
分
の
種
姓
に
み
あ
っ
た
ふ
さ
わ
し

い
師
の
選
択
で
あ
り
、

そ
の
師
と
は
、

大

乗
の
種
姓

を
具
え
、
無
上
正

等
菩
提
に
発

心
を
し
、

瑜
伽

に
熟
達
し

た
菩

薩
で
な

『
瑜
伽
論
』
の
三
種
戒

1
9
1
1
1
　
　
　丶
　
　

－
　

「
ｉ
　

ｓ
Ｉ
■１１－一
　

四
Ｊ
ゝ
ｊ
　
　

ｊ
ｉ
ｕ
㎡
　
　
Ｉ一
－
　
　
　
　

１
１－
　

一
■
－
。－
　
－

（

無

上

正

等

）

菩

提

に

お

っ

て

誓

願

を

立

て

た

か

」

と

い

う

質

問

が

な

さ

れ

る

。

そ

し

て

そ

の

確

認

が

な

さ

れ

て

、

は

じ

め

て

三

種

戒

が

授

け

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

そ

の

場

合

、

『

汝

は

菩

薩

か

』

の

質

問

は

、

「

汝

は

菩

薩

（
大

乗

）

と

し

て

の

種

姓

を

具

え

た

も

の

か

」

と

の

意

味

に

受

け

と

れ

よ

う

。

そ

し

て

「
（
無

上

正

等

）

菩

提

に

お

い

て

誓

願

を

立

て

た

か

」

の

質

問

は

、

三

乗

の

い

ず

れ

の

菩

提

に

お

い

て

発

心

を

し

だ

の

か

、

そ

の

確

認

と

受

け

と

れ

よ

う

。

つ

ま

り

こ

こ

に

、

菩

薩

の

種

姓

、

発

心

、

三

種

戒

と

い

う

次

第

が

、

授

戒

の

際

に

存

在

す

る

こ

と

に

な

る

。

そ

こ

で

こ

の

菩

薩

の

種

姓

、

発

心

、

三

種

戒

と

い

う

三

つ

の

次

第

が

、

『

瑜

伽

論

』

「

菩

薩

地

」

の

組

織

の

中

で

、

ど

の

よ

う

な

関

係

に

あ

る

の

か

、

こ

の

点

に

ふ

れ

て

み

た

い

。

「

菩

薩

地

」

種

姓

品

の

初

頭

に

、

そ

の

中

、

持

（

防

江

口

）

と

は

何

か

。

実

に

菩

薩

に

と

っ

て

の

自

ら

の

種

姓

と

、

最

初

の

発

心

と

、

一

切

の

菩

提

分

法

と

が

、

持

と

い

わ

れ

る

。

と

い

う

。

こ

こ

に

三

種

の

「

持

（

防

ぼ

Ｓ

）
」

が

の

べ

ら

れ

る

。

そ

の

三

種

と

は

、

菩

薩

に

と

っ

て

の

自

ら

の

種

姓

（
ｂ
ｏ
ｄ
ｈ
ｉｓ
ａ
ｔ
ｔｖ
ａ
ｓ
ｙ
ａ
 
ｓ
ｖ
ａ
-ｇ
ｏ
ｔ
ｒ
a
m

）
、

最

初

の

発

心

（
胄

叺

ぼ

日

肱
　

り
萍

ｏ

甘

防

斗

）
、
　

一

切

の

菩

提

分

法
　

（
犀

司

の
　

Ｓ

ヴ
ｏ
ｇ

ぞ

肺

。
Ｚ

ａ

ぼ

Ｊ

Ｑ
）

で

あ

る

。

こ

の

三

種

の

持

は

、

無

上

正

等

菩

提

を

証

す

る

た

め

に

は

不

可

欠

の

要

素

で

あ

り

、

そ

の

た

め

の

支

柱

で

あ

る

。

こ

の

中

の

一

種

で

も

欠

落

す

れ

ば

、

無

上

正

等

菩

提

の

証

得

は

あ

り

え

な

い

の

で

お

る

。

そ

し

て

今

こ

こ

に

、

授

戒

の

際

の

菩

薩

の

種

姓

、

発

心

、

三

種

戒

と

い

う

次

第

が

、

ま

さ

に

こ

の

三

種

の

持

と

対

応

す

る

関

係

に

あ

る

こ

と

に

注

目

さ

れ

る

。

五

七



佛
　

教
　

文
　

化
　

研
　

究

「

菩

薩

地

」

の

章

品

の

組

織

の

う

え

か

ら

、

こ

の

三

種

の

持

を

み

る

と

、

第

一

心

菩

薩

に

と

っ

て

の

自

ら

の

種

姓

は

、

種

姓

品

第

一

に

説

か

れ

る

。

第

二

の

最

初

の

発

心

は

、

発

心

品

第

二

に

説

か

れ

る

。

第

三

の

一

切

の

菩

提

分

法

は

、

自

他

利

品

第

三

の

初

頭

に

、

こ

の

よ

う

に

す

で

に

発

心

し

た

諸

の

菩

薩

に

と

っ

て

の

菩

薩

行

と

は

何

か

。

略

説

す

れ

ば

、

何

処

に

お

い

て

学

す

か

、

ま

た

如

何

よ

う

に

学

す

か

、

ま

た

何

等

を

学

す

か

、

そ

の

す

べ

て

を

一

つ

に

総

合

し

て

、

菩

薩

行

と

い

わ

れ

る

。

と

い

う

よ

う

に

、

菩

薩

行

（
ｂ
ｏ
ｄ
ｈ
ｉｓ
ａ
ｔ
ｔ
ｖ
ａ
-ｃ
ａ
ｒ
ｙ
ａ
）

に

お

き

か

え

ら

れ

て

い

る

。

そ

し

て

こ

の

菩

薩

行

は

「

ど

こ

で

（

所

学

処
）
」

［

ど

の

よ

う

に

（
如

是

学

）
」
「

な

に

を

（
能

修

学
）
」

と

い

う

三

種

の

内

容

か

ら

な

り

、
「

菩

薩

地

」

Ｇ

章

品

と

の

関

係

は

次

の

よ

う

に

な

る

。

菩

薩

行

９

〇
茫

茫

芯
？

目

Ｚ

）

一
　
所
学
処
（
冨

ぼ

輿
罌
留

ぼ
）

１
　

自
利
処
（
笥
肺
莎
魯

昨
ぼ
只
目
）

２
　

利

他

処

（
１
『
聆
子

与
　

〃
　
　

』

３
　

真

実

義

処

（
ｔａ
ｔｔｖ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
与
　

〃
　

）

４
　

威

力

処

（
司

咎
冨

べ
与
　

〃
　
　

）

５
　

成

熟

有

情

処

（
訟｛
宣
？
り
回

甘
辟

与
　

〃
　

｝

自
他
利
品
　

第
三

真
実
義
品
　

第
四

威
力
品
　

第
五

成
熟
品
　

第
六

６
　

成

熟

自

仏

法

処

曾

ｍ

ａ
ｎ
ｏ
　ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ａ
-ｄ
ｈ
ａ
ｒ
m
a
-ｐ
ａ
ｒ
ｉｐ
ａ
ｋ
谷
　

〃
　

）

了
　

無

上

正

等

菩

提

処

（
ｇ

口
ぼ

防

雷

日

図
恥
‐
沼

佃
ｇ

ｇ

居
　

〃
　

）

菩

提

品
　

第

七

二
　

如

是

学

（
ｊ

９

こ

’Ｊ

～

ざ
）

一
一
一

１
　

勝

解

（
乱

ぼ
日

粂

呟
昌

２

多

求

法

（
ぼ

ぼ

Ｆ

昿

ａ
ｇ

ａ

９
寥

蓮

心

芭

３

説

法

（
ａ
Ｑ
詐
ほ

）

４
　

修

法

行

（
り
矼

せ

賢

吋
）

５
　

正

教

授

（
留

日

丿

如‐
Ｑ
ｊ

乱

歐

）

６
　

正

教

誡

（
ｓ
a
m
ｙ
ａ
ｇ
-ａ
ｎ
ｕ
ｓ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
ａ
ｍ

）

五
八力

種
姓
品
　

第
八

”　 〃　yy　yy　Z/

了
　

方

便

摂

三

業

（
ｕ
ｐ
ａ
ｙ
ａ
-ｓ
ａ
ｈ
iｔ
ａ
m

 
a

ａ
-ｖ
ａ
ｎ
-ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
-ｋ
ａ
ｒ
m
a
　
ｐ
ａ
ｉ
ｃ
i
m ａ

１
）

能

修

学

（
ｊ

昨
澀
回

診
）

１
　

施

波

羅

蜜

多

（
ａ

ｇ

‐
簒
ロ
ヨ
ぼ

）

２
　

戒

波

羅

蜜

多

（
眩

甲
　
〃
　
　

）

３
　

忍

波

羅

蜜

多

（
ｋｓａ
ｎ
ｔ
i
-
 

＊
　
　

）

４
　

精

進

波
羅

蜜

多
（
ｖ
iｒｙ
ａ
- 
＊
　
　

）

５
　

静

慮

波

羅
蜜

多

（
ａ
耳

眇
？
　

〃
　
　

）

６
　

慧

波
羅

蜜

多

（
召
と
ぼ
・
　
”
　
　
）

７８

四
摂
事
（
回
旧
毀
陟
？
ぶ
の
ぼ
）

供
養
、
親
近
、
無
量
j
a
｡

　ｓ
ｅｖ
ａ
｡

施
品
　
第
九

戒
品
　
第
十

忍
品

第
十
一

精
進
品
　
第
十
二

静
慮
品
　
第
十
三

慧
品
　
第
十
四

摂
事
品
　
第
十
五

供

養

親

近

無

量

品
　

第

十

六

９
　

菩

提

分

法

（
ｇ

陟
Ｏ「
Ｉ

Ｊ

妛

」
　
　
　
　
　
　
　

書

提

分

品
　

第

十

七

1
0
　
菩

薩

功

徳

ぷ
Ｏ
ｄ
ｈ
ｉｓａ
ｔ
ｔｖ
ａ
-ｇ
ｕ
ｎ
ａ
）
　
　
　
　
　

菩

薩

功

徳

品
　

第

十

八

以

上

が
菩

薩

行

の
内

容

で
あ

り
、

こ

れ

が
第

三

の
持

で

あ

る

一
切

の
菩

提

分

法

で

あ

る
。

こ

れ

は
菩

薩

が

「

ど

こ

で
」
「

ど

の

よ

う

に

」
「

な

に
を

」

学

ぶ

の
か

、

つ
ま

り

菩

薩

に

と

っ

て
の

学

処

を
整

理

し

組

織

化

し

た

も

の
と

い

え

よ
う

。

無

上
正

等

菩



”
Ｊ

４ゝ
　
‘゙、｛

ノ
″

、１
Ｉ
・
！

『『
‘－Ｉ

！
声四｛
ｉＸ
Ｊ

Ｓ
　．Ｉ

Ｉ

こ

の
よ

う
な

意

味

に

う

け

と

れ

ば

、
授

戒

の
際

の
菩

薩

の
種

姓

、
発

心

、

三

種

戒

と
い
う
次
第

は
、
三
種

の
持

で
あ

る
菩
薩
自
ら
の
種
姓
、
最
初
の
発
心
、
［

切
の
菩

提
分
法
（
菩
薩
行
）
と
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

換
言
す

れ
ば
、

授
戒

の
際

に
、

第

一
と
第
二

の
持
が
確
認
さ
れ
、

つ
ぎ
に
第
三

の
持

で
あ
る
菩
薩
行

が
三
種
戒

と
し

て

授
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

五

つ
ぎ
に
三
種
戒

の
内
容

に
少
し

く
ふ

れ
て
お
き

た
い
。
［
菩

薩
地

］

戒
品

は
そ
の

最
後
で
、
三
種
戒
を

つ
ぎ
の

よ
う
に
位

置
づ
け
て
い

る
。

ま
た
そ
の
三
種
戒

は
、

略
説

す
れ
ば
、
菩
薩

の
三

つ
の
所
作
を
な
す
。
律
儀
戒

は
心
を
安
住
す

る
た
め
に
あ
る
。

摂

善
法

（
戒
）

は
自

ら
の
仏
法
を
成

熟
す

る

た
め
に
あ
る
。
饒

益
有

情
戒

は
有

情
を

成
熟
す

る
た
め

に
あ

る
。

ま
た
こ
れ
だ

け
の
も
の
が
菩
薩

の
す
べ
て
の
所
作

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
法

楽
住

の
た
め

に
心
を
安
住
さ
せ

る
こ
と
、

疲
惓
な
き
身
心
を
も
っ
た

（
菩
薩
の
）
仏
法
を

成

熟
す
る
こ
と
、
有

情
を

成
熟
す

る
こ
と
、
と

で
あ

る
。

こ
こ

で
は
三

種
戒
を
菩

薩
の
所
作
（
訌
司
巴

と
い
う

観
点
か

ら
目

的
別

に
分
類

し

て
い
る
。

律

儀
戒

…
…
…
…
ヽ
心
を
安
住

さ
せ

る
た
め
。

摂

善
法
戒

…
…
…
自
ら
の
仏
法
を
成
熟
す

る
た
め
。

饒
益
有
情
戒
：
：
に
有
情
を
饒
益
す

る
た
め
。

つ
ま
り
三
種
戒

の
中

に
菩
薩
の
す

べ
て
の
所
作

が
お

き
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ

『
瑜
伽
論
』
の
三
種
戒

は

前

述

の

第

三

の

持

で

あ

る

菩

薩

行

と

み

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

中

、

第

一

の

律

儀

戒

は

、

心

を

安

住

さ

せ

る

た

め

（
ａ

ぼ

火

ぼ

ぼ
Ｉ

）

と

あ

る

が

、

そ

れ

は

、

律

儀

戒

は

、

菩

薩

が

七

衆

の

別

解

説

律

儀

を

受

け

る

こ

と

、

つ

ま

り

比

丘

、

比

丘

尼

、

式

叉

摩

那

、

沙

弥

、

沙

弥

尼

、

優

婆

塞

、

優

婆

夷

の

戒

で

あ

る

。

そ

れ

（
9
9一
）

は

こ

の

よ

う

に

在

家

と

出

家

と

の

分

に

お

い

て

応

分

に

知

る

べ

き

で

あ

る

。

と

い

う

よ

う

に

、

内

容

は

声

聞

戒

と

同

じ

で

あ

る

。

し

か

し

、

声

聞

戒

で

は

あ

っ

て

（
2
3
）

も

菩

薩

の

律

儀

戒

と

す

る

の

は

、

心

を

安

住

す

る

た

め

で

あ

る

と

す

る

。

「

菩

薩

地

」

で

は

心

を

安

住

さ

せ

る

た

め

と

簡

潔

に

の

べ
ら

れ

て

い

る

が

、
「
ａ
｛

矼

。

の
許

三

｝

に

つ

い

て

は

「

声

聞

地

」

第

三

瑜

伽

処

に

九

種

の

心

往

と

し

て

説

か

れ

る

。

Ｆ

叫

び
ぼ

眉

目

ａ

ｄ
ｈ
ｙ
ａ
ｔ
m
a
m

　
ｅ
ｖ
ａ

　
c
iｔ
ｔ
a
m

　
ｓ
ｔ
ｈ
ａ
ｐ
ａ
ｙ
ａ
ｔ
i
｢　
ｓ
a
m

ｓ
ｔ
ｈ
ａ
ｐ
ａ
-

ｙ
ａ
ｔ
i
｢ 
ａ
ｖ
ａ
ｓ
ｔ
ｈ
ａ
ｐ
ａ
ｙ
ａ
ｔ
ｙ
｢

 
ｕ
ｐ
ａ
ｓ
ｔ
ｈ
ａ
ｐ
ａ
ｙ
ａ
ｔ
i
｢　

ｄ
ａ
ｍ

ａ
ｙ
ａ
ｔ
i
｡　

ｄ
ａ
ｍ

ａ
ｙ
ａ
ｔ
i
｢

（
2
4
）

ベ
ベ
に
り
句
心
叫
日

脚
吶
叺
ｒ

の
吽
ｏ

芒

吋
鳶

ｏ
｛
ｒ

ｓ
帥
日

檠
μ

ゴ
阯

芯

’

１

謂

有

二
芯

芻

、一

令

二
心

内

住

、

等

住

、

安

住

、

近

住

、

調

順

、

寂

静

、

最

極

（
2
5
）

寂

静

、

専

注

。一

趣

、

及

以

等

持

一
―

こ

の

九

種

の

心

住

は

、

要

は

心

が

シ

ャ

マ

タ

ー

ビ

パ

シ

ャ

ナ

ヘ

と

移

行

す

る

過

程

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

瑜

伽

行

を

重

視

す

る

姿

勢

は

、

「

声

聞

地

」

と

同

様

に

「

菩

薩

地

」

に

お

い

て

も

変

ら

な

い

も

の

で

あ

ろ

ケ

。

ま

た

「

声

聞

地

」

初

瑜

伽

処

に

「

出

離

の

戒

性

（
ｎ
ａ
ｉｒ
ｙ
ａ
ｎ
ｉｋ
ａ
-
S
l
l
a
ｔａ
）

を

説

明

し

て

つ

ぎ

の

よ

う

に

い

う

。

別

解

脱

律

儀

を

守

護

す

る

と

い

う

そ

の

こ

と

に

よ

っ

て

、

雎

離

の

戒

性

が

顕

示

五

九



佛

教

文

化

研

究

さ
れ

る
。

何

故

な

ら

、

別

解

脱

律

儀

に
摂

め

ら

れ

る

戒

は
、

増

土

戒

学

と

い

わ

れ

る
。

そ
し

て

増

上

戒

学

に
依

止

し

て

、

ま

た

増

上

心

と

増

上

慧

学

を

修

習

す

る
。

こ

の

よ

う

に

そ

の

者

は

一

切

の

苦

の

滅

に

い

た

る

。

つ

ま

り

増

上

戒

（
学
）

に
住

し

て

前

行

を

な

し

、

そ

の

故

に
別

解

脱

律

儀

は

出

離

の

戒

と

い

わ

（
2
6）

れ

る
。

ｉ

能

善

守

二
護

別

解

律

儀
い

由

レ
此

顕
二
示

出

離

戒

怏
一

所

以

者

何

、

別

解

律

儀

所

摂

浄

戒
、

当

い
知

説

名
二
増

上

戒

学
、一

即

依

二
如
ｙ
是

増

上

戒

学

、一

修
二
増

上

心

増

上

慧

学

丿

由
レ
此

能

得

已

切

苦

尽

究

竟

出

離
Ｊ

如
レ
是

出

離

用
二
増

上

戒
丿

以

為
二
前
行

所

依
止

処
、一

是

故

説
二
此

別

解

律

儀
Ｊ

名
二
出

離

戒

性
・－

こ

こ

に

い
う

別

解

脱

律

儀

に

摂

め

ら

れ

る
戒

と

は

、

声

聞

戒

を

内

容

と

す

る

菩

薩

の
律

儀

戒

と

同

じ

も

の
で

あ

る
。
「

声

聞
地

」

で

は

こ

れ

を
増

上

戒

学

（
阯

咋
回

乙

i
kｓａ
）

と

位

置

づ

け
、

増

上

心

、

増

上

慧

の
二

学

を

生

み

だ

す

依

り

所

と

し

て

い

る
。

声

聞

戒

を

菩

薩

と

し

て
採

用

す

る

に

い
た

っ
た

教

団

史

的

な

背

景

は

あ

る

に
し

て
も

、

菩

薩

の
律

儀

戒

が
心

を

安

住

さ
せ

る

た
め

と

い
う

の

は
、

当

然

こ

の

よ

う

な

［

声

聞

地

］

の
意

義

を

ふ

ま

え

て

い

る
で

あ

ろ
う

。

ま

た
「

声

聞

地

」

が
い

う

九

種

の

心

住

の
依

り

所

と

し

て

の
意

義

も

含

ま

れ

る
で

あ

ろ

う
。

た

だ

し

「

声

聞

地

」

で

は
、

出

家

が

前

提

に
な

っ
て

い

る

が

、
『
菩

薩

地

』

で

は

在

家

の
菩

薩

も

認

め

て
い

る
。

在

家

の
菩

薩

の

律

儀

戒

は

優

婆

塞

、

優

婆

夷

の

在

家

戒

で

あ

る

か
ら

、

心

を

安

住

さ
せ

る

と

い

う

点

か

ら

み

れ

ば

、

在

家

の

菩

薩

は

不

利

な

立

場

に
あ

る

こ
と

に
な

る
。

ま

た
三

種

戒

の
中

の
第
二

の

摂

善

法

戒

は
、

シ

ャ

マ

タ

ー
ビ

パ

シ

ャ

ナ
の

修

習

を

と

く

に
強

調

し

て
い

る

が
、

増

上

戒

学

を

依

り

所

と

し

て

増

上

心

、

増

上

慧

学

が
あ

る

と

い
う

こ

と

で

は

、

律

儀

戒

と

つ
ぎ

の

摂

善

法

戒

と

は

連

続

性

を

も

っ

て

い

る
の

六
〇

で
あ

る
。

つ
ぎ
に
第
二
の
摂
善
法
戒

は
、
自

ら
の
仏
法
を
成
熟
す

る
た
め
ど
す

る
が
、
そ
れ

は
。

（
2
8）

摂
善
法
戒
と
は
、
菩
薩

が
戒
律
儀
を
受
け

た
後
に
、
大
菩
提
の
た
め

に
身
に
よ

り
語

に
よ
り
善
を
積

み
上

げ
る
、

そ
の
す

べ
て
を
総
合
し

た
も

の
が
摂
善
法
戒

（
2
9）

と
い
わ
れ

る
。

と
定
義
さ
れ

る
。
ま
さ

に
こ
れ
は
無
上
正

等
菩
提
を
証
す

る
た
め
の
す

べ
て
の
菩
薩

行
で
あ

る
。
純
粋
な
利
他
行

で
あ
る
饒
益
有
情
戒
を
も
含
め
て
、
す

べ
て
の
菩
薩
行

を
戒
と
し
て
と
ら
え

る
こ

と
を
鮮
明

に
し

た
点

に
、
『
菩
薩
地
』

の
特
色

が
あ

る
。

生
活
形
式

（
律
儀
戒
）

と
仏

道
と
の
分

離
が
小
乗
戒

で
、

合
一
が
大
乗
戒
で

あ
る
と

（
3
1）

さ
れ

る
所
以

が
こ
こ

に
あ
る
。

し

た
が
っ
て
摂
善
法
戒

は
菩

薩
の
中
心
的
行

で
あ
る
六
波
羅
蜜

の
す

べ
て
が
含
ま

（
3
2）

れ

る
し
、
「
菩
薩
地
」

で
も
そ
の
旨
を
の

べ
て
い
る
。

三
種
戒

は
も
と
も
と
戒
波
羅

（
3
3）

蜜
を
三
分
し

た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味

で
は
律
儀
戒

は
狭
義

の
戒
波
羅
蜜

と
い
え

よ
う
。
ま

た
摂
善
法
戒

に
は
、
大
品
系

の
般
若
経

が
主
張
す

る
よ
う

に
、
六
波
羅
蜜

の
一

一
は
他

の
五
波
羅
蜜

を
摂

っ
す
る
と
い
う
六
度
相
摂
的
な
考
え
方
、

つ
ま
り
戒

波
羅
蜜

が
他
の
五
波
羅
蜜
を
摂

つ
し

て
い

る
と
い
う
こ
と

が
投
影

さ
れ

て
い
よ
う
。

ま
た
六
波
羅
蜜

の
実
践

は
も
と
も
と
利
他
行
を
含
む
も

の
で

あ
る
。

ざ
ら
に
い
え

ば
無
上
正

等
菩
提
を
証
す

る
た
め
に
は
利
他
行

ば
不
可
欠

で
あ
り
、
利
他
行
の
完
成

が
な
く

て
は
無
上
正

等
菩

提
の
証
得

も
な

い
と
い
う

の
が
大
乗
仏
教

の
立
場

で
あ
る
。

そ
の
中

で
、
利
他
行

の
み

を
別

の
名

称
に
し

て
立

て
た
の

が
饒
益
有
情
戒

で
あ
ろ
う
。

自
ら

の
仏
法
を
成
熟
す

る
た
め
と
い
う
摂
善
法
戒

は
、

そ
の
善
法

に
つ
い
て
、

ま
た
そ
れ
は
何
か
。
菩
薩

は
戒

に
よ
っ
て
戒

に
住
し
、
聞

に
お

い
て
、
思

に
お



い

て

尹

夕
訣

マ
廃

ト

ビ
裃

シ

ャ
ペ
ナ

の

修

男

に

お

癩

て

、
言
独

処

を

楽

う

こ

と

に

お

い

て

、

修

行

す

る

○

‘
　
　
、
　
　
　

ゝ
　
　
　
　
　

｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

と

い

い

、

菩

薩

行

の

中

心

が

瑜

伽

行

に

あ

る

こ

と

を

の

べ

る

。

ま

さ

に

こ

れ

は

増

上

心

学

、

増

上

慧

学

で

あ

る

。

そ

し

て

そ

の

際

の

、

尊

長

を

恭

敬

し

敬

事

し

い

病

疾

者

を

看

護

し

、

善

説

法

者

や

有

功

者

を

讃

美

し

、

一

切

有

情

の

福

業

を

喜

び

、

他

人

の

違

犯

を

安

忍

し

、

已

作

未

作

の

善

根

を

無

上

正

等

菩

提

に

廻

向

し

、

時

々

に

正

願

を

発

し

、

三

宝

を

供

養

し

、

善

品

を

修

習

し

、

不

放

逸

に

学

処

を

正

念

正

知

正

行

し

、

根

門

を

守

り

、

食

に

お

い

て

量

を

知

り

、

初

夜

後

夜

に

覚

醒

し

、

善

士

に

親

近

し

、

米

犯

を

護

持

し

、

巳

犯

を

仏

、

菩

薩

、

同

法

者

に

至

心

に

発

露

す

る

、

等

の

善

法

を

（
3
6）

あ

げ

て

い

る

。

こ

れ

に

よ

れ

ば

摂

善

法

戒

は

六

波

羅

蜜

に

限

定

さ

れ

る

も

の

で

は

な

く

、

む

し

ろ

広

義

に

わ

た

る

生

涯

の

菩

薩

行

の

す

べ

と

考

え

る

方

が

自

然

で

あ

ろ

う

。

な

お

、

「

声

聞

地

」

初

瑜

伽

処

に

般

涅

槃

に

い

た

る

次

第

が
示

さ

れ

て

い

る

。

そ

れ

ら

は

、

得

人

身

と

い

う

自

円

満

（
日

目

口
噸

汢
ｊ

ヨ

）
、

諸

仏

出

世

等

の

他

円

満

（
ｌ

Ｍ
・

跡

日
召
｛

｝
、

苦

法

欲

（
ｒ

Ｅ

ｏ
ａ

ぼ
『
ｑ

Ｑ
‐ｇ

ぼ

乱

匹

』
、

正

出

家

（
Ｒ

Ｓ

旦

畆

）
、

戒

律

儀

（
窓

？

沼
日
ｊ
「
魯

」
、

根

律

儀

（
ｉｎ
ｄ
ｒ
iｙ
ａ
-ｓ
a
m
ｖ
ａ
ｒ
谷

）
、

於

食

知

量

（
ｇ

ｏ
ｙ

口
ｏ

ヨ
？

回

心
陟

疝

）
、

初

夜

後

夜

常

勤

修

習

覚

寤

瑜

伽

の
留

註

肛

呂

χ
高

魯

）
、

正

知

而

住

（
誤

召
召

＆

胖

乱

輿
Ｆ

昨

ぽ

）
、

楽

遠

離

（
ｐ
ｒ
ａ
ｖ
iｖ
ｅ
ｋ
ｙ
a
m

）
、

清

浄

諸

蓋

（
口
郤

叫冖
黝
り
？
１

（
3
7）

官
ａ

陟

居

）
、

依

三

摩

地

（
踪

日
跂

ぼ
自

呂

莎

冨

苫

）

で

あ

る

。

と

く

に

出

家

以

後

の

項

目

は

菩

薩

の

善

法

に

類

似

し

て

い

る

。

お

そ

ら

く

出

家

の

菩

薩

の

行

と

声

聞

僧

の

そ

れ

と

は

、

そ

れ

程

の

相

違

が

な

か

っ

た

か

と

思

わ

れ

る

。

た

だ

し

「

声

聞

地

」

で

は

戒

と

行

を

区

分

す

る

の

に

対

し

、

『

菩

薩

地

』

で

は

行

を

も

戒

と

み

な

す

点

が

異

る

。

な

に

よ

り

ま

た

無

上

正

等

菩

提

を

証

す

る

と

い

う

大

目

的

が

異

る

。

『

瑜

伽
論

』

の
三

種

戒

六

「
菩
薩
地
」
戒
品

は
い
う
。

戒
律
義
を
受
け
よ
う
と
す

る
菩
薩
に
た
い
し
、

先
ず
こ
の
菩

薩
蔵
経
の

マ
ー
ト

リ
カ

ー
に
お
い
て
何
か
菩
薩
の
学
処
で
あ
り
、

ま
た
何
が
犯
処

で
あ

る
か
を
宣

説
し

、
そ
れ
を
聞
か
し
め
て
、
も
し
彼

が
そ
の
結
果
、
観
察
し
、
識

別
し
、
思

択
す
る
こ
と
が
可

能
な
ら
、
そ
れ

が
他
人
の
勧
め
に
よ
ら
ず
、

他
人

と
の
競
争

に
よ
る
も
の
で
も
な
い
な
ら
、
賢
明
な
菩
薩
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
方
法

に
よ
っ
て
、
こ
の
戒
律
儀
を
受
け
る
こ
と
が
、
彼
に
よ
っ
て
受
持
さ
れ
、

彼
に

（
3
8）

与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

菩
薩
戒
を
授
け
る
と
き
、
受
者
に
菩
薩
蔵
経
の
マ

ー
ト
リ
カ

ー
に
お
け
る
学
処
を

宣
説

し
聞

か
せ

る

と
い

う
の

で

あ
る
。
聞
者
（
受
者
）
は

そ
れ

を
自

ら
の

能
力

に

よ
っ
て
判
断
し
、
理
解
し

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
宣
説
す
る
の
は
当
然
、
同

法
の
菩

薩
で
あ

る
。
戒
品
は
ま
た
こ
の
よ
う

に
も
い
う
。

ま
た
か
の
菩
薩

が
こ

の
よ

う
に
戒
律
儀
の
受
持
に
住
す
る
と
き
、
菩

薩
に
と
っ

て
、
こ
れ
は
作
す
に
ふ
さ
わ
し
い
、
こ
れ
は
作
す
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
自
ら

推
論
し
て
、
そ
の
後
に
所
作
が
実
行
さ
れ
、
修
学
が
な
さ
れ
る
。
菩

薩
の
経
蔵

を
勤
勉
に
聞
き
、
菩

薩
の
経
蔵
の

マ
ー
ト
リ
カ

ー
の
解
釈

を
聞

き
、

そ
の
よ
う

（
3
9）

に
修
学
が
な
さ
れ
る
。

受
者
の
側
に
立
て
ば
、

菩
薩
蔵
経
の

マ
ー
ト
リ
カ

ー
を
聞
く
の
で
あ
る
。
自
ら
の

理
解

に
し

た
が

っ
て
修
学

が
な

さ
れ

る
の

で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
は
受
者
の

菩
薩
と
し

て
の
種
姓
の
問
題
で
あ

る
。
授
戒
の
と
き
、
菩
薩
と
し
て
の
種
姓
と
発
心

と
を
前
提
と
し

て
、
三

種
戒
が
授
け
ら
れ

る
が
、
菩
薩
蔵
経
の

マ
ー
ト
リ
カ

ー
を
宣

六
一



佛

教

文

化

研

究

説
す
る
こ
と
に
よ
り
、

改
め
て
そ
の
能
力

が
試

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
先
述

の
よ
う

に
受
者

が
同
法

の
菩
薩
に
対
し

て
「
与

え
、

ま
た
聞
か
せ
た
ま
え
」
と
勧
請
を
し

て

も
、

ま
さ
に
大
乗

相
応

の
言

論
の
前
に
無
理

解
や
無
反

応
で
あ
っ
て
は
、
菩
薩

と
し

て
の
種
姓

が
疑
が
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
菩
薩

蔵
経
の

マ
ー
ト
リ
カ
ー
と
は
、
「
菩
薩
地
」
建
立
品
の
最
後

に
、

以
上
こ

れ
は
諸
菩

薩
の
学
道

の
円
満

で
あ
り
、

ま
た
学
道
の
果

の
顕
示

で
あ
る
。

一
切

の
菩

薩
の
学
道
と
学
道

の
果
と

一
切
種

と
が
宣
説

さ
れ
る
た
め
の
所
依

と

な

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
菩
薩
地

は
菩
薩
蔵

の
マ
ー
ト
リ
カ
ー
と
も
い
わ

（
4
0）

れ
、
摂
大
乗

と
ざ
え
い
わ
れ

る
。

と

い
っ
て
い
る
か
ら
、
『
瑜
伽
論
』

の

「
菩
薩
地
」

そ
の
も
の
が
菩
薩
蔵
経

の
マ
ー

ト
リ

カ
ー
（
ｇ
ａ
ぼ
賢

守
甲
具

肺
甲
日
Ｑ
４
訌
）
で
あ

る
。
「
菩

薩
地
」

は
菩
薩

の
学

道

と
学
道
の
果

と
が
十

章
に
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
摂
大
乗

が
表
瞬

さ

れ

て
い
る
。

そ
の
摂
大
乗

の
支
柱

と
な

る
の
が
、
種
姓

と
最
初

の
発
心

と
一
切
の
菩

薩
行
と

の
三
種

の
持

で
あ
る
。

と
り
わ
け
第
三

の
持
で
あ

る
「

ど
こ
で
」
「

ど
の
よ

う
に
」
「
な

に
を
」

菩
薩

が
学
び
実
践
す

る
の
か
と
い
う

一
切
の
菩
薩
行

が
重
要

で

あ

る
。

ま
さ
に
菩

薩
蔵
経

の
マ
ー
ト
リ

カ
ー
の
肝
要
と

な
る
部
分

で
あ
り
、

ぞ
れ

は

ま

た
菩
薩
の
学
処
、
す
な
わ
ち
三
種
戒
の
内
容
で
も
あ

る
。

授
戒
の
と
き
、
菩
薩
と
し

て
の
種
姓
と
最
初
の
発
心
と
を
前
提
と
し
て
、
受
者
は

菩
薩
蔵
経
の

マ
ー
ト
リ

カ
ー
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。
菩
薩
と
し
て
の
種
姓
を
備
え

た

も
の
で
あ
れ

ば
、
菩
薩
行
の
何
た

る
か
を
理
解
す

る
こ
と

が
で
き

る
。
そ
こ
で
は
じ

め
て
一
切
の
菩
薩
行

が
、
菩
薩
の
学
処
す
な
わ
ち
三
種
戒
と
し
て
授
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

な
お
戒
と
い
う
立
場
か
ら
は
、

一
切
の
菩
薩
行
は
ｓ
i
l
a
-

ｓ
a
mｖ
ａ
ｒ
ａ
（
戒
と
い
う
律

六
二

儀
）

に

な

る

の

で

あ

ろ

う
。

三

種

戒

を

受

け

た

後

、

菩

薩

の
生

涯

を

と

お

し

て

、

ま

た

未

来

に

わ
た

っ

て
、

無

上
正

等

菩

提

を

証

す

る
ま

で
、

三

種

戒

は

菩

薩

行

と

し

て

継

続

す

る

の

で
あ

る
か

ら

、

菩

薩

に
と

っ

て
、

そ
の

菩

薩
行

は

餡
旧

吋
叫『
叫
で

あ

り

、

菩

薩

を

防

護

し

防

非

の

働

き

を

な

す

も

の

と

な

る
か

ら

で

あ

る

。

注
（
１

）
　
拙
論
「
『
菩
薩

善
戒
経
』

の
諸
問
題
」
（
『
彿
教
論
叢
』
三

六
号
）
。

（
２

）
　
夕

捐
ｏ
弧
ぼ
ほ

６

亀

民
芻｛
マ

陟

ぼ

ヨ｛
（
以
下
、
浮

ぼ
）
、
召

二

回

山
　
『
大
正

蔵
』
三

〇
、
五

一
四
中

、
『
地
持
経
』
（
『
大
正

蔵
』
三
〇

、
九

二
一
中
）
。

（
３
）
　
澎

ダ

罵

二

５
３
］
　
『
大
正
蔵
』

三
〇
、
五

一
四
下
、
『
地

持
経
』
（
『
大
正
蔵
』

三

〇
、
九

二
一
中
下
）
。

（
４

）
　冖

曽

粂

に

‥
塗

智

跖

咎

回

乱

（
以
下

、

帥ｇ

）
、
召

’｛
朏
μ

呂
　
『
大
正

蔵
』

三
〇

、

四
三
（

中
、

声
聞
地
研
究

会
「
梵
文
声
聞
地

（
十
三

）
」
（
『
大
正
大

学
綜
合
彿

教
研
究
所
年
報
』
十

六
号
、
二

四
二
頁
）
。

（
５

）
　
声
聞
地
研

究
会

「
梵
文
声
聞
地

（
十
三
）
」
（
『
大
正

大
学
綜
合
佛
教
研

究
所

年
報
』

十

六
号
、
二

四
一
頁
）

で
は
、

留

ダ

？

芯
こ
は

回

心

郎
ぼ
ｇ

．躋
佃
び
ぼ
『
魯

で
あ

る
が
、
北
京
民
族
図
書

館
所

蔵
原
写
本
に
よ
り

回

心

ぼ
ぼ
口
平
袴
佃
介
肺
魯

に
訂
正

。

〔
６
〕
　
同

右
。
同

じ
く

叫ｏ
哇
？
絮
”
’ｇ

聆
呑

を
ｇ
ｏ
ｔｒａ
-ｓａ
ｍ
ｃ
ａ
ｒ
谷

に
訂
正
。

（
７
）
　
留

ダ

？

↑呂
　
『
大
正
蔵
』
三
〇

、
四
三
（

中
下
。

（
８
）
　
呂

？

召

乱

印
‐
。回
　
『
大
正

蔵
』
三
〇

、
四
四
八
下

四
四
九
上

。

（
９
）
　
Ｓ
ｂ
ｈ
｡　ｐ
.
　３５
３

（
1
0）
　『
大
正
蔵
』
三
〇
、
四
四
九
上
。

（
1
1）
　
汐

ド

？

↑豐
　
『
大
正
蔵
』
三
〇

、
四
二
五
下
。

（

扠一
）
　
Ｓ
ｂ
ｈ
｢　Ｐ
Ｐ
.　３
５
３
- ３
５５

（
1
3）
　『
大
正
蔵
』
三
〇
、
四
四
九
上
。

（
1
4）
　
防
呂

、
匂
乙

部

（
1
5）
　『
大
正
蔵
』
三
〇
、
四
四
九
中
上
。

（
1
6）
　
帥
ぴ
ダ

り
り
乱

部
山
呂



四

四
九
下

。

‘心
・

｝
　『
大
正

蔵
』
三

〇
、
四
七
八
中
、
『
地

持

経
』
（
『

大
正

蔵

』
三

〇

、

八

八

八

上

）
。

（
2
0
）
　
圃
び
ぎ

戸

隠

『

大
正

蔵

』

三

〇

、

四

八

二
下

、
『
地

持

経

』
（
『
大

正

蔵

』

三

〇

、

八

九

〇
下

）
。

（
2
1
）
　
Ｂ
ｂ
ｈ
｢
　ｐ
二

８
８
　
『
大

正

蔵

』

三

〇

、

五

二

三

上

、
『
地

持

経

』
（
『
大

正

蔵

』

三

〇

、

九

一

八

中

）
。

（
2
2
）
　
圃
７
Ｆ

ｔ
に

眤
　
『
大
正

蔵

』

三

〇

、

五

一

｝
上

、
『
地

持

経

』
（
『
大

正

蔵

』

三

〇

、

九

一
〇

中

）
。

（
2
3
）
　
『

菩

薩

善

戒

経

』
（
『
大
正

蔵

』

三

〇

、

九

八

二
下

）

は

「

菩
薩

摩

訶
薩

若
し

菩

薩

戒

を

受

持
せ

ん

と

欲

せ

ぱ

、

先

ず
当

に

心
を

浄
め

て
七

種

戒

を

受

く
。

七

種

戒

と

は
即

ち

是

れ

心

を

浄

め

て

菩

薩

戒

に

趣

く

な

り
」

と

い

い

、
七

衆

の

別

解

脱

律
儀

を
菩

薩

戒

と

は

み

て

い

な

い

。

ま

た

受

善

法

戒

（

摂

善

法

戒
）

を

受

け

る

と

き

に

は

律

儀

戒

（
七

種

戒

）

を

離

れ

る
と

い

う

。

そ

の

一

方

で

、

律

儀

戒

に

「

浄

心

」

の

意

味

を

も

た

せ

て

い

る

。

（
2
4
）
　
留

ダ

罵

乱

回

心

刄

（
2
5
）
　
『
大

正

蔵

』

三

〇

、

四

五

〇
下

。

（
2
6
）
　
∽
び
尹

？

忿
　

声

聞

地

研

究

会

「

梵

文

声

聞

地

（
三

）
」
（
『
大

正

大

学

綜

合

佛

教

研

究

所

年

報

』

六

号

、

一
四

八

頁

）

参

照

。

（
2
7
）
　
『
大

正

蔵

』

三

〇

、

四

〇

三

中

。

（
2
8
）
　
欠

本

｛

り
び
狸

？

｝
弓

）

は
ｓ
ｎ
ａ
-ｓ
a
m
ｖ
ａ
ｒ
ａ

で
お

り

、

諂
旧

ｊ
ｓ

か

Ｆ

（
律

儀

戒

）

で

は

な

い

。

一

般

に

は
こ

れ
を

律

儀

戒

の

意

味

に

と

っ

て

お

り

、

ま

た

三

種

戒

の

授

戒

の

順

か

ら

は

律

儀

戒

か

ら

摂

善

法

戒

へ

と

次

第

す

る

の

で

あ

ろ

う
。

し

か

し
S
i
l
a
-
ｓ
a

m
ｖ
ａ
ｒ
ａ
（

戒

律

儀

）

と

は

三

種

戒

を

含

め

た

菩

薩

戒

に
対

す

る
用

語

で

も

あ

る
。

こ

の

よ

う

に

理

解

す

れ

ば
、

摂

善

法

戒

は

三

種

戒

授

戒

後

の

菩

薩

行

の
意

味

に
な

る
。

（
2
9
）
　
∽
呂

’
？

｛
ｓ
　

『
大
正

蔵

』

三

〇

、

五

一

一
上

。
『
地

持

経

』
（
『
大

正

蔵

』

三

〇

、

九

一
〇

中

）
。

（
3
0
）
　
平

川

彰

『
浄

土

思

想

と

大

乗

戒
』
（
平

川

彰

著

作

集

７

）

二

五

八

頁

。

『
瑜
伽
論
』
の
三

種
戒

（
3
1
）
　
佐

藤

密

雄

『
講

本

大

乗

戒
卜
』
づ頁

。三

（
3
2
）
　
啣
ぴ
？

？

｛

訟

『
大

正

蔵

』

三

〇

、

五

二
一
中
下

、
『
地

持

経

』
（
『

大
正

蔵

』

三

〇

、

九

一

】
中

）
。

ま

た
三

種

戒

と

六

波

羅

蜜

の

関

係

は

、

斉

藤

舜

健

「
『
菩

薩

地

』

戒

品
所

説

の
三

衆

浄

戒

の

構

造
」
（
『
佛

教

大

学

大

学
院

研

究

紀

要

』

十

八

号

）

に
詳

し

い

。

（
3
3
）
　
大

野

法

道

『
大

乗

戒

経

の
研

究
』

一

八
六

頁

。

（
3
4
）
　『
大

品

般

若

』

巻
二

〇

、

摂
五

品

（
『

大
正

蔵
』

八

、
三

六

五

上

）
。

（
3
5
）
　
靨
び
ダ

？

謚
。
　
『
大
正

蔵

』

三

〇

、

五

一

一

上

、
『
地

持

経

』
（
『
大

正

蔵

』

三

〇

。

九

一

〇

中

）
。

（
3
6
）
　
啣
び
Ｆ

で
句
・

↑
弓

］

台
　
『
大
正

蔵

』

三

〇

、

五

一

一
上

中

、
『
圸

持

経
』
（
『
大

正

蔵

』

三

〇

、

九

一
〇

中

）
。

（
3
7
）
　
Ｓ
ｂ
ｈ
｡
　ｐ
ｐ
.
　
５
-
１
４
　
『
大
正

蔵

』

三
〇

、

三

九

六

中
－

三

九
七

下

。

’

（
3
8
）
　
り
呂

’
？

↑
司
　

口
汢

二

回

ダ

恤
二

昂
　
『
大

正

蔵

』

三

〇

、

五

一
五

中

、
『
地

持

経

』
（
『

大
正

蔵
』

三

〇

、

九

二

二
上
）
。
平

川

彰

『

浄
土

思

想

と
大

乗

戒

』
（
平

川

彰

著

作

集
７

）

二

五

九

頁

で

は

、

四

重

・

四

十

三

軽

戒

の

菩

薩

戒

経

を

授

け

る

と

き

の
文

と

し

て

理

解

し

て

い

る

。

（
3
9
）
　
り
びｙ

匂

↑
呂
　

冖
ｙ
叺

こ

φ
ぴ
ぎ

？

芯

べ
　
『
大
正

蔵

』

三

〇

、

五

一

五
上

、
『

地

持

経

』
（
『
大

正

蔵

』

三

〇

、

九

回
二
上

）
。

（
4
0
）
　
り
呂

‘
？

色

。
　
『
大

正

蔵

』

三

〇

、

五

七

五

中

、
『
地

持

経

』
（
『
大

正

蔵
』

三

〇

、

九

五

九

上

中

）
。

（
平

成

四

年

度

浄

土

宗

教

学

院

助

成

、

共

同

研

究

「
大

乗

仏

教

に

お

け

る
菩

薩

戒

の
研

究

」

よ

り

）

六
三

（
ｎ

）
匸

恂
大

正

蔵

卜

三

〇

、
ゾ
四

四

九

中

。

（
1
8
）
　

Ｓ
ｂ
ｈ
｡
　ｐ
.
　
３
５
７
　
ｒ
大

正

蔵

卜

三

〇

、

（
1
9
）

Ｘ

’
り
に
ま

‥
｝ｗ
ｏ
ａ
ぽ
ａ
戝

笄

叫
ぴ
ぼ
ぐ
ヨ
｛

“一





『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
諸
本
の
成
立
過
程

は

じ

め

に

法
然
上
人
（
以
下
、
尊
称
を
略
す
）
の
伝
記

は
、
現

存
す
る
も
の
だ
け
で
も
二
十

数

種
類
を
か

ぞ
え
、
日
本
史
上
伝
記
を
最
も
多
く
伝
え
る
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
法

然
の
生
涯
に
お
け
る
行
状
等
に
不
明
瞭
な
箇
所
が
多
い
の
も
、
こ
う
し
た
幾
種
類

も

の
伝
記
が
成
立
す

る
過
程
で
、
修
飾
・
潤
色
を
繰
り
返
し
、
虚
構
と
も
い
え
る
法
然

像
が
構
築
さ
れ
て
い

っ
た
こ
と

に
よ

る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
大
部
分
が
恐

ら
く
室

町
時
代
初
頭
頃
ま
で
に
、
布
教
伝
道
用
と
し
て
製
作
さ
れ
て
い

っ
た
と
い
う
事
情
と

深
く
関
係
す
る
も
の
と
想
像
さ
れ
、
こ
れ
ら
法
然
伝
の
虚
構
を
取

り
払

わ
な
け
れ
ば
、

法
然
に
関
す

る
歴
史
的
事
象
に
迫
る
こ
と
は
難
し

い
。

法
然
伝
に

つ
い
て
の
研
究
は
、
夙
に
今
岡
達
音
・
望
月

信
亨
両

氏
ら
に
よ
っ
て
行

（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

な
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
発
表
さ
れ
た
中
沢
見

明
氏
の
論
考
は
、
『
源

空
聖
人
私
日
記
』

（
３
）

を
最
も
古
い
成
立
と
設
定
す
る
な
ど

、
一
時
代
を
画

す
る
程
の
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
と
な

っ
た
。

そ
し

て
、
井
川
定
慶

こ
二
田

全
信
・
田

村
圓
澄
の
諸
氏
ら
は
こ

れ
ら
に
続

い
て
一
層
体
系
的
な
法
然
伝
研
究
へ
と
進
展
さ
せ
、
昭
和
三

十
六
年
よ
り

・
　
　『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
諸
本
の
成
立
過
程

中
　
　

野

正
　
　

明

刊
行

さ
れ
た

『
法
然
上
人
伝

の
成
立
史
的
研
究
』
（
法
然
上
人
伝
研
究
会
編
）

全
四
巻

を
上

梓
、
各
種
法
然
伝
の
記
述
の
全
容
を
比

較
対
照
の
う
え
掲

載
所
収

さ
れ
た
た
め
、

こ
れ
以
降
の
法
然
伝
研
究
は
そ
の
成
果
を
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、

と
く

に
各
伝
記
間
の
記
述
の
相
互

関
係
に

つ
い
て
よ
く
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
ど
な
っ
た

の
で
あ

ご
。

し

か

る
に
、
こ
れ
ら
先
学
所
論
の
視
点

が
、
い
ず
れ
も
各
種
伝
記
の
成
立
年

代
の

設
定
と
、
各
記
述

の
関
連
性
の
検
討
か
ら
相
互
の
前
後
関
係
等
に
絞
ら
れ
、
そ
の
結

果
蹲
説
紛
々

の
状
況
を
呈
す

る
に
至

っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
問
題
が
法
然
伝
研

究
に

と
っ

て
重
要
な
課
題

で
あ

る
こ
と
は
充
分

に
理
解

で
き

る
が
、
筆
者
は
こ
れ
と
並
行

し
て
、
各
伝
記

の
成
立
過
程
を
考
察
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
虚
構
部
分

と
そ
れ
以
外

の
部
分
と
を
選
別
す

る
よ
う
な
史
料
批
判
の
作
業
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え

る
。

そ
の

た
め
に
は
、
伝
記
所
載
の
各
種
遺
文
類

に
つ
い
て
、
そ
の
原

型
を
想
定

し
だ

史
料
的
信
憑
性
の
確
認
を
行
な
い
、

そ
れ
ら
の
所
収
経
路
を
辿
っ
て
い
く
こ

と

が
必
要

で
あ
る
。

こ
の
よ

う
な
問
題
意
識
と
遠
大
な
法
然
伝
研
究
の
計
画
を
も
と
に
、
各
種
法

然
伝

六
五



佛

教

文

化

研

究

を

類

別

的

に
取

り

扱

う

な

ら

ば

、

安

貞

元

年

（
一
二
二
七
）

隆

寛

が
編

し

た

『
知

恩

講
私

記
』
（
以
下

、
『
講
私
記
』

と
称
す
）、

仁
治

二

年

二

二

四
一
）

頃

に
法

然

の
遺

弟

源

智
門

下

に

よ

っ

て

編

集

さ

れ

た
遺

文

集

と
も

い
う

べ
き

醍

醐

寺

所

蔵

の

『
法

然

上

（
５
）

人

伝

記

』
（
以
下
、
『
醍
醐
本
』

と
称
す
）
、

嘉

禎

三

年

（

匸
一
三
七
）

湛

空

の
編

集

に
な

る

『
法

然

上

人

伝

法

絵

』
（
以
下
、
『
四

巻
伝
』

と
称
す
）
、
『
西

方

指

南

抄

』

中

巻

末
に

所

収

す

る

『
源

空

聖

人

私

日

記

』
（
以
下
、
『
私
日
記
』

と
称
す
）

等

、

法

然

滅

後

比

較

的

早

く

に
成

立

し

た
法

然

伝

と
、

そ

の

後
順

々

に
成

立

を
み

る

『

増

上

寺

本

』
『
知

（
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
７
）

恩

伝

』
『

弘
願

本
』
『
十

巻

伝

』
『
琳

阿

本
』
『
古

徳

伝

』

等

の

い

わ

ゆ

る
伝

法

絵

形

式

の
も

の
、

そ
し

て

『
九

巻

伝

』
『
四

十

八

巻

伝

』

の

ご
と

き

勅

伝

と

、

そ

の

他

の

伝

記

と

に
大

別

が

で
き

る
。

本

稿

で

は

こ

れ
ら

の

う
ち

、

比

較

的

成

立

の

早

い

伝

記

と

い

え

る

『
四

巻

伝
』

を

取

り

あ
げ

る

わ

け

で

あ

る

が
、

そ

の

主
眼

に

つ

い
て

述

べ

て
お

く
と

、
『

四

巻

伝

』

は
体

系
的

に

完

結

し

た
法

然

の

伝

法

絵

と
し

て

嚆

矢

を

な

す

も

の

で

あ

る
。
『
四

巻

伝

』

に
も

諸

本

が
確

認

さ

れ

て
お

り

、

各

種

法

然

伝

の
研

究

に

こ

の

『

四

巻

伝
』

諸

本

の

検

討

は
、

も

っ
と

も

基

礎

的

な

課

題

と

言

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

し

か

し

な

が
ら

、

こ

の

点

に

つ
い

て

従

来

あ

ま

り

詳

し

く
語

ら

れ

る

こ

と

が

な

か

っ

た
。

祖

本

の

成

立

が

前

述

の

よ

う

に

法

然

滅

後
二

十
五

年

と

い

う
最

初

期

に

遡

る

関

係

が

ら

、

こ

の

『

四

巻

伝

』

諸

本

の

記

述

の
詳

細

な

検
討

は

、

こ

れ
以

降

の
伝

法

絵

の

基
礎

を

成

す

記

述

を

問

題

と

す

る

こ

と

に
な

る

の

で

あ

る
。

し

た

が

っ

て

、

そ

れ

ぞ

れ

の

書

誌

的

な
問

題

点

を
確

認
し

た

う
え

で
、

諸

本

の
比

較
対

照

に

よ

っ

て

、

各

記

述

が

ど

の

よ

う

に
形

成

さ

れ

て

い

っ

た

の

か

を
考

察

し

て

い

く

こ

と

に

す

る
。

六
六

一
　
『
法

然

上

人

伝

法

絵

』

の

諸

本

１
　

筑
後

善

導

寺

所

蔵

本

筑

後

善

導

寺

に

は
法

然

の
伝

法

絵

と

見

ら

れ

る
四

軸

の
巻

物

が
所

蔵

さ

れ

て

い

る

（
以
下
、

善
導
寺
本
と
称
す
）
。

こ

の

善

導

寺

本

は
夙

に

望
月

信

亨
氏

に

よ

っ
て

『
本

朝

祖

師

伝

記

絵

詞

』
（
善

導

寺
刊

。
明

治
四

十

五

年
）
な

る

題

目

で

公

刊

さ

れ
、

同

氏

「
本

朝

祖
師

伝

記

絵

詞

に

就

い

て
」
（
『
宗
教
界
』

第
七

巻
第

匸
一
号
、
明

治
四
十
四

年
）
、

鷲

尾
順

敬

氏

「

本

朝

祖

師

伝

記

と

拾
遺

古

徳

伝
」
（
『
宗
教
界
』

第
七
巻
第
四
号

、
明

治

四

十
四

年
）

等

に

よ

っ

て

そ

の

存

在

が

知

ら

れ

て

お

り

、

井

川

定

慶

氏

編

『
法

然
上

人

伝

全

集

』
（
同
刊
行
会
、
昭
和
二

十
七
年
）
に

所

収

さ

れ

て

い

る

。

『
四

巻

伝

』

に

は
後

述

の

よ

う

に
こ

の

ほ

か

に

高

田

本

・
国

華

本

等

が
あ

る

が
、

善

導

寺

本

は
こ

れ
ら

の

な
か

で

も

四

巻

す

べ
て

が
伝

存

す

る
唯

一

の

完

結
本

と

し

て

貴

重

な

価

値

を

有

し

て

い

る
。

そ
こ

で

、

ま

ず

各

巻

の

内

題

・

奥

書

を
次

に

ま

と
め

て
挙

げ

る

こ

と

に
す

る

。

〔
第

一
巻

〕

（
内
題
）

本

朝
祖

師

伝

記

絵

詞

巻

第

一

（

奥
書
）

（

ナ
シ
）

〔

第
二

巻

〕

（
内
題
）

｛
異
筆
｝

本

朝

祖

師
伝

記

絵

詞
巻

第

二
　
　

四

巻

之

内

光

明

善

導

寺

住

物



（
奥
書
）

嘉

槓

三

年
１１
十

仟
月

廿

五

目

筆

功

已
畢

、

此

絵

披

見

之

人

、

奉

レ
礼
二
三

尊

之

像
一
、
其

詞

説

明

之

輩

、
読
コ
誦

大

経

之

文
一
、

願
二
身

口

意

之

行
一
、

念
二
阿

弥

陀

之

名
・
、
往

生

極

楽

之

志

無

レ
弍

、

勿
レ
疑
レ
之

也

、

爰

耽

空

執
筆

而

草

二
旨

趣
一
、

観

空

和

レ
墨

模
二
厠

図
一
、

願

結
二

一
仏

浄

土

之

縁
・
、

共

証
二
九

品

蓮

台
之

果
・
、
乃

至

無

遮

平

等

、

敬

白

。

耽

空

在
判

観

空

在
判

（
下
略
）

〔
第

三

巻

〕

（
内
題
）

（
異
筆
）

鎮
西

本
山

住

物

四

巻
之

内

伝
法

絵

流

通
三
巻

（
奥
書
）

（
ナ

シ
）

〔
第

四

巻

〕

（
内
題

）

（
ナ

シ
）

（
異
筆
）

光
明

善

導

寺

住

物
四

巻
之

内

（
奥
書
）

嘉

禎
三

年
酊
五

月

に

始
レ
之

、

同

十

一

月
廿

五

日

、

於
二
相
州

鎌
倉

八

幡
宮

本

社
之

邊

｝図
レ
之

、

鎮
西

筑

前

国
之

住

人

左

兵

衛

尉

源

光

忠
心
羅

言

々
、

『
法
然
上

人
伝
法
絵
』
諸
本
の
成
立
過
程

願
主
沙
門
耽
空
六
十
画

（
中
略
）

抑

こ
の
絵
は
、

ふ
か
き
心

さ
し

あ
り
、
特
留
此
経
の
傍

に
為
レ
挿
二
先
師
之
遺

徳
・
、
止
住
百
歳
の
間
、
欲
レ
備
二
後
代
之

美
談
一
者
也
、
然
則
往
日
駅
路
之
斗

薮
、

飜
為
二
界
道
林
池
之
経
行
・
、
今
上
子
城
之
宣

命
者
、
宜
レ
待
二
大
閣
講
堂

之

法
輪
一
粲
、
者
往
生
極
楽
之
類
将
レ
得
二
天

眼
天

耳
他
心
智
・
、
欣
求
浄
土
衆
、

盍
レ
照
二
人
界
人

身
願

楽
思
一
也
、

知
見
無
レ
誤
者
、

早
出
二
有
為
之
家
Ｊ

本
誓

有
レ
憑
速
人
二
無
為
宮
・
云
々
。

耽
空
在
判

永
仁
二
年
押
九
月
十
三

日
書
畢
、

執
筆
寛
恵
渮
七
十
、

雖
二
手

振
目

闇

气

為
二

結

縁
一
所
之
書
也
、
後
見
念
仏
申
可
二
訪
給
・
、

南
無
阿

弥
陀
仏

々
々
ヽ

内
題

で
あ
る
が
、

第
一
巻
と
第
二

巻
が
『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』
と
題

さ
れ

て
い

る
の
に
対
し

て
、

第
三

巻
に
は
「
伝
法
絵

流
通
」
と

あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
第
一
巻
と

第
二

巻
の
方

は
本
文

で
あ
る
詞
書
と
異
筆

で
あ
り
、

ま
た
後
世

の
加
筆
と

も
見
ら
れ

る
。
こ
の
筆
は
第
二

巻
・
第
三

巻
・
第
四

巻
の
内
題

の
下

部
に
、

そ
れ
ぞ
れ
「
四
巻

之
内
　

光
明

善
導

寺
住
物
卜
「
鎮
西
本
山
住
物
四
巻
之
内
」
『
光
明
善
導
寺
住
物
四
巻

之
内
』
等

と
あ
る
記
述

と
同

様
の
も
の
で
、

い
ず
れ

も
後

に
な

っ
て
書
き
加
え
ら
れ

た
も
の
と
見
做

さ
れ
る
。
本
文

で
あ
る
詞
書
と
同
筆
と
言

え
る
の

は
、
第
三
巻
の
内

題
「
伝
法
絵
流
通
」

の
部
分

の
み
で
あ
り
、
こ

れ
が

も
と

も
と

の
題
目

で
あ

っ
た
可

能
性

が
強

い
。

そ
れ
は
、

後
述

の
高
田
本

・
金
沢
文
庫
本
等
の
題
目
と
の
比
較
か
ら

も
想

定
で
き

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
内
題

が
前
述
し

た
よ
う
な
状
況

で
あ
る
こ
と
や
、
奥
書

が
第
二
巻
と
第
四

巻
に
存
す
る
と
い
っ
た
形

態
か
ら
す
る
と
、

あ
る
い

は
善
導
寺
本
の
原
型

は
二
巻
仕

六
七



佛
　

教
　
文
　

化
　

研
　

究

立

て

で

あ

っ

た

の

か

も
し

れ

な

い
。

そ

こ

で
、

こ

の
奥

書

に
よ

っ

て
善

導

寺

本

の
成

立

事

情

を

考

え

て
み

る
と

、

第

二

巻

・
第

四

巻

の
奥

書

か

ら

、

耽

空

な

る

も

の

に

よ

っ

て
嘉

禎

三

年

（

匸

一
三
七
）

五

月

か

ら
同

十

一
月

に
か

け

、

鎌

倉

の
八

幡

宮

本

社

に
お

い

て

編

集

さ

れ

た

も

の

で
あ

る

こ

と

が
分

か

る
。

絵

は
筑

前

の

左

兵

衛

尉

源

光

忠

、
法

名

を

観
空

と

い

い

三

十

三

歳

に

な

る
者

が
担

当

し

た

と

記

し

て
い

る
。

こ

の
編

者

耽

空

に

つ
い

て

は

、

先

学

に

お

い

て

も
法

然
門

弟

の
正

信

房
湛

空

と

は

（
９
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
0）

別

人

で

あ

る
と

す

る
説

と

、

耽

空

と

湛

空

は

音

通

で
同

一
人

で

あ

る
と

す

る

説

と

に

分

か

れ

て
い

る
。

こ

れ

に

つ
い

て

は

、

湛

空

は

『
四
十

八

巻
伝

』

第

四

三

巻

に

よ

る

と

「
生

年

七

十

八

、

建

長
五

年
五

月

の
比

よ

り
、

所

労

の
事

お

は
し

け

る

が

、
同

七

月

廿

七

日

、

念

仏

数
百

遍

、

ね

ぶ

る

が

ご

と

く
し

て

を

は

り
給

に

け

り
、
」

と

あ

り
、

こ

れ
を

も

と

に

逆

算

す

る
と

、
嘉

禎

三

年

は
六

十

二

歳

と

い

う
こ

と

に

な

り
、

善

導

寺

本

第

四

巻

の
奥

書

の
註

記

と

一
致

し

な

い
点

が
、

も

っ
と

も

大

き

な

疑

問

と

さ

れ

て

い

る

。
し

か
し

な

が

ら
、

す

で

に
先

人

も
指

摘

す

る
如

く

、

善

導

寺

本

第

四

巻

が

法

然
滅

後

の
中

陰

三

七

日

供

養

の
施

主

を

「
末

弟

龍

宮

法

師

」

の

よ

う

に
、

註

記

と

し

て

「
耽

空

」

の

名

が
補

書

さ

れ

て

い

る

が

、

こ

の

箇

所

を

『
琳

阿

本

』

巻

八

、

『
古

徳

伝

』

巻

九

、
『
九

巻

伝
』

巻

第

八

上

、
『

四
十

八

巻

伝
』

第

三

九

巻

等

が
、

い

ず

れ
も

湛

空

と

記

し

て
い

る

こ

と

は

、

両

者

が
同

一
人

で

あ

る

こ

と

を
示

唆

し

て
い

る
。

さ

ら

に
、
『
四

十

八

巻

伝

』

第

四

三

巻

に

「
嵯

峨

の
正

信

房
湛

空

は

、

徳

大

寺

の
左

大

臣

実
能
公

の
孫

、

法

眼
圓

実

の

真

弟
大

納

言

律

師
公

全

こ

れ

な

り
、
」

と

あ

る

記

述

を

参

考

に
す

る

と

、

善

導

寺

本

第

四

巻

の

末
尾

「
小

倉
山

鴈

塔

の
図

」

に

「

弟

子

前
権

律

師

公
全
、

此

聖

骨

為
二
奉

納
・
、

敬

建
コ
立

宝

塔

一

基
・
、

同

念

仏
三

昧

を

勤

修

、

奉

い
納
二
阿

波

院
之

御
骨
一
、

こ

れ
少

蔵

山

の
ふ

も

と

、

中

院

の

ほ
と

り
、

大

乗

六
八

善
根
の
堺
也
、
」

と
あ
る
註
記
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
湛
空
の
こ
と
と
い
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
あ

る
。
こ
れ
は
善
導
寺
本
の
編
者

が
伝
記
の
最
後
尾

に
至

っ
て
、
も
っ
と
も

強
調
し
よ
う
と
し
た
箇
所
と
見
ら
れ
、
あ

る
い
は
善
導
寺
本
の
編
集
目
的
を
示

す
記

（
!
3）

述
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
編
者
に
と

っ
て
諱
で
あ
る
公

全
の
名
を
用

い
て
客
観
的
に

記
述
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
想
定
す

る
と
、
こ
れ
ら
は
や
は
り
法

然
門
下

の
正

信
房

湛
空
の
こ
と
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
善
導
寺
本
自
体
の
成
立
年
時
で
あ
る
が
、

ま
ず
第
四
巻
の
奥
書
の
最

末

尾

に
執
筆

者
寛
恵

の
記

述

が
付
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
永
仁
二

年
（

匸
一
九
四
）

九
月
十
三
日
以

降
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
寛
恵
は
目

が
不

自
由
で
あ
っ
た
こ

と
が
記

さ
れ
て
い
る
が

、
全
体
の
絵
図

一
字

体
等
を
確
認
し

て
み

る
に
、
到

底
そ
う

し

た
痕
跡
は
見

ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
書
誌
的

に
見

て
、

こ
の
善
導
寺

本
自
体
の
成

立

を
鎌
倉
時
代
末

と
す

る
こ
と
に
若
干

の
疑

問
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
筆
者
は
こ

の
善
導
寺
本

に
つ
い
て
少

な
く
と
も
室
町
中
期
頃

ま
で
は
下

が
る
書
写
本

で
あ
ろ
う

と

の
認
識
を
示
し

て
お

く
。

２
　

高
田
専
修
寺
所
蔵
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

高
田
専
修
寺
に

『
四
巻
伝
』

の
残
欠
本

が
所
蔵

さ
れ
て
い

る
（
以
下
、
高
田
本
と
称

す
）
。

こ
の
高
田
本
は
昭
和
二
年

に
松
山
忍
明
氏

が

『
唯
信
』

誌
上

（
三
月
号
－

七
月

号
）
に
全
文
を
紹
介

さ
れ
た
こ
と
を
初
め
と
し
、

ま
た
井
卅
定
慶
氏
編

『
法
然
上
人

伝
全
集
』

に
も
所
収
さ
れ

る
に
至

っ
て
い

る
が
、
近
年

コ
咼
田
学
報
』
第
七
五
輯
・

第
七
六

輯
・
第
七

八

輯
に
「
資
料
複

刻
顕
智
上
人

筆
法

然
上
人

伝
法

絵
凵
‥
口
目
－

完
」

と
題
し

て
、
そ
れ

ぞ
れ
影
印
紹
介

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

高
田
派
第
三
世
顕

智

の
書
写
本

で
あ
る
。



高
田

本
は
上

・
下

の
二

巻
仕
立

て
で
あ
っ
た
と
想
定

さ
れ

る
が
、
伝
存
す

る
の

は

こ

の
う
ち

の
下
巻

の
み

で
あ

る
。

前
掲
誌
上

（
『
高
田
学
報
』
第
七
五
輯
）

に
平

松
令

三
氏
の
解
説

が
載
せ
ら
れ
て
い

る
の
で
こ
れ
を
参
考
に
す

る
と
、
内
題
の
「
下

巻
」

の
字

と
第
二
丁
糊
代
下

方
の
「
智
法
智
」
の
文
字
を
除
い
て
、
本
文
は
初
め
か
ら
終

わ
り

ま
で
一
筆

で
書
か
れ
て
お
り
、
朱
筆

の
句
切
点
、
字
間
結
線
、
圏

発
点
、
異
本

と
の
対

校
等
も
本
文

と
同
筆

と
認
め
ら

れ
、
す

べ
て
顕
智
の
筆
と
考
え
ら
れ

る
と
い

う
こ
と
で
あ

る
。

そ
こ
で
、

高
田
本

の
奥
書

に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

南
無
阿

弥
陀
仏
十
反

草
本
云
、
永
仁
四
年
十
一
月
十
六

日
云
々
。

永
仁

四
年
『

十

一
月
下

旬
蟹

ヨ
写
之
・
、

永
仁
四
年

（

匸
一
九
六
）

十
二
月
下
旬

に
書

写
さ
れ
た
と
あ
る
が
、

そ
の
底
本

と

な
っ
た
草
本
す
な
わ
ち
草
稿
本

は

１
ヵ
月

前
の
十

一
月
十
六
日

に
出
来
上

が
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
書
写
が
行
な
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
ら
す
る
と
、

あ
る
い
は
草
稿
本

も
顕
智

に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
顕

智
は
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』

巻

之
七

に

よ

る
と
延

慶
三

年
（

匸
一
一
〇
）
八

十
五

歳

で
没

す
と

あ
り
、

こ
れ

に

よ
っ
て
計
算
す

る
と
永
仁
四
年
は
七
十
一
歳

に
当
た

る
。
顕

智
は
師
真
仏
居

住
の
高

田
房

舎
の
後
継
者

で
あ
り
、

親
鸞
帰
洛
後

に
度
々
上
洛
し

て
面
授
を
う
け
、
『
教
行

信

証
』

を
相
伝
し

た
よ
う
に
親
鸞

の
直
弟

に
も
等
し
く
、
親
鸞
滅
後
の
京
都
に
お
い

（
1
6）

て
親
鸞
門
下

の
中

心
的

な
位
置

に
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
顕
智

に
と

っ
て
法
然
伝

の
再

編
成
、

あ
る
い
は
書
写

は
重
要
な
意
味
を
有
し

て
い
た
に
違
い
な
い
の
で
あ

る
。

高
田

本
は
表
紙
外
題

に
「
法
然
上
人
伝
法
絵
下

」
と

あ
り
、
内
題
に
も
「
法
然
上

人

伝
法
絵
下
巻
」

と
あ
る
。

善
導
寺
本
第
三

巻
の
内
題
が

「
伝
法
絵
流
通
」
、

後
述

『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
諸
本
の
成
立
過
程

の
金
沢
文

庫
本

の
内

題

が
「
伝
法

絵

略
記
抄
」

と
し

て
い

る
と

こ

ろ
か

ら
し

て
、

『
四

巻
伝
』

の
原

名

は
高
田

本

に
記

さ
れ

る
ご
と
く
、
「
法

然
上
人

伝

法
絵
」
等

と

あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ

る
。

そ
し

て
、
善
導
寺
本
、
別
本
で
あ

る
後
述

の
国
華
本

と

は
違

っ
て
、

高
田
本

が
詞

書
の
み
の
記

述
で
絵
図

を
欠

い
て
い
る
点

は
、
『
四

巻

伝
』
諸
本

の
成
立
過
程
を
考
察
す

る
う
え
で
、

こ
の
高
田
本
を

ど
の

よ
う

に
位
置
付

け

る
か
に
つ
い

て
の
重
要
な
視
点

の
一
つ
と
な
っ
て
い
く

こ
と
で
あ
ろ
う
。

３
　
『
国

華
』
所
載
本

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
発
行

の
『
国

華
豐
（
国
華
社
）
第
七
〇
五
号

の
誌
上

に
。
梅

（
1
7）

津
次
郎
氏

に
よ
っ
て
「
新
出

の
法
然
上
人
伝
法

絵
に

つ
い
て
」

と
題
す

る
論
文

が
発

表

さ
れ
、

そ
の

な
か

で
当

時
学
界
未

知
の
『
法
然
上
人
伝
法
絵
流
通
』
な

る
古
写
本

（
以
下
、
国
華
本
と
称
す
）

が
紹
介
さ
れ
た
。

そ
れ
は
い
わ

ゆ
る

『
四
巻
伝
』

の
一
部

分

に
該
当
し
、
同
氏

の
述

べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と

終
戦
前
後
巷
間

に
出

で
た
も
の
の

よ
う
で
、

も
と
も
と
は
一
巻
で
あ
っ
た
が
間

も
な
く
分
断

さ
れ
、
断
簡

と
な
っ
て
諸

処
に
分
蔵

さ
れ
て
い
た
も
の
を

、
諸
氏
の
協
力

を
得

て
そ
れ
ら
を
復
原
す

る
形

で
公

表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同

論
文

で
は
こ
の
国

華
本

の
紹
介
に
当
た
り
、
書

誌
の
解
説
、
絵

の
美
術

史
的
価

値
等
を
論
じ
な
が
ら
、
と
く
に
善
導
寺
本
と
の
記
述

内
容
や
形

態
に
お
け

る
比

較
に

つ
い
て
詳
細
な
検
討

を
加
え
ら
れ
て
い

る
が
、
同
論
文
が
今
日

の
斯

学
界

に
多
大
な

貢
献
を
成
し
て
い

る
の
は
、
こ
の
国

華
本
の
全
容
を
写
真
版
に
て
掲
載
し

た
う
え
、

末
尾

に
そ
の
詞
書
の
全
文
を
翻
刻
所
収

さ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
後
、
井

川
定
慶
氏
編
『
法
然
上
人
伝
全
集
』

に
『
四
巻
伝
』

の
前
掲
二

本
と
と
も

に
所
収

さ
れ

る
こ
と

に
な
り
、
法
然
伝
研
究
の
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
一
本

六
九



彿

教
　
文

化
　
研

究

に
加
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
論
文

も
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
国

華
本
の
確

認
に
よ
っ

て
、
「
法
然
上
人

伝
法
絵

流
通
下
」

と
の
内
題
を
有
し

て
い
て
、

国

華
木

は
前
述
し

た
よ
う

に
も
と
は
一
巻

で

あ

っ
た
も
の
の
残
欠
本
で
あ
り
、

そ
の
内
容
が
善
導
寺
本

の
第
三

巻
か
ら
第
四
巻

に

亘

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

華
本
は
も
と
上

・
下

の
二

巻
本

で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か

る
と
と
も
に
、
『
四

巻
伝
』

の
祖

本
も
二

巻
本

で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
と
す

る

ご
と

が

で
き

る
。
さ
ら

に
、
後
に
詳
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

善
導

寺
本

に
見
当

た
ら

な
い
絵
・
詞
書

が
若
干

あ
り
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
し

て
挿
入

さ
れ
た
の
か
、

こ

の
問
題
は
『
四
巻
伝
』
の
原
型
に
遡
る
貴
重

な
資
料

を
提
供
し

て
い

る
の
で
あ
り
、

ま

た
諸
木
各
々
の
成
立
過
程
を
探
る
う
え
に
重
要

な
視
点
と
な
る
も
め
と
言

え
る
。

国
華
本
自
体
の
成
立
時
期
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
梅
津
氏
は
絵
の
美
術
史
的
評

価

に
拠
っ
て
、
一
概

に
共
通
の
様
式
を
も

つ
も
の
と
し
て
概
括
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ

る
と
し
な

が
ら
も
、
『
増
上
寺
本
』
『
琳
阿
木

』
『
四
十
八
巻
伝
』
『
古
徳
伝
』

等
の
法

然
伝
、

な
ら
び
に
上
宮
寺
蔵

『
聖
徳
太
子

絵
伝
』
、

専
修
寺
蔵

『
親
鸞
絵
伝

』

等
の

作
品
と
同
一
線
上

に
置
き
、
南
北
朝
に
降
っ
て
置
く
ど

と
は
出
来
な
い
と
し

て
、

一

般
的
に
見

て
も
な
お
鎌
倉
絵
巻
の
格
調
を
保
っ
て
い
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、

諸

本

の
成
立
事
情
を
考
察
す

る
に
当
た
り
、
充
分
に
参
考
と
し

て
い
く
こ
と
に
し

た
い
。

４
　

金
沢
文
庫
所
蔵
本

『
四

巻
伝
』

に
も
う
一
本
、
平

成
二
年
納
冨

常
天

氏
に
よ
り

『
日
本
歴
史
』

第
五

〇
〇
号

に
「
『
伝
法
絵
略
記
抄
』

断
簡
に
つ
い
て
」

な

る
史
料
紹
介
が
あ
り
、

こ
れ

に

「
伝
法
絵
略
記
抄
」

と
題
す

る
『
四
巻
伝
』

の
抜
抄

と
思

わ
れ
る
法
然
伝
（
以
下
、

金
沢
文
庫
本
と
称
す
）
の
写
真
版
と
翻
刻
が
載
せ
ら
れ
た
。
こ
の
新
発
見

の
資
料

は
た

七
〇

と
え
ば
善
導
寺
本
と
比
較
し

て
み

る
と
、
大
部
分

は
一
致
す

る
が
、
若
干

の
出
入
り

や
新
し

い
記
述

と
見

ら
れ

る
箇
所
も

あ
る
な
ど
、
『
四
巻
伝
』

の
形
成
過
程
を
考
察

す

る
う
え

に
有
益
な
材
料
と

な
る
と

と
も
に
、
比
較
的
初
期

に
成
立
し
た
他
の
法
然

伝

と
『
四

巻
伝
』

と
の
関
係

に
つ
い
て
も
、
少
し

く
重
要
な
問
題
点
を
提
供
す

る
こ

と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に

つ
い

て
は
、

す
で
に
拙
稿

「
初
期
法

然
伝

の
比
較
研
究
Ｉ

特

に
冒
頭
部

分

を
中
心

と
し

て
１

」
（
『
佛
教
論
簑
』

第
三
六
号
、
平
成
四
年
）

に
お
い

て
取

り
あ

げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

後
述
も
す
る
が
他

の
『
四

巻
伝
』
諸
本

と
の
比
較

に
よ
っ
て

特
異

記
事
と
認

め
ら
れ
る
箇
所

が
存
す
る
。

こ
れ
ら
は

『
講
私
記

』
『
私

日
記
』

な

ど
に
も
な
い
記

述
で
、
『
醍
醐
本
』

所

載
の

「
別

伝
記
」

の
記
述

と
の
み

符
合

す
る

点
を
指
摘
し

、
『
醍
醐
本
』
「
別

伝
記

」
の
史
料

的
信
憑
性
、
記
述

の
溯
源

性
を
証
明

す

る

こ
と

に

も

な

る
と

述

べ
た
。
納
冨

氏

は
後

に
「
『
伝

法

絵

略
記

抄
』
断

簡
」

（
『
駒
澤
大
学
佛
教
学
部
研
究
紀
要
』

第
五
〇
号
、

平
成
四
年
）

に
お
い
て
詳
細
な
考
察
を

加
え
ら
れ
て
い

る
が
、

そ
の
な

か
で
こ
の
金
沢
文
庫
本

が

『
末
法
灯
明

記
』
『
大
唐

西
域

記
』

の
抄

出
一
紙
と
と
も
に
合

綴
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明

か
さ
れ
、

そ
の
『
末

法
灯

明
記

』
抄

出
中

に
は
「
従
二
承

久
三

年
辛
巳
・
至
二
千
延
応
元
年
己
亥
一
十
九
年
、

都
合

従
二
壬
申
一
至
二
手
延
応
元
年
己
亥

二
一
千
一
百
八
十
九
歳
也
」
と
あ
る
が
、

こ
れ

は
本
抄
出

が
延
応
元
年
（

匸
一
三
九
）
に
書
か
れ

た
こ
と
を
意
味

す
る
も

の
と
見
な

す
こ
と
が
で
き

る
と
し

、
原

本
『
四
巻
伝
』
が
成
立
し
て
か
ら
わ
ず
か
二

年
後
の
抄

出
本

と
い
う
こ
と
に
な
る
こ
と
を
述

べ
ら
れ
て
い

る
。

そ
し
て
、
善
導
寺
本
の
奥
書
に
鎌
倉
八
幡
宮
本
社
に
お
い
て
製
作

さ
れ
た
旨

が
記

さ
れ
て
い
た
が
、
金
沢
文

庫
本

の
よ
う
に

『
四
巻
伝
』
の
抜
粋
と
し

て
伝
存
し

て
い

る
こ
と
は
、
鎌
倉
に
お
い
て
当

時
『
四
巻
伝
』
が
流
布
し

て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な



る
資
料

で
あ
る
と
言
え
る
。

二
　

国

華

本

・
善

導

寺

本

・
高

田

本

の
比

較

前
述
し

た
『
四

巻
伝
』
諸
本

の
う
ち
、
と
く
に
国
華
本
の
記
述

に
該
当
す

る
部
分

に
つ
い
て
、
国
華
本
・

善
導

寺
本

こ
咼
田
本
の
各
記
述
を
比
較
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
成

立
過
程

を
考
察
す

る
手

だ
て
と
し

た
い
。

は
じ
め
に
国

華
本
と
善
導

寺
本

と
の
絵
図
を
比
較
し

て
み

る
と
、
両
者
は
類
似
し

た
構
図

で
あ
り
ほ
と
ん
ど
合

致
す

る
と
言
え

る
が
、
国
華
本

に
は
善
導
寺
本
の
第
四

〇
図

と
第
四

一
図

と
の
間

に

「
法
然
配
流
門
出

の
絵
図
」
、

第
四
六
図
と
第
四
七
図

と
の
間

に
「
聖
覚
唱
導

の
絵
図
」

が
挿
入
さ
れ
て
い

る
。
反

対
に
善
導
寺
本
の
第
四

九
図
「
女
人
法
談
聴
聞

の
絵
図
」

が
国
華
本
に
欠
落
し
て
い

る
の

は
、
分
断
さ
れ
て

［
国
華

本
・
善
導
寺

本
・
高
田
本
の
比
較
一

（
図
中
ノ
詞
書
）

摂

津
国

お
へ
し

ま
二
と
ゝ
ま
り

給
け
れ
（

、
村

ノ
男

女

老
若
参

集
事
濱

の
沙

の
数
を
不
レ
知
、
其
中

に
往

生

行

勧
と

て
、

上
中
下

の
蓮
（

念
仏
の
名
二
顕

れ
、

転

妙

法
林
の
輿
（

平
生

二
あ
か
む
る
仏
也
、
心
（

此

界

一
人

念
仏
名
云
、
現

存
二
奉
行
三
尺
の
立

像
也
。

『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
諸
本
の
成
立
過
程

散
逸
し

た
こ
と
に
よ

る
も

の
で
あ
っ
て
、
こ

れ
は
も
と
も
と
は
存
在
し
た
の
で
あ

ろ

つ
ぎ
に
詞
書

に
目

を
転

ず
る
と
、
三
本

と
も
に
表
現

の
相
違

は
あ

る
も
の
の
内
容

的

に
概

ね
一
致
し

て
い
る
。

そ
の
な

か
で
、
国
華
本

と
善
導
寺
本
に

は
絵
図
中

に
詞

書
と
し

て
註
記

の
よ
う
な
記
述

が
多
く
加
え

ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
国
華
本
の
こ
の

註
記
箇
所
を
見

て
い

く
と
、
善
導
寺
本
に

踏
襲

さ
れ

て
い

る
記
述
と
、
善
導
寺
本
に

ま

っ
た
く
欠

落
し

て
い
る
記
述

と
が
存
し
、
こ

れ
ら

の
註
記

が
加
え

ら
れ

た
経
緯

に

つ
い

て
の
解
明

が
、

す
な

わ
ち
両
本

の
性
格
を
考
え

る
う
え
で
極
め

て
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
予
想

さ
れ

る
。
紙
面

の
都
合
か
ら
全
文

の
対
照
表
は
載
せ
ら
れ
な
い

が
、

記
述

の
共
通
性
、
相
違
点
等
に
お
い

て
取
り
挙
げ

る
べ
き
箇
所
を
次
に
列
挙
し
、
記

述
の
有
無
を
併
せ

て
表
示
し
て
み
よ
う
。

（
絵
）
「

第
四

一
図

（
配

流
海
路
途
中
の
絵
図
）
」

（
図
中
詞
書
ナ
シ
）

（
上

略

）

摂

津

国

経

ノ

シ

マ

ニ

ト

マ

ラ

セ

給

ケ

レ
（

、
村

里

ノ

男

女

大

小

老

若

マ

イ

リ

ア

ツ

マ

リ

ケ

リ

、

ソ

ノ

時

念

シ
ヤ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ケ
チ
ェ
ン

仏

ノ

御

ス

ヽ

メ

イ

ヨ

く

ヒ

ロ

ク

、

上

下

結

縁

カ

ス

シ
マ
　
　
　
（

ラ
　

タ
イ
シ
ヤ
ウ
コ
ク
　
　
　

フ

ヲ

シ

ラ

ス

、

コ

ノ

島
（

六

波

羅

ノ

大

相

国

一

千

部

ノ

法

華

経

ヲ

石

ノ

オ

モ

テ

ニ

カ

キ

テ

、

オ

ホ

ク

ノ

ノ

七

一



佛
　

教
　

文
　

化
　

研
　

究

（
残

欠

七
）

（
絵

）
「

配

流

海

路

途

中

の

図

（
後

半

）
」

（
図
中

ノ
詞
書
）

此

嶋

（

六

波

羅

大

相

国

一

千

部

の

法

華

経

を
石

ノ

面

二
書

テ
、

漫

々

た

る

波

ノ
底

二
沈

テ
、

鬱

々

た

る

魚

カ
イ
　

サ
ン
　
　

メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
゛

貝

を

済

か

た

め

二
、

安

元

・

宝

暦

よ

り
（

し

め

て

未

来

際

を

尽

す

ま

て

、

結

縁

を
人

々
（

い

ま

に
石

を

ひ

ろ

ふ

テ
そ

、

向

う

な

る

い

か

な

る

人

に

か

侍

け

ん

、

尽

♂

船

の

波

二
ゆ

ら

れ

け

る

を
見

、

南

無

阿

弥

陀

仏

を
上

二
を

き

て

読

る

。

難

波

め

か
　

も

か

り

に

い

つ

る
　

あ

ま

を

ふ

ね

み

き

は

の

波

二
　

た

ふ

め

き

に

け

り

㈲
（
残
欠

匸
一
）

（
絵
）
「
地
頭
西
仁
館

に
お
け
る
饗
応

の
図
」

（
図
中
ノ
詞
書
）

極
楽
モ
カ
ク
ヤ
有
覧
ア
ラ
タ
ノ
シ

ト
ク
参

ラ
（

ヤ
南
無
阿

弥
陀
仏

㈲
（
残
欠

匸

ご

（
絵

）
「

勝

尾

山

一

切

経

施

入

の

図
」

（
絵
）
「

地
頭

西

仁

館

に
お

け

る

饗

応

の
図

」

（
図
中
詞
書
ナ
シ
）

（
絵
）
「
勝

尾

山

隠

棲

の
図

」

七
二

ポ
リ

プ
半

ヲ
タ
ス
ケ
、
人

ノ
ナ
ケ
キ

ヲ
ヤ
ス
メ

ム
タ

メ
ニ
、
ツ
キ
（

シ
メ
ラ
レ
ケ
リ
、
イ
マ
ニ
イ
タ
ル
マ

テ
ク
タ
ル
フ
ネ
ニ
（

、
カ
ナ
ラ
ス
石
ヲ
ヒ
ロ
イ
テ
オ

ク
ナ
ラ
ヒ
ナ
リ
、
利
益

マ
コ
ト

ニ
カ
キ
リ
ナ
キ
ト
コ

ロ

ナ
リ

、

（
下
略
）

（
上
略
）
コ

レ
ヲ

御

覧

シ
テ

上

人

ノ
御

哥

、

コ

ク
ラ

ク
モ

カ
ク
ヤ

ア
ル
ラ
ム
ア
ラ

タ
ノ

シ

ト
ク

マ
イ
ラ
（

ヤ
南
無
阿
弥
陀
仏

ア
ミ

タ
フ
ト
イ

フ
ョ
リ
ホ
カ
（

ツ
ノ
ク
ニ
ノ

ナ
ニ
（

ノ
事
モ

ア
シ
カ
リ

ヌ
ヘ

シ

（
下
略
）



（
図
中
ノ
詞
書
）

当
山

‘二

切

経

御

坐

さ

る

由

聞

ケ

レ
（

、

上

人

所

持

ノ

経

論

渡

給

二
、

寺

内

ノ
老

若

上

中

下

七

千

餘

テ

シ
　

パフ
ィ
ン
　
　
　
コ
ラ
フ

人

ヲ
遣

テ
、

坂

迎

上

人

御

弟

子

殿
法

印

御

房

古

老

住

侶

才

、

各

花

散

香

焼

盖

ヲ

サ

シ

テ
向

奉

る
、

㈹
（
残
欠
⊇
一
）

（
絵
）
「

赦
免
の
使
至

る
図

」

（
図
中
ノ
詞
書
）

此
時
称
名

の
音

弥
高
、
山

彦
五
須

弥
山

に
も
響
覧
、

願

念
い

た
り
て
深
心
池
八

功
徳
池
ニ
モ
澄
さ
覧
哉
、

故

極
楽
世

界

二
常
二
菩

薩
聖
衆

摧
テ
、
上
人

来
迎

の

雲

を
勧
卜
云

と
も
、
娑
婆
国
土

二（

暫
念
仏
衆
生
を
こ

し

ら
え
て
、
我
等
か
往
生

ヲ
先
す
、

困
（
残
欠
一
五
）

（
絵

）
「
帰

洛

の

図
」

（
図
中
ノ
詞
書
）

昔

釈

尊
の
仞
利

の
雲

ヨ
リ
下

給

し
を
、
人
天

大
会

喜

ヒ
を
か
み
奉
リ
シ
カ
如

ク
、
今
上
人
南
海
波
坂
登

給

ゑ
（

、

道
俗
男
女
面

々
二
供
養

を
の
へ

た
て
ま
つ

る
事
、

一
夜
の
内

’二

千

餘
人

と
そ
、

幽
閑

の
地
を

し
む
と
い

べ
と
も
、

貴
賤

尊
卑
集
り
詣
ル
事

盛
な

る

『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
諸
本
の
成
立
過
程

（
図
中
詞
書
ナ

シ
）

（
絵

）
「

恩

免

の

図

」

（
図
中

詞
書
ナ

シ
）

（
絵

）
「

帰

洛

の

図

」

（
上

略
）

タ
ウ
サ
ン
　
　

サ
イ
キ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ョ
チ

当

山

二

一

切

経

マ

シ

マ

サ

ヽ

リ

ケ

レ
（

、
上

人

所

持

キ
ヤ
ウ
ロ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ソ
ウ

ノ
経

論

ヲ

ク

タ

シ

給

ケ

ル

ニ

、
寺

僧

七

十

人

（

カ

リ

カ
イ
　
　
　
　
　

カ
ウ
　
　
　
　
　

（

ナ

蓋

ヲ

サ

シ

、

香

ヲ

タ

牛

、

花

ヲ

チ

ラ

シ
、

オ

ノ

く

ク
ヮ
ン
キ
　
　

ム
カ
　
タ
テ
マ
ッ

勧

喜

シ

テ

迎

へ

奉

リ

、
（
下

略
）

（
該

当

記
事

ナ

シ
）

（
上

略

）

ム
カ
シ
シ
ヤ
カ
ホ
ト
ケ
タ
ウ
リ
　

ク
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ン

昔

釈

迦

仏

仂

利

ノ

雲

ヨ

リ

ク

タ

リ

給

ケ

レ
（

、

人

ヱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ン
カ
イ

天

大

会

ヨ

ロ

コ

ヒ

シ

カ

コ

ト

ク

、

イ

マ

上

人

南

海

ヨ

メ
ン
く
　

ク
ヤ
ウ

タ
テ
マ
ッ

リ
ノ

ホ

リ

給

ヘ
（

、

人

々

面

々

二

供

養

シ

奉

ル

、

一

ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ
ニ
ン

イ
ヘ
リ

夜

ノ

ウ

チ

ニ

一

千

餘

人

卜
云

、
（
下

略

）

七

三



佛
　

教
　

文
　

化
　

研
　

究

市

の

こ
と

し

、

㈱
（
残
欠
一
七
）

（
絵
）
「
病
床
物
語
の
図
」

（
図
中
ノ
詞
書
）

仁
和
寺
に
住
侍
け
卷
尼
、
上
人
往
生
の
夢

参
し
侍
り
け
る
、

に

９･:

驚 ぶj

で

口

床

莚

二

人

々

問

奉

け

る

御

往

生

の

実

不

如

何

、

コ
タ
エ
テ
ィ
ワ
ク
　

ヮ
レ
そ
ト
テ
ン
ジ
ク
　
　

セ
ウ
モ
ン
ソ
ウ

マ
シ
ワ
リ
　

ズ

ダ

ユ
ク

答
　

云

、

我

本

天

竺

在

時

声

聞

僧

二

交

テ
頭

陀

行

、

今

日

本

国

而

天

台

宗

入

、

か

か

る

事

二
遇

、

抑

今

度

往

生

（

Ｉ
切

衆

生

結

縁

の

た

め

也

、

我

本

居

住

セ

シ
所

ナ

レ

（

、

只

人

ヲ

引

接

セ

ム

ト

思

フ

、

（
図
中
人
名

ノ
註
記
）

ア

グ

イ
セ
イ
カ
ク

「

安

居

院

聖

覚

リ
ウ
ク
ワ
ン

隆

寛

権

律

師

信

空

勢
観
房

見

仏

親
守
大
和
守

沙
弥
念
仏

房

能
替
入
道

空
阿

右

京

権

大

夫

隆

信

沙

弥

戒

心
」

（

絵
）
「
病
床
物
語

の
図
」

（
図
中
ノ
詞
書
）

仁
和
寺
に
侍
け

る
尼
、
上
人
往
生
の
夢

に
驚
て
、
参

し
給
け

る
、

病
床
の
む
し

ろ
に
、
人
々
問

た
て
ま
つ
り
け

る
、
御

往
生
実
否
如
何
、
答
云
、

我
本
天
竺
国

に
在
と

き
、

衆
僧

に
交

て
頭
陀
を

行
し

き
、

今
日
本

に
し

て
天
台

宗

二
入

て
、

か

ゝ
る
事
に
あ
へ
り
、

抑
今
度

の
往
生

（

Ｉ
切
衆
生

結
縁
の
た
め
也
、

我
本

居
せ

し
と
こ
ろ

な
れ
は
、

た
丶
人

を
引
接

せ
し

と
思
、

七
四

（
上
略
）
仁
和
寺

二
侍

ケ
ル
ア
マ
、
御
往
生

フ
ユ

メ
ニ

ミ
テ
マ
イ
リ

侍

ケ
リ
、

ア
ル
時
ツ
ケ
テ
ノ
給
（

ク
、
コ

ノ
十

余
年

念
仏

功
ツ

ッ
チ
　
ホ
サ
チ
　
　
　
シ
ャ
ウコ
ム

モ
リ
テ
、
仏
・
酋

薩
極
楽
ノ
荘

厳
ヲ
オ
カ
ム
事
コ
レ

（
ツ
サ
　
ソ
ウ
　
　
タ
夛
マ
ッ
リ

ツ
ネ
ナ
リ
、

未
座
ノ
僧

ド
ヒ

奉

テ
イ
（

ク
、

コ
ノ

タ
ヒ
ノ
御
往
生
（

決

定
ナ
リ

ヤ
、

答

ノ
給
（

ク
、

極
楽

ニ
ア
リ

シ
身
ナ
レ
（

、
カ
ヘ
リ
ユ
ク
ヘ
シ
、

観

オ
ム
　
セ
イ
シ
ト
ゥ
　
シャ
ウ
シ
ュ

音
・

勢
至

等
ノ
聖

衆

マ
ナ
コ
ノ

マ
ヘ

ニ

マ
シ
マ
ス

ヨ
シ
ヲ
タ
ヒ
く

ノ
給
フ
、
紫
雲
ノ
現
ス
ル

ヲ
キ
ヽ

給
テ
、

即
チ
カ

タ
リ
テ
ノ
給
（

ク
、

ワ
カ
往
生
（

モ

ロ
く

ノ
衆

生

ノ
タ
メ
也
、
（
下
略
）



困
（
残
欠
一
八
）

（
絵
）
「
往
生
の
図
」

（
図
中
ノ
詞
書
）

一
一
光
明
遍
照
十
方
世
界
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
唱

給
、
南
無
阿
弥
陀
仏

兼

日

二
往
生

ノ
告

を

蒙

人

々

前

権

右

大
弁

藤
原

蹂

ヽ
中
宮
大
進
云
、

権

律

師

隆
寛
長

楽
寺

律
師

是

也

、

白
河

准

后

宮
女

房

故

別
当

入

道

惟

方

孫
不
知
実
名
、

鎌

倉

尼

念

阿

弥

陀

仏

坂

東
尼

東

山

一

経

谷

住

僧
大

進
公

三

条
小

川

倍

従

信

賢

祗

陀

林

寺

経

師

四

条

京

極

薄

師

子

太

郎
正

家或
真
清
牋
、

ニ
シ

ヤ
マ
　
　
　

オ
ノ

ミ
ネ
（

イ

タ
ム
ラ

ウ

オ
ウ
ニ

ナ
フ

タ
キ

・
ヲ

セ
ウ

フ

シ

ウ
ン

タ
ナ

ビ
ク

西

山

ノ

水

ノ

尾

峯

売

炭

老

翁

荷

薪

樵

夫

紫

雲

聳

ヲ

、、
’ル
　

、、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
コ

リ

ウ
ト
ナ

リ

見

之

一
、

（

図

中

人

名

ノ

註

記

）

「

法

印

聖

覚
　
　

熊

替

『

法

然

上

人

伝

法

絵

』

諸

本

の

成

立

過

程

（
絵
）「
往
生
の
図
」

（
図
中
ノ
詞
書
）

光
明
遍
照
十
方
世
界
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
、
南
無
阿

弥
陀
仏
　
々
々
々

兼
日
二
往
生
の
告
を
か
ふ
む
る
人
々

前
権
右

弁
藤
原

兼
隆
朝
臣
、

権

律
師
隆
寛

白

川
准
后
宮

別
当
人
道

尼

念
阿
弥
陀
仏

坂
東
尼

一
切
経
谷
住
僧
大
進
公

倍
従
信
賚

祗
陀
林

ノ
経
師

（
ク
シ
サ
ネ
キ
ヨ

薄
師
真
清

水
尾
山

ノ
樵
夫
紫

雲
見

之
、

（
上

略

）

明

日

往

生

ノ

ヨ

シ

ヲ

、

夢

想

ノ

ツ

ゲ

エ

ヨ

テ

了
　
ス
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
エ
ン
　
　
　
　
　
　

コ
　

キ
ョ（
イ

オ

ト

ロ

キ

キ

タ

リ

テ

、

終

焉

ニ

ア

フ

モ

ノ

五

六

許

輩

ナ

リ

、

カ

ネ

テ

往

生

ノ

告

ヲ

フ

ル

人

々

、

サ
キ
ノ
コ
ン
ノ
ウ
タ
イ
ヘ
ン
フ
チ（
ラ
ノ
カ
ネ
タ
カ
ノ
フ
ソ
ン

前

権

右

大

弁

藤

原

兼

隆

朝

臣

コ
ン
リ
チ

シ
リ
ウ
ク
ヮ
ン
　
シ
ラ
カ（
ノ
シ
ュ
ン
コ
ウ
ノ
ミ
ャ
ノ
ニ
ョ（
ウ

権

律

師

隆

寛

白

河

准

后

宮

女

房

別

当

入

道

ナ

ヲ

シ

ラ

ス
　

尼

念

阿

弥

陀

仏

（
ン
ト
ウ
ノ
ア
マ
　

シ
シ
ュ
ノ
フ
カ
タ
　

キ

タ
リ
ム
ノ
キ
ャ
ウ
シ

坂

東

尼
　

倍

従

信

賢
　

祗

陀

林

経

師

サ
イ
キ
ャ
ウ
ノ
タ
ニ
ノ
チ
ュ
リ
ョ
タ
イ
シ
ン
ノ
キ
ミ
　
（
ク
シ
サ
ネ
キ
ョ

一

切

経

谷

住

侶

大

進

公
　

薄

師

真

清

ミ
ッ
ノ
オ
ノ
ヤ
マ
ノ
セ
ウ
フ
　
　
シ
ウ
ン

水

尾

山

樵

夫
　

紫

雲

ヲ

ミ

タ

ル

モ

ノ

ト

モ

ア

リ

。

ソ
ン

シ

ウ
ン
　

シ
ョ
ウ
　
　

ラ
イ
カ
ウ

弥

陀

ノ

三

尊

紫

雲

二

乗

シ

テ

来

迎

シ

給

ヲ

ミ

ル

人

々
、

信

空
上
人
　

隆

寛

律
師
　

証

空
上
人
　

空
阿
弥
陀

チ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ（
ウ
　
セ
イ
ク
ワ
ン（
ウ

仏

定

生

房

勢

観

房

（
下
略
）

七
五



佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

コ
ジ
リ
ツ
シ
リ
ウ
ク
ワ
ン

権
律

師
隆

寛

丘『
部
喞
基
親
朝
臣

定
生
房
　
　
　

証
空
聖
人

信

空
聖
人
　
　

前
権
右
大
弁
藤
原

勢
観
房
　
　
　
　
　
　

兼
隆
朝
臣

空
阿

大
和
守
見
仏

』

順
を

追
っ
て
見

て
い
く
と
、

ま
ず
吊
の
国

華
本

残
欠
六
・
七
の
「
配
流
海
路
途

中

の
図
」

中
に
存
す

る
大
部
の
註
記
が
、

善
導
寺
本

に
は
見
当

た
ら
な
い
。
ま

た
、

㈲

の
国

華
本

残
欠

匸

一
の
「
地
頭
西

仁
館
饗
応
の
図

」
中

に
存
す

る
註
記
、

㈲
の
国

華

本
残
欠

匸

一
の
「
勝
尾
山
一
切
経
施
入
の
図

」
中

に
存

す
る
註
記
、
罔
の
国

華
本

残

欠

匸
二
の
「
赦

免
の
使
至

る
図
」
中

に
存

す

る
註

記
、
團
の
国

華
本

残
欠

一
五

の

「
帰
洛
の
図
」

中

に
存
す
る
註
記
等

も
、

善
導

寺
本

に
は
確
認

で
き
な
い
記
述

で
あ

る
。
と
こ

ろ
が
、

㈲
の
国
華
本
残
欠
一
七

の
「
病
床
物

語
の
図
」
中

に
存
す

る
註
記

（
但
し
、
人
名
の
註
記
を
除
く
）
は
、
善
導

寺
本

に
も
註
記

と
し

て
引

き
継

が
れ

て
お

り
、
㈲
の
国

華
本
残
欠
一
八
の
「

往
生

の
図
」
中

に
存
す
る
註
記
（
但
し
、
人
名
の
註

記
を
除
く
）
も
、
同
様
に
善
導
寺
本

に
註
記

と
し

て
見

え
る
。

結
局
の
処
、

㈲

’
㈲
の
箇
所

で
は
註
記

が
善
導
寺
本

に
踏
襲
さ
れ
、

ほ
か
の
哨
・

㈲

’
㈲

’
囘

’
團
の
箇
所

で
は
国
華
本

に
の
み
見

ら
れ
、
薯

導

寺
本

に
は
欠
落
し

て

い

る
こ
と

に
な

る
。

つ
ぎ
に
、
こ

れ
ら

を
高
田

本

と
比

べ
て
み

る
と
、
㈲

―
㈲
・

罔

’
團
・
㈲
・
㈲
等
の
箇
所

で
は
、

そ
の
表
現

を
若
干

変
え

な
が
ら
も
確
実

に
影

響

を
示

し
て
い

る
こ
と

が
分
か

る
。

そ
の
う
ち
、

圀

―
㈲
・
罔
・
困
は
、

善
導

寺
本

に

は
な
く
国

華
本
に
の
み
存
し
た
絵
図

の
註
記

と
対

応
す
る
箇
所
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の

七
六

こ
と
を
整
理
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
取

り
あ
げ
た
国
華
本

’
善
導

寺
本

二
咼
田
本
そ
れ

ぞ
れ
の
相
互

関
係
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
個
々
の
事
情
を

理
解
す

る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
遡

る
原
型
を
想
定
し
、
そ
れ
を
も
と
に
ど

の
よ

う
に
記
述
が
形

成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
見
て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う
。

三
　

諸

本

の

成

立

過

程

こ
こ

ま
で
、
『
四

巻

伝
』

諸
本

の

史
料

的

性
格

に

つ
い

て
述

べ
、
と

く

に
国

華

本
・
善
導

寺
本

・
高
田
本
の
記
述
を
比
較
対
照
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
相

互
関
係
を
考
察

す
る
重
要
な
手
掛
か
り
と
し

た
わ
け

で
あ

る
が
、

こ
こ
で
結
論
的

に
言

っ
て
、
『
四

巻
伝
』
の
原
型
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
、

そ
の
後

ど
の
よ
う
に
し
て
現
存
諸
本
の

よ
う
な
体
裁
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
成
立
過
程
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。ま

ず
言
え

る
こ
と
は
、
『
四

巻
伝
』

の
祖
本

が
善
導
寺
本
の
奥
書
に
あ

る
よ
う
に

嘉
禎
三
年

（

匸
一
三
七
）

に
成
立
し
た
も
の
と
す

る
と
、

前
述
の
よ
う
に
現
在
伝
存

す
る
諸
本
は
と

も
に
こ
の
頃

の
も
の

で
は

な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
い
ず
れ
も
一
筆
書
と
見
ら
れ

る
清
書
本
で

あ
り
、
そ
の
意
昧
か
ら
す

る
と
当
時



の
『
四

巻
伝
』

の
流
布
し

て
い

た
状

況

が
窺
い
知

ら
れ

る
。
国

華
本

は
梅

津
氏

に

よ
っ
て
南
北

朝
期

ま
で
は
降

ら
な
い
頃

の
写
本
と
言
わ
れ
、
善
導
寺
本
は
少
な
く
と

も
永
仁
二
年

（

匸
一
九
四
）
以
降

、
高
田
木
は
同
四
年
（

匸
一
九
六
）
に
書
写

さ
れ
て

い
る
。

諸
本

の
内

題
に

つ
い
て
は
既
述

の
と

お
り

で
あ

る
が
、
善
導
寺
本
第

一
巻

・
第
二

巻
の
「
本
朝
祖

師
伝
記

絵
詞

」
の
み
が
、
善
導
寺
本
第
三
巻

・
第
四
巻
と
、

あ
る
い

は
他
の
諸
本

の
題

目
と
共
通
性
が
な
い
。

そ
の
う
え
、
善
導
寺
本

は
奥
書

の
体
裁

等

か
ら
し
て
、

も
と
は
二
巻
仕
立
て
で
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
、
「
本

朝
祖

師
伝
記

絵
詞
」
な
る
題
目

は
後
で
附
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

第
三

巻
の
題
目

と
な
っ
て
い

る
「
伝
法
絵
流
通
」
が
善
導
寺
本
の
原
題

で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し

て
、
国

華
本

こ
咼
田

本
に

あ
る
よ
う

に
、
『
四
巻
伝
』

の
祖
木

は
「
法
然
上
人
伝
法

絵
」

と

呼

ば
れ

た
の

で
あ

ろ
う
。
金
沢
文
庫
本

の
「

伝
法

絵
略
記
抄

」
と
い
う
題
目

は
、

そ

れ
ら
の
原
型
か
ら
抄
出
し
た
記
述
で
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ

で
、
金
沢
文
庫
本
を

ほ
か
の
善
導
寺
本
・
国

華
本

二
向
田

本
の
該
当

部
分

と

比
較
し

て
み

る
と
、
「
或
云
美
作
国
智
鏡
一
旦

」
「

或
云
従

十
六

夸

歳
至
十
八
ｙ
歳
ぺ

首
尾
三
年
之
間
、

同

時
三
人

ノ
師
。
ト
リ
テ
天

台
六

十
巻

。
キ
（

ム
び

の
記
事
が
、

金
沢
文

庫
本

に
の
み
あ
る
特

異
記
事

で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き

る
。
こ
の
記
述
が
い

ず
れ
の
伝
記

の
影

響
に
よ
る
も
の
か
興
味
深

い
と
こ
ろ

で
あ

る
が
、
『
醍

醐
木

』

所

収
の
「
別
伝
記
」

の
記
述

に
、
「
本
国
之
木
師

枋

鏡
房
、
齡

」
「
依
乏

始
二
談
義
於

三

所

气

謂
″
玄
義
一
所
、
文
句
一
所
、
止
観
一
所
也
、

毎
日
三
遇
≒
一
所
・
、
依
レ
之
三

ケ
華

行

匸
「

十
巻
一
畢
」

等

と
あ

る
部
分
と
深
ぐ
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

筆

者
は
初
期

に
成
立
し

た
法
然
伝

の
記

述
を
相
互

に
比

較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
『
醍

醐
木
』
「
別
伝

記
」

を
『
四
巻
伝
』
『
講
私
記
』
系

統
の
も
の
に
位
置
付
け
、

と
り

わ

『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
諸
本
の
成
立
過
程

け

そ
れ
ら

よ
り
さ
ら

に
原
型
に
近
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

金
沢
文
庫
本

は
『
四
巻
伝
』

が
善
導
寺
本

の
よ
う
に
大
成
す

る
以
前
の
原
型

に
近
い

記
述
か
ら
抄
出

さ
れ

た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

善
導
寺

本
の

奥
書
に
よ

れ
ば
、
そ
の
祖

本

の
成
立

は
嘉

禎
三
年

と
い
う
ど

と

で

あ

っ
た
。
し

か
し
、

ほ
か
の
初
期

に
成
立
し

た
『
醍

醐
本
』
『
講
私
記
』
『
私
日
記
』

な
ど
の
法
然

伝
と
比

べ
て
、
善
導

寺
本

だ
け
が
絵
伝

と
し

て
早
い
時
期

に
大
成
し
過

ぎ
て

い
る
よ
う
に
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
国

華
本

・
善
導
寺
本

・
高
田
本

の
各
記
述

を
比

較
対

照
し

、
各
々
の
相
互

関
係

の
検
討
結
果
に
も
と
づ
い
て
論
を
進

め
る
こ
と
に
す
る
。
国

華
本

と
善
導

寺
本

双
方
に
見

ら
れ
る
絵
図
中

の
註
記

を
詳
細

に
対
応
し

て
み

る
と
、
善
導
寺
本

の
方

に
欠
落
し

て
い
る
記
述

を
数

箇
所

確
認
す
る

こ
と
が
で
き

る
。
国

華
本
・
善
導
寺
本
の
両
方

に
存
す
る
註
記
は
、

前
掲
の
同
一
・
困

の
二

箇
所
で
あ

る
が
、
こ
の
部
分
の
記
述
は
『
西
方

指
南
抄
』
に
所
収

さ
れ
る
遺
文

と
の
関
係

が
想
起
さ
れ
る
。
具
体
的

に
は
㈹
の
註
記

が

『
西
方
指
南
抄
』

中
巻
本
所

収
の

「
法
然
聖
人
臨
終
行
儀
」
、

倒
の
註
記

が
同

じ
く

「
法

然
聖
人

臨
終
行

儀
」

と

「
聖
人
御
事
諸
人

夢
記
」

に
拠

る
記
述

と
思

わ
れ

る
。

こ
れ
ら
に
は
法

然
病
床
に
お

け
る
往
生

の
実
否
に

つ
い
て
の
質
問
と
応
答
の
記
述
や
、
法
然
往
生

に
際
す
る
夢
想

体
験
者
の
人
名

が
列
記
さ
れ
て
い

る
。
『
西
方
指
南
抄
』

の
成
立

に
つ
い
て
は
、

親

（
!
9）

鸞

に
よ

る
編

集
説

と
転
写
説

と
の
両

説
に
分

か
れ
て

い
る

が
、
い

ず
れ
に
し

て
も

『
西

方
指
南
抄
』

が
編
集
さ
れ
る
以
前
に
、

そ
の
底
本
と
な

っ
た
各
遺
文
の
原
典
か

も
し

く
は
そ
れ
に
準

ず
る
写
し
等

が
存
在
し

た
こ
と
は
確
実

で
あ
り
、
そ
れ

が
こ
う

し

た
法
然
伝
作

成
時
に
資
料
と
な

っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ

る
。

『
醍
醐
本
』

所
収
の

「
御
臨
終
日
記

」

は
こ
の

『
法
然

聖
人

臨
終
行
儀
』

の
異
本

で
あ
り
、

そ
の
記
述
形

成
過
程

に
お
い
て
「
聖
人
御

事
諸
人
夢
記
」

の
一
部

が
組
み

七
七
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入

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

か
な
り
早
い
時
期
に
両
遺
文

の
間

に
は
合
糅

が
な

さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
『
四

巻
伝
』

の
こ
う
し

た
編
集
作
業
と
関
係
し

て
い

る
の
か
、

ま
た
は
こ
の
時
点

で
は
す

で
に
一

つ
の
遺
文

と
し

て
形
成

さ
れ
て
い
た

の

か
、

い
ず
れ
に
し

て
も
か
な
り
原
型

に
近
い
記
述
を
も
と

に
し
て
挿
入

さ
れ

た
註
記

で
あ
る
と
言

え
る
。

こ
の
㈱
・
困
は
い
ず
れ
も
善
導
寺
水
に

も
存
す

る
註
記

で
あ
っ

た
が
、

そ
の
記
述

の
形
状

か
ら
見

て
も
善
導
寺
本

の
方

が
籠
略
で

あ
っ
て
、

こ
こ

に

も
国

華
本
系

の
も
の
を

踏
襲
し

た
事
情

が
窺
い
取

れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
国
華
水

・

善
導
寺
本
双
方

に
存
す

る
註
記

に

つ
い
て
は
、
国
華
本
の
方

の
成
立
過
程

に
お
い

て
、

原
典
に
近
い
資
料

を
も
と
に
挿
入

さ
れ
た
記
述

で
あ
り
、
善
導
寺
本

は
後

に
そ
れ
を

踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ

で
、

既
述

の
如
く
㈲

’
囲

’

罔
・
困
・
㈲
・
㈲
で
取

り
あ
げ

た
高
田
本

の
記

述
は
、
国

華
本
の
そ

れ

ぞ
れ
対
応
す

る
絵
図

の
註
記

の
影
響

を
受

け
て
作
成

さ
れ

た
記
述

で
あ
る
こ
と

が
了
解

さ
れ
る
。

と
く
に
㈲
の
部
分

は
、
国

華
本
の
記
述
に
影
響
さ
れ
て
か
、

同
じ
「
法
然
聖
人
臨

終

行
儀
」

の
他

の
部
分

の
記
述

と
深

く
関
係
し

て
い

る
。
こ
の
よ
う

に
、
高
田
本
は

ど

ち
ら
か
と
い

う
と
国
華
本

の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
成
立
し

て
い

る
こ
と

が
判
明
す

る
。以

上
、
『
四

巻
伝
』
諸

水
相

互

の
関
係

を
見

て
き

た
わ
け

で

あ

る
が
、
こ
こ

で

各
々
現
存
す

る
書
写
本
自
体

の
書
写
年
時
を
考
慮
に
入

れ
な
が
ら
、
諸
本
の
成
立
順

序
な

ら
び
に
成
立
過
程
を
整
理
し

て
み

た
い
。

ま

ず
筆
者
は
善
導
寺
本

の
原
型

（
以

下
、
原
善
導
寺
本
と
称
す
）
は
、

も
う
少
し
簡
略
な
詞
書
と
絵
図
で

あ
っ
た
こ

と
を
想

定

し

た
方
が

よ
い
と

考
え

る
。
そ
れ
は
、
国
華
本

の
原

型
（
以
下
、
原
国
華
本
と
称

す
）
な

ど
を
参
考

に
成
立
し

た
も

の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
際
に
絵
の
書
写
に
あ
た
り

註
記
部

分
を
除
い

て
写

さ
れ
た
箇
所

が
多

か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ

ろ
う
。
『
四
巻

七
八

伝
』

の
原
本

は
嘉
禎
三
年

に
成
立
し

て
い
た
も
の
と
し

て
、
そ
の
転
写
本

の
存
在
を

想
定
し

て
考

え

る
と
、

ま
ず
こ

の
転
写
本

の
段
階

で
「

法
然
聖
人

臨
終
行

儀
」
「

聖

人
御

事
諸
人

夢
記
」

等
の
影
響
を
受

け
な
が
ら
、

絵
図

の
註
記
が
挿
入

さ
れ
た
も
の

と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、

金
沢
文

庫
本

の
よ
う
な
記

述
も
、

こ
の
頃

の
転

写
本

の
記

述
を
土
台

と
し

て
抄

出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い

は
、
『
四
巻
伝
』

の
原

型
は

註
記

を
も
つ
絵
図
を
除
い
た
部
分
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

そ

れ
が
原
国

華
本
の
時
点
で
付

け
加
え
ら
れ
、
原

善
導
寺
本
で
は
こ
の
う
ち
数
箇
所

の
註
記

が
割
愛

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
原
国

華
本

の
絵
図

の
註
記
は
ほ
と
ん

ど
が
そ
の
後
高
田
本

に
引

き
継
が
れ
、
若
干

の
記
述
の
改
変
を
伴
な
い
な
が
ら
本
文

の
な
か
に
組
み
入

れ
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
見

ら
れ

る
。

最
後

に
、
『
四

巻
伝
』

諸
本
の
成
立
過
程

に
つ
い
て
、

如
上

の
考
察
に
も
と
づ
く

試
案

を
図
表

に
作
成
し

左
に
掲
げ
て
お
く
。

『
四
巻
伝
』
諸
本
の
成
立
過
程



お

わ

り

に

『
四
巻
伝
』

は
初
期

に
成
立
し

た
法
然
伝

の
な
か
で
も
、

絵
伝

と
し

て
完

結
し

て

い
る
点
か
ら
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、

後
世

に
幾
種
類

も
の
伝
法
絵

を
確
実

に
生
ん
で
い
く
そ
の
土

台
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
思
え

ば
、

そ
の
成
立
過
程

に
つ

い
て
の
考
察
を
等
閑
に
し
て
は
お
け
な
い
。

善
導
寺
本
は
諸
本
の
う
ち
唯

】
の
完
結
本

と
し

て
貴
重

で
は
あ
る
が
、
国

華
本

・

高
田
本
・
金
沢
文
庫
本
等
の
他
の
諸
本
の
存
在
を
手

掛
か
り

と
し

な
が
ら
、

各
々
の

成
立
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原

本
『
四
巻
伝
』

の
記
述
形

態
を
予

想
せ

し
め

る
と
と
も
に
、
記
述
内
容
の
形

成
過
程
の
一
端
を

窺
い
得

る
こ
と

が
出
来

た
わ

け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
証
の
成
果
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
然

の
伝
記

に
関
し
て
幾
多
の
虚
構
が
生

ま
れ
て
い
く
事
情
の
解
明

が
な

さ
れ

て
い
く
も
の
と

考

え
る
。

筆
者
の
所
論
に
は
と
く
に
細
部
に
亘

り
、
過
誤
あ
る
い
は
推
測

に
過

ぎ
る
傾

向
が

存
し
、

こ

の
点

に
つ
い
て
ご
批
判
を
免

が
れ
得
な
い
が
、
『
四
巻
伝
』

諸
本

の
成
立

過
程
を
確
実
に
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
法
然
伝
研

究
の
う
え
で
非

常
に
重
要

な
意
味

を
有
し
て
い

る
こ
と
を
提
言
し
て
擱
筆
す

る
。

註
（
ｔ

）
　
今
岡
達
音
「
法
然
上
人
御
伝

に
就
て
」
（
『
宗
教
界
』

第
六
巻
第

匸
一
号
、
第
七
巻
第

一
〇
号
、

明
治
四
十
三
年
、

同
四
十
四
年
）
、

望
月
信
亨

「
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞

に
就

い
て
」
（
『
宗
教
界
』
第
七
巻
第

匸
一
号
、
明
治
四
十
四
年
）

等
参
照
。

（
２
）
　
中
沢
見
明
「
法
然
上
人
諸
伝
成
立
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
三

四
巻
第
八

’
一
〇

ｔ
一

一
号
、
大
正
十
二
年
）
参
照
。

『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
諸
本

の
成
立
過
程

（
３
）
　
中

沢
同
論
文
に
よ
れ
ば
、
『
私
日
記
』

に
記
さ
れ
る
園

城
寺
公
胤

の
夢
告
に
つ
い
て
、

『
西

方
指

南
抄
』

に
建
保
四
年
四
月
二

十
六
日
の
こ
と
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
夢
告

は
建

保
四

年
以

後
の
も
の
で
あ

る
と
の
前
提
に
立
ち
、
善
導
寺
本
『
四
巻
伝
』
に
よ
る

と
、

同
伝
は
耽
空

に
よ

っ
て
嘉
禎
三
年
に
撰
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
『
私

日
記
』

を
根
本

材
料

と
し
て
編
集
さ
れ
た
伝
記
で
あ
る
こ
と

を
考
証
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
『
私
日
記
』

は
嘉
禎
の
頃

ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
主
張

さ
れ
た
。

（
４
）
　
井
川

定
慶
著

『
法
然
上
人
絵
伝
の
研
究
』
（
法

然
上
人

伝
全

集
刊
行

会
、

昭
和
三
十

六
年

）
、
三

田
全
信
著
『
成
立
史
的
法
然
上
人
諸
伝
の
研

究
』
（
光
念
寺
出
版
部
、
昭

和

四
十

一
年
）
、
田

村
圓
澄
著
『
法
然
上
人
伝
の
研

究
』
（
法
蔵
館
、
昭
和
四
十

七
年
）

等

が
つ
づ
い
て
上
梓

さ
れ
た
。
ま
た
、
各
種
伝
記
の
関
係
を
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
た
も
の

に
、

伊
藤
唯
真
「
古
法
然
伝
の
成
立
史
的
考
察
’－

特
に
『
知
恩
講
私
記
』

を
繞
っ『
て

１

』
（
法
然
上
人
伝
研
究
会
編

『
法
然
上
人
伝
の
成
立
史
的
研
究
』

第
四
巻
、

昭
和

四
十
年

）
等
が
あ
る
。

（
５
）
　
鐘

齟

詛

浄
土
宗
典
籍
研
究
』
（
同
朋

舍
ヽ

昭
和
六
十
三
年
）

資
料
鍜
に
全
文

を
影

印

・
翻

刻
し

て
所
収
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
同

書
参
照

。

（
６
）
　
善

導
寺
本
『
四
巻
伝
』
と
『
古
徳
伝
』
と
の
関
係
に

つ
い
て
考
察
し
た
も
の
に
、
鷲

尾
順
敬

「
本
朝
祖
師
伝
記
と
拾
遺
古
徳
伝
」
（
『
宗
教
界
』

第
七

巻
第
四

号
、
明

治
四
十

四
年
）

が
あ
る
。

（
７
）
　
各

種
伝
法

絵
の
親
近
性
に

つ
い
て
、
引
用

さ
れ
る
法

然
の
詞

の
比

較
を
と
お
し

て
考

察

さ
れ
た
藤
堂
恭

俊
「
各
種
法

然
上
人

伝
に
引
用

さ
れ

て
い
る
法

然
の
膕
－

特

に

「

伝
法

流
通
絵
」
「
琳
阿
本
」
「
弘
願
本
」
「
古
徳
伝
」

を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

」
（
『
佛
教
大
学

研

究
紀
要
』
第
四
一
丁

第
四
三
合
併
号
、
昭

和
三
十

七
年
）

が
あ
る
。

（
８
）
　
法

然
の
遊
女
教
化
譚
形
成
の
考
証
の
た
め
に
、
『
四
巻
伝
』

諸
本
の
記
述
を
比
較
検

討
さ
れ
た
今
堀
太
逸
著

『
神
祇
信
仰

の
展
開
と
仏
教
』
（
吉
川
弘
文
館
、

平

成
二

年
）

第
三

部
「
法
然
の
絵
巻
と
遊
女
」
に
よ
っ
て
も
、
初
期
伝
法

絵
で
あ
る
『
四
巻
伝
』

諸

本
に
記
述
形

成
の
基
礎

が
あ
る
こ
と

が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
法
然
伝
の
系
統

に

つ
い

て
を
論

ず
る
も
の
と
し
て
、

中
井
真
孝

「
『
源
空
聖
人
私

日
記
』

の
成
立
に

つ

い
て
」
（
『
佛
教
文
化
研
究
』

第
二

九
号
、

昭
和
五

十
九
年
）

が
、
『
私
日
記
』
『
醍

醐

本
』
『
四
巻
伝
』
等
を
比
較
検
討
し
、
『
私
日
記
』
は
『
醍
醐
本
』
中

の
「
一
期
物
語
」

七
九



佛
　

教
　
文
　

化
　

研
　

究

や

『
四
巻
伝
』

を
資
料

と
し

た
二

次
的
な
法
然

伝
で
あ
る
と
考
証

さ
れ
た

う
え

で
、
同

「
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞

と
一
期

物
語
」
ｑ

佛
教
大
学
研

究
紀
要
』

第
七
〇

号
、

昭
和
六

十
一
年
）

に
お

い
て
、

源
智
系
の

『
醍

醐
本
』
「
一
期
物
語
」
「
別
伝

記
」
、
信
空

・
湛

空
系
の

『
四
巻
伝
』
、

隆
寛
系
の

『
講
私
記
』

の
三

書
が
、

互
い

に
独
立
し

て
原
初
的

な
位
置

を
占
め
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

（
９

）
　
別
人

説
を
唱

え
る
も

の
と
し

て
は
、
註

（
１
）
掲
載
望
月
所
論
、
久
木
幸
男
「
耽
空

絵
詞
の
嘉
禎
三
年
成
立

を
疑

う
」
（
『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
第
八
巻
第
一
号
、
昭
和
三

十

五
年
）
、
註

（
４
）
掲
載
田
村
著
書
第
三
章

「
法
然
伝
の
系
譜
」
な
ど

が
あ

る
。

（
1
0）
　
同

一
人

説
と
し

て
註

（
２
）
掲
載
中
沢
所
論
、
梅
津
次
郎
「
新
出
の
法
然
上
人
伝
法

絵
に
就

て
」
〔
『
国
華
』

第
七
〇
五

号
、
昭
和
二
十
五
年
）
、

註
（
４

）

掲
載
井
川

こ
二

田
両
所
論

な
ど
が
あ
る
。

（
‥
1
1
）
　
井
川
定
慶
編

『
法
然
上
人
伝
全
集
』
（
同

刊
行
会
、
昭
和
二
十
七
年
）

所
収
。

以
下

同

じ
。

（
1
2）
　「
耽
」

は
「
耽
」
と
同
字

で
あ

る
。

（
1
3）
　『
尊
卑
分
脈
』

に
は
、

藤
原
通
憲

の
孫
貞
覚
の
子
、

徳
大
寺
実
能
の
七

男
、

滋
野
井

実
国

の
五
男

に
公
全
の
名

が
見
え

る
も
の
、
『
四
十
八
巻
伝
』

第
四
三

巻
に
記
さ
れ
る

如

く
徳
大
寺
圓
実
の
真
弟

で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
に
は
至

ら
な
い
。

（
1
4）
　
善
導
寺
本
の
書
写
年
代
に

つ
い

て
は
、
註
（
１

）
掲
載
望
月
所

論
が
慶
長

こ
兀
和
頃
、

裏
辻
憲
道

「
増
上
寺
本
法
然
上
人
絵
伝
考
」
（
『
美
術
研

究
』

第
六

一
号
、

昭
和
十

二

年
）

が
足
利
中
期
以
上
に
遖
り
得
な
い
と
そ
れ
ぞ
れ
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
梅
津
次
郎

「
新
出

の
法
然
上
人
伝
法
絵
に

つ
い
て
」
（
『
国
華
』

第
七
〇
五
号
、

昭
和
二

十
五

年
）

は
、
こ
の
筆
蹟
を
お
よ
そ
南
北
朝
頃
ま
で
遖

っ
て
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
1
5）
　『
大
日
本
佛
教
全
書
』
（
鈴
木
学
術
財
団
編
）
第
八
三
巻
寺
誌
部

一
所

収
。

（
1
6）
　
中
沢
見
明
「
顕
智
と
大
谷
廟
堂
」
（
『
高
田
学
報
』
第

匸
一
号
、

昭
和
十

一
年
）

参
照
。

（
1
7）
　
梅
津
次

郎
氏

は
ほ

か
に

も
「
絵

巻
物

残
欠

愛
惜

の
譜

〈
４
〉
法

然
上

人

伝
法

絵
」

（
『
日
本
美
術
工
芸
』
第
三
二
〇
号
、
昭
和
四
十
年
）
な
る
所

論
に
お
い
て
、
と
く
に
善

導
寺
本
と
国
華
本
の
性
格
を
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

（
1
8）
　
拙
稿
「
醍
醐
本

『
法
然
上
人
伝
記
』
所

載
「
別
伝
記
」

に
つ
い

て
」
（
『
法
然
学
会

論

叢
』
第
七
号
、
平

成
二
年
）

参
照
。

八
〇

〔
1
9〕
　
親
鸞
編
集
説

の
立
場

を
と
る
代
表

的
な
所
論
と
し

て
は
、
生

桑
完
明

『
定
本
親
鸞
聖

人
全
集
』
〔
法
蔵
館
、

昭
和
三

十
年
〕

第
五
巻
巻
末

「
輯
録
篇
解
説
」
、

浅
野
教
信
著

『
親
鸞
聖
人
編

『
西
方
指
南
抄
』

の
研
究
』
上

巻

（
永
田
文
昌
堂

、
昭
和
六
十
二
年
）

等

が
あ
げ
ら

れ
、
転
写

説
と
し

て
は
赤
松
俊
秀

「
西
方
指
南
抄

に
つ
い
て
」
（
『
皿
皿
四
大

仏
教
史
学
論
集
』
、
昭
和
三
十
六
年
〕
、
平
松
令
三

『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
（
法
蔵
館
、

昭
和
四
十
八
年
）

第
六
巻
巻
末

「
解
説
」

等
の
所

論
が
あ
る
。
筆
者

も

「
『
西
方
指
南

抄
』

の
成
立

に
つ
い

て
」
（
『
三
康
文
化
研
究
所
年
報
』
第
二
二
号
、
平
成
二
年
）
な

る

小
論
を
公
表
し
、
転
写
説
を
補
強
し

て
い
る
。

（
2
0）
　
拙
稿

「
醍
醐
本

『
法

然
上

人
伝

記
』

所
載

「
御
臨
終

日
記
」

の
成
立
過
程

に
つ
い

７
」
（
『
一
Ｊ
髞

牋

浄
土
宗
典
籍
研
究
』
研
究
篇
）
参
照
。

（
2
1）
　
先

学

が
多

く
疑

問
視
し

て
き

た
問
題
と
し

て
、
善
導
寺
本

『
四
巻
伝
』
第
二

巻

の

「
聖
光
・
熊
谷
入
道
入
室

の
図
」

に
「
弟
子
弁
阿
者
、
上
人
入
室
後
、
先
遣
・
伊

州
・
弘
コ

通
念

佛
・
、
還
二
鎮
西
・
建
コ
立
於
光

明
寺
・
、
教
コ
導
一
切

衆
生
一
、
遂
二
往

生
・
宛
如
二
本

望
一
、
」
と
註
記

が
あ

る
が
、
聖
光
は
了
恵
道
光
編
集
の

『
聖
光
上
人
伝
』
に
よ

る
と
、

嘉
禎
四
年
閊
二
月
二
十
九
口

の
入
滅
と
な

っ
て
お
り
、
『
四
巻
伝
』

が
編
集

さ
れ
た
嘉

禎
三

年
に
は
聖

光
は
い
ま
だ
生
存
中

で
あ

っ
て
、
『
四
巻
伝
』

の
註
記

に
は
矛
盾
が
存

す
る
と
い
う
点

が
あ

る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
う
し
た
註
記
が
嘉
禎
三

年
の
時
点
で
実

際
に
存
し

た
か
ど
う
か
は
分
明
で
な
く
、
後
に
善
導
寺
本
『
四
巻
伝
』

の
記
述

が
転
写

伝
来
し
形

成
さ
れ
る
過
程
の
ど
こ
か
で
挿
入
さ
れ
た
と
見
る
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

付
記
　

本
研

究
は
平

成
三
万

同
四
両

年
度
に
亘

る
浄
土

宗
教
学
院
助

成
研
究
に
よ
る
成
果
の

一
部
で
あ
る
。



『
占
察
善
悪
業
報
経
』
に
み
る
大
乗
戒
の
中
国
的
受
容

大
乗
戒
経
典

が
中
国
に
お
い
て
訳
出
さ
れ
る
の
は
、
三
世

紀
後
半
、
西
晉

の
竺

法

護

（
二
三
三
？
上

三

○
？
）
の
頃
か
ら
で
あ

る
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
以

前
か
ら
、
『
般

若
経
』
な

ど
の
経
典
中
に
説
か
れ
て
あ
る
大
乗
戒
思
想
が
、
部
分
的

に
知
ら
れ
て
い

る
こ

と
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
確
実
な
大
乗
戒
経
の
訳
出
と
し
て
は
、

や
は
り
竺

法

護
の

『
文
殊
師
利
五
体
悔
過
経
』
『
文

殊
師
利
浄
律
経
』

ほ
か
、

あ
る
い
は
同

時
代

の
聶
道
真

『
菩
薩
受
斎
経
』
『
三

曼
陀
跋
陀

羅
菩

薩
経
』

な
ど
の
訳
業

が
初
め
に
あ

げ

ら
れ
る
。

し

か
し

こ
れ
ら
の
経
典

は
、
悔
過
・
斎
法
を
説
い
た
も
の
に
過

ぎ
ず
、
代
表
的
大

乗
戒

経
の
出
来

ば
次

の
時
代

の
こ
と

に
な

る
。
東
晋

ふ
二
仏
念
の
『
菩
薩
瓔
珞
本
業

経
』
、

鳩
摩
羅
什

の

『
梵
網
経
』

で
あ

る
。

と

も
に
訳
者

に
つ
い
て
は
疑
義
が
呈
せ

ら
れ
て
お
り
、

中
国
撰
述

経
典

と
す

る
説

も
強
く

あ
る
が
、
古
く
か
ら
重
ん
じ
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

『
瓔
珞
経
』

二

巻
は
い
わ
ゆ
る
三
聚

浄
戒

を
説

く
。

摂
律
儀
戒

は
十

波
羅
夷
、

摂

苦
法
戒
は
八
万

四
千

の
法
門
、

摂
衆
生
戒

は
慈
悲
喜
捨
等
の
教
化

で
あ
る
。
『
梵
網

経
』
二
巻
は
、
上

巻
で
菩
薩
の
階
位

を
説
き
、
下
巻

で
十
重
四
十
八
軽
戒
を
説

く
。

『
占
察
善
悪
業
報
経
』
に
み
る
大
乗
戒
の
中
国
的
受
容

阿

川

正
　
　

貫

両
経
と
も
に
自
誓
受
戒
を
扱

っ
て
い

る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
後
に
触
れ

る
こ
と
に

な
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
も
う
一

つ
の
重
要

な
も

の
が
瑜
伽
系
の
戒
経
で
あ

る
。
す
な

わ
ち
、

北
涼
の
曇
無
識
（
三
八
五
～
四
三
三
）
訳
の

『
菩
薩
地

持
経
』
、

こ
れ
は

『
瑜
伽
師
地

論
』
菩
薩
地
の
別
訳
で
あ

る
が
、
六
波
羅
蜜
を
中
心
に
菩
薩
の
修
行
の
様
式
を
述

べ

た
も
の

で
あ
る
。
戒
波
羅
蜜
中

の
四
重
四
十
三
軽
戒
・
九
種
戒

こ
二
聚
浄
戒

が
説
か

れ
て
い

る
。

曇
無
識
に
は
ほ
か

に
、
『
地
持
経
』

の
戒
品

の
剔
出
で
あ
る

『
菩
薩
戒

本
』
、

在
家

者
に
大
乗
戒

を
説
き
、

六
重
二

十
八
軽
戒
を
言

う

『
優

婆
塞
戒
経
』

な

ど
の
訳
出

が
あ
る
。
求
那

跛
摩
（
三
六
七
～
四
三
一
）
訳
の
『
菩
薩
善
戒
経
』

は
『
菩

薩
地

持
経
』

の
異
本
で

あ
る
。

（
１
）

以
上
、
中
国

に
お

い
て
重

ん
ぜ
ら
れ
た
主

な
大
乗
戒
経
典
を

あ
げ

た
。

も
ち

ろ
ん

こ
の
他

に
も
、

一
部
大
乗
戒

に
触
れ
た
経
典
や
、
小

部
の
大
乗
戒
経
典

は
数
多
い
。

そ
れ
は
時
代

が
下

る
に

つ
れ
て
さ
ら
に
訳
出
さ
れ
、
中

に
は
明

ら
か
な
中
国
撰
述

経

典

も
含
ん
で
増
加
し

続
け

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
多
く
の
経
典

の
中

か
ら
、
本

論
で

は
大
乗

戒
の

中
国
的

受

容

の
一
例

と
し

て
、
『
占

察
善
悪
業

報

経
』
（
以
下
、
『
占
察

八
一



佛
　
教
　
文

化

研

究

経
』
）
を
紹
介
し
、
い
さ
さ
か
の
論
考
を
加
え

る
こ
と

に
す

る
。

（
２
）

『
占
察

経
』
は
上
下

二
巻
、
『
大
正

蔵
』
十

七

巻

に
収

め

ら
れ

る
経
典

で
あ

る
。

「
天

竺
三

蔵
」

あ
る
い
は

「
隋
外
国

沙
門

」

菩
提
燈
（
登
）
訳
、

と
あ
る
が
、
菩

提

燈

な
る
人
物

に
は
伝

も
無
く
他
の
訳
経
な
ど
も
存
在
せ

ぬ
こ
と
、
ま
た
そ
の
内
容
な

ど
か
ら
、
中
国
撰
述
経
典
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

法

経
等
の
『
衆
経
目
録
』
（
五
九
四
年
撰
）
に
初
出
す

る
が
、

こ
の
時
点

で
す
で
に

「
真
偽
未
分
」

と
し

て
疑
経
録
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

続
く
費
長
房
の

『
歴
代
三
宝

紀
』
（
五
九
七
年
撰
）
巻
十

二

で
も
「
近
代

に

出

づ

る

が
似
し
」

と

さ
れ

て
い

る
。

『
歴

代
三

宝
紀
』

の
同
じ
箇
所

に
は
、

隋
の
開

皇
十
三
（
五
九
三
）
年

に
『
占

察
経
』

に
よ

る
塔
懺
法

が
禁
じ

ら
れ
た
、
と
い
う
記

事
も
あ
る
か
ら
、

そ
れ
ま
で
に
は
成
立

し

て
い

た
わ
け
で

あ
る
。

な
お
こ
の
経
は
、

唐
の
則
天

武
后
の
時
の
明
栓

『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
（
六
九

五
年
撰
）

で
真
経
と
判
定
さ
れ
、

智
昇
の

『
開
元
釈
教
録
』
（
七
三
〇
年
撰
）

も
そ
れ

を
容
認
し

た
。
以

後
、
公

に
は
そ
の
よ
う
に
判
断

さ
れ

て
い

る
。

本
経
は
、

堅
浄
信
菩

薩
の
請
問

に
対
し
、
世
尊

が
地
蔵
菩
薩
を
し
て
末
世
の
衆
生

の
た
め
の
方

便
を
語
ら
し

め
る
、
と
い
う
構
成
を
取

る
が
、

そ
の
内
容
は
上
下
二

巻

で
著
し

く
異
な
っ
て
い
る
。
大
野
法
道
博
士

の
言
葉
に

よ
れ

ば
、
上
巻
は
「
宿
世
の

善
悪
業
囚

と
、

現
世
の
吉
凶
の
果
報

と
を
占
知

す
る
法
を
説
い

た
も

の
」
、

下

巻

は

「
大
乗
仏
教
の
実
践
と
し
て
の
一
実
境
界
、

如
来
蔵
の
理
論
と
唯
識

観
、

真
如
観
の

行

と
行

程
を

説
く
」

も
の
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
下

巻
の
内
容
に
は
、
『
大
乗
起
信

論
』

と

の
関

連
が
看
取

さ
れ
、
両
者
の
関
係

が
問
題
と
も
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
筆

者

に
与
え
ら
れ

た
共
同
研
究
の
テ

ー
マ
は
「
中
国

に
お
け
る
大
乗
戒
」

で
あ

り
、

本

八
二

稿
で

は
『
占
察
経
』
に
お
け

る
大
乗
戒
の
変
容
を
問
題
に
す
る
。
よ
っ
て
、
今

は
上

巻
の
み
を
扱
う
こ
と
に
し

た
い
。

前
記
の
よ
う

に
、
『
占
察
経
』

上

巻
で
は
、

三
世
の
善
悪

の
業

と
そ
の
果
報
の
差

別
を
知

る
た
め
の
占

法
を
明
か
す
の
で
あ

る
。
大
乗
戒
の
問
題

に
筆
を

進
め
る
前
に
、

迂

遠
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
の
占

察
法

に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

占

察
の
た
め
の
道
具
と
し

て
は
、
「
木

輪
」

な

る
も

の
を
用
い

る
。

木
輪

と
は
、

木
を
一
寸

ば
か
り
に
刻
み
、
中
心

部
を
四
面

体
に
整
え
た
も
の
で
あ
る
。
両
端

は
斜

め
に
削
ぎ
落
と
す
。
明
末
の
智
旭
（
一
五
九
九
～

二
（
五
五
）
の

『
占
察
善
悪
業

報
経

疏

』
（
以
下
、
『
義
疏
』
と
す
る
）
に
よ
れ
ば
、
長

さ
九
分
、
四
方
三
分
、
香
木

を
用
い

（
1
2）

る
べ
し
、

と
指
示

か
お
る
。
こ

れ
を
放
っ
て
転
が
し
、
出

た
目

で
善
悪
を
占

う
の
で

あ
る
。

転

が
す

も
の

で
あ

る
か
ら
・
「

輪

（
＝
め
ぐ
る
、
ま
わ
气

の
意
）
」

と
言

い
、

ま
た
衆
生

を
正

道
に
転

ぜ
し
む

る
か
ら
「

輪
」

と
言

う
。

さ
て
、

こ
の
輪

に
よ
る
水
輪
相
法

に
は
、
以
下

の
三

が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

气

十
個

の
木
輪

で
、
宿
世

の
善
悪
業

の
差
別
を
占
う
。

二
、
三
個

の
木
輪

で
、
宿
世
の
善
悪
業

の
久
近

・
強
弱
・
大
小
の
差
別
を
占
う
。

三
、
六
個

の
木
輪
で
、
三
世
の
受
報

の
差
別
を
占
う
。

（
1
3）

で
あ
る
。
こ
の

う
ち
第
一
の
輪
相

に
つ
い

て
は
、
十
個
の
水
翰
そ
れ

ぞ
れ
の
一
面

に

十
善

の
一

つ
を
記
し
、
逆
の
面

に
十
悪
の
一

つ
を
記
す
。
他
の
二

面
は
空
白
で
あ

る
。

礼
拝

・
発
願
・
供
養
・
地
蔵
菩
薩
へ
の
称
名
な

ど
を
経
て
、
浄
物
の
上

に
輪
を
投
じ
、

出
た
結
果
に
よ

っ
て
宿
世
の
業
の
善
悪
を
知
り
、
あ

る
い
は
さ
ら
に
善
業
を
進
め
、

あ
る
い
は
悪
業
を
対
治
す

る
の
で
あ

る
。
現
世
の
果
報
と
こ
の
結
果
が
相
当
せ

ぬ
者

は
、
「
至
心
な

ら
ず
」
「
虚
謬
」
と
さ
れ
る
。



結
果

に
は
当
然
、
十

善
を
具
す
石
者
、
十
悪
を
具
す

る
者
、
善
悪
混
合
の
者
、

空
　
　

が
出
た
り
し

た
場

合
で
あ
荅
。

こ
の
よ
う
な
矛
盾

も
、

ま
だ

［
至
心

無
し
］
［
不
相

白
面

を
雑
え

る
者
、
全

て
空
白
の
者
、

が
考
え
ら
れ
る
が
、

空
白
面

が
出
る
の
は
業
　
　

応
］

と
さ
れ
て
い
る
。

の
力
が
［
微
弱
に
し
て
未
だ
果
を
牽
く
こ
と
能

は
］

ざ
る
た
め
と
説
明

さ
れ
る
。

ま

た
全
て
空
白
の
場
合
に

つ
い
て
は
、

此
人

已
証
無
漏
智
心
専
求
出

離
、
不
復

楽
受
世
間

果
報
、
諸
有
漏
業

展
転
微
弱

（
1
4）

更
不

増
長
、
是
故
不
現
。

と

あ
っ
て
、
高
く
評
価
し

て
い

る
よ
う
で
あ

る
。
確
率
か
ら
す
れ
ば
、
全
て
空
白
面

が
出

る
の
は
２

の
1
0乗
分

の
１
（
一
〇
二
四
分
の
一
）
で
あ
る
か
ら
決
し
て
高
く
は
な

い
が
、

そ
れ
は

（
善
悪
に
よ
ら
ず
）

全

て
文
字
面
が
出

る
確
率
と
同
じ
で

あ
り
、

全

て
善

が
出

る
方

が
倍

も
確
率

が
低
い
。
こ
の
辺
疑
問
に
思
え
な
く
も
な
い
が
、
先
の
、

占

察
の
業
因

と
現
世

の
果

報
が
相
当
せ

ぬ
者
を

「
至
心

な
ら
ず
」
「

虚
膠
」

と
斥
け

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
問
題

は
解
消

さ
れ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

次

に
第
二

の
輪
相

に

つ
い
て
は
、
三
個
の
木
輪

が
そ
れ

ぞ
れ
身

‘
囗

こ

息
の
三
業

に
相
当

す
る
。
ま
ず
Λ
面

に
長

く
太
く
端
ま

で
線
を
引
き
、
Ｂ

面

に
は
細
く
短
く
線

を
引

く
。
Ｃ
面

に
は
深

く
広

く
溝
を
刻
み
、
Ｄ
面

に
は
浅
く
細
く
溝
を
刻
む
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
Ａ
面

は
積
善
の
久
し

く
、
行
業
猛
利

に
し

て
所
作
増
上
な

る
こ
と
を
、

Ｂ

面
は
逆
に
積
善
の
近
き
こ
と
を
、
Ｃ
面

は
習
悪

の
久
し

く
、
余
殃

の
厚
き
こ

と
を
、

Ｄ

面
は
ま
た
逆
に
、
善
を
退
す
る
こ
と
近

く
悪
業

も
未

だ
増
上

に
至

ら
ざ
る
こ
と
を

示

す
。
同
じ
も
の
を
三

つ
作
り
、
第
一
の
輪
相

で
得

た
結
果

に
基

づ
い
て
輪

を
投

ず

る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
第
一
の
輪
相
の
結
果
と
、

第
二

の
輪
相

の
結
果

が
矛
盾

す
る
こ
と
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
で
不

殺
の
善
業

を
得

な
が
ら
第
二

で
身

の
悪
業
を
得

た
り
、

第
一
で
不

殺
の
善
と
偸
盗
の
悪

を
得
、
不
殺

の
方

に
つ
い
て
輪
を
投
じ

た
ら
身

の
悪

『
占
察
善
悪
業
報
経
』
に
み
る
大
乗
戒
の
中
国
的
受
容

（
1
6）

第
三

の
輪
相
に

つ
い
て
は
、
六

個
の
木
輪
そ
れ

ぞ
れ
四
面

の
う
ち
一
面

を
空
白

に

し

、
残
り
三

面
に
順
次
数
字
を
書
き
入
れ

る
。
す
な
わ
ち
、

ａ
輪
に
は
１
～
３
、
ｂ

輪
に
は
４
８
６

、
以
下

順
に
７
～

９
、
1
0～
1
2、
1
3～
1
5、
1
6～
1
8、

と
書
き
込
ま

れ
る
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
六
個
の
木
輪
を
三
回
投
じ
、
そ
の
総
和
を
計

る
。
最
大
値

は
（
３
＋
6
＋
9
＋
1
2＋
1
5＋
1
8）
×
３

、

で
工

８
９
と
な

る
わ
け
で
、

経
典
に
は
１

か
ら
１

８
９

ま
で
の
１

８
９

通
り
の
結
果
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
果
報
の
相
が
示

さ

れ
て
い
る
。

な
お
全

て
空
白
の
目
が
出
て
、

総
和

が
Ｏ

と
な
る
可
能
性

も
あ
る
の
だ

が
、
「
此

（
1
7）

の
如
き
諸
数
は
、
皆
一
数
よ
り
起
こ
り
、
一
を
以
て
本
と
為
す
」
と
あ
る
た
め
か
、

こ
の
中

に
は
入

っ
て
お
ら

ず
、
最
後
に
「
其
の
三
た
び
擲
ち
て
、
皆
現

ず
る
所
無
き

（
1
8）

こ
と
有

る
者
は
、
此
の
人
則
ち
、
已
に
無
所
得
を
得
た
り
、
と
名

づ
く
」

と
さ
れ
て

い

る
。

と
こ
ろ

で
こ
の
１
８

９
通
り
の
果
報
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ

の
中
に
も
色

々
あ
り
、

「
不

退
を
得
る
」
「
兜
率
天

に
生
ず
」
な
ど
出
世
間
に
関
わ
る
も
の
の
み
な
ら
ず
、

世

間
的
な

も
の
が
多
く
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
福
・
禄
・
寿
に
関
す

る
こ
と
や
夢
・
病
の

占
い
、
君
民
の
関
係
や
国
家
の
興
亡
な
ど

に
つ
い
て
の
予

言
な
ど
で
あ
る
。
果
て
は

妻
妾
を
求

め
る
こ
と

の
吉
凶
ま

で
、
種
々
雑
多

で
興
味
深
い
。
あ
る
い
は
こ
の
辺
に
、

『
占
察
経
』

の
流
行
と
禁
断
の
一
因

か
お

る
か
と
も
思

わ
れ

る
が
、

こ
れ
も
本
稿
の

主
旨

で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
注
意
を
示
す
の
み

に
し
て
お
く
。

さ
て
、
『
占
察
経
』

が
戒
に

つ
い

て
触
れ

る
の
は
こ
の
う
ち
第
二

輪
相
を
述

べ
た

八
三
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あ
と
で
あ
る
。
以
下
、

そ
の
部
分
を
見

て
ゆ
こ
う
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
ま
ず
、
生

老
病
死

を
度
脱
し
、
禅
定
と
智
慧
を
修
習
せ
ん
と
す

る

者
は
、
宿
世

の
悪
業

の
多
少

・
軽
重
を
観
ず
べ
き

で
あ
る
。
経
文

に
明
記

さ
れ
て
は

い
な
い
が
、
当
然

こ
れ
は
第
一
・
第
二

の
輪
相

に
よ

っ
て
観

ず
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

悪
業

が
多
厚

で
あ
れ
ば
懺

悔
を
し
、
戒
根

を
清
浄
に
、
宿
世
の
重
罪
を
微
薄

に
し
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
。
こ
の
懺

悔
の
法

に

つ
い

て
は
詳
細

は
略
す

る
が
、
と

も
か
く

日
々
法

を
行

ず
れ
ば
、
七

日
の
後
乃
至
千
日

の
中

に
は
清
浄

の
相
を
得

る
こ
と

が
で

き
る
、

と
あ
る
。

で
は
何
を
以

っ
て
そ
れ
を
知
る
か
と
言
え

ば
、
修
行
し

て
七
日
を
過

ぎ
て
日
々
、

第
二

の
輪
相

を
三

た
び
投

ず
る
の
で
あ
る
。
身
口
意
の
三
業

が
皆
善

で
あ
れ

ば
、
清

浄

の
相

を
得

た
、
と

さ

れ

る
。

こ
の

際
、
諸
余

の
「
奸
相
」

を
得

る
者

も

あ
る
。

「
好
相
」
と
は
こ
の
場
合
、
仏
菩
薩
の
奇
瑞
の
こ
と
で
あ
る
が
、
経
文
に
は
、

或
有
衆
生

得
三
業

純
善
時
、

即
更
得
諸
余
好
相
、

と
あ
り
、
こ
れ
は
必
須

事
項

で
は
な
い
。

若
人
未

得
三

業
善
相
、

但
先
見
聞
如
此
諸
事
（
＝
好
相
）
者
、

則
為
虚

妄
誑

惑

（
2
2）

詐
偽
、
非
善
相
也
、

と

あ
る
通
り
、
あ
く
ま
で
も
輪
相

に
よ
っ
て
善
相

を
得

る
こ

と
が
重
要

な
の
で
あ
る
。

こ
の
好
相
よ
り
も
輪
相

を
上
位

に
置
く
点

は
留
意
す

べ
き

こ
と

で
あ
ろ
う
。
同
じ

大
乗
戒
を
説
く
重
要

な
中
国

撰
述

経
典
と
し

て
、
時
代
的
に
先
行

ず
る
『
梵
網
経
』

が
、
受
戒
の
際
の
好
相

を
重
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
こ

と
は
次

に
触
れ
る
。

次
に
、
来
来
世

の
若
し
は
在
家
若
し

は
出
家
、

諸
々

の
衆
生
等

が
、
受
戒
を
願

っ

て
も
、
先

に
増
上

の
重

罪
を
作
し
た
た
め
に
そ
れ
が
叶

わ
な

い
場
合
、
こ

の
場
合

も

同

様
に
、

懺

悔
の
法
を
修
し
、
「
身
口
意

の
善
相
」

を
得
れ
ば
許
さ
れ

る
。

こ
こ

で

八
四

経
文

に
「

身
口
意

の
善
相
」

と
あ
る
の
は
、
前

の
部
分

の
内
容

か
ら
す
れ

ば
当
然
、

第
二
輪
相

に
よ
っ
て
三
業

の
善
を
得

る
こ
と

で
あ
る
。

こ

こ
で
「

増
上

の
重
罪
」

と
い
う
の
は
、
智
旭

の
『
義
疏
』

に
よ

る
に
、
在
家
の

場
合

は
終
身
の
五
戒
中

の
四
重
、
八
斎
戒
中

の
四
重
、
菩
薩
戒
中

の
十
重

で
あ
り
、

出
家

の
場
合

は
四
重

で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
重
罪

は
、

若
依
律
蔵
、
不
許
懺

悔
、
不
得
重
受
一
切
戒
品
、
若
依
梵
網
、
須
以
得
見
好
相

（
2
4）

為
期
、
今
依
此
経
、

則
以
得
清
浄
輪
為
期
也
、

と
あ
っ
て
、
律
蔵

で
は
許

さ
れ
ざ
る
も
の
、
『
梵
網
』
で
は
第
四
十
一
軽
戒
に
、

若
有
犯
十
戒

者
、
応

教
懺

悔
、

在
仏
菩
薩
形
像

前
、

日
夜
六
時
誦
十
重
四
十
八

軽
戒
、
若
到
礼
三
世
子
仏
、
得
見
好
相
、

…
…
若
無
好
相
、
雖
懺
無
益
、

と
あ
る
通

り
、

好
相
を
得

る
こ
と

が
条
件

で
受
戒

が
許
さ
れ

る
が
、
『
占
察
経
』

で

は
好
相

は
問
題

で
な

く
、

清
浄

輪
相
を
得

る
こ

と
で
受
戒

が
許

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

智
旭

は
続

い
て
、

又
七
逆

等
、
亦
名

増
上
重
罪
、
雖
梵
網
経
亦
不
許
其
受
戒
、
若
依
此
経
、
求
得

（
2
6）

清
浄
輪
相
、
即
応
可
受
、

と
言

う
。
確
か

に
『
梵
網
経
』

に
は
第
四
十
軽
戒

に
、

菩
薩
法
師
、
不
得
与
七

逆
人
、
現
身
受
戒
、

と

あ
り
、
第
四
十

一
軽
戒

に
、

若
現
身
有
七
遮
、
師
不
応
与
受
戒
、
無
七
遮
者
得
受
、

と
あ
る
。

先

に
触

れ
た
よ
う

に
、
『
占
察
経
』
は
輪
相

を
好
相
よ
り
重
く
見

て
い
た
。
『
梵
網

経
』

に
お

い
て
は
、
波
羅
夷
罪

で
あ
る
十
重
戒
を
犯
し

た
者

で
さ
え
も
、
好
相
を
得

れ

ば
受
戒

が
許

さ
れ

る
。
そ
の
重
要

な
好

相

を
敢

え

て
軽
く
扱

っ
た
と

こ

ろ
に
、



『
占

察
経
』

の
作
者

の
意
図

が
働
い
て
い
る
と
思

っ
て
良
か
ろ
う
。

し

か
し
七
逆
罪
　
　
　
　

皴

提
木
叉
、
出
家
之
戒
、
名
為
比
丘
比
丘
尼

、

に
つ
い
て
は
、
『
占
察
経
』

は

「
増
上
の
重
罪
」

の
内
容
を
明
記
し

て
い
な
い
の

で
　
　

と
言
う
。
こ
こ

で
「
身
口
意
を
し
て
清
浄
を
得
せ
し
め
お
わ

っ
て
」
と
い
う
の
は
当

あ
る
か
ら
何

と
も
言
え
な
い
。
智
旭

は
そ
の
よ
う
に
『
占
察
経
』
の
輪
相
の
功
徳
を
　
　

然
、
第
二
輪
相

に
よ

る
清
浄
相
を
得

て
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に

重

く
見

て
い
る
、

と
言
う

に
止

ど
め

て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
清
浄
輪
相
を
前
提
と
し

て
三
衆
浄
戒
を
自
皙
し

て
受
け

る
こ
と

で
比
丘
比
丘
尼

さ
て
次

に
『
占
察
経
』

は
、
こ

の
よ
う
な
衆
生

が
「
菩
薩
の
根
本
重
戒
及

び
在
家
　
　

と
名
づ
け

る
、
と
明
記

さ
れ
て
い
る
。

出

家
の
一
切

の
禁
戒
、
所
謂
摂
律

儀
戒

・
摂
善
法
戒
・
摂
化
衆
生
戒
を
総
受
せ
ん

と
　
　
　

な
お
経
文
で

は
、

そ
の
直
後

に
、

願

」
い
、
し

か
も
善
好

な
る
戒
師

が
得

ら
れ
ぬ
場
合
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

即
応
推
求
声
聞
律
蔵
、
及
菩
薩
所
習
摩
徳
勒
伽
蔵
、
受
持
読
誦
観
察
修
行
、

応
当
至
心

於
道
場
内
恭

敬
供
養
、

仰
告
十
方
諸
仏
菩
薩
請
為
師
証
、
一
心
立
願
　
　

と

あ
っ
て
、
声
聞
の
律
蔵

や
菩

薩
の
論
蔵
の
習
得

や
修
行
を
指
示
し

て
い

る
。
こ
の

称
辯
戒
相
、
先
説
十
根
本
重
戒
、
次
当

総
挙
三
種
戒
聚
、
自
誓
心
響
　
　
　
　
　

こ
と
に

つ
い
て

は

『
小

乗
の
律
と
の
脯
係

が
徽
妙
で

乱
作
四
』

と
か
、
「
こ
の
学
習
の

と
言
っ
て
、

こ
こ
で
菩

薩
の
三

聚
浄
戒
の
自
誓
受
を
許
し

て
い

る
。
「
菩
薩

の
根
本
　
　

要
請
が
、
律
儀
戒

で
戒
相
を
示

さ
な

か
っ
た
こ
と
に
対
す

る
代
弁
と
も

受
取
れ

る
」

重
戒
」

に

つ
い
て
は
、
大
野
法

道
博
士

は
十

善
と
見

て
お
ら
れ

る
。
ま

た
摂
律
儀
戒

の
内
容
は
明

ら
か
で
な
い
が
、

智
旭
の
『
義
疏
』

に
は
、
（
3
1）

須

受
菩

薩
三
聚
浄
戒
、
即

梵
網
十

重
四
十
八
軽
戒
也
、

な

ど
の
指
摘

が
あ
り
、

さ
ら
に
経
文

は
そ
の
後

に
、

若
雖
出
家
而
其
年
未
満
二
十
者
、
寤
当
先
誓
願
受
十
根
本
戒
、
及
受
沙
弥
沙
弥

尼
所
有
別
戒
、

と
あ
る
。
さ
ら
に
智
旭

は
、

も
し

増
上

の
重
罪
を
犯
し

た
場
合
は
清
浄

の
輪
相

が
必
　
　

と
言

っ
た
り
、

要

で
あ
る
が
、

罪
が
な
い
場
合

は
た
だ
仏
菩
薩
を
請

ず
れ
ば
自
誓
し
て
受
戒

が
で
き

（
3
2）

此
同

地
持
瓔
珞
二

経
、

重
在
発
菩
提
心
、
不
同
梵
網
制
令
見
好
相
也
、

と
続
け
、
同

じ
く
自
誓
受
を
許
す
『
梵
網
経
』
が
奸
相
を
得

る
こ

と
を

そ
の
条
件

と

（
3
3）

し

て
い

る
の
と
は
違
う
、
と
そ
の
独
自
性
を
強
調
し

て
い
る
。

さ
ら

に
『
占
察
経
』
は
、
比
丘
・
比
丘
尼
戒
に
言
及
す

る
。
す

な
わ
ち
、
出
家

を

願

い
、
乃
至

す
で
に
出
家
し
て
い

て
も
、
善
好
な
る
戒

師
等

が
得

ら
れ
な
け

れ
ば
心

に
疑
惑

が
生
じ
戒

が
受
け
ら
れ
な
い
、
と
い
う
者
は
、

亦
令
身
口
意
得
清
浄
已
、
…
…
自
誓
而

受
菩

薩
律

儀
三
種
戒
聚
、
則
名

具
獲
波

『
占
察
善
悪
業
報
経
』
に
み
る
大
乗
戒
の
中
国
的
受
容

若
沙
弥
尼
年
已
十
八
者
、
亦
当
自
誓
受
毘
尼
蔵
中
式
叉
摩
那
六
戒
之
法
、
及
遍

（
3
9）

学
比
丘
尼
一
切
戒
聚
、

と
し

た
り
し
て

い
る
の
で
、

な
お
さ
ら
小
乗
戒
と
の
関
連

が
無
視
で
き
な
く
な

っ
て

い

る
。

ち
な
み

に
智
旭

は
こ
の
部
分

に
つ
い
て
、

比
丘
比
丘
尼
戒
、
関
係
僧
輪
、
至
尊
至
貴
、
故
雖
無
増
上
罪
、
亦
須
求
得
清
浄

輪
相
、
方
可
承
当
、
不
同
菩
薩
戒
也
、

と
し

て
あ
っ
て
、
清
浄

の
輪
相

を
得

る
こ

と
で
、
比
丘
比
丘
尼
戒
を
自
誓
受
で
き

る

の
だ
、

と
説
明

し

て
い

る
。
こ

の
あ

た
り
い

か
に
も
、
諸
種
大

乗
戒

経
の
中

で
の

八
五
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教
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研
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『
占
察

経
』

の
急
進
性
が
表
れ

て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
、
『
占
察
経
』
は
、

若
彼
衆
生
雖
学
懺

悔
、
不

能
至
心
不

獲
善
相

者
、
設
作
受
相
、
不
名
得
戒
、

と
、
あ
く
ま
で
も
輪
相

に
よ
り
善
相

を
得

る
の
が
前
提

で
あ
る
こ

と
を
確
認
し

て
、

戒
に
関
す

る
言
及
を
終
え
る
。

以
上

、
『
占
察
経
』

の
経
文
を
、

智
旭
の

『
義
疏

』

を
参
考

に
見

て
き

た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
経
典

が
大

乗
戒

経
と
し

て
き
わ
め
て
特
異

な
、

ま
た
急
進
的

な
も
の
で

あ

る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
。

『
占
察
経
』

は
も
と
も
と
、

自

誓
受

を
説
く
経
典

と
し

て
留
意

さ
れ

て
い
る
も
の

で
あ
る
が
、

そ
の
自
誓
受
の
部
分
に
注
し

て
智
旭
は
、

前
出

の
通
り
、
『
占

察
経
』

は
『
梵
網

経
』
と
違

い

自
誓

受

に
好

相

を
必
要

と
し

な
い
、

そ
れ

は
『
地

持

経
』

『
瓔
珞
経
』

と
同
様
で
あ

る
、
と
言

っ
て
い
た
。

し
か
し
、

ま
ず
『
地
持

経
』

に
つ
い
て
言

え
ば
、
こ

れ
は
『
瑜
伽
師
地
論
』
菩

薩

地
の
異
訳
で
あ
っ
て
、
『
瑜
伽
論
』
巻
五
三
に
は
、

有
堪
受
律

儀
、
方
可
得
受
、
此
中
或

有
由
他
由
自
而
受
律
儀
、
或
復
有

气

唯

自
然
受
、
除
芸
芻
律

儀
、
何
以
故
、
由
芸
芻
律
儀
非
一
切
堪
受
故
、
若
芸
芻
律

儀
、
非
要

従
他
受
者
、

若
堪
出
家
、
若
不
堪
出
家
、
但
欲
出
家
者
、
便
応

一
切

随
其
所
欲
、
自
然
出
家
、
如
是
聖

教
便

無
、

軌
範
亦
無
、
善
説
法
毘
奈
耶
而
可

（
4
2）

了
知
、
是
故
芯
芻
律
儀
、

無
有
自
然
受

義
、

と
あ

る
。

自
然
受
（
自
誓
受
）

が
許

さ
れ
る
の
は
在
家
者
の
み
で
あ
っ

て
、

比
丘
比

丘
尼

に
は
従
他
受

の
み
、

と
す
る
箇
所
で
あ
る
。
『
瑜
伽

論
』

系
の
自
誓
受

は
こ

の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

八
六

玄

だ
、
『
瓔
珞
経
』
は
、
そ
の
巻
下

に
自
誓
受
を
説
く
が
、

そ
れ
は
、

受
戒
有
三
種
受
、
一
者
諸
仏
菩
薩
現
在
前
受
、
得
真
実
上
品
戒
、
二
者
諸
仏
菩

薩
滅
度
後
、
干
里
内

有
先
受
戒
菩
薩
者
、
請
為
法
師
教
授
我
戒
、
…
…
荳（
弟
子

得
正
法
戒
、
是
中
品
戒
、
三
者
仏
滅

度
後
、
干
里
内
無
法
師
之
時
、
応
在
諸
仏

（
茹
）

菩
薩
形
像
前
、
胡
跪
合
掌

自
誓

受
戒
、

…
…
日
疋
下

品
戒
、

と
言

う
の
で
、
自
誓
受

に
は
触
れ
る
も
の
の
そ
れ
は
下
品

の
戒

で
あ

り
、
教
説

の
中

心
は
第
二

の
従
他
受

の
方

で
あ
る
。

し

た
が
っ
て
、
『
瑜
伽
』

系

に
お
い
て
も

『
瓔
珞
経
』

に
お
い
て
も
、
白
誓
受

の

地
位

は
高

く
な

い
。
対
し

て
『
占

察
経
』

は
、
清
浄
輪
相

を
条
件

と
し

て
三
聚

浄
戒

の
自
皙
受

に
よ
り
比
丘
比
丘
尼

の
資
格
を
許
し
、

ま
た
従
他
受
戒

に
言
及
す

る
こ
と

な
く
自
皙
受
の
み
を
説

く
の
で
あ
る
。
智
旭

の
注
釈

は
、
こ

の
両
経

が
「

自
皙
受
」

の
重
視
と

い
う
点

で
『
占

察
経
』
に
及
ば
ぬ
こ
と
を
踏

ま
え
た
上

で
為

さ
れ
た
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方

で
、
や

は
り

自
皙
受
戒

に
関
し

て
重
ん
ぜ
ら
る
べ
き
経
典

は
『
梵
網
経
』

で

あ
る
。

そ
の
『
梵
網
経
』

は
、

自
誓
受

に
「
好
相
」

と
い
う
神
秘
的

な
条
件
を
付

け

て
い

る
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
比

べ
て
『
占
察

経
』

が
条
件

と
す

る
「
輪
相
」

は
、

実
見

で
き

る
、
言

わ
ば
手

の
届

き
や
す
い
条
件

と
人
々

に
受
け
取

ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
結
局
の

と
こ
ろ
智
旭

の
注
釈

の
主

眼
は
、
『
梵
網
経
』
や
『
地
持
』
『
瓔
珞
』

に
対
す

る
『
占
察
経
』

の
優
位
乃
至

独
自
性
を
称
揚
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思

わ
れ

以
上
、
こ
の
中
国
撰
述

経
典

『
占

察
経
』

は
、
自

誓
受
を
許
し

そ
れ
を
中
心

に
据

え

る
点
、
増
上

の
重
罪

あ
っ
て
も
受
戒
を
許

す
こ
と
、
自
皙
受

に
よ
っ
て
比
丘

の
資

格

が
得
ら
れ

る
と
す

る
こ

と
、

そ
し

て
そ
れ
ら

の
条
件
と
し

て
「
輪
相
」
を
重
ん
じ



て
『
梵
網
』
の
好
相
を
軽
ん
じ
る
こ
と
等
々
、
大
乗
戒
経
と
し

て
極
め

て
特

異
な

、

急
進
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
大
乗
戒

の
中
国
的
受

容
に
関
す

る
興
味
深

い
一
例
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

占
察
法
に
つ
い
て
忖

苔
す

れ
ば
、
第
一

の
十
輪

を
用

い
る
こ
と
の
典
拠
は
北
涼
失

（
4
4）

訳
の
『
大
方
広
十
輪
経
』

に
求

め
ら
れ
て
い

る
。

だ
が
、
そ
れ

が
隋
代
作
製
の
『
占

察
経
』

で
、

既
述
の
よ
う
な
三
種

の
輪
相

に
変
形
し

て
い

っ
た
の
は
な

ぜ
か
、
と

い

う
問
題
は
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、

こ
の
経
が
作
製
後
ほ
ど
な
く
禁
制
せ

ら
れ
た
に
も
か
か

わ
ら

ず
、
『
大
周

録
』
で
復
権
を
遂
げ
た
の
は
な
ぜ
か
。

唯
一

の
注
釈
書

が
、
千
年
も
の
歳
月

を
経

た

明

末
に
唐
突

に
作

ら
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

そ
の
著
者
智
旭
は
学
行
兼
備
の
高
僧
と
し

（
4
5）

て
知
ら
れ
る
が
、

そ
の
人

に
し

で
こ

の
経

に
傾
倒
し

だ
の
は
な

ぜ
か
。
あ
れ
こ
れ
と

疑

問
の
残
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

中
国
撰
述

経
典
、

い
わ
ゆ
る
疑
経
の
常
と
し

て
、
そ
の
盛
行
の
背
後
に
は
時
々
の

民

衆
の
切
望
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

道

教
的
要
素

の
介
在

も
当
然
予
想
さ
れ

る
。
『
占

察

経
』

の
詳
細
な
論
究

に
は
、
こ

れ
ら

の
大
問
題
へ
の
理
解
が
大
き
な
課
題
と
し
て

存
す
る
の
で
あ
る
。

注
〔
１
〕
　
以
上

は
、
恵
谷
隆
戒

『
円
頓
戒
概
論
』

の
記
述

を
参
考
と
し
た
。

（
２

）
　『
大
正

蔵
』

一
七
、

九
〇
一
下
～
九
一
〇
下

。

（
３
）
　
望
月

信
亨
『
仏
教
経
典
成
立
史
論
』
四
八
五
頁
以
下
、
大
野
法
道
『
大
乗
戒
経
の
研

究
』
三
六
五
頁
以
下
。

（
４
）
　『
大
正
蔵
』
五
五
、

匸

一
六
中
～
下

。

『
占

察
善
悪
業
報
経
』

に
み

る
大
乗
戒
の
中
国
的
受
容

〔
５
〕
　『
同

右
』
四
九
、

一
〇
六
下

。

（
６
）
　『
統
高
僧
伝
』
巻
二

（
『
大
正

蔵
』
五
〇
、
四
三
五
下
）

に
も
同
様

の
記
事

あ
り
。

（
７
）
　『
大
周
録
』
（
『
大
正

蔵
』

五
五
、
三
七

九
上
）
。
『
開
元
録
』
（
『
同
』

五
丑
、
五
五

一

上
）
。

〔
８
〕
　
大
野
前
掲
書

、
三
六
五
頁

。

（
９
）
　
望
月
信
亨

『
大
乗
起

信
論
之
研
究
』
、
柏
木
弘
雄

『
大
乗
起
信
論

の
研
究
』

な
ど
。

（
1
0）
　
以
下

『
占
察

経
』
（
『
大
正

蔵
』
一
七

、
九
〇
二
中
～
下
）
。

（
1
1）
　『
続
蔵
』
二

二

四
二
二
上
～
四

五
五
上

。

（
1
2）
　『
同
右
』
二

二

四
二
六
上
。

（
1
3）
　『
大
正
蔵
』

一
七
、
九
〇
二
下
～

九
〇
三
中
。

（
1
4）
　『
同
右
』
　一
七
、

九
〇
三
上

。

（
1
5）
　『
同
右
』

一
七
、
九
〇
三
中
～
下

。

（
1
6）
　『
同
右
』
　一
七
、

九
〇
五
上
～

九
〇
六
下
。

（
1
7）
　『
同
右
』
　一
七
、
九
〇
五
上
。

（
1
8）
　『
同
右
』
一
七
、
九
〇
六
下
。

（
1
9）
　
以
上
、
牧
田
諦
亮

『
疑
経
研
究
』

一
〇
八
頁
以
下

、
鎌
田
茂
雄

『
中
居
仏
教
史
』
第

四
巻
二
三
一
頁
以
下

な

ど
参
照
。

（
2
0）
　『
大
正

蔵
』

｝
七
、
九
〇
三
下
～
九
〇
五
上
。

（
2
1）
　『
同
右
』

一
七
、
九
〇
四
中
。
三
本
・
宮
本

に
よ

る
。

（
2
2）
　『
同
右
』
一
七
、
九
〇
四
中
。

（
2
3）
　『
続
蔵
』
二

二

四
三
三
上
。

（
2
4）
　『
同
右
』
二

二

四
三
三
上
～
中
。

（
2
5）
　『
大
正

蔵
』
二
四
、
一
〇
〇
八
下
。

（
2
6）
　『
続
蔵
』
二

二

四
三
三
中
。

（
2
7）
　
と
も

に
『
大
正

蔵
』
二
四
、

一
〇
〇
八
下
。

（
2
8）
　「
摂
化
衆
生
戒
」

は
『
占
察
経
』
独
自

の
用
語

で
あ
る
。

（
2
9）
　『
大
正
蔵
』
一
七
、
九
〇
四
下
。

（
3
0）
　
大
野
前
掲
晝
、
三
六
五
頁
。

（
3
1）
　『
統
蔵
』
二

二

四
三
三
中
。

j八
七
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（
3
2）
　『
同
右
』
二

二

四
三
三
中
。

（
3
3）
　
第
二
十
三

軽
戒

に
「
欲
心
好
心
受
菩
薩
戒
時
、
於
仏
菩
薩
形
像
誓
受
戒
、
当
七
日
仏

前
懺

悔
、
得
見
好

相
便
得
戒

、
…
…
若
不
得
好
相
、
雖
仏
像

前
受
戒
、
不

得
戒
」
〔
『
大

正
蔵
』
二
四

、
一
〇
〇
六
下
）
と

あ
る
。

（
3
4）
　『
大
正

蔵
』

一
七
、
九
〇
四
下

。

（
3
5）
　『
同

右
』

一
七

、
九
〇
四
下

。

（
3
6）
　
石
田

瑞
麿
『
梵
網
経
』
（
『
仏
典

講
座
』

一
四
、
一

八
九
頁
）
。

（
3
7）
　
佐

藤
達
玄
『
中

国
仏
教
に
お
け
る
戒
律

の
研
究
』
三
六
四
頁
。

（
3
8）
　『
大
正

蔵
』
　一
七
、
九
〇
四
下

。

（
3
9）
　『
同

右
』
一
七
、
九
〇

四
下

。

（
4
0）
　『
続
蔵
』
二

二

四

三
三
下

。

（
4
1）
　『
大
正

蔵
』

一
七
、
九
〇
五
上

。

（
4
2）
　『
同
右
』
三

〇
、
五

八
九
下

。

（
4
3）
　『
同

右
』
二
四

、
一
〇
二
〇
下

。

（
4
4）
　
望
月
信
亨
『
仏
教
経
典
成
立
史
論
』
四

八
八
頁

。

（
4
5）
　
牧
田
諦
亮
師
は
こ
れ
に
つ
い
て
、

株
宏
の

『
自
知
録
』
、

お
よ
び
そ
れ
に
影

響
を
与

え
た
道
教

の
功
過
格
な
ど
に
刺
激
さ
れ
た
か
、
と
示

唆
し
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
『
疑
経

研
究
』
一
一
〇
頁
）
。

（
平
成
四
年
度
浄
土
宗
教
学
院
助
成
、

共
同
研

究

「
大
乗

仏
教
に
お
け
る
菩
薩
戒
の
研

究
」

よ
り
）

八
八
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から，また［対境に］到達して取るものであるから，また味と所触の二つもお互いに差別ない

ものであるから√対境に到達する順序より，識の生ずる順序が存在することはないので，その

故に1）考察される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ……

（本論に）あり，食べるこ

と に向 けられ る万とは欲望 （ｃｈａｎｄａ） であっ て， それはまﾉた 作意づ（汕ａｎａｓkaｒａ） と相応す るもめ

であり，作意 の力 によって も心相続 は別 め所縁 に転ず るか ら，そ の故 に舌 職が先 に生ず る。境

に等し く接触 し，食 するこ とに向 けられない時，ぞ の時に はその対境が ある ものそれが先 に生

ず るふ

㎜･- ら

1） Ｌａでは「識のように生ずる‥ことが」ﾉ付加されているi，

-17-



Tattｖartha（Ⅵ）五境について

ら，共［相］を対境とすることと=r4）共［相］を所縁とすることがあるからjlし 青等の共［相］

であるもの,j･｡=｡1）それを認識するのであるから，共 ［相］ の対塢をもつものとなる。」 と他の者

達2）が論議する。

(59 b)厂他の者達は，「ここで，五識身は共=［相］を対境としてもっものであり，自［相］と

いう対境たるもめを所縁とするから，一切法の無我［性］のような［共柤を認識するの］と同

様であると関係づけられることとなる。」と説ぐ。

この故

自相につ二いてでは妲･i､。］I｡と（本論に）詳細にあ:る。論書に，処の相たることに関して自柤を

境とすると註釈しており，処の自相はまた青・長等の ［事の］共 ［相］があるので1 ［事の］

共［相］を対境あるもめと認める。この故に，論証すべき義が論証された。

ある万ものは，自らの処 の多 くのもの（＝事）によって生 ぜしめられるべきであるから,9ﾗ……

共［相］卜があることに等しい。区別のないものとしてそれらは対境として存在することから，

共 ［相］を境として持つものであるが，共［相］たるもめではないよ:｡3）何故ならば，それらは

仮設のものとして存在するから，また［眼］識もまた，これによブて無我であると解釈される

か‥らである。さもなければ，青等の自相を認識することもまた共亅 相］を境とすることになるヽ 6

極微の多 く:のもの［が集ま ること卜 によって生ぜしめ られるべきものであるからである。卜=

ここで論証の不成立と，喩と証明せらるべき法が完全ではないこどもまた考察されるべきであ

る。詞）･

さらに処の相とは何か。事の相とは何か。眼等の識の相応 邨治郎ｐtａy（,ga,ｍts汕励ｐ沚Ｊｄａｎ

鈿d 畆 ｂｃａｓ ｐａ）［法］の依所と所縁とに相応しいものは，所応の皷くに眼等の処と色等の（5.1所

蔔 の相j.“5）である。
■■■

そこで眼根の対境に眼識が生ずﾉるが， 他めものに6）は［生ずるごと］ はない］ということい ご

れらが（7=5･･･処の相について依止して（6011）自相の対境あることであるご7）異なる［対境］ に異

ならない ［一つの］ もめと分別してより ［生ずるの］ ではない。［眼識等五識］ は分別が存在

しないものであるからである。事の自相とは，青等の自性が不可説なる無分別なる智の対境で=

あることである。 この様にしてまた論書4こは，『眼識によって青を認識することにとって 「青:

である」という［認識］はない。』とある。

ﾚこれが考察さ＼れるべきであると（本論に）詳細にあって，身と舌の二根は依所が一つである

ｊ

ｊ

ｊ

ｆ
Ｌ
亠

り
ゐ

３

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

λ
ｑ

ｇ

リ

６

７
Ｌ

La  T 青 等 の 共 ［相 ］ で あ る色 た る もめ な ど」，

Ｌａ で は 「 他 の 者 達 士 の 語 が ない 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■■　
■■■■■■■

Ｌａr 共 ［相 ］ と し て 区 別 の な い も の の 区 別 す る こ と な く ， そ れ ら に 境 と し 七 存 在 す る か らレ 共

［相 ］ を 境 とす る もの で あ る。 色 等 の共 ［相 ］ た るこ と は ない 。」

Ｌａ は こ れ を 欠 く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 う

Ｌａr 処 の 自 相 」.

Ｔａr μ ａｎ lasj  La  fg^ari 11 」。 Ｌａ を採 用 し た=。:

Ｌａr 処 の 自相 に つ い て 自 相 の対 境 あ る こ と で あ る。｡L

･16:
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ある時，一つの因をもてるようなものを，別のものの自性と触れずに区別された対象として

眼識が生じる，その時にはその種類を∧［他の種の色と］区別するJとさごれるべきである。眼識は
一 一一 一 一 一 一

別のものの自性と区別 された一つの対象を把握し，その後に順次に意識 はそれと別 の事物

を心ご区別されたものにより伸分別する。この故に眼識もまたその［色の］種類を区別すること

があることに矛盾はないめである6

［多くめもめを一とまとめにしてぞれを対象として眼識が生ずるこ=とがある。 その場合］ 近

くでは，顕色と形色とを保持する空間がある:，そのこと故にヽ［それは］ 旌 但畆』 巳 彑殳韭:

軍の配置あるいはなどと（本論に）説かれている用に多くの顕色と形色を一つに合せて認識す
ｰ

るの］である。

（本論に）ある拡 ある時に一つのものに対して耳識が生じ， その時太鼓（ｐａ如ha）2）め［音］こ

はあるけれども螺貝の音はないので，その種類を区別されるが，ある時は多くの,もの［が合づ

た音声］ によるから， その時はその区別（59a ）がなされることがない6 喧騒の声と歌声の多

くを聞く様なものであ,る。

身識は［最=も多くしとも五種類,φ触を識の対象と‥して生起する］ と（本論に）あるが，ある時
w－ 四 〃 心 － ……… ← 〃 〃

は一つ［触］によってである。その時はそれは冷であり熱ではない。なめらかさはあるが，粗

さはないとその種類が区別される。

ある時には二つ［の触］によってである6 二つの［大］種あるいは［大］種よりできた二つ

である。

ある時は三と四より，五まで ［の触］にようてであるぷ［四大］種と， なめらかさ等（め内ｿ

の）一っにようてである。粗さ等は他の四（大）種に依止す/るからである。

［ し か し 他 の 人 々 は や は り 十 一 種 類 の 触 ］ す べ て を も ［対 象 と し て 生 起 す る ］

四 〃･ ≒四 四 ←　　　　　　　　　||　 丶　　--　　　　　-　丶

詳細にあるが，ここでも最も多くて もと［い/う様に］こ続く。

と （本論 に）

重さと冷たさと粗さの自性を受け取って，別々に区分しないで（59a）j保持する:こと/が観察=

される。だから六 ［種］ と七 ［種］と十－ ［種］ までによってもあるのである謬｡“ 下降する

ことと飛ぶことをなす者逹は，熱と冷等を同時に領受し｡ そしてＴつとしてひ万もじさと渇きの

所触もあっでよ3）身識は十一の触を対境として，区分せずに生ずることがある。

ﾚ至 丞 縁 右左 羞 だを ゑ
………
…哄 担 蚩匹 廡 气 本論 り

「 アビダル マよ りすれ ば，五 識身 は自相を対 境 とする と説 くめで あ る．卜こ め洳 こ青 等の種

類｀ で区別されていない ものを ［眼］ 識が とる こと はj　共 ［相］ を所縁 より取 るのであるか

･.-i｡･･　 ‥.‥il.･......　･･―¶･･･I･.1.7

1） Ｌａr 区別された種類より」，

2）=「rha ｐａ!ａｈａ」とＴａにある．チベ:ツト語の「齟 （太鼓）とそめ音写語のpataha が並 記されている6」

3）こ　Ｌａr 飛 ぶ，見る，屈伸する者達にとって」，

4）･ Ｌａはこれを欠ぐ

一一－15 一一 一



Tattyartha (Ⅵ）五境について

る。」と（説く）。’=･4）

5j　五境と認識

Akbh. こ

色は多種であるｿど説がれている。その内である場合は一つのものを対象として眼識が生ずる。

その時にはその［ものの］種類を［他の種類と］区別している。ある場合はi 多くの［ものを

対象として眼識が生ずる］。 その時には［そのものの種類を］区別していない。 づまり｡ それ

は多くの顕色と形色めある軍の配置とか宝珠の集まりﾚを遠くから見るものにとって［眼識が生

ずる］様なことである。同様なことが耳識等にも=あると知るべきである。

「しかし，身識は最も多 くて，五［種の］触によって生ずる。すなわち，四大種と軟等（の

内の）一つによって ［生ずる］。」とある者達が［説く］。（また）「十一［種］ のすべて（の触

境）によって1）［身識が生ずる］」と訝の者達が［説く］。　　　　　　　　　　　　　　　　 卜

もし以上の様であれば五識ぱ［多くの対象を］合わせて所縁ごとするから，共相を境とする‥もこ

のとなり，自相を境とするもめではなくなるのではないか。これら（五識）は処の自相につい

て自相を境とすると主張されるのであり，事の自相について［自相を境とするの］ではないか

ら，過失はない。

このことが考察されるべきで1ある。身と舌との二根が，同時に境に到達する時にどちら:め識宍

が先に生ずるのか。 その（根に）とづてよﾉり強い境が［先に生ずる］。しかし対境の強さが同j

じ時には舌職が先に生ずる。相続は食べることに向けられるからである。‥

T ａ

す る）I｡,と（本論lこ）詳細にあってレ とこでもの=（ｄrａｖｙａ）という語によって，青等の種類を説

くが，極微というもの（drａｖｙａ）ではない。五識身は，［極微の］ 積集したものを所縁とする

からである。［その時には］ その種類を，［他の種類の色と］ 区別してと （本論に） あり,q=･･=-1
・　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■■■■　　　　　　　　■■
混乱していないから意識によづて青でない4）と明らかにし,二青である‥と考える。 同様に他にう　 ，

いても説かれるべきである６.111‘･･13）

「眼等 の識によっては，対境を区別することは出来ない6 ［眼等の識は］分別（ａｖikal鈿）が

らである:。」とある者達が（説く）5）。

D　Akbh  fsarvair ekadaSabhirJ Akbh T, Ta,  La  fbcu geig ｐｏ thams cad ｋｙii k 衵 副/ （十 一

［種 ］ す べ て に よ っ て も）｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゜

2） Ｌａ で は 「色 は多 種 で あ る」］と」説 か れTこい1るJと （ 本 論 に） あ る が,ｿ［ そ れ は］［十 二 ］ 処 の 色 の こ と で

あ̈り ， 色 は二 種 と 二 十種 あ る と さ れ る べ きで あ る。」 が 付 加 さ れ て い る。　　　　　　　　　　　　　 ヅ

3） Ｌａ で は 「 あ る者 が説 く。」 とあ り， 有 余 説 に な って い る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ダ

4） 文 意 を 考 え る とTa,  La にあ る 『sｌｉｏｎ ｐｏ ma yin ｐａ』 （青 で な い） を 「面ｕｎ ｐｏｙih 呻 」（青 で あ……………

る） と 直 し た 方 が よ い か も し れ な い。

5） 五 識 身 に は青 等 と判 断推 理 す る計 度 分 別 が な い （Akbh P.22 ） か ち ， こ の よう に主 張 さ れ るの で あ

る。Ｌａ は有 余 説 と は し ない 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■■■■■
■■

14　　　　　　　　　　　　　 ：　　　　　　　　　　 ｉ
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の重さがあるとすれば，四天王天の［衣の重さは］コそれの半分，三十三天の［衣の重さは］そ

の半分である。この様に半分半分に滅じて，別の変化した自在（天）の如意樹の衣は，１パラ

の（58･ａ.）=64分の１の重さである。

それ以上に，色界にある者の衣は重さがないと説かれた時に，重さたるごとがあ:るならば，

どうして重さがないのであろうか。色界において，有情の身体とその依所ぱ宝の輝きの如く清=

浄であるから， 重さが存在しないのでばないか=と言うならば， 施設足論 の゙章句が紹介さ‥れる

べきであるから， た

これは，どのように理解したらよいのか。集め，ひきのばしてう くっこたカーシャ（k齟ａ）万の

花の糸の如くである。カーシャの花の糸を集め・ぴきのばし・まとめｔ集めて［できた衣服そ入

れは］一着ごとははかられない。［しかし］1所依が存在するのでもあるから， 色界はおいて重こ

さぱ存在するj ）　　　　　　　　　　　　　　　 ，

と亅 本論Sと］

ある。

ある者達が「kila（伝説する） め語は［色界では］三昧（samidhi ）と異なる益をなすもの

は，立てることはないことを明らかにするためにある」（と説く）。2）

尊者 Ａｒｙad飴ａが説く。「それらめものにとってそめようであるならば,I　第＝静慮において

三識相応め楽（受）にようて，利益をなすようにならない」と3）。

別の者達が 厂ぞれよ叭 軽安（pｒａｓｒabdi）二という触と異なった別･の触觝 益をなすことはな

い。」･と（説･く･）。

（‘･･:･「kila という 語の意図するところは，総てめ者達比とっ七［色界に益めある冷たさがあ

ると認めることが］あるのではなく，他の者達にとって，この益をなす原因（ら冷たさ）を除

いて［認めないこと］があるといしうことを考えての上のこ/とである。冷とは暖を欲する‥ことで:

あるという柤の差別は，kjla という 語によって明瞭になる。」と別の者逹がし（説く）。

別の者達が「kilaという語は，このアーガマの理の考察（58b）と比量 を越えたもめヤあ

論 」（Ｐtａｊｉ ａｐti 健st ｒａ） に 対 応 す る チ ベ ッ ト 語 は ，bt ａ面 鈿b ｓtａｎ ｂｃｏｓ で あ るｉ=

1 ） ここ の 後 に 以 下 の 様 な 音 写 が 続 く 。 Ｌａ で は こ れ を 欠 く 。

ｐａtｉｎａｍ （Ｄ., Ｎ. ｖａtｉｎｉ 釉 ）･ｈｙ4dh 訂９ ａ亅）ｒａｙｏ （Ｄ
ｏｙ
ａ）d ｓａｎａ ｌｈ （Ｄ. ０ｍｉtこlh） ｎ汕=y 句 毳嘸 （Ｄ｡ｿ

nanye)  karka §atva ｍ （Ｐ.，Ｄ.bh ）万ｕｐａrｉｂｈｖｕmi ｓａｕk ｕmar ｇｙａｐｅ （Ｄ. ｂｅ）k §ａｙadha ｒａｓｕ

●　 －･･　　.ｍｒmaIXeg ｕ tsa

以 下 の 様 に 還 梵 し て み た が ， 意 味 は 不 明 で あ る 。

ｐａtinar!l hyjadha ｒe 卵 ｐrａy ｏｊａｎａ叺 ｎａｎｙe§alil ka ｒｋａ乱t ｖａｍ 皿 ）瓧ibhi 汕i §洫kii ㎞6 坩yapekga･

ｙａｄｈａｒａｓｕnir ｍ 初 ｅ令ｕ ca/｡

2 ）:　こ の あ る 者 達 の 主 張 は ， 世 鶇 自 身 の 意 見 （ｓ袙 汕ａtａ） に 等 し い 。

3 ） 色 界 の 第 一 静 慮 に は 三 受 が あ り ， 三 鐵 相 応 の 楽 受 が あ る 。 （Ａｋｂｈ ｐ,442 ） な お こ の Ａryad 劭 ａ 説 ご

は Ｌ８ で は あ る 者 （kha cig ） の 主 張 と な っ て い る 。

4 ）:　Ｌａ に は 説 か れ て い な い 。

-13-



ＴａＵｖaｒtha （VI ） 五 境 に つ い て

れ て い る 。 内 側 で 食 物 を 欲 す る卜こ と と 飲 物 を 欲 す る こ と と い う 原 因 は 所 触 の 異 な り と し て 生 ず

る 。 こ こ で 食 物 を 欲 す る こ と を 原 因 と し て ひ も じ さ が あ り ， 飲 物 を 欲 す る こ と を 原 因 と し て 渇

き が あ る と 註 釈 さ れ る 。 因 の 意 味 と し て 果 を 語 を 用 い る か ら で あ る 。 も し ， こ こ で 因 の 意 味 で

果 の 語 を 用 い る こ と を ， 説 こ う と し な い な ら ば ， こ の 様 に 饑 心ﾉさ と は 食 物 を 欲 せ し め:る もﾉの ，

渇 き と は 飲 物 を 欲 せ し め るこも の と 説 け な い で あ ろ う 。 そ れ で は ど う な る の か と 言 う な ら ば ，

" 四･ → 〃

［現 実 に は ］ ぴ も 七jさ と 渇 き と め 二 つ は ， ［そ れ ぞ れ ］ 食 物 と 飲 料 を 欲 す る こ と で あ る とi （ 本

う 論 に ） そ の 様 に 説 く‥。

そ れ に づ い 七 譬 喩 が あ り ， 諸 仏 の 出 現 は 楽 と 詳 細 に （ 本 論 にﾉ） あ っ て ，（ 諸 ） 仏 の 出 現 は 楽=

な る こ と で は な い が 厂 楽 な る こ と の （57b ） 因 で あ る か ら， 楽 と 示 さ れ る 。 法 を 説 く こ と 等 ，

別 の も の に う い て も ま た卜と 同 様 に ， 説 か れ る べ き で あ る 。

叫 迷 悶 ・ 力 ・ 劣 （ｍＵrｃｃｈａ-bala-da ｕｒbjlｙａ）゙ 等 の 所 触 の 差 別 と し て 存 在 す る も の は ， ご れ ら

の 内 に 含 め ら れ る か ら， 各 々 は 説 か な い 。［迷 悶 は ］ 前 の な め ら か さ に 等 し い 。［し か し 迷 悶 に

は ］ 粗 さ と 重 さ は 存 在 し な い 。3） 同 様 に ， 所 触 の 差 別 と し て ， 別 の も の も ま た ［各 々 の ］ 種 類j

に 含 め ら れ るべ き で あ る。

な め らyか さ 等 こ れ ら の 転 展 差 別 は ， 所 依 の 大 種 の 差 別 に よ り 理 解 ぎ れ る べ き で あ る。 水 と 火

の 界 よ り の 所 造 の 故 に ， な め ら か さ=が あごる 。 地 の 界 よ勺 の 所 造 の 故 に 重 さ が あ る6= 火 と 風 の 界=

よ り 所 造 の 故 に 軽 さ が あ る 。 こ･の 故 に 死 体 は 極 端 に 重 い 。

水 と 風 界 よ り 所 造 め 裁 に ， 冷 た さ が あ る 。 風 界 よ り 所 造 の 故 に け ひ も じ さ が あ る6
卜
火 界 よ り

所 造 の 故 に ， 渇 き｡が あ る。 同 様 に 他 の も の に つ い て も ， 所 造 色 に つ い て の あ る が ま ま の 依 所 の

差 別 と し て ， 理 解 す べ き で あ る 。 こ こ で は 論 書 が 増 広 す る か ら ， 通 釈 の 意 味 は 説 か な い よＪ

（4こ こ で,= 色 界 に お い て は 饑 じ さ と 渇ｽき と が 無ﾉく と （本 論 に ） あ る が ， 段 食 に 対 す る貧 欲 を
=〃w 〃 ㎜ ＝ 〃

離 れ た 者 達 が ， そ こ （色 界 ） に 生 ず る か ら で あ り ， そ し て 身 体 に つ い て は 害 す る こ と が な い か ｿﾞ

ら で あ る 。 そ う で な い な ら ば ， そ こ に お い て も ま た ， ひ も じ 布 と か わ き の 苦 が 存 在 す る こ と と

な る 。［ し か し］ 軽 さ 等 の 残:り の 五 種 は あ る 。

も し ， 施 設 ［ 論 ？ に ［ あ る 様 に ］ 北 倶 盧= ［州 ］（ｕttａｒａｋｕnj ）,め 住 者 の 如 意 樹 の 衣 は Ｄﾔﾗ

1） Ｌａ:ぱ こ め部 分 も 欠 く６ と れ に 対 応 す る順 正 は 次 の如 く で あ る6 「 余 め 未 だ 説 か れ ざ る所 め愚 力 ，

劣 等 は此 の 中 に 摂在 す る。 故 に 別 に説 か ず。 悶 は滑 を 離 れ ず 。 … … 是 の 如 ぐ其 の余 の所 触 の 種 類 ぱ=

其 の 所 応 に 隨 っ て 十一 の中 に摂 す。 何 に 縁ら て滑 等 は 展 転 し て 差 別 す るの か 。 所 依 の大 種 の増 微 が=

別 な る が故 に。 水 火 界， 増 す る が 故 に 滑 性 を生 ず。 … …地 水 界 ， 増 す るが 故 に 重 性 を 生 ず。 火 風 界ｿ

増 す る が 故 に軽 性 を 生 ず。 故 に 死 身 の 内･の 重 性 は 偏 え に 増 す 。 水 風 界 ， 増 す る が故 に， 冷 を 生

ず 。」｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ………

2） 次 の 様 な 音 写 が あ る。「ｍｕrt&ｃuhalhiada ｕhaly ａ」 次 の 様 に 還 梵 し た。「汕旨 むcha-bala-

daurbalya 」 順 正 「悶 力 劣 」｡

3） 次｡ の 様｡ な 者 写 が あ る。「nabiryate kerkaSagurutata 」1次ﾉ の 様 に 還 梵 し た 。（‾ｎａ ｖidy ａtｅ=.

kaｒｋａ§ａｇｕrｕtataj.

4） 以 下 の Ｔａ（安 慧 め 註 釈 ） さ らに 第 五 項 の 五 境 と認 識 の 全 体 （Akbh, と Ｔａ） を 順 正 は欠 く 。

5） ここ でF 施 設［論 ］」 に 相 当 す る チベ ット 語 はTa.  gdags ｐａ, La* btags ｐａで あ り 「 施 設 論 上 に柤

当 す る チ ベ ッ ト 語 は Ｔａ./ｇｄａｇｓ ｐａ’i bstan ｂｃ６ｓ, Ｌａ.ｂtａ部 ｐａ bstan bco ｓで あ る。 普 通, 寸 施 設こ

-12･ 一 一･=
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る６ｻ匐゙

卜 重 ……さ,と…
…4
ま， そ れ.i･｡ら よIIつ･｡｡で･物ｶ1 量 ら れ･る も の で あ る（。 と （ 本 論 に ） あ る が ， 降 下 さ せ る

（d 圸ａ’ bar bｙed ） と い う 意 味 で あ る6 こ れ が あ れ ば 降 下 す る の で 重 さ で あ り ，［お さ え つ け る ］

（ｎｏｎｓ ｐａｒ ’ｇｙｕｒ）゙  と い う 意 味 で あ る 。 重 さ が 実 に 重 さ た る こ と で あ る 。……i;=ll

叫 毘 婆 沙 師 達 は ，「 あ る 所 よ り ハ カヤリ の ［一 ］ 端 を 上 に あ げ る ［か ら ， 重 で あ る ］」 と （ と

説 く ）。

［ そ の ］……
…
逆 な ら（ぱ, …

…
軽 さ で あ る。 と ［本 論 に ］ あ り ， そ れ に よ っ 七 物 が 量 ら れ る とこと なjく ，

一 一 一 一 一

そ れ が あ る 場 合 に ，［ パJカ リ の 一 端 が ］ 下 に さ が る こ と が （57a ） な い か ら 軽 で あ る6=･……3°

叫ﾚ「 物 の 形 が 大 き く と も 軽 い こ と も あ る 。（5ヤ（ つ ま り ） も･の ‥と し て も の が 簡 単 は 動･ くヤ 黔p

は か る 時 に ， ハ カ リ の ［一 ］ 端 を 下 げ る 因 相 よ り ，［ そ れ が わ か る ］6）」 と 毘 婆 沙 師 達 が 説 ぐ 。

ま さ し くﾚ軽 い こ と （ｙafl ba） が 軽 さ （ｙafl ba nid ） で あ るｽ。

……l･や 冷j
た き と は,……

…
暖｡:を,欲 ’･癨･･し め る=も･･i｡･の で あ る 。 と卜（本 論 に ） あ る が ， そ れ に よ っ て せ ま られ

ｰ--

て 暖 を 欲 す る こ と が あ る
６ そ れ

は 「 凝 結 す るこ と 」（bgr ・fl ba ）8） にﾚよ る か ら ， 冷 た さ 「ｇt」６

ｂａ） で あ る 。 利 益 と 害 と を な す こ と が あ る か ら で あ る。 す み や か に 凝 結 さ れ る べ き も の で あ る

と い う 意 味 で あ る 。卜i･･7’

゛=“･も し ま た ， 夏 と 秋 の 時 に は 冷 た さ 凪 暖 を 欲 せ し め る も の に な ら な い=こ と ぱ な い‥の で ぱ

と 言 う な ら ば ， 暖 を 欲 す る こ と と 別 の 種 類 で は な い の で ， 実 に 冷 は 暖 を 欲 す る も の で あ る と い

う こﾉと が ， 確 定 さ れ る べ き で あ る 。 こ の よ う に し て ま た ， そ の 業 と ［業 と 同 ］ 類 の も の が あ=る

か ら， 相 に よ っ て 表 さ れ る べ で も の で あ る 。Ｊ ）

であると（本論に）あり=,=

もし に こで欲せしめるものとい‥う「欲」という語は］心所法であり，身根め対境にならない

と い う な ら ば ， そ の 翰 酳 廱味 で 果 の=語 奄丿用 馴 太 かぐjら
…
…{}過 失
くは 粲 か1φ 糜 あ 宍岑==]j……,と( 本 論 に) 説 か

ｰ- 四

1） ＝顕正「よく=鎮壓するが故に名づけて重となす。是れは他を成弁し摧伏するのヽ義 なり。重は即，是

れ性の故に重性と言う。よ

2） Ｔａ ｎｏぬｓ par ｇｙｕr は「罪を犯す」という意味であるが文意に適さない。よって順正の寸能成弁摧

伏他義」より補った。

3） ＝順正寸毘婆沙が説く。『称権を昇らしめるが故に，名づけて重となす。移転すべきこと易きが故

に，名づけて軽となす。』」｡

4） ≒順正,「世間を現見するに，物の形大なりといえども，而も軽きものあるが故に遷動せしむるごと

易し。」，

5） 次の様な音写がある。「bhabhata  sukham ahfi ｙａｎte bhab 劭亅 次の様に還梵した。「鉐aｖａtａs=

sukham ahriyante bhab 劭 」｡

6） 順正「称首を墜さしめざる故に軽と名づＧ 」が対応する。

7）:　≒順正「彼れに由りて 逼られて煖を希う欲生ずるが故に，名づけて冷となす。また凝結せしめ及び

了知し易きが故に，名づけて冷となす。是れは彼の損益の疾きことを知るべき義なり。」，

8）j　bgｒｏrl ba は「数える」という意味であるが， ここではgran ba （冷 たい）の派生語として語源解こ

釈している。 Ｔａにある「冷結」の意に解釈した。

9） Ｌａはこの部分を欠く。

－－11-
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Ｔａ

所触 は十二-［ 種］｡ま 自性 としか ヽ粂と （本論 に）あ るが。 触られるべきであ る（ｒｅｇ par ｂｙａ

ｂａ）から， 所触（ｒegby1 ） で あるか， あるいは身根 によづて触れることが可能であ るか ら，所

触 （rｅｇ ｂｙi） である。 もし， ある もの （gafl giｓ） が， あ る も句こ（如fl la）｡に 触 れ， そ の もﾚの

（dela ）に また， それ（deｓ）ごが触 れるならば， 身根 もヽま た所触とな るな るごとはし（56b ） な いの

だろうか。1）身根 は能触 で万あるが， 所触でjは ない ので ある。 眼=［根］ の如 くである。 眼 ［根］

=，6ま會11見 で はあ るが，所見で はない。2）　　　　 ■■■■

゛･あ る1も のがあ るもの に触れ ること･， あ｡る い は所 依 と所縁 とが無 間で あ るもの（そ れに）

触め名想 があ る６ そ れ（身根）を依り所jと するそ の識が あり，対 境という所緑はi そ の対境を

有する ものに触れ ることによ って働 くので あうて， 対境 と識 とを依り所にして（働 くﾚの）で は

ない,二こめ故 に身根が四大種 に能触 することによ づて働 くのである。 それ （四大種） に依止 す

る色等 につ いて の識 によ って取 るめで はない。 華等 につ いで も，顕色を損 ずるこ とによりそ の

所依にづいて損ず るこ とがあ るが，身 ［根］が ［直接色等 に］ 触れることにより ［損ず 剔 宍の

で はな いよＪ

（` ………なめらかjさ ㈲lk 卵t衵 ）／とは柔軟性（ｍＦ扣仙）で,あ宍る卜と（本論 に） あ るが， なめ らかな こ____ ・_ ＿_ ＿

と （§la助ａ） がまさ･し くなめ らかさ･（ｌａｋｇａtｖａ） であ づて，　まさしく各々･（面コ必）が各 々･た る

こと （sｏ so fiid） で あ る如 くであ る。 ニル クテ イとして は， くっつ げられ るべき もの （ｓbrei

baｒlbｙａ ｂａ）とい うこﾉとてなめ らかな こと（抬k 狆）であ る。

柔 軟性 とは塵 強ぺtｕ4 yｕli po, paｒｕ§ａ）がなくで ［執 持に］９ 耐 えるとい う意 味變あ る卜4 ）==

ｓ.友粗さ=（karｋｇａｍｉ），と万は塵強性 （ｐ沚ｕ§ａ）であ る。 とは， 粗 さがそ こに存在 するか ら粗さ
一 一 一 一 一 一

であり，有毛 の如 くであ る6 粗 さ=と いう のは力 の異名 であ り，まさしく粗 い ことが粗さ（karｈ ご

･§jt顫 ） で ある。 塵強と は硬い こと（ｋｈｌａ）でありこ， 極度 に柔軟 （性） が ないという意味であ

1） 祠脯正「若ししからば，身根はまざlこ所触と成るべし。此れはすでに能く彼に触れ√彼は定んで此

れに舳るるが故に。」｡

2） ≒J順正「此の故に，有が説かく，身根は唯能触にして所触に非ず。譬えば眼根は唯能見にして所見

に非ざるが如しJ

3） ここ懲，Ｔａの記述は順正に一致する。 これらを図示すれば，次の様になるであろう。 なおこの部丿

分をＬａは欠く。

尹讐｡（能触）2二二二］iF ÷糾地等五大種（所触）一 所ン

身識･iF 一 一や＝-= …………ji::　　　　　　色等－ 一一一一一司抱

ここでは身根を所依とす峇身識ほ，対境の色等を所縁として生ずるめではなくｔ ，身根な乙能触がう

地等四大種に接触することによって 身識が生ずることを述べている。

4） ＝順正 「滑は即く是れ性の故に，滑性と言う。 別に 即く性の故に別姓亡言うが如し。十詞を訓釈せ:

ば，相ひ逼って触るべきが故に,‥名づけて滑となす。すなわちこれ軟煖なり４ 執持に堪えうる奧な

り。」｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥

5） Ｔａ Ｐ,Ｌａ.ｓｐｒａｄ par, N._ spred paれご
Ｄ,卯ed 鈿r. 意味が不明である=。 順正の「堪執持義」 より

補った。

6） ≒順正「此れ渋用あるが故lと有渋と名く:。毛ある者を説いて有毛となすか如し６」渋は即，是れ性め］

故に渋性と言う。是の力，麁燥，堅硬は異名なり。」。

一 亅0-
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香と悪香という二種がまさしくあっでと説くべきであ‥る。さらに論書に第三を平等香と註釈し

ている。これは一部は好香の一部類に入り，一部は悪香の部類に入るぺきであるから，種類と

じて三種類ある訳ではない。

卜 「それ=（香り） はまた平等より生じたものと不平等より生じ:たものもまた適当であって，

別の区別を依所と認めるから［四種となる］」とある者達［が説く］。

別の者達は，「論書に三種とあるめは，［香りが］微弱と盛大との区別よりありレ好香と悪香

と等香である」,［と説く］。1）

「論書にはまた不等香と好香と悪香とが註釈されていないが，それと別に共通なものとして

好香が註釈され， 好香と悪香との二つか=ら区別されたものとして等香が註釈されている。」 と

別の者達［が説く］。

とこで，根め大種と三昧とを長養すごるものが好香でありこ，それと反対が悪香である。特別な

もﾉのとして，そ れら両者が存在しないのが等香である6=･1’3）

４　 触　　 境

ご　　Ａｋｂｈ･｡　　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

所触は十一［種］を自性とする61（第↑｛l偈ｂ｝

所触は十一の実物を自性とする。（すなわち） 四大種・なめらかさ１/粗さ･･重さ卜 軽さ・冷･

ひも。　　　　かわ
たさ・饑じさそして渇きである。この内で（四）大種は後に考察されるであ‾ろう6=なめらかさ

とは柔軟性である。粗さとは茄強性である。重さとはそれによって物が量られるものである。

［その］ 逆ならば軽さである。 冷たさとは暖を欲せしめるものである。 饑じさとは食物を欲せy

しめるものである。 渇きとは飲物を欲せしめるものである６［それはつまり］ 因の意味で果の

語を用いたからである。それは例えば［次の如く］である亠

諸仏の出現は楽である。［諸仏が］法を説くのは楽である。／

僧伽の和合は楽懲｡ある６［和合した者が］みな修練Sこはげむのは楽である。＼／／

この内で色界においては饑じさと渇きが無いかに そ｡の他（の触）はある。もしぞごﾚ気 衣服

が［軽すぎて］一着ごとでははかれなくても、［多数の衣服が］ 集積すればぱかれる［から重

さが存在すﾌる］。ま大 害ある冷たさはない鴿 益ある［冷たさ］ はあると伝説する。

1）Lir ここで平等香どは強烈ではない（香り）やあ拓　 不平等香亡ぱ強烈な香りである6 論書にと

（本論に） あって不平等香とは好香と悪香と異なった香りであって， 平等香とはそれら二つと別な

［好香と悪香=とが］共通ずる（香り）と知るべきである。」｡

2） 月順正「有が説く「微弱と増漏異なる故に」と。本論中 に説く。「好香・悪香及 び平等香なり」

と。」｡

3） ≒順正「若し，よく･:諸根を長養ずるを名づけて好香となす。 此れと相違するを名づけて悪香どな

す。前の二用なきを平等と名づける｡」順正では「三味を長養する」という語句を欠く。

……=→ こ=９ ＝
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各々説かれるぺきである。

顕色と形色の如く，確定していないものにこついでもまた←まず青等と長等各々がある‥と膃く

と主張される。

こぺごで確定し七いないもめに勹いても主張しないということ,は，［区別する］ 原因のないもこ

のと知ら･れるべきである。青等と長等とは,一顕色と形色の滅によって，雲等については存在し▽:｡･

ないけれども，正しく説示されると知ら‥るべきである。［しかし］ ここで=［区別の］原因は知 ∧

ｊ=　られない。論書で主張に堕したものが原因の区別を註釈することあるいは註釈しないことは,厂∠

有執受と無執受の（大）種を原因とする如くである。

説かれたような可意と不可意たるこ とは，色等にづ いでもまたある/とすること，それはまた二，

密意を示すことの故にAcarya  (世親）の密意であると考えて， ここでこの様に顕示し七， 遍……

く註釈した6こ

こ3　昧境 ・香境

二　　Ａｋｂｈ.よ

味は六種類ある。（第10偈bC ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ご

甘 い（味）・すっぱい（味）ヽ 塩からい（味）・からい（味）） にがい（味）・あわい（味）jめ

区別があるからこである。

香は四種ある。（第10偈Ｃ）

好香・悪香・平等香・不平等香である。 論書には三種あるOL･　（好香と悪香と平等气 どちらで

もない）香がある」と。

Ｔａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

味は六種類あ りと（本論にあり）∧味わ うべ きであ るヽか ら昧であうて， 賞味 すべぎものであ 応=と卜

い う意味であ る冫 ）　　　　　　 。し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｊ

自性 の （55a ） 区 別を仮設するか ら六種を説 ぐが， 別 の区別 はそれ･らを種 々に組み合 わせる　Ｊ

ことか ら， 無辺にあ るとは説かない夕 順序を変え て，［偈文 で味を香の前に説 く］ の はコ 味づ

は］ その対 象 の認識を生 ず=るこ とが定 まっていない ごとを示 すべきであ るか らである。3）

香は四種であ ると （本論 に） あって， かがれるべきものであることや香 であ る冫）ぞれはま　L･
"-

た 四 種であ る61 好 香I, 悪 香………,平 等香･ 士不平等香があ るか ら， 四種であ る。種類 よりす れば，奸

う

り

ｔ

２

Ｄ

Ｏ

＝順正「味とは謂く，可甞の義なり。」，

La Ｆそれらも種々に組み合わせることから無辺である。Jsll では， 六味を種々に混合して六十三

昧の様な多種の味が生ずると説く万。

＝順正「次を越えて説くは，彼の境の識を生ずるに定めなき故に。」，

＝順正イ 香とは謂く， 嗅がれるべきものである。Ｊ Ｌａr 吹い込まれるべきものセあ石」=が付け加

わっている。

==宀÷≒8 …………=-j→
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広釈 する。手 と太鼓の魍 合より生じ た音声の極微はい二騅=の酉:J］:r大〕,………種lこよ ９て 生 ずることは
心 ら･ ●:- 心 らw

な い。［しか し］所造色 が存在 するから。［それは二組 の四大種 よりできた］顕色:の極 微の如 く
一 一 一- 一 一

であ る。1）

丁所依と相離 れないので，二耜 め四 ［大］種 は互いに因 たるものである。」 と尊 師衆賢 が（説

く）。2） それよりど･のよ うにな るか と言えば， その ［手と太鼓 とい う極微］ を離 れたものが生

じ， そ れ （音声 の極微） よりもまた有対性が生ず るであろうﾚ。％= 地 界に属 する打つ ことで得

られた ［所 依より］ 相離れないそれ（音声の極微） は，有対性を 持つ のではない か， というこ

とで批難 ざれるべきであごる６･･13）

「 四 「大Ｌ 種 の二つ によ って変化 したもの極微は後にあるのであ って， こ こで は有執受 と無」

執受 の大種を因 として生 ずるという万ことで相違 はない６」 と尊 師衆賢が （説 く）ｊ）

有情名 と非有 情名 とは， 有執受 と無執受 の（四）大種を因 として生 じた もので あるからコ 有:

情 名 と非有情名 は区 別の基準 にならない］。 可意と不可意の区別が色等 につ いて またあ って 乱

声 はまさ しく二 種で はない か。 有執受 と無執受 の大種 を因 と して生 じた もので ある･か らであ

る。

可意 と不可意 と同様に色等 についてもまた，有執受 と無執受 心大種を因ことして生 じたものが

存 在す るので はな いのだ ろう かぜ うか。色 等と同 様 に音声 の因 と はまさ し く（55b ）二 種 で

あ って，自性 につ いてもこの様に論書 に説示 する音声 の柑 がある。 この故に滅 の区別 によって

顕色と形色 が説 かれた様 に説 く。

他の ものにつ いて はまた区 別がある。有執受 の大種を因 として生 じた ものは，有情 等の想:よ

り生じ たものであ る。 この場 合確 かに考え られることは，有情 の造作より生 じた ものがあるここ

とであ る。 そ れはまた手等 の造作 より生 じたもので もあ り， あIる い は語の表 （業 ）でもある。，

語の表（業 ） はまた名 の依所 とも考え られる。

この様にすれば善等 の中 の善 によって区別 は多種あ るとされるべきであ るこ６ 有 情名 と非 有情

名 はにそ れぞ れまた， 有執受 と無執受 の大種を因 と してい るもので‥ありヶ，確定 しているか ら:

1） 以 下Li は 簡 単 に 結 論 の みを 説 く。「所 造 の色 の極 微 は， 各 々 四大 種 に 依 止 す る か らレ そ の 故 に有=

執受 の 四 大 種 よ り な れ る も の， あ るい は ま た無 執 受 の 四 大 種 よ り な るる もの と な る。 音 声 の 極 微 め

集 ま り は一 般 的 に 有 執 受 と無 執 受 の四 大 種 を 因 とす る も ので あ る と了 解 さ れ る。」｡

2） ≒頽 正 「 有 執 受 と 無 執 受 と の二 つ の 四大 種 ， 共 に 相 ひ扣 撃 す と い え ど も而 も倶 に因 と な っ て， 各 訝

に聲 を 發 す。 彼 聲， 各 ， 自 らの 所 依 に 據 る が故 に ， 三 碧 を 成 せ ず。」｡

3） 次 の 様 な 音 写 が あ るヽ 。「ｎａｎｕ tsa prthibidhats tabhat ｕnabinibhag01 ｎ゙ａ tsa ｎａ ｓａｐｒＸtighatｖａｍ:

iti tsindｙａｍ ｅ゙tａtａ/　1｡ D.  bimabhago 2. Ｎ.tsｉｎａtｙａ!ｐｍ D.  tsinadyamm

次 の 先 に 還 梵 し た。「nairn ｃａ ｐれhiｖid励t ｏ ｌａｄｈａ-ａtｕｎｎａ-ａｖinibh 衂 ｏ［ｎａ ca ｎａ］二旆

pratighatvam  iti c6dｙａｍ ｅtａt」｡

4） ≒ 「有 執 受 と 無 執受 との 手 と鼓 の大 種 ， 相 ひ撃 ち ， 因 を な し て二 聲 を 發 生 す とい え ど も， 而 も 相 ぴ

映 奪 し て一 種 を 隨取 す 。」。

順 正 は こ の後 に 「其 め 差 別 の 相， 知 る べ き こ と を 易 か ら ず 。 是 の 故 に聲 處 は 唯。 二 種 あ り 。」 と説

き， 衆 賢 は声 の 因 と し て ， 有 執 受 の大 種 を 因 とす る も の と無 執 受 の 大 種 を 因 と す る も の の二 種 だ け

を 音 声 の 因 と 認 め る。

- ７-
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り，1）あるいはまた鳴り響くならば音声である。

善逝（sｕgatａ）の教えによる者達は「耳め対境となる色で，四（大）種より成立するもので

ある。」 と2）（説く）。 ここで有執受 （知覚のあるもの） とは=，　身体に属するものであってａ=7=

［心心所と依所とは益 も害も］互いに一致するから， 心心所により依所なる実体として， 執持

されるからである。y.3）

（54b ）（４･それは眼等の現在に属するもので，差別ﾉとして は異熟生のものと長養生のもので

=）ある。 （それと）反対のものが無執受 （知覚がないもの）であって｡:｡4）， それらがあるものにう

いて原因乏なるならば，有執受（知覚がある）の大種を原因とするものである。

～ ～

Ｌ 廴 。
で 有 執 受 の 大 種 を 原 因 と す る も:の と は,= す な わ ち 手 と]言 葉jの 音 声 で あ る ． と( 本 論 に)
X･･.　　　　･.,.‥.11.1.11.1.1' . ･･･　¶　　･･･････I………………… …… ……- 〃ﾐｰ･

あるが，もし言葉の音声で無執受の5）大種を原因とするもめもまた存在することはないのか:あ

るいはあるめか（と言えば），例えば梵天なる欲界繋の変化した者が語ること6’と，第二静盧 ，

に生じた者達の語表の如くである。表（業）は有伺［地］においてある1）:と説くからである。

この様に声は大種所造の身と語との業である。有漏の相を持つものであこるからというなら:ば;j

確かにそうなるけれども，それには過失はない6 例たるものごとして受け取るからであ,り･，また

ここで手と言葉の音声は，まさしく有執受大種を因とするものであるﾚと決定があるからである。

有情名とは語表である音声であり非有情名とはそれ以外［の音声］である。と（本論に）あ

り，語表の音声こと別の無執受の大種を因とするあるものをさらに二つに分類する．この様にし

て，有執受と無執受の大種を因とするものが二づ各々あり，有情名と非有情名があるから四種

となり，四種となったものが，各々可意と不可意の区別より八種となる．可意とは，意に随順
一一

するものであって，母を持てる者 と万父を持てる者の如くである．

ここで，因 の区別と自性の区罸より，（S5a）声 の区別の相を説示ず る．他Ｑ者逹が説ｿぐ゙．__ ＿_

丁有執受と無執受との大種を因宍として生じた音声もある．」 と （本論に） あるが， ここで手の
- ｗ ｌ- 四

¶　.　・　　･･･ ･ -,････¶･...･....‥...1.1...●　　　　　　　　　　　　　　　一
大種が有執受である６太鼓の大種が無執受である，

手と太鼓め結合により√両方の［大］種に依止して生ずるから，有執受と無執受を囚として
一 一

生じたもめである６　しかしそれはちょうど8）一つの顕色の極微が，［と本論にあることを以下］
〃w 四

Ｄ　 こ こ に Ｌａ に は 「 断 ず る 厂（衂od うａtb 衵d ） と い う 意 味 で,あ るﾉ。」 が 加 わ っ て い る 。

2 ） ＝ 順 正 「 善 逝 の 聖 教 は 咸 な 是 の 言 を 作 す6r 声 は ， 是 れ 耳 根 の 所 取 の 境 界 に し て ， 是 れ 四 大 種 所 造

の 色 性 な り 』 と 。」，

3 ） ＝「citt ａｃａｉtaiｒ･adhi 蚪ｈａｎａｂｈａｖｅｎｏｐａｇr扣t ａｍ ａｎｕｇｒａｈｏｐａｇｈａtabh ｙａｍ ａｎｙｏｎｙan ｕｖidhan 缸 」

（Akbh. ｐ.23 ）。 ａｎｕｇrａｈｏｐａｇｈａtabh ｙam は ， Ｔａ に は な い がAkbh. よ り 補 い 訳 出 し た 。

4 ） ≒ 順 正 「 執 受 の 大 種 と は ， 謂 は く 現 在 世 の 有 情 数 の 摂 に し て ， 長 養 ・ 等 流 ・ 異 熟 地 等 な り 。 此 れ と

相 違 す る を 無 執 受 と 名 く 。」｡

5)  Ta に は 「ma yin pa ’i」 と あ る が ， Ｌａ の 「ｍ ａｚin pa ’i」 を 採 用 す る 。

6 ）Sar 外 の 変 化 し た 大 の 容 貌 の あ る 者 （ｂａｈｙｏ ｎｊrmjt ｇ ｍ ａｎ吻akar ａ） も 手 と 語 と の 音 声 を な す だ

ろ う 。 そ の 者 は 無 執 受 大 種 を 因 と す る も の を 自 性 と し て い る 理 解 す べ き で あ る 。 根 を 離 れ て 転 ず る

か ら 七 あ る 。 そ し て そ の 者 は 能 変 化 者 （nir ｍａtr ） の 力 に よ っ て 人 の 語 も 語 る で あ ろ う。よ

7 ） 「ｖi」ｎａｐtib ｓａｖｉｃａｒａyob 』（Akbh,IV 第 七 偈 ）｡

8 ） Ａｋｂｈ. ｙａtha, ＡｋｂｈＴｙdi ］tar, Ta､ci Itar, Ｌａ.jlJt ａr｡

-6-
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別であるならば，その故に明等あるいは身表がそうである様に，形色と纈色という点で，その

ものあるいはそれと仮設さるべきであることめ両者がレ その様に［一つの実体とは］なら ない。

「根のない（そして）声のない極微は八つのもの［と共に生起する］」 と二（本論第２偈22ab ）

に説くから，ここでこの様に多くのものがあり√無表と同時に生じた差別のない因と相応の因，

善と不善について，香等の所造レ（色）がないからである。

同様に五つの実物である表の極微は，その様に成り立づ6 ここで聚集したものは，まさし］く

両方ども同じく‥知ることがあるが，実体は存在しないレ さもなければ異なる実体が，両者の自

性において働くことはないのである。

あるものとして聚集したものを3･｡―表∇（色）と説くが，形色を仮設すれば，ここで顕色もまた

表こ（色）となる過失を説‥くこともない。ここで無差別の集まりより生じたものはいくぶん利益

をなずが，欲（界）で働く八七）の実体のある極微は，それと別の集まりの香等と離れることの=

ないからである。卜（以上）勧説すyる言葉であるＪ=7ｓ

２　 声　　 境 こ

Ａｋｂｈ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

しかし音声は八種である:。（第10偈ｂ）

有執受大種と無執受大種を因:とするものさらに有情名と非有情名で四種となる6､さ=らにまた

可意と不可意との区別で八種とな/る。この内で有執受大種を因とするものは，例えば手の音声

の言葉の音声である。無執受大種を因とするものは，例えば風･ 森の木・河の音声である。有

情名とは語表である音声であり， 非有情名とはそ れ以外の音声である。「有執受人種と無執受

大種を因とする音声もごあ‥る。例えば手と太鼓の結合により生じた ［音声］である。」 と他の者

達 （が説く）。 しかしそれは例えば一つの顕色の極微が二つの四 ［大］ 種より存在することが

ないように，そのことは主張されるべきではないふ声［境］を説き了った。

Tａ

（54a7）音声は八種と （本論に） あり， これによってあﾉる事柄が叫ばれるならば,∧音声であ

っいてであるふ顕色についても形色［の知覚があり］また形色にづいても［形色の］知覚があるか

らである ０
、

1こ） あるが√この様に両様φ知覚があるからについ七（本論に）註釈があ

と（本論

し て あ るが ，

形色としてヱμ, ものがあると［本論に註釈され］さらに］形色としで存在するか顕秕としては∠E存在宍］

，し］ないと（本論に）註釈されているが，その場合まさしく存在するという意味である０･･｡そうであ
WW
るな らば，身表についてもまた顕色と形色として存在するという過失におち入ってしまう。身表の

自性としで合掌等に勹いても，赤等の顕色を知覚するからである。 この故に
い
身表歐ま｡ぎしく形色，

であると( 本論に)ﾉあ ること，それと矛盾する。これは誤った非難である。その合掌の形色は，善

あるいは不善あるいは無記がふさわしく，等流を生じそれは身表である。顕色は無記であうて，ご

の故にここで顕色であるもの，それは残りの色処に摂せられる。｣｡

＝･ こ５=＝ ，



Ｔａttｖaｒt拗 （VI）五境について

短 の知覚とがあり,（1=･･こ･=四 辺 の等しい ものについて四角 （一方） の知覚と， 辺 が総 て同一 であ

ごるものにつ いて
ﾌぱ円 の知覚があり:ご;･･゛j･.j）， 中央が広大 （こ高 く） なってい るものにつ いては凸･の 知

覚があり，（中央 が） 少な い （＝低 くﾉ） な ってい るものについて は凹 の知覚 があり， 内の辺 が

一つ の辺 である もめについて はたいら （＝正 ）であ ると｡い う知覚があり， 辺が異な る辺/と なっ

ている ものについて は， でこぼこ（＝不正 ）とい‥う知覚が生ず る。さ らにど の様 にしでこれが

理解されるべきかと言うな らば顕色等の雲全体 について，霧等の知覚がない もの は，別 の対 境

となる形色 であるとい二う ごとである
う
触れ るこ と4とよっで も長等 の想が生 ず る。他 のﾉも ので根

の対 境ではなく根を超え たものにようて も想が生 ずるが，これ は根によ る認識で はない。 それ

ではどうなのか6 比 量 の知=（ａｎｕｍａｎ肩ｎａｎａ）であ る。（それ は）その香りよ り花 という顕 色を

知 る如 くで あ る。（531 ）香 り もまた花の顕色 より決定 さ れる。そ の様な認識 それ は何 で も適

当 な もので あるが， それ は形 色ではない。 この故に両 者 の根 によって瓶等があ る如 くに，長 等

の形色 の知 覚が転ず るものそれは顕色等jよ りして も別の対 境で はない。これは後で説べ∧ko§ａs･

thana にお いてまた分別 して勧説することがあるよ・4）

両者 と
‥
して存 在す ると は身 表を除いた長等の形 色と雲 と煙と塵 と霧とである6____ ＿

あ る者達 が説:く。「光と明 とがまざしく顕色で はあるが， 青と黄と赤と白と影 と闇 というも=

の はy（そ うで は） ない。」と謬 何故 か と言,え ば，長 等 の形 色jを 除 い て は，青 等 を 保 持 する

（＝表す） ものはないからである？・= 同 様に闇につ いて長 等め形 色を保持し行じ ることな どの

後 に全 く（その形 色を） 捨てる もこのであるか らである。

もしそうであるならば， 光と明 の二 七）について も過失 におちい るのヤ ぱないかと言えば， そ

うではない。 明ﾉと光 は Ｕｐａｇｈａり こ依止 する形 色に含 められるから， その闇は存在する ことは

ないの懲あ羞 と， 註釈されるべきである卜3 ）

と（本論 に） あるが,………これ

は存在ずるという意味で ［vid　 という語を］立てて非難しているのである。I両様にとは二種

に卜（である。）自性の異なりより，実体（dtａｖｙａ）の異なりがあるからである6 その故にそれ

については［実体が］一つであることと矛盾する。゙ ゛,ごこで一つのものについて自性 は無差

Ｄ　 こ こ で し四 角 」 の 原 語 は 「 缸 油b μ」
万
で あ り ，Ａｋｂｈ の サ ン ス ク リ ッ ト 語vrtta, チ ペ‥タ ト 語

ｌｈａｍ ｐａ に対 応 す る。「 円」 の 原語 は 「ｚｈｌｍ ｐ６」 で あ り ， サ ソ スク リ ット語 の 皿rim 眄（Jaia に 対

応 す る チ ベ ット 語 で あ る。 これ は それ ぞ れ 「 方 」「 円」 と 漢訳 さ れ て い る。 安 慧 の こ こ の説 明 で は

四 辺 が 等 しい も のが 四角 （＝ 方 ） で あ り ， 辺 が 総 て同 一 であ る （ ＝丸 い ） も のが 丸 であ る と す る。=

そ して 『倶 舎 論 業 品 』 及 び 『入 阿 毘達 磨 論』 にも 同 様 に 説 明 さ れて い る･。 し か しSa で は ｖぴtａ を

ｖａｒtｕla（球 の形 ） とparima!14ala を ｃａｋｒala （輪 の形 ） と 解 釈 す る 。（ し か しSa の チ ベ ッ ト語 訳

で は ｖrttａを 四角 （ｇｒｕ b幻 とpa ｒｉｍａりdala を 丸 （ｒil ril po） と 解 釈 し ，Ｔａ の 解 釈 に 等 し い。）

ｄ. 桜 部建r 倶舎 論 の研 究』 法 蔵 館,  1969,  P.  155-157 註 （ １）。

2 ）

3 ）

4 ）

5 ）

この有余説はAkbh に説 かれているが，順正，sａはこれに言及しない。

Ｌａr 青等は長等［という形色］として分段して見るものであるからである。」。

音写語であり，還梵するとｕｐａｇｈａとなる。意味不明である。　　　　　　　　　　　　　　　 ……

Ｌａr この故に明等と同様にまさに顕色となるかあるいは身表め様4こまさに形色とな吝。そのﾚも:の

について両様の知覚があ｡るからである。と（本論に）あるが，そのものについてとは一つめ実体に
:･〃 ●四　　　･I ¶････ ｡･･I,‥,‥‥‥‥,‥‥,‥,‥｡“I　　　　　　　　　　　･:･〃 四｡

’ご‘ ４-ぶ一一●J.
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の異なりがある（からだ）。」　　　　　　　 ……I

さ湎に=どうして一づの実体が，両様に知/られるめか6 そのものについて両様の知覚があるか

らである。ここでVid （という語）は知られるという意味で存在しているという意味ではない。

それでは身表についても矛盾に落ち入ってしまう。1）色処を説き了 うた。

Ｔａ

(P.  52  a6) 五 境 が 説 か れ る ぺ き で あﾚる と （ 本 論 に ） あ り･（ 本 論 の ） そ の 内 で ▽（tjt 甌d とli）･と

は ， か の 諸 根 と 諸 境 に つ い て で あ る 。（本 論 の ） まず （taｖａt,rｅ袖 返）/jの 語 は 順 序 の 意 味 で あ っ

て ， ま ず 色 （境 ） が 説 か れ る べ き で あ る 。 色 と は 二 種 で あ る,と ∧（ 本 論 第10 偈 ａに ） あ りｊ･･ ぺ二

つ め 種 類 と い う/と と を 意 味 す る 。 色 等 は 眼 等 の 根 の 対 境 で あ こう て ， 世 間 で 周 知 だ か 石こ， そ れ ら

の 相 を 説 か ず に ま さ に そ れ ら の 区 別 を 示 す 。･.ｊ）何 故 な ら ば そ れ （等 ） は 世 間 に お い て よ く 知 ら

れ て い る か ら で あ る 。

青 等 と （本 論 に ） あづ て ， 等 の 語 に よ づ て 黄 と 赤 と 白 を 摂 す る 。 他g ）も の は 毋 れ ら め 変 化 懲
………~　　　　　　　　　　　　 －　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡｡｡｡｡｡･｡｡　 ¶･････ ･･ ■■　■　　　■■■■■■■

あ る と （ 本 論 に ） あ っ て 青 等 の 顕 色 の 変 化 と い う 意 味 で あ る
６＿＿

そ れ ら に は ま た 何 か あ る の か 。 雲 と 煙 と 塵 と 霧 と 影 と 光 と 明 と 闇 と が あ ごるこ。 こ の 樣 に す れ ば

顕 色 は 十 二 種 と な る 。 根 本 の （52b ） 四 つ の 顕 色 と さ ら に （四 つ の 顕 色 内 の ） 大 部 分 が 相 応 ず

る も の と わ ず か な 部 分 が 相 応 す る も の の 区 別 に よ る 雲 等 八 （ 種 ） と で な る 。

あ る 者 達 が 説 く 。「 虚 空 の 界 の 差 別 は あ る が ， 別 に 顕 色 は な い 」 と 。3）

影 と 闇 と は 明 か り に 対 し て 障 害 を な す こ と に よ っ て 生 ず る 。 こ れ ［ ら 二 つ ］ に つ い て の 異 なT

り と は ［以 下 ］ こ れ で あ る 。 影 と は そ こ で 色 が 見 ら れ る 。
‥
逆 が 闇 で あ る 。 ［つ ま り ］ そ こ に お:

い て 色 が 見 ら れ な い と い う 意 味 で あ る6 差 別 が な い も め （ｉｎａｍ ‥ｐａｒ ma ｐｈｙｅ） と は 区 別 が さ れ

な い も め （ｒｎａｍ:ｐａｒ bｙｅ ｂａ ｍａ ｂｙａｓ ｐａ） で あ る 。

色 処 で 顕 色 と し て 存 在 す る が ， 形 色 と し て は 存 在 ず る こ と が なX? も の が あ る
ご
， と 叫 し（ 本 論=

--　 ・ 。 ……… … ……… ← ら ←--

に ） あ る が √ こ れ が 何 故 に 形 色 と 説 か れ る こ と は な い の か 。 長 等 で あ:る と こ れ は 知 ら れ る べ ぎ=

も の が あ る 。 あ る も の に つ い て 長 等 の 知 覚 を 生 ず る。 そ れ は 長 等 の 形 色 で あ る。 こ の 様 に し て

顕 色 等 と 異 な る 形 色 が 仮 設 と さ れ る べ き で あ る=。 何 故 な の か （ と 言 う ） な ら ば1 あ:る も の こよ り

一 つ の 方 向 に 転 じ た ， 顕 色 の 多
ご
く の 集 ま り に つ い て 長 の 知 覚 が あ 呪 っ 少 （ い 集 ま り ） に つ い 七

Ｄ　玄奘訳は「若七しからぱ，身表［業］中にも，亦当に顕智あるべし。」 となっている=。 つまり,」身

表業は形色のみであると有部はするが，顕色の認識もあることになるだろうという意味である。

2） ＝sａr 眼 の対境は顕色と形色との区別から二種類ある。 その（眼の境の） 自相は世間で周知であ

るから［これを］説かないでまさに区別を説く。」｡

3） この有余師には顕色の存在を認めずに，顕色に相当するものを虚空界の差別で説明しようとするも

のか。

4） Ｌａは次の様に簡単に述べる。Ｌａ丁と詳細に（本論に）jある。［ところで］形色としで存在し顕色｡

｡でな,い ものもある。長等の一部であると（本論に）あるが，［それは］○長……や;短 一方・円j･凸・凹・

正/･不正の一部である６ それは何であるのかと問われるから，だから［それは］身表皿自性であくる………

と（本論）に説いている。」。

･- ３ →･
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この小論を作成するにあたり，Ｔａttｖ=aｒtｈａのナルタン版については成田山仏教研究所の御

好意により，同研究所所蔵のナルタン版のマ:イグロフｊ=ルムの複写を資料として利用ずること

ができた。関係各位に深々の感謝の気持を表わしたい6
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１　 色　　 境

Akbh.

五 境 が説か れるべきであ=る。その内で まず，

色とは二種である。（第10偈ａ）

（色 とは） 顕色 と形色であ る。 その内で顕色,と:は 青等の四種類で あり， 他の ものはそれらの

変化であ る。卜形色 とは八種類であこる。長を はじ めとして不正 までであ る６

さ らに色 処が説か れる。

二十種である。 ／（第iO偈ａ）

す なわち青 ・黄・赤 ・白ﾚ･･長こ｡･･短:･ 方1）・円1）・凸 ・凹･･ 正｡・不 正･ こ雲 ・煙｡・塵こ･霧 ・影卜●。

光・明・闇であ る。 ある人 々 は=「 空（そ ら） も一づの顕色である。」 として二十一・と説く。

その内で， 正 とはたい らな形である。 不正と はで こぼこな形であ る。 霧 とは霧であ る。光 と

は日の光である。 明ことは月・星･ 火 ・薬草・宝 珠の光である。 影とはそこで色が見 られ るこ と

である，（その）逆 が闇で ある。 残 りは説明 しやす いので釈 はない6

顕色 として存 在するが形色 として は存在 しない色 処がある。 青・黄 ・赤 ・白 ・影・光
ご･
明 ・

闇 というもめであ 芯。形 色であって顕 色で はないものは，長 等め一 部と身 表を自性とする もの

で ある。両 者（顕 色であ って形色であ る･も の） は残 りの色処 であ二る。

他 の者達 が（語 る）。「光と明 の二つ のみが顕色 として存在 する。何故 ならば， 青等 に は長 等=

1） ここで 「方」 の原語はサ冫スクリット語ｖrttａ，チベリト語Iharn ｐａであり，普通「丸」という

意味である。また「円」の原語はｐａｒｉｍａ回ali ， チ ヅト語ｚ】ｕｍｐｏで「丸」あるいは寸球」と

いう意味であ=る。Ｐ.4の註 １にあるよ うに，ｖtttａを 四角の意味で漢訳を採用して「方」と訳し

parｉｍａ回ａｌａを丸の意味で「円」と訳した。

^  2 ∴］←
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松　 涛　 泰　 雄

－ は じ め に ー=

筆 者 は浄土宗教学 院の研究 助成 を受 けて から， Ｔａttｖajｒthゑに 関し て,卜 次の論稿を発表して

き た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
气。　
ｽｸ゙ﾞ･Ｉ

Ｌ Tattvartha に つ いて （Ⅲ） 一無表色の解釈を めぐ っで二,『 仏教 論叢Jj 35 ， 浄 土宗教

学院, 1992,

2 ，Ｔａttｖａrtha （IV ） 一 四大種につ いてー 『印仏Jj 41-2 ， 19931

3. Ｔａttｖartha （ Ｖ）一四 大種にづ いて（2）－ 『仏教論叢』37,  1994.

ｔ Tattvartha に お ける異論 師説一 （Ⅱ）Ar ｙada ｓａ の主 張 ［Ｉ］ － 『仏教論叢』36 ，

浄土宗教学院, i99a

こ れ ら の 小 論 は,こ 倶 舎 論 の 註 釈 の=二 づ に 数 え ら れ る 安 慧 万（Sthi ｒａｍ 涵 ）j め 著 作 し だ ， チ ペ フッ

ト 語 訳 と し て 現 存 す る Ｔ ａttｖjiｒtha= （TI ） に 関 す る 研 究 で あ る 。 い ず れ の 論 稿 に お い て も,  Tat-

tｖartha の 内 容 を 理 解 す る た め に 必 須 な 基 本 的 作 業 と し て ， Ｔ ａtt ｖattha の 翻 訳 を 試 み で き た 。

そ しﾉ て ， 衆 賢 の 著 し た 順 正 理 論 さ ら に 倶 舎 論 の 註 釈 の 内 で 満 増 の 著 し た Ｌ ａ≒ ａ茆 ｎ劬 酊 枸･i

（Ｌａ）， ま た 称 友 のS かｈｕ 狆rtha （Sa ） を ， Ｔ Ｍt ｖartha の 翻 訳 に あ た っ て 常 に 対 照 し ， Ｔ ａ と 同

様 な 記 述 ま た 異 な る 見 解 が あ る 時 は そ れ を 註 記 し 七 き だ
６に

の 小 稿 は ， Ｔ ａtt ｖaｒtha に 説 か れ る 「五 境 」 に 関 す る 部 分 の 翻 訳 を 収 め 」る 。 １ ． 色 境 」　２ ．

声 境　 ３ ． 味 境 ・ 香 境=
。
４
． 触 境　 ５ ．

五 境 と 認 識　 の 五 つ め 項 に 分 け て ， 倶 舍 論 （ Ａｋ 脯 ）
‥

の 後 にTiltt ａ々ｒtha （Ｔａ） を 訳 出 す る こと い う 構 成 に な っ て い る 。

こ の 「 五 境 」 に 関 ず る 部 分 で は,  Ta は 順 正 理 論 に よ く 符 合 し √ さ ら に 詳 細 に 註 釈 を し て い

る こ と が 指 摘 さ れ る 。 Ｌ ａごは Ｔ ａ め 抄 訳: と い っ て よ い 程 ， 詳 細 な 註 釈 は み ら れ ず ，ﾉ 概 括 的 な 記

述 に 終 始 し て い る 。 し か し 例 え ば 小 論2 「Ｔａtt ｖarthi （IV ） 一 四 大 種 に つ い て 」 に 見 ら れ=る

様 に,: Ｌａ が Ｔａ とy異 な る 独 自 の 解 釈 を す る 場 合 も あ る6　 と こ ろ で 順 正 理 面
こ
（顕 宗 論 も 同 様 ） で

は Ｐ.12 の 注 ４ ）万で 指 摘 し た 様 に ， ４ 厂 「 触 境 」 の 途 中 か ら ５ ． 「 五 境 と 認 識 」卜 の 終 り/ま で に う

い て の 記 述 が な い ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，｡｡

- １-
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行

が
諸
般

の
事
情

に
よ
り
大
変
遅
れ
ま
し

た
こ
と
を
深
く
お

詫
び
し
ま
す
。

○
本
誌
八
篇
の
中

、
「

第
三
十
九
号
」

に
あ
た

っ
て
執
筆
を
願

っ
た
依
頼
論
文
は
金
戒
寺
光
明
寺
法
主
坪
井

俊
映
台
下

の

『
聖
冏

教
学
の
浄
土
宗
史
上

に
お
け

る
地
位
１

特

に
三

巻
七
書
を
中
心

と
し
て
Ｉ

』
、

大
正

大

学
教
授
玉

山
成
元

氏
「

了
誉
聖
同
上
人
伝

の
諸
問
題
」
、

大
正
大

学
教
授
宇
高

良
哲
氏

「
聖
冏
禅
師
の
遺
跡

考
－

在
世
当
時
の
古
文

書
・
古
記
録

に
み
ら
れ
る
遺
跡
を
中
心
に
卜
」
の
三
篇
で
あ
る
。
以
上

の
三
篇

は
各

専
門
分
野
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
労
作
で
あ

る
。

○
特
に
、
本
年
は
浄
土

宗
中
興

の
祖
、
了
誉
聖
冏
上
人
を
特
集
し

た
。
聖
冏
上
人

は
浄
土
宗
の
第
七
祖

に
位

置
す

る
高
僧
で
、
浄
土
宗
義

の
再

構
築
、
伝
法
の
確

立
を
完

成
す
る
な

ど
浄
土
宗

史
上
大

き
な
活
躍

を
し

た
。

Ｏ

次

の
二

篇
、
八
木

宣
諦
氏
「
浄
土

宗
書

跡
の
研

究
－

名
号

の
成
立
と

歴
史
的

変
遷
１
」
、
松

濤
泰

雄
氏

ｆ
Ｔ
ａ
ｔ
ｔｖ
ａ
ｒ
ｔｈ
ａ
（
！

）
五
境

に
つ
い
て
」
は
教
学
院
助
成
研

究
報
告
で
あ
る
。

○
次
の
三

篇
・
小

沢
憲
珠
氏
、
中
野
正
明
氏
、
阿
川
正

貫
氏
、
以
上
の
論
文
は
一
般
研

究
論
文
で
あ
り
、
各

専
門
分
野
か
ら
の
研
究
成
果
の
発
表
で

あ
る
。

編
集
委
員
　

宮
林
昭
彦
　
　

大
谷
旭
雄

成
田
俊

治
　
　

深
貝
慈

孝
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